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　　序　章　　　敗　戦




　少年はひび割れた道路の片隅に膝ひざを抱えて座り込み、道行く人を見ていた。

　折からの雨でぬかるんだ狭い道には、驚おどろくほどの人が行き交い、あるいはアル中になった人たちが座り込んで何事かわめいている。

　目を凝こらせば配給物資が行き渡らず、掘り返した木の根をかじって飢えを凌しのいでいる老人がいた。老人の眼球がせりだして喉のどが異常に腫はれている。草や樹皮を食べるしかない人間の大部分は、遠からず病気になることを身をもって知っているだけに、少年はその光景を直視できなかった。

　小さく砕いたビスケットを法外な値段で売り歩く男のポケットは、紙切れ同然になった一万円札でパンパンになっている。だが当の男はガリガリにやせ細っていて、一番栄養を欲しているのは彼のような気がした。

　その後ろ、急ごしらえの関所にはデモ隊が黒山の一群になってプラカードを掲かかげて叫んでいた。ここからでは見えないが、おそらくカードには『生きさせろ』と書いてあるに違いない。

　彼らはみんな、家財も住む家も捨てて、ここ東京に逆ぎやく疎そ開かいしてきたのだ。しかし東京ですら、全国からの避難民を収容出来るほどのキャパシティを持ち合わせていなかった。

　空あいている土地などいくらでもあったが、身を寄せ合うように密集してテントを張っている。一番確実に雨風を凌げる方法は建物の中に入ることだが、だがいつ崩くずれるかもしれない半はん壊かいしたビルディングやデパートに住むのは、とても勇気のいることだった。

　世界の終わりのような光景と、テレビの中にしか存在しないと思っていたものが、いま少年の前に広がっている。

　すべての人に共通しているのは土つち気け色いろの顔をして、絶望と先の見えない不安に心を腐らせていることだ。惨みじめな生活を拒んだ決して少なくない人間は、尊厳を抱きかかえたままとっくの昔に命を絶ってしまっている。

　いまが現代でここが日本の首都近郊だなどと言われて一体誰だれが信じるだろうか。

　不意に全身を凄すさまじい気け怠だるさが襲おそい、意識が遠のきかける。

　少年も、もうどうすればいいのかわからない。少年にも帰る場所がないのだ。

　毎日、夥おびただしい数の死者が出て、戦況は悪化していく一方だった。死んでいった人間は、積み上げられて燃やされるか、最近は燃料すらもケチって合同の墓穴に入れられて土をかぶせられた。ここ数日タンパク質の焼けるにおいと腐敗臭を嗅かがなかった日はない。

　自分はきっとラッキーだったんだ。葬式をあげてもらっただけありがたいのだ、そう思いこもうとしても、締め上げられるような悲しみは幾いくばくも癒いえずに血を流し続けている。

　目を閉じると、最初に思い返すのは、規則的だが起伏がない低い声。

　読ど経きようと蝉せみの声と、遠くから聞こえる風鈴の音が混じった一室で、少年は最前列に座らされていた。

　念仏を唱えるお坊さんの正面には二つの棺ひつぎが横たわっていて、さらにその前には大量の献花と、それに埋もれるようにして朗らかに笑っている故人たちの写真が並んでいた。

　少年は胃がねじれるような痛みに襲おそわれ、膝ひざの上に置いた拳こぶしをきつく握って全身を震ふるわせた。我慢しようとしても俯うつむいた鼻先からぽたぽたと涙るい滴てきが伝って、ぐっしょりになったズボンに染しみを広げていく。

　少年の住んでいた地域が『ガストレア』の侵攻で激戦地になったのはつい一週間前のことだった。

　ミサイルのジェットエンジンと迫はく撃げき砲ほうの炎が夜空を紅ぐ蓮れんに染め上げているさなか、父親は必死で抵抗する少年を夜行列車に押し込んで、父の友人と名乗る東京の家に預けた。父親は列車のドアが閉まる直前、真剣な顔でこう言った。『俺おれと母さんもすぐに行く』。

　実際東京の家に預けられてわず五日目にして、両親は少年の元に来てくれた。小さい消けし炭ずみになって。

　合同葬儀。

　このたった四文字の言葉を理解するのに、少年は何時間もの説明を受けた。

　最初の内は信じられなくて、届いた真っ黒い炭を片手で掴つかんでみた。塊かたまりだったそれは信じられないくらい簡単に手の中で崩れると、砂さ礫れきのように細かくなって手の中からこぼれていった。

　少年は真っ黒になった掌てのひらを開いたり閉じたりして、なんとか聞かされた説明と現実を結びつけようとしたが、駄目だった。

　この消し炭がつい何日か前まで父親と母親だったなどと、到底信じることはできなかった。

　消し炭は自分に笑いかけることも、一緒に添い寝してくれることも、美お味いしい食事を作ってくれることもないのだ。

　気付けば少年は、読経をあげるお坊さんに掴みかかった上、棺の蓋ふたを蹴けり飛ばして大暴れしていた。

　参列している人たちに空っぽの棺を見せつけて「お父さんとお母さんは死んでなんかいない！」と何度も絶叫し、ツートーンの鯨くじら幕まくに体当たりするように外に飛び出した。

　そうして二日、少年は大きな屋や敷しきと大量のお手伝いさんが住んでいる家を飛び出して、避難民のいる仮設テントに流れ着いていた。

　だが配給札も持っていない少年に、誰だれも食べ物を恵んでくれるわけがない。仕方がなく木の根っこを噛かみ、草の汁をすすったら、ほどなくして猛烈な下痢と食あたりで脱水症状になった。

　ついさきほど急な立ちくらみと視野の狭きよう窄さくが起こり、もう立っていることもままならず、通りの壁に体を預けへたり込んでいる。

　霞かすむ視界で正面を見ると、少年の目線から見えるのは大量の足。通りを歩く無む慮りよ何千もの避難民が行き交う足が少年の目の前を過ぎ去っていく。

　痩やせている足、老いている足、子供の足、男性の足、女性の足。

　口の中はカラカラでもう唾つばすらでない。助けを求め手を伸ばしても、か細い声で精一杯呼びかけても、誰だれも足を止めてくれない。

　少年の頬ほおを一筋の涙が走った。

　もうあの家──天てん童どう家には戻りたくない。

　新しい両親と、たった一週間前に出来たたくさんの兄と一人の妹。少年は彼らと折り合いをつけて生きていく自信が、どうしようもなくなかったのだ。

　でも、もういいのかもしれない。そう思うと、不思議と死への恐怖が薄うすらいだ。

　子供の自分でもわかる。もうこの国はおしまいだ。

　国土は八〇％以上ガストレアに侵略され、陸海空問わず、自衛隊もほとんどが壊かい滅めつ的と呼べる被害を受けたらしい。信じられないほど人が殺された。

　いまここで死んでしまった方が、きっと苦しみが少ない。

　でも──。少年は手に力を込め、大地を掻かきむしる。

　でも、もしいま自分がこの場を生き延びることができたら、残りの生涯をかけて、父親と母親を捜さがしだそう。あの炭が両親のはずがない。絶対に生きていると信じて地の果てまで捜して捜して捜し尽くそう。

　突とつ如じよ辺あたりに遠えん雷らいのような長い咆ほう吼こうが響ひびき渡った。通りを行く人たちが足を止め首をかしげる。いち早く事態を察した男が、教会附属の鐘しよう楼ろうに登って必死の形ぎよう相そうで鐘かねを叩たたいている。

　空を見上げる視線を少年もゆるゆると追うと、向こうの山脈の稜りよう線せんを、一つの巨影が飛び越えてきた。それが巨大な翼つばさを備えた一匹の生物であることを全員が認識した瞬しゆん間かん、狂乱がキャンプ内にぶちまけられた。

　叫び声をあげ、押し合いへし合いしながら、倒れた老ろう婆ばや子供を踏みつけにして、全員が一歩でも遠くあの生物から逃げようと、でたらめに走り始めた。

　少年は朦もう朧ろうとする意識で宙を睨にらみながら膝ひざを抱える手に力を込める、空腹と脱水症状から、もう一歩たりともその場を動けなかった。

　遅れること数秒、山の向こうからもう一つ、今度は機械の塊かたまりが飛び出した。

　自衛隊の支し援えん戦せん闘とう機き──。

　強烈なジェット音を響かせながら追撃する戦闘機と、それを振り切ろうとする巨大生物は、まるでダンスでも踊っているみたいに空中でアクロバティックな軌道を描く。一昔前なら、テレビの中でしか絶対にあり得なかった光景。

　やがて好機と見た後方の戦闘機が、空対空ミサイルＡＡＭを切り離はなした。ジェットエンジンに点火したスパローミサイルは空中で身を捻ひねろうとする巨大生物の横腹に誤たず激突し、空中に火か焔えんの華はなを咲かせる。

　片かた翼よくがもげて空中で長い悲鳴を漏らした巨大生物の姿を見て、足を止めた群衆から歓声があがった。

　だがそれは、次の瞬しゆん間かん悲鳴に変わる。

「こっちへ来るぞぉ！」

　落下していく巨大生物は墜つい落らくの軌道を変え、やがて少年の視界一杯に広がってきたからだ。さきほどに倍する悲鳴と怒ど号ごうが連鎖して、もはや叫び声以外の声が聞き取れなかった。




　巨大生物が地面をこするや、激げき震しんが走り地面が大きく揺れ、群衆が悲鳴を上げながら連鎖的に倒れる。怪生物は滑走路へ着陸を試みる飛行機のような軌道を取るが、その巨体がもたらす衝しよう撃げきはそう簡単に相そう殺さいされるものではない。

　破は滅めつ的てきな大だい音おん響きようと共に幾多の建造物や仮設テントをまとめてなぎ倒しながら、生物はこちらめがけてハードランディングしてくる。

　潰つぶされる、そう思って少年は固く目をつぶった。

　破は砕さい音おんと絶叫が響ひびき渡り、大きな石ツブテと土つち塊くれが顔面にパラパラと当たる。

　あとにはむせかえるほどの土のにおいと、少年のものではない荒い息遣いだけが聞こえる。

　──生きている。

　うっすらと目を開けると、濛もう々もうたる土つち煙けむりを上げながら眼前──大きく手を伸ばせば触れられるほどの位置に巨大生物の顔があった。

「ガス……トレア」

　少年は知らずに呟つぶやいていた。

　全長は十四メートルほどだろうか、大きく太古の恐きよう竜りゆうのように見える赤みがかった翼つばさは鳥のものだろう、だがその半円形に張り出した二つの目は深い赤色をしており、結晶の塊かたまりのようにキラキラとしていた。おそらくトンボの複眼と同じものだ。

　鳥と昆虫の複合因子ダブルフアクター。

　とがったクチバシからは大量の黒血が流れ落ち、苦しげに膨ふくらむ胸郭の中からは赤しやつ光こうが見える。

　こいつのおかげで……いや、こいつのせいで。

　少年の憎悪に応こたえるように、ガストレアも全身の力を振り絞り、上体を起こす。大量の血が長い糸を引いて垂たれた。怪物はクチバシをかっと開き、少年の目と鼻の先で金かな切きり声ごえをあげる。

　血の混じった涎よだれが顔面に飛び散り、獣けものくさい風圧が少年の髪の毛を弄もてあそぶ。全身が震ふるえ、喉のどからは悲鳴が漏れそうになった。

　やられると思い身をすくめる。

　その時、暴力的な勢いで少年の腕が引かれ、すんでの所でガストレアの鋭利なクチバシから逃れる。

「え……お、おじさん？」

　齢よわい六十に達するのに格かく闘とう家かのようにがっしりとした体格と、見上げるような長身。

　少年が預けられた、天てん童どうの家の当主。天童菊きく之の丞じよう。

　探しに来てくれた？　こんなところまで？

　お礼を言った方がいいのだろうかとへどもどしていると、遠くで遅れて到着した機動隊が虫の息のガストレアを取り囲み小銃を構えた。

　少年の命の恩人は、少年の方を見もせず告げた。

「死にたくなければ生きろ、蓮れん太た郎ろう」

　隊長の合図と共に大量の空から薬やつ莢きようが宙を舞い、乾いた射撃音が天空に木こ霊だました。




　二ヶ月後、日本は事実上の敗北宣言を国民に行い、各地の『モノリス』を閉じ自律防御の構えを取る。

　日本に続くように、世界の列強国が『一時的措置』としてモノリスを閉鎖。

　日本は国土の大半を侵略され、大量の死亡者とそれに数十倍する行方不明者をだした。




　そうして二〇二一年、人類はガストレアに敗北した。




──それから、十年。






[image: 第一章　天童民間警備会社]









　　　　１




　春先。

　夕刻のあかね色に染まった空の下、エラの張ったごつい顔をしている殺人課の主任刑事が濃ゆい顔を近づけて、線の細い少年を脅おどしていた。

「あぁん？　お前が俺おれたちの応援に駆けつけた『民みん警けい』だぁ？　馬ば鹿かも休み休みに言え。まだガキじゃねぇか！」

　ド迫力の顔を近づけられた少年、里さと見み蓮れん太た郎ろうは覇は気きのない瞳ひとみで視線を斜め上に逸そらし、ぼんやりとカァカァ鳴いて巣に帰っていくカラスを見ていた。もう、帰りたくてしようがない。

　蓮太郎は刑事からのらりくらりと逃れると、ぼやく。

「んなこと言われても仕方ねぇだろ。俺が応援に来た民警だよ。拳けん銃じゆうも持ってる、ライセンスだってある。ウチの社長に言われたから仕方なく来てやってんだ、疑うなら帰るぜ」

　刑事は舌打ちすると、しばらく品定めでもするように目を細め、蓮太郎の周りをくるくる回り始めた。

「……その制服、お前学生なのか？」

　蓮太郎は自分の制服に目を落とす。スーツそっくりの真っ黒い制服の胸元に勾まが田た高こう校こうの徽き章しようが縫い取られている。

「……わりーかよ」

「チッ、最近はガキまで民警ごっこかよ。……許可証ライセンス出せ」

　許可証を差しだすと、刑事は添付された証明写真と蓮太郎の顔を見比べ「ファハハ、ひでぇ不幸面づらだ。写真写り悪ぃなお前！」といいながら腹を揺する。

　これも仕事だ我慢しろ俺──蓮太郎は刑事を睨にらみながら自分に言い聞かせる。

　多た田だ島しまだ、と短く名乗った刑事は、許可証を投げ帰してきた。

「『天てん童どう民間警備会社』ねぇ、聞かない名前だな」

「売れてねぇからな。あー、早速で申し訳ないんだけどさ、仕事の話しねぇか？　──」

　蓮太郎は顔を上げて目の前に建つ古びたマンションを見上げた。ひび割れに汚損、腐食、破損こそ目立つが至って普通の六階建てのマンションだ。『グランド・タナカ』とある。

「──ホントにここで事件が？」

「ああそうだ。上の階から血の雨漏りがするっていうんで、一〇二号室の奴やつが悲鳴を上げながら電話してきた。情報を総合すると間違いなくガストレアだ。まあいい、とっとと入ろう。やれやれ、やっとだな」

　多田島は『やっと』のあたりを、聞こえよがしに大声で発音してから、ビルの中に入っていった。

　民警と警察が仲が悪いのはいまに始まったことではないが、ここまで露ろ骨こつだと怒るより呆あきれかえってしまう。蓮れん太た郎ろうはしばらく本気で帰ろうかと思ってビルの前で立ち止まったが、仕方なくあとに続く。

　敗戦後しばらくして、ガストレア絡がらみの事件は、民間警備会社──略して民みん警けい──の同伴なしに現場に入れないという内容の法律が制定された。天井知らずの警察官の死亡率を少しでも下げるために必要な措置とのことだが、所しよ轄かつに土足で踏み込んでくる民警の社員を温かく受け入れてくれる警察官などどこにも存在しなかった。

　その時、多た田だ島しまがなにかに気付いたのか、急にごつい顔をこちらに近づけてきた。

「お前、相棒の『イニシエーター』はどうした？　お前まえ等ら民警の戦せん闘とう員いんは二人一組で戦うのが基本なんだろ？」

「あ、あいつの手を借りるまでもないと思ってな！」

　内心ぎくりとしながらも、まさか置き去りにしてきましたとは言えない。

　やっぱマズかったかなぁと頭を掻かきながら、薄うす暗ぐらい廊下の窓から元来た道を振り返る。

　近所でガストレア絡みの事件が起こったとワンマン社長から一報を受け、他社に仕事を取られまいと珍しく真ま面じ目めに自転車のペダルを漕こいだのは覚えている。

　相棒を置き去りにしたのも、きっとその時だ。迷子になってないと良いのだが。

　現場の二〇二号室に上がると、すでに大量の警官隊がドアの前を固めていた。

「なにか変化は？」

　多田島の言葉に警官隊の一人が青い顔をして振り返った。

「す、すみません。たったいまポイントマンが二人、懸けん垂すい降下にて窓から突入。その後、連絡が途絶えました」

　現場の空気が凍る。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　どうして民警の到着を待たなかった！」

「我が物顔で現場を荒らすあいつ等に手柄を横取りされたくなかったんですよ！　主任だって気持ち、わかるでしょう！」

「んなこたぁどうでもいい！　それより──」

「──どいてろボケ共！　俺おれが突入する！」

　多田島は一いつ瞬しゆん蓮太郎の瞳ひとみを覗のぞき込むと、顎あごをしゃくって命令。後ろに控えていたフル装備の警官隊が二名、ドアの前に配置され、彼らの持っていた全長の短縮された扉破壊用散弾銃ドアブリーチヤーが、蝶番ヒンジに当てられる。

　蓮太郎もベルトから拳けん銃じゆう──スプリングフィールドＸＤを抜くと、遊底スライドを引いて弾たまを発射出来るようにする。

　大きく深呼吸をして頭の中をクリアにした。掌てのひらの汗をズボンで拭ぬぐい、舌打ちする。

　つくづく、面倒なことになってきたものだ。

「──やってくれ」

　二に挺ちようのショットガンが火を噴いたのと、蓮れん太た郎ろうがドアを蹴けり破るのはほとんど同時だった。

　視界に飛び込んできた西日のまぶしさに一いつ瞬しゆん目が細められる。

　夕焼けの中から浮かび上がるように、六畳の小部屋が夕ゆう陽ひに染まっていた。だが、夕陽の赤よりも遙はるかに朱あかいものがリビングの床にぶちまけられている。続いて、隠しようもないほど濃密な血けつ臭しゆう。二人の警官隊が壁に叩たたきつけられて絶命していた。

　そこで蓮太郎は信じがたいものを見た。

　部屋の中央に長身の男が佇たたずんでいた。

　身長は一九〇を越えようか。細過ぎる手足に胴体。細い縦たて縞じまの入ったワインレッドの燕えん尾び服ふくにシルクハット、極めつきは舞踏会用の仮面マスケラという奇怪な出いで立たちの怪人。

　ガストレアがいない。それにこいつは……？

　やがて仮面男が首を巡らせて、こちらを見て薄うす笑わらいを浮かべる。仮面の奧から鋭い視線が蓮太郎を刺した。

「民みん警けいくん。随分遅かったじゃないか」

「なんだ……アンタ……同業者か？」

「確かに私も感染源ガストレアを追っていた。しかし同業者ではない。なぜならね──」

　男は芝居がかった調子で両手を広げる。

「──この警官隊を殺したのは私だ」

　敵だということがわかった瞬間、体が反応していた。一瞬で間まを詰めると、有無を言わせずすくい上げるような掌しよう打だを繰り出す。角度タイミングすべて悪くない一撃だった。

「オ、なかなかやるね」

　仮面男は、それを楽しそうに受け流したかと思うと胸に衝しよう撃げき。胸にめり込んだ拳けん打だに蓮太郎は吹っ飛びリビングのガラステーブルに背中から激突──息が詰まる。

　一体、なんなんだこいつは。

　激痛に顔をゆがめながら片目を開けると、至近距きよ離りで仮面男が拳こぶしを振りかぶっていた。

　慌ててテーブルから転げ落ちると、けたたましい破は砕さい音おんとともにガラステーブルをたたき割り、蓮太郎は飛び退のいて立ち上がるが、回避位置を予測していたように側頭部を狙ねらった回し蹴げりが飛んでくる。

　恐ろしい威力の蹴りに、ブロックした腕ごと弾はじき飛ばされしこたま壁に叩きつけられた。

　仮面男は小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

　蓮太郎は気き丈じように構えながらも絶望的な実力差に気が遠のきそうだった。

　その時、場違いな着信音が室内に鳴り響ひびき、仮面男が電話に出る。

「小こ比ひ奈なか……ああ、うん。そうかわかった。これからそちらに合流す──」

「──こっちを見ろ化け物め！　仲間の仇かたきだッ！」

　見ればドアに立った警官隊数人がカービンライフルを構えていた。

　仮面男はそちらも見ずに腰のホルスターから拳けん銃じゆうを抜き撃ちクイツクドロウ。

　青いタクティカルベストからパッと血が噴き上がり壁に飛散。

　仮面男はそのまま連射すると、瞬またたく間まに三人いた人間が撃ち倒され外にいた警官隊が色めき立つ。

　蓮れん太た郎ろうは全力で間合いを詰め、床を踏みしめる。

　天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ二の型十六番──

「『隠いん禅ぜん・黒こく天てん風ふう』ッ！」

　お返しとばかりに放った回し蹴げりは首の動きだけでかわされるが、素早く足を踏み替えると続く二撃目『隠いん禅ぜん・玄げん明めい窩か』を繰り出す。

　狙ねらい過あやまたず蓮太郎の放ったハイキックが仮面男のマスケラに直撃。

　やったと叫びかけたが、男は蹴りの衝しよう撃げきでがくりと後ろを向いた首に手を当てると、怪音と共に力任せに首を戻す。驚おどろくことに男は携帯電話すら手放してはいなかった。

「いや、なんでもない。ちょっと立て込んでてね。すぐそっちに行く」

　男は携帯電話のフリップを閉じると、じっとこちらを見たまま動かない。

　蓮太郎は血液が凍り付くような悪お寒かんを味わっていた。

　男は仮面を押さえながら喉のどの奧でキキキという笑いを漏らす。

「いやいやお見事、油断していたとはいえまさか一撃もらうとは思わなかった。ここで殺したいのは山々だが、いまちょっとやることがあってね」

　一いつ旦たん言葉を切り、キロリと仮面の奧の瞳ひとみがこちらを見る。「ところで君、名前は？」

「……里さと見み、蓮太郎」

　男は口の中で「サトミ、里見くんね……」とブツブツ呟つぶやきながら割れた窓ガラスをくぐってベランダに出ると、手すりに足をかける。

「またどこかで会おう里見くん……いや、私から会いに行くべきかな？」

「アンタ……何者だ」

「私は世界を滅ほろぼす者。誰だれにも私を止めることは出来ない」

　男が一いつ足そく飛とびにベランダから飛び降りる。

　強こわ張ばった体は、しばらくの間縫いつけられたように動かなかった。蓮太郎は汗ばんだ掌てのひらを開き、ぐっと閉じる。あんなに強い奴やつが、この世にはいるのか。

　うめき声が聞こえてハッと振り返ると、男に撃たれた重傷の警官に、仲間が必死に呼びかけながら担たん架かに乗せられて運び出されていくところだった。

　蓮太郎の握った拳こぶしが震ふるえる。その時、肩に手が置かれ力強く揺すぶられる。

「しっかりしろ民みん警けい！　俺おれたちだってこの職業に就いたときから覚悟は出来てる。お前がいまやらなきゃならねぇのは──」

　蓮れん太た郎ろうは舌打ちしながら多た田だ島しまの手を振り払う。

「──わかってる！　『感染爆発パンデミツク』を防ぐ方が先だってんだろ！」

　壁掛け時計を見て思い直すと自分に活を入れる。とんでもない時間のロスだが、まだ仕事は終わっていない。この奇怪な男のことを一いつ旦たん意識から閉め出すと、蓮太郎は銃を構えたまま慎重にユニットバスと奧の四畳半の和室を検あらため、押し入れなどをすべて開け放つ。そして最後の一つ、ここと見定めた木製の大きなクローゼットを開け放った。

　中には──衣類のほか何もない。

「おいおい、これはどういうことだよ。どこにガストレアがいるんだ？」

　後ろから聞こえる多田島の声に蓮太郎は少し戸と惑まどいつつ、拳けん銃じゆうをしまってリビングに戻る。

　問題は仮面の男が立っていたあたりに広がっている血液だった。奴やつのものではない。奴は怪け我がなどしていなかった。

　それにこれは、あまり考えたくないが致死量だろう。

　蓮太郎は座卓の上にあった写真立てを見た。夫と妻の愛情に挟はさみ込まれるように娘が写っている。

「この部屋に住んでる奴って一人暮らしだよな？」

「そう、男やもめの一人暮らし」

　蓮太郎は、天井を確認する。

「なんだ、これ……」

　蓮太郎の視線を追った多田島は嫌いやそうに顔をしかめた。天井には緑色をしたゲル状の物体が張り付いていた。蓮太郎はジャンプして天井に付着した物質に触れた。指で擦こすると、なんだかやたらとねばねばしている。

「ここで被害者が襲おそわれたのは間違いねぇだろう。けど、被害者は助けを求めて和室の窓から外に逃げてるだろう。それと、言いたかねぇけど、この出血で動けるってことはおそらくだな……」

　多田島は苛いら々いらした手つきでポケットをまさぐって煙草たばこを取り出した。

「じゃあこういうことかッ？　『感染源』どころか『感染者』もどこかでまだほっつき歩いてるって？」

　蓮太郎は頷うなずいた。

「多田島警部、至急辺あたり一帯の市民を避難させて周囲を封鎖するよう言ってくれ。まだ遠くには行っていないはずだ、俺おれたちも外を捜そうぜ。パンデミックが起こってからだと、左さ遷せんじゃすまないぜアンタ」




　覚かく醒せいと半覚醒の間を漂ただようようなゆらゆらとした感覚。心地良いその浮き橋は、だがそうと自覚すると同時にふっと消えてしまった。

　気がつくと夕焼けの中をほっつき歩いていた歩みを止めたところだった。

　右を見て、左を見る。なぜ自分はこんなところを歩いていたのだろうか。

　自宅からはそれなりに離はなれてこそいたが、見覚えのある遠景から、ここが東京エリアの一画であることは間違いないだろう。正確にどことは言えないが、周りの景色にはうっすらと記憶にある。

　正体を失うほど酒を飲んだのかと訝いぶかしんだが、思考も明めい晰せきで、平へい衡こう感覚も失ってはいなかった。体に残る若干の気け怠だるさを残して。

　頭を緩ゆるく振る。

　自分の名前は？　勿もち論ろん岡おか島じま純すみ明あきだ。この名前と付き合って四十五年も経たてば、そうそう忘れられるものでもない。

　そこまではいい。では、自分はどうしてこんなところにいるのか。いくら考えても思い当たる節がまったくない。

　夢遊病の気けはないし、このあたりは住宅街ばかりで、特に親しい友人が住んでいるわけでもない。よってこのあたりに足を運ぶようなこと事態あり得ないはずだ。

　それともふらりと散歩に出て、惰だ性せいで足を前に動かしていたらこんなところにでたのだろうか。

　惰性、という言葉を頭の中で繰り返してから思わず苦笑した。

　勤めている会社が潰つぶれて以来、いまのいままで惰性で生きてきたようなものだ。減っていく貯金残高に嫌いや気けが差して、賭かけ麻雀マージヤンやポーカーで損失を補ほ填てんしようと思ったのが、すべての間違いの始まりだった。浮かされた熱が引き、自分の馬ば鹿かさ加減を客観視出来るようになったときには、すでに恐ろしい額の授業料を払ったあとだった。

　ガストレア戦争後、生きる目的を失い自身を緩かん慢まんな自殺に追い込んでいった者たちを純明は軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見ていたものだが、いまの純明はまさしく過去に自分が軽蔑した者そのものだ。

　早々に自分に見切りをつけて出て行った妻と娘を責める気にはなれない。

　負ければヤケ酒を飲んで暴れる純明は、お世せ辞じでも立派な父親とは言えなかっただろう。いま自分がかろうじてまともな思考を維持しているのは、ついに酒を買う金も尽きてきたからという、さらにどうしようもない理由がくっついてくる。

　持ち家は差し押さえられ、狭苦しいマンションで日がな一日ぼーっとしていると、自分が社会に参加していない焦あせりから、時折叫び出したいほどの虚無感に打ちのめされたものだ。

　純明は電柱の脇わきにある自動販売機でスポーツ飲料のペットボトルを買い、口をつける。薄うす味あじ過ぎるのか、ちっとも味はしなかった。

　瞬またたく間まに五〇〇ミリを干してしまったが、むしろ渇かわきがよりひどくなったような気がした。

「……本当に、どうして俺はこんなところに──」




「──蓮れん・太た・郎ろう・の・薄はく・情じよう・者もの・めぇぇぇッ」




　その時大声でがなる声が聞こえて、純すみ明あきははっとする。正面から長い影を引いて、一人の少女がこちらに歩いてくるのが見えた。年の頃ころは十歳前後だろうか、裏地にチェック柄が刻まれたおしゃれなコートにミニスカート。底の厚い編み上げ靴をはいており、小刻みに左右に揺れるツインテールは少し大きめの髪かみ留どめで結ばれていた。
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　すれ違いざま「おのれぇ、『ふぃあんせ』の妾わらわを、よもや捨てていくとは……」と、なんだか物ぶつ騒そうな声が聞こえたような気がした。

　誰だれかに置いてけぼりをくらったらしいが、純明の存在に気付かずにそのまま通り過ぎていく。この近所の人間だろうかと思い、後ろから声をかける。

「お嬢じようちゃん、ちょっと道を聞きたいんだけど」

　自分でも不審者丸出しのあんまりな第一声に、案あんの定じよう顔を上げた少女は驚おどろき、突とつ如じよ飛び退のくようにして後ろに下がった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、怪しい者じゃない。俺おれは岡おか島じま純明、多分この近くに住んでいるけど、帰り道がわからないんだ」

　少女はまんじりともせずこちらを見つめている。これ以上なんと言って誤解を解けばいいものかと思案していると、少女はなにか悟ったのか、困こん惑わくしたような顔をした。

「お主ぬし、自分がどうなっているのかわかっていないのか？」

「なんだって？」

「妾わらわにはどうしてやることもできない。勿もち論ろん世界中の誰だれにもだ。その……だな、最後になにか言い残すことはないのか。家族とか友人とか、誰かいるのだろう？」

「……一体、なにを言ってるんだ」

「こういうこと、別に妾だって言いたくて言っているわけではない。だが、本人への告知は義務だから守れって蓮れん太た郎ろうに言われているからちゃんと言っているのだ」

　会話が噛かみ合っていない。妾？　お主？

　純すみ明あきの胸元ほどしか上うわ背ぜいのない少女は、憐あわれむような上うわ目め遣づかいでこちらを見た。

「……やっぱりお主は気付いていないのだな。じゃあ自分の姿を見てみるといい。ただし、パニックに陥おちいらないようにゆっくり見るのだぞ。そうしたら妾の言ったことがわかる」

　少女から発せられる不思議な諦あきらめ、その雰ふん囲い気きに気け圧おされるようにして、純明は自分の姿を見た。

「なんだ、これは……」

　腹部が真まっ赤かに染まっている。いや、腹部だけじゃない。肩口や喉のどにまで引き裂かれたような大きな傷があり、いま現在も鮮血を流し続けていた。純明が立っている舗ほ装そう路ろの上には、滴したたった血が水たまりほどの大きさになっている。

　恐る恐る腹部に手で触れると、ぬるりとした気持ち悪い手て応ごたえがあった。

　どうしていままで気付かなかったのか、そもそも、なぜ痛みすらないのか。自分はどうしてしまったんだ。

　その時、天地がひっくり返ったみたいに視界が暗転して、気付けば純明はその場に倒れ込んでいた。

「思い……だした。そうだ、俺おれは無一文になって、それで……」

　純明が数え切れないほど受けた面接では、時に人格を否定されるような言葉を投げられ、歯ぎしりするような悔しさに襲おそわれることもあった。

　しばらくして純明は太陽電池モジュールのパネル清掃員に採用された。辛つらい仕事だが、ある程度の給料は保証されているので、生活さえ安定すれば、妻子を呼び戻せるかもしれない。

　いまはまだ夢物語だし、とりあえず当座の目標は生活を立て直すことだったが、自分にもまだ出来ることがあると悟った瞬しゆん間かん、純明の体をマグマのような興奮が突き上げていた。

　せめて声だけでも──そう思ってマンションのベランダにでて妻の実家に電話をかけた。

　相手がでるまでの数コールの間に、ふと上を見てしまったのが、純明の一番の不幸だったかもしれない。

　人間サイズもある巨大な生き物がマンションの四階の壁に張り付いていた。そしてそれは純明がこちらに気付いた瞬間を見計らうようにして、鮮血のような真っ赤な両目を閃ひらめかせてこちらに降りかかってきた。

「……俺おれは、あのガストレアに殺されかけて必死で逃げて、ここまで来たんだ」

「感染源ガストレアに体液を送り込まれたな」

　少女は感情を抑えた声で語りかける。

　純すみ明あきは自分の肩口についた二本の牙きばの痕あとを見た。

「ああ」

　諦あきらめのような声が自分の喉のどから漏れていた。

　戦時中何回も見たテレビの内容を思い出す。実験用のラットはガストレアウィルスを投与されて数分後に凄すさまじい異い形ぎようの姿になって産うぶ声ごえをあげ、視聴者の度ど肝ぎもを抜いた。

　少女に指摘されてから、ふくらはぎのあたりがかゆくなり、体が熱く、内側から膨ふくらんでいくような圧迫感に襲おそわれていた。

　純明の体内のＤＮＡ情報が、いまこの瞬間も超高速で書き換えられているのだろう。

　気付けば、澎ほう湃はいと涙があふれていた。

「じゃあ君は、民みん警けいの……？」

「うん、妾わらわは『イニシエーター』藍あい原はら延えん珠じゆという。十歳にあがったぞ。もう立派な淑女レデイーだ」

　笑ったつもりだったが、不格好な顔の引きつりに変わってしまった。すでに体中が思うに任せない。

「……頼みたいことがある。妻と子供に、謝あやまっておいてくれないか──いままで、ゴメンって」

「……承うけたまわった」

　それが純明が見ていた世界の最後だった。

　彼はあっさりとヒトの形を留とどめていられる臨界点を突破した。

　彼の手足が常識では考えられない速度でしぼんだかと思うと、体を突き破るようにして真っ黒な細長い脚が飛び出す。

　毛が生えた八本の長い脚、遅れて頭部の部分から四よん対ついの真まっ赤かに光る単眼が現れた。腹部は鞠まりのように大きく膨らみ、口こう角かくからは濡ぬれ光る二本の牙が生えていた。黄色と黒のまだら模様の体色は、人間に生理的嫌けん悪おを与えて止やまない。──それは巨大なクモである。

　小柄な少女は、逃げだすでも悲鳴をあげるでもなく、ただ静かに構えた。と、その時割り込むような声があさっての方向から聞こえた。

「ガストレア──モデルスパイダー・ステージⅠを確認。これより交戦に入るッ！」

　少女は声の方に振り返る。

「蓮れん太た郎ろう！」

「延珠、無事か！」

　延珠は走りだす。蓮太郎も両手を広げ彼女の元に走り寄った。わずかな時なれど別れ別れになっていた二人は暮れなずむ夕ゆう陽ひの中、万感の思いで再会の抱ほう擁ようを──交わすわけもなく延えん珠じゆの放った蹴けりが蓮れん太た郎ろうの股こ間かんに食い込んだ。

「ぐあああああああッ」

　蓮太郎は股間を押さえたまま膝ひざをつき、そのまま額ひたいを地面につける。

　女性では決して理解し得ない彼ひ岸がんの激痛にのたうちながらも、蓮太郎は歯を食いしばって顔を上げる。身長一四五センチの少女、藍あい原はら延珠は、両手を腰に当てて傲ごう然ぜんと蓮太郎を見下ろしていた。

「妾わらわを自転車から放り出しておいて、よくもぬけぬけと妾の前に顔を出せたな」

「お、怒ってんのかよ？」

「当たり前だ」

「し、仕方ねぇだろ。この仕事取れなかったら木き更さらさんに尻しりを蹴り回されるのは俺なんだぜ？」

「妾を捨てていったら妾が蹴り回す」

「じゃどーすりゃいいんだよッ！」

「大人しく尻を差し出せ。あとはどちらに蹴り回されるかの問題でしかない。蓮太郎が蹴られたい方を選べばいいだろう」

「アホッ、んな二択があってたまるか」

　その時、再び二人の会話に割り込むように銃声が轟とどろいた。遅れて現場に着いた多た田だ島しまの手には硝しよう煙えんをあげるリボルバー拳けん銃じゆうが握られている。

「おい、お前まえ等ら。敵を放って漫才か！　仕事しろ民みん警けい！」

　生まれ落ちて間もないガストレアの皮膚は、銃弾が当たり血が噴きだしていたが、次の瞬しゆん間かん凄すさまじい勢いで治ち癒ゆを始め、最後には多田島の撃った三八口径を傷口から吐きだした。ガストレアは多田島の方に回頭して、シィィと鋭く鳴く。マズい。

　蓮れん太た郎ろうは叫ぶよりも早く走って体当たりで多田島の上体を倒す。

「うおッ、お前なにしや──」

　巨グモが低い姿勢でジャンプし、二人がたったいまいた位置を恐ろしい勢いで擦さつ過かしていく。多田島の顔が青ざめた。

「警部、こいつは単因子・ハエトリグモのガストレアだ」

「は、ハエトリグモだと？」

「オリジナルは体長の何十倍もの距きよ離りを跳ちよう躍やくして餌えさをとるクモだよ。あの特徴的な体色でわかる。それと──」蓮太郎は多田島のリボルバーを取り上げる「ガストレアに通常の弾丸は効き目が弱い。撃つと興奮させるだけだから使うんじゃねぇ」

「じゃあどうやって倒すっつうんだよ！」

　その時濃い影が二人を覆おおい、多田島がひっと短い悲鳴をあげた。

　卵がくさったようなにおいが鼻を刺し、蓮れん太た郎ろうは背筋に冷たいものを感じながらゆっくり振り返る。そこには八本の脚を広げた巨大グモがいた。鋏きよう角かくと、その先に毒どく腺せんのある牙きばを開閉させ、腹をこちらに向けている。生理的嫌けん悪おを覚える容姿に派手な体色、糸をだす出しゆつ糸し突とつ起きがぐちゃぐちゃと耳みみ障ざわりな音を立てる。

　はたとなにかに気付いたのか、ガストレアが素早く体を向けたのは小柄の少女だった。

　出糸突起を向けるとブルブルと震ふるえたと思うや、突とつ如じよ彼女の体に投げ網のような物体が覆おおい被かぶさり体勢が崩くずされる。

「ぬわっ、な、なんだこれッ。ねばねばするぞ」

　彼女は腕に力を込めるがその度たびに粘性のある糸が全身を絡からめ取る。

　その時蓮太郎は、クモの糸ではあり得ない緑色にぬら光っているのを見み咎とがめた。これは、被害者の岡おか島じま純すみ明あき宅で見たものと同じものだ。

「しゃがめ延えん珠じゆ！」

「え？」

　彼女は咄とつ嗟さの指示に反応できない。その華きや奢しやな体が横っ飛びに弾はじき飛ばされ、地面に激しい擦過痕こんを残しながら二十メートル近く吹き飛ばされる。

「延珠ッ！」

　咄嗟に蓮太郎はベルトから拳銃を抜くと引き金を引く。

　強烈な発砲炎と共に反動で腕が跳ね上がる。着弾した瞬しゆん間かん、ガストレアは大きく悲鳴をあげて八本の足で胴体を守るようにしながら後退。いつまで経たっても傷は再生される気配はない。

　よしいいぞと蓮太郎は思った。続けて発砲。足が一本吹き飛びぐらりと体が傾いたところに浴びせかけるように弾丸を連発。硬い外殻を破り体液がほとばしり、四〇口径の弾丸が黒い穴を穿うがつ。

　十発は撃っただろうか、拳けん銃じゆうは丁ちよう度どスライドが後退したままストップして、弾たま切れを知らせる。遠目にガストレアは体を丸め、ぴくりともしなくなった。

　注意深く接近すると、拳銃弾のうち一発が毒腺のある牙ごと顔面の一部を吹き飛ばしている。だがそこで蓮太郎はおや、と思った。命中弾が半分以下しかない上に肝心の急所に弾が当たった形跡がない。

　嫌いやな予感がして唾つばをごくりと飲む。

　刹せつ那な、スパイダーが跳ね起きるや毒腺を開いて蓮太郎めがけて突進してくる。

　完全な不意打ちに体が咄嗟に反応できない。蓮太郎はやられると身を強こわ張ばらせる。

　あわやという瞬間、すさまじいインパクト音と共にガストレアの体が地面と並行に吹き飛ばされ地面を一度バウンド、横手の石いし塀べいを激突破は壊かいし電柱を巻き込み倒とう壊かいさせ、盛大な粉ふん塵じんを巻き上げる。一瞬、なにが起きたのか理解が追いつかなかった。

「延珠か」

　先ほどまでガストレアがいた位置には、代わりに延えん珠じゆが誇らしげな顔で立っていた。

「ふん、蓮れん太た郎ろうはすぐ油断するな。見ていられないぞ」

　多た田だ島しまは口をぱくぱくさせていた。この細身の少女の飛とび蹴げりが、いましがたそこにいた六十キロはありそうな巨体を吹き飛ばしたという事実が信じられないのだろう。

　彼女の外見にはなんら普通の少女と変わるところはない。ただ一つを除いて。

　さきほどは黒かった彼女の瞳ひとみが、真まっ赤かに輝かがやいていた。

　ガストレアと同じ、深しん紅くの瞳。

　多田島の表情に張り付いた驚きよう愕がくが徐々に理解へと変わる。

「そうか、このガキがイニシエーター」

「蓮太郎の相棒、藍あい原はら延珠だ。覚えておけ公僕め」

　ことさら勝ち気な瞳で彼女は告げた。その不ふ遜そんさは年齢に不相応でありながら、見み惚とれるほどに美しい。

　蓮太郎は、十歳の少女に好き放題言われて不ふ甲が斐いなさを覚えながらも、予備弾倉を拳けん銃じゆうに叩たたき込むと油断なく構えたままガストレアに近づく。クモは多脚を揃そろえて天に伸ばすと、末まつ期ごの痙けい攣れんを残して今度こそ死亡した。

　蓮太郎は多田島に向かって素直に頭を下げる。

「すまん警部、格下ステージⅠ相手に油断した」

「おい、それよりもお前さっき『ガストレアに通常弾は効き目が薄うすい』とか能書き垂たれたばかりじゃないか」

　蓮太郎は多田島に向き直る。特に隠し立てすることでもないので蓮太郎は黙だまって予備弾倉──正確にはそれに装そう填てんされた弾丸を見せた。

　多田島の糸目が、理解と驚おどろきに見開かれる。

「そうか、バラニウム弾」

　蓮太郎は頷うなずいてから、一発取り出して掌てのひらで転がせて見せた。黄金色の薬やつ莢きようの先端──バラニウムブラックの弾頭部分が、夕ゆう陽ひを鈍く反射する。

「知っての通り、これはガストレアの傷の再生を阻そ害がいする金属、バラニウムで出来てる」

　同時に、きっとこれがあるから、人類はかろうじて絶ぜつ滅めつを免れているのだろうと内心思う。ガストレアは極度にこの金属を嫌い、この金属を敷しき詰めた部屋に放り込むと衰弱して死んでしまうらしい。

「銃弾にも加工できるんだな」

「剣とか槍やりとかわかりやすい武器にしてる民警の奴やつ等らの方が目立つけど、俺おれのは銃弾なんだ。弾たまは特殊だが、拳銃は至って普通のもんだよ」

　ほれ、と言って蓮太郎の使っているＸＤ拳銃を見せると、多田島は顎あごに手を当て唸うなった。

　不意に、くいくいと制服の袖そでが引っ張られるので首を巡らせると、延珠がにこにこしながらさかんに自分を指差していた。

「わかったわかった。スゲーよお前、よくやった。ついでに助かった。これでいいんだろ？」

「妾わらわからも、蓮れん太た郎ろうに言うことがある」

　延えん珠じゆが手招きするので、仕方なく蓮太郎はかがみ込んで延珠に目線を合わせる。どうせ、詰めが甘いとか、もっと強くなれとか言うんだろと思って嘆息したい気分だった。

　と、素早くこちらの首に手を回され、不意打ち気味に唇くちびるに軟らかい感触が押しつけられる。

　──なッ！

　体を強こわ張ばらせていると、延珠はぱっと離はなれて、両手を後ろ手で組んではにかんだ。

「ふふ、ありがとうな蓮太郎。妾のパートナーとしてはまだまだだが、妾が油断したとき単身敵に立ちはだかった蓮太郎は、ちょっとだけ格好良かったぞ」

「お、お前……」

「なんだ、もっとしたかったのか？　蓮太郎にならもっと色んなことしてもいいのだぞ」

　蓮太郎は自分の頬ほおが紅こう潮ちようするのを感じる。

「ア……アホ！　冗談でもンなこと言うな。誤解する奴やつがいたらどうす──」

　ふと首筋に悪お寒かんを感じて振り返ると、多た田だ島しまが腰から手錠を抜いてこっちににじり寄ってきていた。

「……いい趣味してるな豚野郎」

　ブワッと脂あぶら汗あせが噴き出してくる。多田島はじっと蓮太郎を睨にらみ上げた。

「最近ここらで少女にイタズラする馬ば鹿かがでててな。背格好はお前くらいで、体重はお前くらいなんだが……どう思うよ？」

「……ざ、ざけんじゃねぇよ。誤解だッ、冤えん罪ざいだッ、無罪を主張する！」

「話は署で聞こうか」

「こ、この野郎！」

　蓮太郎と多田島は延珠を中心にぐるぐると輪を描くように追いかけっこする。

「え、延珠、頼む、お前からもなにか言ってくれ！」

　延珠はよくぞ聞いてくれたとばかりに胸を反そらせる。

「とても一言では言い表せない深い仲だ」

　多田島がリボルバーの撃鉄を起こした。

　え？　なに射殺されんの？

「こいつは居い候そうろうなんだ！」

「いつも夜は凄すごくて妾を寝かせてくれないのだ」

「俺おれは寝ね相ぞうが悪ぃんだよ！」

「将来を誓い合った仲だぞ？」

「ねぇよ！」

　多た田だ島しまはしばらく蓮れん太た郎ろうと延えん珠じゆを交互に見比べていた。やがて取りだしかけていた手錠をしまった。

「チッ。おしゃれなブレスレットを両手に嵌はめてやったのになぁ」

「か、勘弁しろよ警部、冗談キツいぜ」

　ふと延珠の背に視線を落とした時、蓮太郎は息を飲んだ。背中の皮が剥むけて真まっ赤かになっている。さきほど奴やつの体当たりを喰くらって地面を擦こすったとき出来たものだろう。

「痛くないか延珠？」

　こちらの彼女の勝ち気な瞳ひとみがふふんと鼻を鳴らして、揺るぎなくこちらを見返す。

「大丈夫だ。じき治る。妾わらわはそれより駄目にされた服の方が腹が立つ。キャミソールの肩かた紐ひもまで切れたぞ」

　彼女の言葉を裏打ちするように、それは起こった。皮が剥けた痛々しい色が覗のぞく背中の擦さつ過か傷しようが、目に見えて小さくなっていくのだ。

　やがて傷は何事もなかったかのように塞ふさがると、少女特有の体毛の少ない美しい肌色と破れた服だけが残った。

　多田島が小さく口を開けているのを横目で見ながら、当然の反応だろうと思った。

　通常の人間ならばまず傷にかさぶたがかかって、その下でゆっくりと時間をかけて傷が修復されていくものである。その過程を飛ばして傷が治ち癒ゆしていくということが、彼女が普通の人間ではないことを裏書きしていた。

　超人的な回復能力。それこそがガストレアウィルスを一定の条件下でコントロールしている少女たち、イニシエーターに与えられる恩恵の一つだ。彼女の持つ規格外の筋力や敏びん捷しよう性せいなどもその範はん疇ちゆうである。そして、力を解放していない現在、彼女の瞳は限りなく黒い。

　蓮太郎はイニシエーターをサポートする監督役『プロモーター』として彼女に道を示してやらなければならないのだ。

「そうだ延珠、お前、形けい象しよう崩ほう壊かいを起こす前に被害者と話してたけど、なにか言ってたか？」

　延珠は神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「うん、妻と子供によろしく伝えてくれって言ってたな」

「……そうか」

　蓮太郎は時計を見ると背筋を正して多田島に敬礼する。

「二〇三一年、四月二十八日一ひと六ろく三さん〇まる、イニシエーター藍あい原はら延珠とプロモーター里さと見み蓮太郎。ガストレアを排除しました」

「ご苦労民みん警けいの諸君」

　形式的とはいえ、現場の最高責任者として多田島も礼を返した。多田島と目線を交わし合うと、どちらともなく笑みがこぼれた。

　そこに、空気を読むことを知らないあどけない声が差し挟はさまれる。

「ぬ、そんなことよりタイムセールの時間はいいのか？」

「え？　……ああッ」

　慌あわててポケットから今日の折り込みチラシを取り出す。蓮れん太た郎ろうの顔から血の気けが引く。

「お、おいもう行くのか？」

「ああ、また仕事あったら回せよな」

　多た田だ島しまはなにやら口をもごもごさせている。

「なんだ、その、あれだ。さっきはその、助けてくれて……いやいい。ところでそんなに急いで大事な用なのか？」

「モヤシが一袋六円なんだよ！」




　走り去っていく少年の影と、その後ろをじゃれつく小犬のようについていく小さな影を見ながら、多田島茂しげ徳とくは呟つぶやいた。

「モヤシ……だと？」

　庇かばってくれた礼の一つでも言ってやろうと思っていたのに、なんだか一いつ遍ぺんに馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。

「主任、無事でしたか？」

　振り返ると、手分けしてガストレアを捜そう索さくしていた部下たちが、遅れて到着を果たしていた。

「あいつら新米ニユーフエイスみたいですけど、使えそうっすか？」

「さあな。そういや『ＩＰ序列』聞くの忘れたな」

　ほとんど無意識に胸ポケットから煙草たばこを一本抜くと火をつける。見ると、年若い部下が無言で煙草を眺ながめていた。

「くわえ煙草っすか？」

「堅いことを言うな、さっき死にかけたんだぞ」

　部下が眉まゆをひそめるのも構わず、紫し煙えんを思いっきり肺に吸い込んで吐き出す。

　今日は一日快晴だったので、遥はるか遠くに佇たたずむモノリスさえ一望できた。

　縦に一．六一八キロメートル、横に一キロメートルもある長方形の巨大な黒い壁が、鉄塔の如ごとく、一定の間隔を置いて点々と立っている。

　自然の風景の中に存在すると違和感が付きまとうのに、なぜか畏い敬けいの念を感じる。

　関東平野の一部をすっぽり取り囲んでいるモノリス群。

　──その中だけが人間に残された最後の楽園である。

　林立するブラッククロームの石版群の正体はバラニウム製の金属塊かいだ。

　あれと同じ物が関東平野──元東京都、元神奈川県、元千葉県、元埼玉県の一部にまたがって取り囲んでいる。

　ガストレアはバラニウムを極端に嫌う。バラニウムの出す特殊な磁場が天然の結けつ界かいの役割を果たすおかげで、ここ東京エリアは大規模なガストレアの襲しゆう撃げきを免れている。

　逆に言えば、日本に残っている東京を含む五つのエリア以外のすべての地域に人じん外がいの怪物と、かつてヒトだった人外の怪物があふれかえっている。か弱い人間が一歩モノリスの外に出ようものなら、たちまち喰くい殺されるか彼らの仲間入りを果たすだろう。

　しかもこれは日本だけの話はない。

　気がつくと、いつの間にか鑑かん識しきや他の刑事が集まってきて、証拠品の押おう収しゆうや『keep out』の封鎖テープをあたりに張り巡らせていた。

　十年前、世界に同時多発的に現れ、その感染力から恐ろしい勢いで人類を駆く逐ちくし始めたガストレア。一人の感染者が二人になり、四人になり、八人になり……等比級数的に増えるガストレアに人類がようやく焦あせり始めたときには、もうどうしようもなく手遅れだった。

　大規模な戦争で被害を受けた各国は、ギリギリ実用段階に至ったモノリスで結けつ界かいを作り、十年経たったいまも必死にその中に立てこもっている。

　人類はガストレア世界大戦に敗北したのだ。

　立ち上のぼった紫し煙えんは、すぐに夕ゆう陽ひの中に溶けていった。

　十年もの間、日本は敗戦の傷を癒いやし、そしてようやく、文明の針を二〇二〇年代前半のレベルまで回復させていた。

　多た田だ島しまは短くなった吸いさしを足で踏ふみ潰つぶし、現場をテキパキと動く優秀な部下を横目で眺ながめる。

　時折ふらりと外から迷い込んでくるガストレアを早期に狩り、パンデミックを防ぐ。それらは当初、警察やその麾き下かの機動隊、自衛隊などの役割だったが、いまはその戦せん闘とう職しよくとしてのシェアを民みん警けいが完全に掌しよう握あくしている。自分たちがやるのはその事後処理になってしまった。

　多田島は春のにおいの濃くなった空気を肌で感じながら、すでに見えなくなりかけている二つの背中を、柄にもなくセンチな気持ちで見送った。




　開始因子イニシエーターと加速因子プロモーター。

　彼らは二人一組の戦闘員。

　身に修めた力でガストレアと戦う──人類の最後の希望なのだ。




　　　　２




「死ぬ前に、なにか、言い残したことはある？　里さと見みくん」

　冷ややかな汗が蓮れん太た郎ろうの頬ほおを伝い、そのままあとずさりするが、ほどなく背が壁に当たる。

　物ぶつ騒そうな声の主である少女は、口をへの字に曲げ腕組みしながら苛いら立だたしげに靴をカツカツ鳴らす。

　予想はしていたが、大変ご立りつ腹ぷくのようだ。

　蓮れん太た郎ろうの目の前には黒っぽい美人がいた。細ささめ雪ゆきのようなきめ細かく白い肌に好対照して、髪は真っ黒いさらさらのストレートヘア。白い肌が露ろ出しゆつしているのは、わずかに顔や首筋と手と、スカートとハイソックスの間から見える腿ももの部分だけ。他ほかは美み和わ女じよ学がく院いんのセーラー服に袖そでを通しているせいで黒一色で、胸元に結ばれた赤いリボンを除けば、完全に純色の黒と白だけだといえる。吊つり上がった切れ長の瞳ひとみは鋭く、笑うと可愛かわいいのだが不ふ機き嫌げんそうな顔でむっつり押し黙だまっていることが多いので、なんとも勿もつ体たいない話だった。

　蓮太郎は、気け圧おされながらも全力で抗弁を試みる──限りなく小さな声で。

「す、過ぎたことはしょうがねぇだろ」

「この、お馬ば鹿かッ！」

　狭苦しい室内に大だい喝かつが響ひびき渡り、鋭いパンチが飛んでくるのを、すんでのところでよけると、少女は噛かみつくような表情で蓮太郎を睨にらむ。

「なんでかわすのよ腹立たしいわねッ」

「無む茶ちや苦く茶ちや言うなよ！」

　蓮太郎が背中を見せて逃走に移ると少女も拳こぶしを振り上げながら追っかけてきて、応接セットの周りをぐるぐる逃げ回る。

　──チクショウ、今日は、こんなんばっかりだ。

「逃げ足……ばっかり、早いん、だから……」

　体力のない少女はすぐに脱落すると、肩で大きく息をしながら調ちよう息そくする。

「なあ、また新しい仕事を受けた時に頑張ろうぜ、木き更さらさん」

「馬鹿なこと言わないで！　これが最後のチャンスだったのよ！」

　それと、と続けてキロリと蓮太郎を睨にらみ付ける。

「仕事してるときは木更さんじゃなくて社長って呼びなさい」

　ぱっと長い髪をかき上げると、すたすたと自分の執務机に戻り、「使えないんだから」と一言くれて肘ひじ掛かけイスに座る。

　蓮太郎はやれやれと嘆息した。尻しりを蹴けり回されるどころか、事務所に帰った蓮太郎を待っていたのは仁義なき鉄てつ拳けん制裁だった。

　グランドピアノほどもある巨大な黒こく檀たんの執務机とよくなめされた皮革製の肘掛けイス。そこにゆったりと腰掛けるセーラー服の少女という図は、とても不思議に映る。

　天てん童どう木更。十年前、蓮太郎が引き取られた天童家の末の娘であり、蓮太郎が働いている天童民間警備会社の社長でもある。

「つまりこういうこと？　君はそこの机の上に乗ってるタイムセールの商品を買うために急いだら、途中で警察から報ほう酬しゆうをもらい損ねたことに気付いた、と」

「……ああ」

　蓮れん太た郎ろうは顔をそむけながらぶっきらぼうに呟つぶやく。

　慌あわてて多た田だ島しま警部に電話すると、『あんれぇ？　俺おれはてっきり無償の奉仕でやってくれたもんだと思ってたんだがなぁ。まあ過ぎたことだし今回は初回無料キャンペーンってことにしようや。また事件があったら優遇してコキ使ってやるからよファハハハハハハハ』と哄こう笑しようを残して切れてしまったのである。

　木き更さらは肘ひじの上に顎あごを載せて不ふ機き嫌げんそうに先を続ける。

「それでも君はモヤシだけは二袋買ってきた？」

「そ、そうだ！　……お一人様一つ限りだったので延えん珠じゆも連れて二つ買ったさ！」

　一体俺は何の報告をしてるんだと思い、なにか別の話題を必死で検索する。

「………………アンタも食べるか？」

　顔面にペチンとモヤシの袋が投げつけられた。

「ちょっと里さと見みくん、今月は収入ゼロよ。誰だれのせいだと思ってるのこの甲か斐い性しよう無し、最弱、お馬ば鹿か。それと君の中では社長への仕事の報告よりもスーパーのタイムセールの方が優先されるの？」

　突然木更が拳こぶしを握ったまま震ふるえる。かと思うや、木更が机に両手をついて立ち上がった。

「──なにより、どうして私にもタイムセールのこと教えてくれなかったのよッ！」

　その時を見計らったかのように木更のお腹なかがキュルグルルと鳴って、彼女はお腹を抱えたまま腰砕けになって椅い子すに座る。目は虚うつろだった。

「もう駄目。ビフテキ……食べたい」

「……俺だって食べてぇよ」

　現在木更は天てん童どう一族と決別して自活しているので、見た目のセレブっぽさに反して彼女の財布はとても軽い。

「ねぇ、里見くん」

「なんだよ」

「働きなさい」

「ウッ、持病の癪しやくが」

「働いたら治るわよ」

　木更は天童民間警備会社のテナントが入っている雑居ビル『ハッピービルディング』の三階から、帰宅ラッシュの窓の外を眺ながめると、小さく首を振りながら溜ため息いきをついた。

「会社経営って思ったより大変なのね」

「……楽だと思ってたのか？」

「株とか為替かわせの方が楽よ。右の物を左に動かすだけで利ざやがでるのに、この商売はまるっきり駄目。それもこれも里見くんが甲か斐い性しよう無しのお馬ば鹿かなせいね」

「二階のテナントがキャバクラで一階がゲイバーなのが問題なんじゃねぇのか？　……四階なんて闇やみ金きんだぜ？」

「わかってないのね。本当に良い会社なら立地なんて関係ないのよ」

　そういうもんかね。

「ビラとかティッシュ配って、地道に宣伝すりゃいいだろ」

「地味。十人並みのことをやっても十人並みの結果しか出ないわ。やるならもっとインパクトが欲しいわね」

「木き更さらさんがメイド服とか着てビラ配りゃいい」

　素材が凄すさまじく良いので十人のうち十人が振り返るぜ、というニュアンスだったのだが、木更には伝わらなかったらしい。顔を真まっ赤かにして青筋を立てている。

「私は『天てん童どう』よ！　この私に女給のような低位な人間の真ま似ねをしろって言うの？　私はいや！　里さと見みくんが『天童民間警備会社ここにあり！』って叫びながら衆しゆう人じん環かん視しの中いきなり燃えるか爆ばく発はつしなさい！」

「それじゃテロだろ……」

　蓮れん太た郎ろうは呆あきれ半分であたりを見回す。

「なぁ社長。マジメな話、俺以外にも人雇おうぜ」

　折せつ角かく、狭苦しいとはいえワンフロア貸し切って天童民間警備会社の事務所を構えているのに、社員は蓮太郎と延えん珠じゆのたった二人という構成はもったいなさ過ぎる。

「使えそうな人がいたらね」

　そっけなく言って、木更は話題を打ち切ると指をぱちんと鳴らした。

「里見くん、お茶いれて」

「自分でやれ」

「あら、今日報ほう酬しゆうをもらい損ねたのはどこのお馬ば鹿かだったかしら？」

「チッ、はいはい、ただいまお持ちしますよ、お嬢じよう様さま」

　どうして貧乏な生活を送っているのに気き位ぐらいだけは高いのだろうと思いながら、ポットから急きゆう須すに湯を注ぎ木更の机の上に差しだす。

「ん、ご苦労」

　木更はこちらの方も見ずに細く白い指でノートパソコンのキーを叩たたき続けていたが、ふと顔を上げた木更と視線がぶつかる。

「ねぇ、君が倒したガストレアって感染者だったのよね？」

「そうだよ」ぶっきらぼうに言って、彼女の言わんとすることを察して続ける。「感染源の方は見つけられなかったけど、おそらく同じモデルスパイダーの単因子だ。鳥型とか羽虫型とかじゃないから、もうとっくに他社が見つけて始末してるだろ。ステージⅢ以上の敵だとしたら、こっちに応援がかかるはずだし、その証拠にバイオハザード警報も発令されてない」

　蓮太郎が倒したような単因子のガストレアは地球上の生物をスケールアップしただけなのでまだ可愛いげがある。二重因子以降、特に四つ以上のＤＮＡが混在したガストレアの容姿はもはや怪物としか言いようがない。

　通常ステージⅠ～Ⅳの間で語られるガストレアの成長度合いだが、数値が上がるごとに加速度的に強くなるので、お世せ辞じでも仲がよいとは言えない民みん警けい社員同士も、さすがに自分の手に余ると感じた場合、連携して敵を殲せん滅めつする。

　そのお呼びが掛からないというのは、あっさり駆除できたということではないか。

　木き更さらはパソコンのディスプレイに視線を落としながら蓮れん太た郎ろうの意見を一いつ蹴しゆうする。

「そんな情報はないし、それどころか目撃情報も上がってないわよ」

「えッ？」

　木更はノートパソコンをくるりと一八〇度回転させる。そこに映っているのは地図だった。ガストレアとの交戦があった場所、目撃情報が出た場所を最大九十日間にわたって遡さかのぼることができる民間機関のウェブサイトだ。

「これは……」

　蓮太郎は眉まゆをしかめて木更の方を見ると、彼女はゆっくりと頷うなずいた。

「ないわよね？」

「ああ……でも感染源の目撃報告が一つもないなんてことあり得ねぇだろ」

「ここにあるじゃない」

　木更は髪をかき上げ挑発的な上うわ目め遣づかいでこちらを見る。

　蓮太郎は眼めを細め、もう一度ウェブサイトの地図と文字を追っていく。

「どうして政府は周囲一帯に警告を出さない？　これは一大事だッ」

「里さと見みくん、政府は無能じゃないけど、避難警報とかの強制手段はほとんど取らないから、期待しても無駄よ。まあ、だからこそ民警わたしたちの仕事があるんだけど」

　本当に嫌いやな仕事だなと思い舌打ちしながら、蓮太郎は緩ゆるく頭を振った。

「専門家の意見が必要だ。これから『先生』に話を聞いてくる」

「私も同業者にそれとなく探りを入れてみるわ。里見くん、残る感染源も私たちで狩るわよ、可か及きゆう的てき速すみやかに」

「わかった」

　木更は綺き麗れいなまつげを伏して、ずず、とお茶をすすった。蓮太郎は横目でそっと自分の社長に尊敬の視線を注ぐ。なんだかんだ言って彼女は一番優先しなければいけないものが人命であるとキチンと弁わきまえている。

　蓮太郎の心しん中ちゆうなど知る由よしもなく、木更はパソコンを終了させて畳むと、両手を組んで体を伸ばす。小気味の良い骨の音がぱきぱきと聞こえてきた。セーラー服を押し上げる豊かな胸のふくらみが目に入ってしまい、蓮太郎は慌あわてて視線を逸そらす。

「ん、そういえば延えん珠じゆちゃんは？」

「え、ああ、眠たくなってきたって言ってたから家に帰したよ。アンタも帰るなら途中まで送んぞ」

「ごめんなさい、今日は血液透とう析せきの日だから病院に行かないと」

「ああ、そういやそうか」

　彼女は冷めかけた茶に一口くちをつけると、事務所の中を見渡した。蓮れん太た郎ろうもそれを目で追う。

　依頼人の話を聞くための応接スペースと、現在のところ唯一の社員である蓮太郎と延えん珠じゆ用の粗末な机は対面になっている。泊まり込みもごくたまにあるため、暖簾のれんをくぐると炊すい事じもできるよう小さなキッチンがついていた。

　ぼろくて狭くて冬は寒い。お世せ辞じでも快適とは言えないが、不思議と嫌いではなかった。

「もう一年になるのね、君がプロモーターになり、延珠ちゃんと出会ってから」

「『まだ』一年目だ。俺おれもアンタもまだ目的の半なかばに過ぎない」

　木き更さらが小首をかしげながら微笑した。

「里さと見みくん、延珠ちゃんと会ってから本当に変わったわ。よく笑うようになったし、料理もするようになった。昔の里見くんからは、ちょっと考えられない」

　蓮太郎はぷいと顔を逸そらす。

「別に、そんなことねぇよ」

「ねぇ里見くん、君のいまの目的ってなんなの？」

「え？」

　突とつ如じよ心臓が大きく跳ねた。

「延珠ちゃんの両親を捜さがしてあげること？　里見くん、君のお父さんとお母さんのことはもういいの？　里見くん、子供の頃ころよく言ってたわよね。『お父さんとお母さんは必ず生きてるから探し出すんだ』って。でも最近聞かない、いまでも本当にそう思ってるの？」

　彼女は別段怒るでも咎とがめるでもなく、こちらを見据えていただけだった。だが蓮太郎はそれに堪こらえきれなくなって頭を振った。

「かんけーねーだろ──」

　なるべく平静を装って言ったつもりだったが、それは吐き捨てるような険悪な響ひびきを残した。

「一いち々いちうるせぇんだよアンタ。もういいんだ、俺の両親が死亡したのは、間違いねぇんだからな」




　チクショウやっちまったと思い、蓮太郎は頭を抱えながら夜道をとぼとぼ歩いていた。

　途中、二階のキャバクラのお姉さんが「今度うちに寄っていってね」とウィンクしてくれ、一階に下りると五分刈りあごひげ、筋骨たくましいゲイバーのお兄さんに「あなたは最高のタチ、今度うちに寄っていってね」とウィンクされ（よくは知らないがタチはゲイ用語らしい）、ビルを少し行ったところで広島ヤクザの闇やみ金きんさんに「おう蓮れん太た郎ろうの兄さん、今日は暑かったのぉ、おぅ？」と挨あい拶さつされたが、どれも生なま返へん事じを返すことしかできなかった。

　自分の生おい立たち云うん々ぬんのことになるといまいち感情の抑えが効きづらいが、そのことで他人に当たり散らすような馬ば鹿かなマネはすまいと思っていたのに。

　蓮太郎は両ポケットに手を突っ込みながら首を限界まで傾けて、星の散った夜空を眺ながめる。

　仕方がない、明日、調子に乗られない程度に謝あやまろう。

　その足で蓮太郎が向かったのは勾まが田た公立大学附属の大学病院だった。となりにある研究棟の明かりが消えているのを見たことがない。

　コンピューター関係から農学部まである勾田大学の敷しき地ち面積はかなり広い。それこそ蓮太郎の通ってる勾田高校が箱庭に見えるほどだ。

　本校舎の隣となり、というにはやや距きよ離りがある三百メートルほど先に、大学病院は建っている。

　受付はすでに顔パスだった。消毒液のにおいが漂ただよってくる大学病院の正面玄関は開放されていたが、学生服──貧乏なので私服兼仕事着でもある──を着ている蓮太郎とすれ違った人たちは一いち様ように不快そうな顔を返してくる。

　なんだよなんか文句あんのかよと思いながらも、一応黙もく礼れいして通り過ぎる。

　北側に向かって進むと、急に人の姿が減っていき、不意に突き当たりの廊下に地面を四角く切り取った穴が現れる。一見すると落とし穴のように見えるが、よく目を凝こらすとかなり急な角度で階段がついているのがわかる。

　もしこの大学病院に霊れい安あん室しつを勝手に増設して、そこで死体と一緒に住んでいる怪人がいると聞いたら、事情を知らない人はどんな顔をするだろうか、階段に足をかけながら、そんなことを考えた。薄うすら寒く感じるのは決して温度が下がったからだけではない。

　人払いのつもりなのか仰ぎよう々ぎようしい悪魔のバストアップが刻まれた扉を押し開けると、キツいミント系の芳香剤のにおいが漂ってくる。中は薄暗いが意外に広い。床は一面緑色のタイルに覆おおわれており、なんだか手術室のようで不気味だが、よく見れば下着や弁当の容器、ドイツ語かなにかでびっしり覆われた黒板などがあり、全体的にどこか生活臭を漂わせていた。

　が、肝心のこの空間の主あるじの姿がどこにもない。

「せんせー、どこだよ？」

「ここだ」

　声の方に振り返ってぎょっとする。

　落ちくぼんだ暗い眼がん窩かと背丈一八〇以上の筋肉質な裸体。綺き麗れいに頭髪を剃そられた頭部からは皮膚が摘出された痕あとが生々しく残っていた。まったく見知らぬ男の死体だ。

「うおッ！」

　どう考えても声が聞こえてきたのはこの男からだが、死体が喋しやべるわけなどない。蓮太郎はこの手の怪談話にはあまり強い方ではない。

「バア」と、その後ろからよく見知った白衣姿の女性が現れ、安あん堵どで腰が抜けかける。

「お、おどかさないでくれよ、先生！」

「やあ蓮れん太た郎ろうくん、奈落アビスへようこそ」

　芝居がかった調子で大きく手を広げた。私服のタイトスカートの上から引きずるほど長い白衣を着ている。

　肌は不健康なほど青白いし、存在感が希き薄はくでどこか幽ゆう霊れいっぽい。風ふ呂ろも入らず伸び放題の前髪で目元が半分隠れているが、よく見れば凄すさまじい美人である。

　室むろ戸と菫すみれ。この法医学教室の室長にしてガストレア研究者。

　この薄うす暗ぐらい地下室の女王でもあり、おまけに重度の引きこもり。ほっとくと備蓄した食料の続く限り、ここで引きこもっている。

「この男は誰だれだよ？」

「チャーリー、本名は忘れた。私の恋人だ」

「前はスーザンって女性じゃなかったか？」

「彼女は残念ながらもういない。代わりの彼だ。死体はいいよ、無駄口きかないし。彼かれ等らだけさ、私の気持ちをわかってくれるのは」

　そう言って、防腐処置がほどこされた死体に愛いとおしげに頬ほおずりする。

　もう諦あきらめたとはいえ、蓮太郎は二の腕を擦こすりながらその様子を寒々しい思いで見守っていた。

　彼女は人間と接点を持つのを極端に嫌いやがる性格なので、学内では露ろ骨こつなまでに爪つま弾はじきにされている。「この世には死んだ人間と、これから死ぬ人間しかいない」というのが彼女の座ざ右ゆうの銘めいだ。

　手早く用事を済ませて手早く退散しよう。蓮太郎が口を開きかけたが、菫の方が早かった。

「君が倒したステージⅠのガストレアもさきほどウチのラボに運び込まれてきたよ。もっと綺き麗れいに倒せないものかな？　着弾の衝しよう撃げきで肉が傷いたんでる。おまけに弾たまがいろんな方向に散らばってる。のび太くんだってエッチで怠なまけ者もので弱虫だけど射撃だけは得意なのに、君はエッチで怠け者で弱虫な上に射撃の腕も悪い。もう最悪じゃないか、ぶっちゃけ聞くが、なんでまだ自殺してないんだ？　もうこの世に、望みなんてなに一つないだろう？」

「そんなに絶望的なのかよ、俺おれは！」

　蓮太郎は溜ため息いきをついた。こんなガッカリ美人でも政府から嘱しよく託たくでガストレアの解剖・研究もまかされていて、絶対そんな風には見えないがＩＱも高いらしく、昔は学会の寵ちよう児じだったとか。

「ところで君、夕食はまだかね？」

「は？」

「だから夕食だよ」

「まだ……だけどよ」

「じゃあ食っていきたまえ、私の創作料理だ」

　立ち上がってレンジに放り込んでいた皿を取り出しラップを取る。一見すると真っ白い粥かゆのようだが、半固形というかオートミール状になっていて、スプーンで掬すくうとドロォリとでも形容すべき擬ぎ音おんが聞こえてくる。饐すえたにおいまでするのは一体どういうことなのだ。

　知らず顔面から大粒の汗が噴きだしてくる。

「……先生、マトリックスって映画にでてくる『ゲロッグ』って食い物知ってっか？」

「ああ、あれは美う味まそうだよね。ぐりとぐらのパンケーキ、ラピュタパン、ゲロッグ、これらは二次元の国における食べたいものベストスリーと言ってもいい」

「変なの混じってねぇか？」

「ん？　待てよ、いくらテレビ画面は平面でもマトリックスは実写映画なので三次元扱いなのか？　どう思う？」

「そ、そうだ！　仕事の話しようぜ」

「早く食え。食べないと一言も喋しやべらん」

「ま、マジかよ……」

　蓮れん太た郎ろうは薄うす暗ぐらい天井を見て、それから途方に暮れながらゲロッグを眺ながめた。まるでこちらを嘲あざ笑わらっているかのようにゴポッと表面に気泡が浮かぶ。

　南な無む三さんと唱となえて口に運ぶ。

　予想外に美味かったッ！

　──などという夢のようなオチはなく、次の瞬しゆん間かん、刺し貫くような痛みと味覚への暴ぼう虐ぎやくが始まった。

「ぐおおお、喉のどがかゆい！」

「どうだ、美味いか？」

「……美味そうな顔してっか？」

　菫すみれは両手の親指と人差し指でカメラのフレームを作ると、それを覗のぞきながら、んーと唸うなる。

「私が写真家なら『苦く悶もん　──地獄と煉れん獄ごくの狭はざ間まで──』というタイトルをつけるかな？」

「いやに甘い上に気持ち悪い酸すっぱさがあるぜ。なんなんだよこれ？」

「ああ、溶けかけてるが元はドーナツだ。死体の胃袋からでてきたんだよ」

　蓮太郎は口元を押さえた。

「洗面台ならあっちだ」

　手をついて胃袋の中身を全部吐き出す。

「ウェホッ、ガハッ！　…………しょ、証拠品だろ！」

「いや、もう事件は解決しているのでな。担当刑事に食べていいか聞いたら二つ返事で快かい諾だくしてくれたぞ」

「絶対嘘うそだ！」

「君も細かいことに一いち々いち拘こだわる男だな」

「全然！　これっぽっちも！　細かく！　ねぇ！」

「おおそうだ、折角この素晴らしき地下墓所カタコンベに三人もの人間がいるんだ。三国志みたいに桃とう園えん結けつ義ぎといこうじゃないか？　『我ら、生まれた日は違えども、死すときは、同じ日、同じ時に』──ああ、もうすでにチャーリーは死んでるね。クフッ。ウフフフフフッ」

　どうしよう、本気で帰りたい。

「配役を割り振るとチャーリーが関かん羽う、君が劉りゆう備びで私が張ちよう飛ひと言ったところか？　おいおいこの不幸面づらの劉備はひどいな、人徳のかけらも感じられない。とんでもないミスキャストだ」

「……死体しか愛せない張飛はありなのか？」

　全身に疲労感が走り肩を落とす。菫すみれはケラケラ笑いながらメモを取っていた。

「さて本題だ、君が倒したあの生き物の解剖所見でも聞きたいか？」

「先生、感染源──多分同じくモデルスパイダーの単因子だと思うんだけど、どこからも目撃報告も殲せん滅めつ報告もでてないんだ。このままじゃ犠ぎ牲せい者しやが増える。一刻も早く殲滅したい。身を潜ひそめているとしたらどんな場所が考えられる？」

「そうさねぇ」

　菫は足を組み替えながら、座っている椅い子すを回転させて遊び始めた。

「可能性としてはマンホールの蓋ふたを開けて地下に入ったんだろうな。それから蓋をキチンと閉めた」

　蓮れん太た郎ろうは眉まゆをひそめる。

「クモの脚でか？」

「人間の手足の倍あるじゃないか、むしろより簡単そうだが？」

「『ガストレアには知能は存在せず、ただ生得的な本能によって行動する下等生物である』って教科書に載ってるあれは？」

　菫はやれやれとでもいうように首を振ってから両手を広げた。

「ガストレアには知能がないというのが日本ではなぜか定説になっているが、これはもうほとんど間違いだと証明されている。欧米ではいまではそっちが定説だ」

「まあ、俺おれもそう思うよ……。でも地下潜伏説、いい線ついてるけど多分違うよ。最近になって下水道設備にも暗視補正付きの監視カメラがつくようになったんだ。先生の言うように地下に逃げてたら、それらの機器に捕ほ捉そくされてる」

「ほう、いつの間に日本はそんなことになってたんだ？　やっぱりここにいると世せ事じに疎うとくなってかなわないな。ふぅむ、今回の感染者はハエトリグモに書き換えられたんだったか……そういえば君は生き物全般に詳しかったな」

　蓮太郎は頭を掻かき、俯うつむきがちにボソボソ呟つぶやく。

「……まあ元々自然科学とか、動物行動学とか、少しだけだけど。ファーブル昆虫記が好きだったんでその延長系で…………」

「ハハァ、わかったぞ。友達いないからって虫を眺ながめて過ごしてたクチか？　アリの巣を水没させて悦えつに浸ってたんだろ？　『ほーら、溺おぼれろぉ。ノアの大洪水だぁ～。神の怒りを知れぇぇ～～』」

「それ俺おれの物まねなのかッ？　憶測で物を言うなよッ！」

　菫すみれは肘ひじ掛かけの上に肘を突き顎あごを乗せると、ニタニタと笑う。

「それにしても君もヘタレだなぁ。そんな根暗な趣味じゃ木き更さらは振り向いてくれんぞ。木更に気があるなら力ずくで自分の所有物にしちまえばいいのに」

　蓮太郎は眉をひそめた。なんで、そんな話になるんだよ。

「先生知らないのか？　木更さんは『天てん童どう式しき抜ばつ刀とう術じゆつ』っつう居合いの免許皆かい伝でんなんだよ。『天童式戦せん闘とう術じゆつ』初段の俺じゃ、ぶち殺される。もっとも、腎じん臓ぞう悪くして短時間しか動けなくなってからは事務職についてるけどな」

　小さい頃ころは、天童の屋敷にいた他ほかの兄たちからいじめられた蓮太郎をよく木更が庇かばってくれたのだが、その頃からいまに至るまでずっと召めし使つかい扱いなのは納得がいかなかった。

　いまでは、自分は彼女を守れるくらいには強くなったのに……。

「ふん、まあいいさ、話を戻そう。君はハエトリグモの特徴を知っているかね」

「特徴は体色だろ。あとジャンプして獲え物ものを捕るのは有名だな」

　菫は電子レンジからもう一つ自分用のゲロッグを取り出すと、おもむろにスプーンを差し込んでクチに放り込む。ゲッ！
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「その通り、凄すさまじい跳ちよう躍やく力りよくで目標の獲え物ものにとびかかるハエトリグモは、そのスケールが人間大になったからといって、元の通り何十倍もの跳躍力を示すものではないのは知っているだろ？」

「え、あ……そうなのか？」

「おいおいしっかりしてくれないか。ダニのジャンプ力が人間換算で東京タワーほどもあるとか言うが、そもそもダニの体がそれほど巨大になれば、ジャンプ力以前に自分の体を支えられないし、皮膚呼吸すら満足に出来ないだろうが。同じことだ、重力法則やスケールの原理に基もとづけば、こんな生物が存在し得ないのがよくわかる。だが──ガストレアウィルスはすべてを覆くつがえす」

　白衣の女性はなぞめいた笑みを浮かべて一いつ旦たん言葉を切る。

　蓮れん太た郎ろうは黙だまって促す。これは昆虫学というより物理学の分野だ。門外漢の蓮太郎が口を挟はさめる余地などどこにもない。

「ガストレアに変化する際、その大きさに応じて強化された皮膚の硬度や体機能の向上が起こるんだな。だからガストレアはでかければでかいほど硬いし筋力も強きよう靭じんだ。新たに生物をデザインし直すガストレアウィルスは脅きよう威い以外のなにものでもない。原理はレトロウィルスの逆転写によく似ているが、ただ自分のコピーを複製するんじゃなくて、宿やど主ぬしの遺伝子特性を解かい析せきした上で、最適な形状に作り替えていく。問題なのはそのスピードだ。ガストレアウィルスのＤＮＡを書き換えていくその侵食スピードは、地球上のあらゆる生物に比して、規格外と言える。ドーキンスも立ったまま失禁するだろうさ。私は地球外生物だと言われても納得するね。そして体内侵食率が五〇％を越えると人間の姿を保てなくなり、形けい象しよう崩ほう壊かいというプロセスを経て宿主はガストレアになる。その過程で本来得るはずのないオリジナルの能力を生み出す個体もある。突然変異による進化の跳躍という奴やつだ」

　気付けば菫の皿が空になっていた。この人の味覚は一体どうなっているのだろう。

「随分な回り道になったが、見つかっていない感染源もなにかオリジナルの能力を得ているのかもしれないぞ」

「見つからないって言うと、光学迷彩みたいな？」

「もっと単純にカメレオンみたいな擬態カムフラージュがあるな。本当に光をねじ曲げる能力を持っていたら、明日にでも東京エリアはパンデミックで壊かい滅めつするよ」

「大丈夫だ。それが起こらないように俺おれと延えん珠じゆが──プロモーターとイニシエーターがいるんだから」

「延珠ちゃん……ね」

「……なんだ？」

「私は『呪のろわれた子供たち』が時に気味が悪くて仕方がなくなるよ。特にその出しゆつ自じを聞いたらね。十年前、世界で初めてガストレアが現れ始めたのとほぼ同時期に、まるでそれに対抗するようにガストレアウィルス抑制因子を持った胎児たちが生まれ始めた。最初こそガストレアに対抗するために神が授けた子供たちだともてはやされたが、結局それはまったくの間違いだったしな」

　菫すみれはまるで夢を見るように眼めを細めながら宙に視線を走らせていた。

「通常人間がガストレアウィルスに感染して異い形ぎよう化かするには血液感染を除いて他ほかにない。エアロゾル、つまり空気感染はしないものと思われていた。実際口から入ったり、性交なんかしても感染しないことが、すでに何回も行われた実験にて確認されている。

　だが口から入ったウィルスは、感染こそしないがすぐには死し滅めつせず、たまたまそれが妊婦の口から入った場合、胎児にその毒性が蓄積されて生まれてくることがある。

『呪のろわれた子供たち』は生まれたての頃ころ赤い眼めをしているが姿形は紛まぎれもないヒトだ。つまり、ガストレアウィルスに感染しながらも、その進行が非常に緩ゆるやかなのだな。一気に大量のウィルスを血中に送り込まれた一般の感染者がごく短時間でヒトの形を保てなくなることを考えると、何年も変異しないということ自体、脅きよう威い的てきだ。実に興味深いことだよ。ホラ、色々専門用語抜きで解説してやったぞ。馬ば鹿かな君でも話の要点くらいはわかっただろ？」

「いつもその調子でお願いしたいもんだけどな……」

　憎まれ口を叩たたいてみるが、おかげで大分思考がまとまっていた。擬ぎ態たいカムフラージュ、か。なんだかんだいって、やはりこの人は凄すごい。

「じゃあ俺おれは行くぜ、先生」

　菫はにやにや笑いながら軽く手を振って見送った。

「また来たまえ、スターリングＦＢＩ捜そう査さ官かんどの」

「…………性別逆だろ、レクター博士」




「あ！　蓮れん太た郎ろう遅いぞ！」

　愛すべきボロアパートの前まで帰ってくると、突然二階風ふ呂ろ場ばの窓が開いて、湯ゆ煙けむりと共に延えん珠じゆが桟さんから上半身を乗り出した。満面の笑みを浮かべ手を振って出迎えてくれるのは嬉うれしいが、どう見ても入浴中な上、全裸なのはいただけない。

「おい馬鹿、誰だれか見てたらどうすんだ！　窓閉めろ」

「安心するのだ。妾わらわのカラダはお主ぬしだけのものだ！」

「頼むから日本語を聞き分けてくれ！　俺が恥はずいっつってんだろ！」

　蓮太郎はアパートの階段を駆け上がり二階の角部屋に鍵かぎを突っ込む。八畳一間の我が家に飛び込み、脱衣所まで行くと、シャワーの水音と延珠のほっそりしたシルエットが見えた。つつましやかな体の線だが、細くてしなやかでとても綺き麗れいに見える。

　一いつ瞬しゆんどぎまぎしたが、浴室の戸に『覗のぞいてもいいぞ』と延珠の下へ手たくそな字で紙が張ってあることに気付き、なんだか一気に力が抜けてその場にへたり込む。

　風ふ呂ろ場ばから声が聞こえてきた。

「遅かったな。木き更さらとエッチなことでもしてたのか？」

　蓮れん太た郎ろうはどっかりと座り込むと腕組みをした。

「うっせぇな。『働け』って殴りかかってきたよ」

「ハハハ、だろうな、妾わらわもそんなことだろうと思ってた」

「ひでぇ居い候そうろうだな、お前は……」

「そんなことより、ご飯まだなのかぁ。いい加減お腹なかと背中がくっつきそうだ」

　はいはいと言いながら延珠が豪快に脱ぎ散らかした服を拾い集めて、自分の汚れ物と一緒に脱衣カゴに突っ込むと、一度外にでて一階のコインランドリーまで行く。

　他の人の影がなかったので調子の良い一番新しい奧の洗せん濯たく機きを使うことにした。

　蓮太郎の衣類と一緒に洗うことを延えん珠じゆは嫌いやがるかと思いきや、意外にも「妾の下着と一緒に洗った服を着て、蓮太郎がドキドキしているのを想像するのが楽しい」という理由から良しとされている。洗剤つけて洗っているんだからドキドキもクソもないだろうと思っているが、一回で全部済むので蓮太郎は黙だまってドキドキしていることにしている。

　まさか盗む奴やつはいないだろうと思い、一いつ旦たん部屋に戻って冷蔵庫を開け、目の前に買ったモヤシを含めた食材を並べる。考えることしばし。

　今日は卵は卵とじご飯に、ゴボウとちょっと古いニンジンはきんぴらごぼうに、モヤシは残ったキャベツと炒いため物ものにしよう。考えがまとまるとあとは早かった。

　学校制服の上からピンク色のエプロンを羽は織おって電光石火の勢いで調理を開始する。気付けば菜さい箸ばしを動かしながら鼻歌を歌っていた。

　一度せっつかれて延珠にも料理をさせたことがあったが、吐き出したくなるほど不ま味ずかったので二度と台所に立たせないと固く誓っている。菫すみれの料理は不味い上に素材がなんなのかわからないという宇宙的恐怖がついて回る。木更が料理するとキッチンが爆ばく発はつ炎上する。

　どうして自分の周りにいる女性は料理の才能がからっきしなのだろう。一度でいいから自分より美お味いしい味み噌そ汁しるを作る女性に会ってみたいものだ。

　そんなことを考えながら最後の一品のきんぴらごぼうのタレがかすかな黄金こがね色いろになったところで火を止めエプロンを外し、時計を見る。時刻は夜の八時。

　下で服を回収して部屋に戻ると、丁ちよう度ど延珠が長湯から上がってきたところだった。

　台所を見て「おお！」と子供そのものの反応で、その場でジャンプする。

「待て、まだ食べんな」

　延珠は噛かみつくような表情でこちらを振り返った。

「なぜだ、帰ってきた時うがいはしたし、手も洗ったぞ！」

「それじゃねぇよ」

「ちゃんと回ってきた回覧板は隣となりに回した。この前みたいに落書きはしなかったぞ」

「だから違ちげぇ」

「テレビは一日三時間だ、それ以上は見ていない！」

「それも違ぇ」

「今日のゴミ出しの当番は妾わらわじゃないだろう」

「違うんだ延えん珠じゆ、頼むから気付けよ」

　むぅーと耐えかねた小さな頭が唸うなり声ごえをあげた。

「いいからご飯を寄よ越こせ。妾を飢えさせて殺すつもりか」

　延珠はそこでなにか気付いたのか、顔を真まっ赤かにすると、上うわ目め遣づかいでこちらを見た。

「まさか空腹の方がセーヨクがコーシンするという効果を狙ねらって、遠回しに妾とウルトラファイトを所しよ望もうしているのか？」

　蓮れん太た郎ろうは延珠の両肩に手を置いた。

「いいからまずパンツをはけ。話はそれからだ」




「ごちそうさま」

「ごちそうさま！」

　蓮太郎が箸はしを置いてお辞じ儀ぎをすると、ちゃんとしつけた延珠もそれに倣ならって礼をする。

「蓮太郎の作るご飯は美お味いしいな。なんであんな粗末な食材からこんなに美味しい物が作れるんだ？　魔法使いみたいだ」

　ラフな格好に着替えた延珠は顔を輝かがやかせてこちらを見ていた。蓮太郎は大おお袈げ裟さな奴やつだなと苦笑する。だが、誉ほめられて悪い気はしない。

「ふん、まあそうだな、なにごとも創意工夫ということだよワトソンくん」

「誰だれだそいつは？　それより妾も近いうちに蓮太郎みたいに料理を完全習得できるだろうか？」

「え、いやまあうん……そのうちできんだろ？」

　蓮太郎は、あさっての方向を見ながら答えた。

「どんな奴にでも一つくらいは取とり柄えがあるものだ」

「一言多い」

　軽く延珠の頭を小こ突づくと、エヘッと笑って延珠は小さく舌を出した。

　蓮太郎はその時、延珠の傍そばに段ボールの小包があるのに気付いた。

「延珠……その小こ脇わきにあるのはなんだ」

「ああ、新しいノートパソコンだ！　さきほど届いた」

「……いくらした？」

「安いところを探したから最新型を十八万円で買えたぞ」

「じゅ、じゅうはちまん…………」

　蓮れん太た郎ろうは立ちくらみがして、その場に両手をついた。

　延えん珠じゆも天てん童どう民間警備会社の社員であるため、木き更さらから子供のお小遣いにしては多すぎる給料をもらっている。爪つめに火を灯ともしながら暮らしている蓮太郎を尻しり目めにばんばん高額商品を買っていく延珠は胃痛の種だ。

　蓮太郎の物欲しそうな表情を見てなにか悟ったのか、延珠は子供らしからぬニヤァッとした笑いを浮かべる。

「お金ならいつでも貸してやるぞ」

「あ、悪魔め。お前のせいで俺おれはだなぁ……」

　一度アパートを追い出される寸前まで困こん窮きゆうし、泣く泣く延珠から金を借りて滞納した家賃を納めたことがあったのだが、翌日延珠が面おも白しろ可お笑かしく話を脚色して吹ふい聴ちようしたせいで、周りの人間から『十歳の女児に養ってもらってるロリコンヒモ野郎』という身も蓋ふたもないあだ名を頂ちよう戴だいした（アパートの住人にも吹聴した）。以後は死にものぐるいで、自分の給料でやりくりしている。

　汚れた食器を台所に運んでからふと時計を見て気付く。鏡きよう台だいの引き出しから針を使わない圧力式の注射器を出してきて爪で弾はじく。

「延珠、注射の時間だ」

「む、もうそんな時間なのか？」

　彼女に腕をだすよう促した。注射嫌いの延珠はいやいや腕を差しだすと、体を強こわ張ばらせてきゅっと目をつぶる。蓮太郎は苦笑してピストンを押した。

　彼女のか細い体はぴくんと震ふるえる。小枝のように細くて柔らかい腕に澄すんだ青色の薬液は吸い込まれていった。

　イニシエーターは一日一回の浸食抑制剤の注射が義務づけられている。怠おこたると、パーセンテージで示される体内浸食率が上昇し、最終的にはガストレア化してしまう。

　彼女たちの生まれは特殊だ。大抵の母親は自分の腹からガストレア因子を宿した赤い眼めの子供が生まれてくると半狂乱の体ていになる。

　一時期、川で子供を産んで、その場で川の水に沈めて殺す子殺しがはびこった時期があった。川で遊んでいると川上から嬰えい児じの死体が流れてくるのだ。蓮太郎も昔一度だけ見たことがあったが、あれは子供心に曰いわく言い難い虚無感を植え付けたものだ。

　蓮太郎はいつのまにか、目をつぶり注射の痛みに耐えている延珠の顔をじっと見つめていた。

　よく笑い、よく怒り、よく泣く延珠。

　ここまで感情を見せてくれるのに丸々一年も費やした。

　彼女と引き合わされた一年前のことに思いが至ると、ちくりと胸の痛みが刺す。

　国際イＩニシエＩーターＳ監督機構Ｏを仲介して引き合わされた頃ころの延珠の、敵てき愾がい心しんと人間不信にすさんだ瞳ひとみには面食らった。あれほど頑かたくなな拒絶を、蓮れん太た郎ろうはいままで味わったことがなかった。

　だが現在は、笑顔を見せ、ちょっとマセ過ぎだとも思うが、そういうところも含めて蓮太郎は延えん珠じゆのことが好きだ。無論、年の離はなれた妹──いや、口くち幅はばったい言い方をすれば自分の娘のようなものとして。

「延珠、もう終わったぞ」

　彼女の濡ぬれた瞳ひとみがゆっくりと開き、バラ色のつややかな唇くちびるが痙けい攣れんするようにゆっくり動く。蓮太郎はなぜだか後ろめたい気持ちになって慌あわてて下を向いた。

「どうしたのだ蓮太郎？」

「な、なんでもねーよ」

　決して口には出さないが、最近延珠はとても綺き麗れいになってきている。木き更さらを陰のある美人とすると、彼女のそれは対極の位置にあるだろうか。

　そんな延珠に風ふ呂ろ上がりに裸でうろつかれると蓮太郎も少し困るのだが、彼女の方はいっかな改める様子はない。というより──

「よし日課も終わったな。食事も終わった。食欲を満たしたらやることはもう一つしかない」

　延珠は一いつ瞬しゆん恥ずかしそうに俯うつむくと両手を広げて、受け入れてやるとばかりに微ほほ笑えんだ。

「うん、おやすみ」

　蓮太郎は電灯の紐ひもを二回引っ張ると、布団を被かぶって横になる。しばらくして頭ず蓋がいがみしりと音を立てるほどの一撃が脳天に見舞われた。

「ぐおああああああッ！」

「無視するとは何事だ！　淑女の方から求めているときは、黙だまって意に沿うのが紳士の役目だぞ」

「ざけんなッ、なにが淑女だ十歳児、寝言は寝て言え！」

「では聞く。妾わらわのどこが淑女ではないのだ！」

　延珠はぐっと胸を反そらした。

「フン、まず淑女は慎み深く、思し慮りよ深い。そしてお前の胸はぺちゃんこだ」

「な！」

　彼女は両の拳こぶしを握ると真まっ赤かになって震ふるえた。

「こ、これから大きくなるッ」

「延珠、人間諦あきらめが肝心なんだ」

「木更が悪いのだッ。木更が、成長する分の妾のおっぱいを盗んでいるのだ！」

「木更さんにそんなへんてこな妖よう怪かいみたいな能力はない！　子供の頃から一緒に風呂に入ってきた俺おれが保証する」

　言ってから、自分のあまりに変態っぽい発言にびっくりした。

「ぬがぁぁ！　パソコンなんか買わずに将来の豊胸手術の資金にしておくのだった」

　小学生で豊胸手術を考える子供ってなんか嫌いやだなと思っていると、延えん珠じゆが体勢を立て直す。

「だがしかし！　世の中、大人の女性と恋愛できない蓮れん太た郎ろうみたいな残念な人間も多いと聞く。『お兄ちゃん、延珠に愛のおちゅーしゃして』とかこんなのが大好きなのだろう蓮太郎は？　菫すみれが言っていたぞ、この変態め」

　頭痛がしてきてこめかみを押さえる。

「……頼むから、俺おれを冥めい府ふ魔ま道どうに誘いざなうな。にしてもお前、毎度毎度そんな言葉、どこで覚えてくんだよ」

　延珠は一いち々いち偉そうに胸を張る。

「グークルさんに聞いてみた」

「アイツは悪人だ！　グークルさんとは関かかわり合いになるなってあれほど言ってんだろ」

「いいから妾わらわと添い遂げろッ。今日こそ添い遂げろ！　お主ぬしの変態的欲望はすべて受け止めてやるから！」

　人を勝手にロリコンの上、変態性欲者だと決めつけて、どたんばたんと下の階に響ひびくジャンプを繰り返す。たたき起こされた下の階の住人が怒り狂って竹たけ槍やりで天井を突き刺し始め、いよいよ事態は混迷を極めてきた。

　蓮太郎は頭を抱える。これさえなければ可愛かわいい奴やつなのだが。

　首を傾け、時計を見ながら今日は一体何時に寝られるのだろうと溜ため息いきをついた。

　延珠は頬ほおを染めながらキリッとした顔でこちらを見る。

「もういい、妾が脱ぐ！」

「脱・ぐ・な！」




　　　　３




　戸外でやかましくさえずる雀すずめに辟へき易えきしながら、蓮太郎は鏡に映ったやる気のなさそうな少年を一いち瞥べつする。ぴくぴく震ふるえる半はん眼がんの目元には不眠による小さな隈くまが出来ていて、なんだか不幸面づらというより悪人面になっている。ブラックスーツそっくりの制服の襟えりを直し、ネクタイを締める。なんだか首周りがむずがゆかった。

　学校に行きたくない、心の底からそう思う。

　つけっぱなしのテレビはいまは今日の運勢を流している。いつも通り牡お牛うし座ざの金運は最悪だ。おまけに今日は健康運まで悪かった。的中しなければ良いのだが。

　笛の音のように鋭く鳴るヤカンを止め、インスタントコーヒーを入れたカップに湯を注ぐと、香こうばしい朝のにおいがたちこめ、目を閉じて大きく鼻から呼吸した。

　その時、乱暴な勢いで玄関の扉が開いて「蓮太郎。大家のおばさんが自転車を貸してくれたぞ！」と朝からえらくテンションの高い延えん珠じゆが飛び込んできた。

　昨日は慌あわてていて、事件があった現場近くに自転車を乗り捨ててきてしまったので、これがあれば悔しいことに遅刻は免れるだろう。ますます休む口実がなくなってくる。もっとも、ウチの生徒会長との『契約』があるので、みだりに休むことすら出来ないのだが。

　コーヒーを胃に流し込んでリモコンでめぼしいチャンネルを物色する。電源を消そうかと思った瞬しゆん間かん「見てくださいッ」とリポーターが叫んだので、思わず蓮れん太た郎ろうも延珠も画面に注目した。

　興奮でマイクを強く握りしめた若いリポーターが立っているのは、東京エリア第一区の聖せい居きよだった。この特徴的な舗ほ装そう路ろと綺き麗れいに刈り込まれた樹木は誰だれであれすぐにそれとわかる。

　その時、画面が切り替わり、バルコニーから純白の少女が現れた。

　和紙のように薄うすくて真っ白い生地を幾いく重えにも羽は織おり、その頭部にも同様のヴェールをまとっている様さまはウェディングドレスにも似ている。まるで大量の雪に降りこめられたような服装。

　その肌はおろか、頭髪まで白い。

「……聖せい天てん子し様さま」

　魂たましいを抜かれたような声が自分の喉のどから漏れていた。

　十年前、事実上五つのエリアに分割された日本。その一つ、東京エリアの統治者。

　前聖天子の逝せい去きよによって新たに聖天子に据えられた三代目。その人間離ばなれした美び貌ぼうと、決して見かけ倒しではない辣らつ腕わんで、女じよ傑けつ揃ぞろいの先代、先々代聖天子と比べても圧倒的な支持を得ている少女。

「蓮太郎、あれ」

　延珠が指したのは、微笑を浮かべる彼女の隣となり、齢よわい七十になる厳いかつい顔をした男だった。そのしゃんと背筋の伸びた長身と袴はかま姿すがた、ガタイだけ見るなら護衛官シークレツトサービスでも通りそうだ──

「チッ、ジジイか」

　天てん童どう菊きく之の丞じよう、聖天子のサポートなどをこなす聖天子付補佐官。聖天子は世せ襲しゆう制なので、敗戦後の東京エリアでは、その補佐官というのは政治家の最高権力的ポストである。天童を天童たらしめている存在があの老人だ。

　リポーターが興奮した様子でなにごとか喋しやべっているのを聞き流しながら、蓮太郎はぼんやりと呟つぶやいた。

「人間って支配階級のいない統治形態を誰だれも実現したことがないんだよなぁ」

「ほぉそうなのか？　ところで時間はよいのか？」

「ん？　ああッ」

　見ればテレビ画面右上の時計がぎょっとする時刻を指していた。

　ただの学生であり、民みん警けいの平社員の蓮太郎には政まつりごとは縁のない話だし、そもそも権力者と名のつく連中が好きではない。テレビを消すと延珠を促して外に出る。

「出発進行！」

　延えん珠じゆは蓮れん太た郎ろうの腰に掴つかまり、荷台で足を投げ出した格好で威勢良く叫ぶ。彼女が『ローマの休日座り』と呼んでいる体勢だ。

　大家の叔お母ばさんが貸してくれた古い自転車は散さん々ざんだった。油を差していないブレーキ部は握ると耳みみ障ざわりな音を立てるし、スポークは錆さびだらけ、いざ漕こぎだすとパラパラと錆の塊かたまりが落ちてきて、一体何年物置に入っていたんだと思う骨こつ董とう品ひんだった。

　だがそんなことはペダルを漕ぎ始めるとすぐに意中から失うせた。

　気き張ばってペダルを踏む足に力を込め、心地良い朝の爽そう気きを掻かき分けていく。時折追い抜いた学生や背広男性に延珠が快活な挨あい拶さつを投げた。

　仰あおぎ見れば遠く見えるモノリスが陽光を眩まばゆく反射する。

　朝あさ露つゆできらきら光る街路樹の下をくぐると木漏れ日が万まん華げ鏡きようのように形を変えながら瞬またたいた。

　不思議な気分だった。

　十年前、ガストレアの侵攻により物質文明は崩ほう壊かいの淵ふちに立たされ、夥おびただしい数の人間が殺され、あるいはガストレアにその姿を変えた。あの時、人々の顔にあったのは絶望とやり場のない憎ぞう悪おだけだった。たった十年、されど十年。

　蓮太郎は目をつぶり春の匂においを肺一杯に吸い込みながら、遠く聞こえる都電の発車ベルの音を聞いていると、胸の奥からこみ上げてくるものがあった。




　アン王女役に入りこんだ延珠が「ローマだ！　なんと言ってもローマなのだ！」と下へ手たくそな台詞せりふを絶叫する頃ころになって、延珠の通う勾まが田た小しよう学がつ校こうが見えてきた。

「よし、では妾わらわは勉学に励んでくるぞ。しばしの別れだが、妾がいなくとも泣くなよ」

　門の前ですっと手を伸ばし凜り々りしく挨拶する延珠。蓮太郎は二つ隣となりに建っている勾田高校を見て、呆あきれながら溜ため息いきをついた。

「……おい延珠、たった何時間か別々に行動するだけなのにその挨拶は大おお袈げ裟さ過ぎねぇか？」

「どうせなら二十四時間一緒にいたい。蓮太郎、妾のクラスに編入してこないか？　ホラお主ぬし、頭がそんなによろしくないだろう？　この際だから小学校からやり直せ」

「……お前って藪やぶから棒にとんでもないこと言うよな。いたわれよ、俺おれのプライド」

「むぅ、じゃあ妾が六年後高校二年になるまで留年して待っていろ。これが最終譲じよう歩ほだ。文句あるまい」

「二十三歳の高校生は色々ヤベェだろ」

「妾はそうは思わん」

「俺がそう思うのッ。っつうかそんなに留年してたら追い出されんだろ」

「ぬぅぅ！　蓮太郎と一緒のクラスにな～り～た～い～！」

　周りの女生徒がクスクスと笑いながら通り過ぎていくのを見て、頬ほおが熱を持ち肩をすぼめる。

「ま、まあそれはわかった。ところで延珠、学校内でだが──」

　続く言葉を察したのか、延えん珠じゆは小さくかぶりを振って蓮れん太た郎ろうの言葉を制した。

「──わかっている。決して妾わらわが『呪のろわれた子供たち』だとバレないようクラスでは最大の配はい慮りよをしている」

　こういうことを語るときだけ、延珠は枯れきった冷たい瞳ひとみを見せる。蓮太郎はばつの悪さに視線を逸そらした。

「……そうか、ならいいんだけどよ……………………スマン」

「あー、延珠ちゃん、おはよう」

　横合いから明るい声が差し挟はさまれる。見れば延珠と同い年くらいのくせッ毛の少女だった。

「おはようだ、舞まいちゃん。壮健そうで何よりだ」

「相変わらず変な喋しやべり方。ところで昨日の『天てん誅ちゆうガールズ』見た？」

「勿もち論ろんだ。敵か味方か、天誅ブラックのニヒルさはやはりよいものだな」

　おそらく級友なのだろう、彼女たちはテレビアニメの話を始めるともう蓮太郎の方など見向きもしなかった。一いつ瞬しゆんで延珠の関心を取られてしまい蚊か帳やの外に追いやられてしまったというのに二人のやりとりを見て自然、自分の頬ほおがゆるんでいるのがわかる。

　一瞬でも彼女の学校生活を心配した自分が馬ば鹿かみたいだ。

「じゃ延珠、俺おれ行くからな」

　彼女がなにか言う前に背を向けて自転車にまたがる。そのまま二軒隣となりの勾まが田た高こう校こうの自転車置き場に自転車を止め、Ｕ字ロック錠で鍵かぎをかけた時、本鈴のチャイムが鳴った。

　蓮太郎は舌打ちする。遅刻だ。

　覇は気きのない表情で校舎を見上げ、帰ろうかどうか半なかば本気で思案してから、鞄かばんを背中にかけ背中を丸めると、ゆっくりした足取りで校舎の中に入った。今日も退屈な一日の始まりだ。




　国語の授業を寝て過ごし、数学の授業は三回当てられたが全部無視したら、もう先生は構ってこなくなった。休み時間になると小動物系の学級委員の女が、おずおずと一人だけ提出していないアンケートの催促に来たが無視したら泣きそうな表情で帰っていった。保ほ護ご者しや面づらしたお節せつ介かいな女子が『ちょっとさっきのはひどいんじゃない』と言ってきたがこれも無視すると『馬ば鹿かにして！』と女子の輪の中に帰っていった。『あいつ、やる気あるの？　なんで学校に来てるのかしら！』と聞こえてくる。

　蓮太郎はあくびしながら、窓から見える遠くのモノリスを見ていた。

　四時間目が終わったのとほぼ同時に、懐ふところに入れていた携帯電話が震ふるえる。

　誰だれだよこんな時にと思い、蓮太郎は眠たい目を擦こすりながらサブディスプレイを眺ながめる。

　相手の名前を見てげんなりしてから、切れるのをさらに十コール待ったが、しつこく震える電話に根負けして通話ボタンを押す。

「なんだよこんな時間に──社長」

『仕事してないときは社長って呼ばないで。まあ、仕事の話で電話したんだけどね』

　電話口から鈴の音ねのような木き更さらの澄すんだ声が聞こえてくる。

「昨日の件か？」

『そう、事情は車で話すから、とりあえず一緒に防ぼう衛えい省しようまで来て』

「は？」

　なにかの聞き間違いだろうか、ボウエイショウってあの、日本の国防を担になう──ん？

「お、おいアンタなに言って……？」

『窓の外を見て』

　背中を丸めながら言われるままに窓際まで行くと、校門の前に黒塗りのリムジンが止まっているのを見つけて思わず息を飲む。

「チッ、わーったよ行くよ」

「お馬ば鹿か。もう遅いわ、後ろにいるもの」

「ん……ってうお」

　思わず情けない声を上げてのけぞると、蓮れん太た郎ろうの後ろには、いきなり現れるとちょっと心臓に悪いほどの美人が立っていた。クラスの人間も、いきなりの他校の生徒の出現に面食らっているのがわかる。

「さ、いくわよ」

「で、でも学校はどうすんだよ？」

　木更は両手を腰に当てると、下から覗のぞき込むようにして睨にらんでくる。

「私だって美和女学院ミワ女を抜けてきてるわ。授業と仕事、どっちが大事なの？　今月は誰だれかさんのおかげで収入ゼロなのよ？　甲か斐い性しよう無しの、さ・と・みくん」

　蓮太郎は木更から視線を逸そらす。

「……なんだか死ぬほど仕事が好きになってきた」

「よろしい、じゃ、来なさい」

　機会を見て昨日の一件のことを謝あやまろうと思っていたのだが、タイミングを完全に逃していた。

　まあいいかと思いながら、肩で風を切って歩く木更の二歩後ろを、蓮太郎は肩を丸めて続いた。木更とすれ違った生徒は例外なく足を止め、小さく口を開けて振り返る。

「あれミワ女ジヨの制服でしょ？」「うそー、ミワ女って聖せい天てん子し様さまの在籍なさってるあのミワ女ッ？」「お金持ちのお嬢じよう様さまが入るんでしょ、ウワなにあの綺き麗れいな人、何者よ」「あり得ないってマジでマジで」「……ねぇ、あの後ろを歩いてるのはなにかしら？」「……さあ、召めし使つかいかなにかじゃない？」

　──アンタと同じクラスの男子だよ！　顔くらい覚えろよ！

　心の中でつっこみを入れながら、木更のあとに続く。

　校門をでたところで、木更はリムジンに乗りこむ──フリをして踵きびすを返すと、その横を颯さつ爽そうと通り過ぎた。

「おい……ニセお嬢じよう様さま」

「知ってる里さと見みくん？　リムジンって電話一本で呼べるのよ」

「……じゃあ、なんで乗らないんだ」

「お金取られるじゃない」

「イタ電掛けたのかよッ？」

「大丈夫。ちゃんと鼻つまんで偽名名乗っておいたから」

「いやいや、そこが問題なんじゃなくてだな──」

「──あら、里見くん見て、野の良らチワワよ」

「聞けよ！」

　木き更さらは駆けだしていきイヌとじゃれはじめた。かがみ込んで頭を撫なでると、野良チワワは木更の手をぺろぺろなめ始め、木更はくすぐったそうに笑った。

　その横顔を見た瞬しゆん間かん、蓮太郎の心臓が大きく高鳴る。

「里見くん、なにか餌えさになるもの持ってない？」

「あ、エッ？　……ふん、まあ持ってるよ。うちの庭にもよく野良犬が来るんで、延えん珠じゆが餌やりたがんだよ」

　ホラ、といって蓮れん太た郎ろうは尻しりポケットからビーフジャーキーの袋を取りだして木更に差しだす。

　木更のお腹なかが、空腹に鳴る。木更は、しばらくの間、じっとビーフジャーキーを眺ながめていた。

　かと思うと勢いよく蓮太郎の手からひったくり背を向けると、あろうことかパクパクと食べてしまった。

　蓮太郎は、小さく口を開けたまま固まってしまった。

　可か哀わい想そうに、餌を奪われたチワワが小刻みに震ふるえながら上うわ目め遣づかいで瞳ひとみを潤うるませ始めた。

　やがて木更は耳まで真まっ赤かにして首だけこちらに向ける。

「なによ！　なにか文句ある？」

「……木更さん、それイヌにあげたんだぜ」

「私、前世はイヌだったの！」

　滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言い始めた。

「木更さん、お手」

　木更は人でも殺しそうな視線で睨にらんでくると、やがて下した唇くちびるを噛かみ、茹ゆで上がったような真っ赤な顔で蓮太郎の掌てのひらに自分の手を重ねて、プイと首をそむけた。

　そんなに屈辱的なら、一体どうしてお手をするのだろう。

「お回り」

　木更がくるくる回る。

　なんだか、楽しくなってきた。

「チンチン」

「変態！」

「そんな芸、あったか？」

「変態は、里さと見みくんよッ！」

「冗談はさておき、木き更さらさん、そんなに生活苦しいのかよ」

　木更は恥ずかしそうに俯うつむくと、ぼろっちいガマ口の財布を取りだして中を開けた。

　中を覗のぞいて、思わず目を両手で覆おおいたくなった。まさかここまで凋ちよう落らくしていたとは。

「なあ木更さん……わざわざ高い学費を出してお嬢じよう様さま学校に行かないで、普通の公立高校に通えばいいじゃねぇか」

「ミワ女ジヨに通うのは私の天てん童どうとしての最後のプライドなの。いいじゃない。私の少ない資金を株と為替かわせで運用して稼いだお金なんだから」

「でも木更さん、『天童』だって言われるの嫌いなんだろ」

「他人が私をどう見るかは別でしょ」

「まあ……別だけどよ。じゃあアンタ、そんな財布の中身でどうやって防ぼう衛えい省しようまで行くつもりだったんだ？」

　木更がとても愛らしい笑顔を作った。

「里見くん、おとといＡＴＭでお金下ろしてたわよね？」

　蓮れん太た郎ろうは木更から視線を逸そらした。

　社長にタカられる！

「里見くん、おとといＡＴＭでお金下ろしてたわよね？」

「……………………………………そうだっけか」

「里見くんってよく働くし、強いし、頼りになるわ！」

「俺おれ、『甲か斐い性しよう無し』『最弱』『お馬ば鹿か』って言われたような気がすんだけど」

「そんな昔のこと、忘れちゃったわ」

「いや……昨日のことだぜ？」

「そんな昔のこと、忘れちゃったわ」

「経費で」

「来世で返す」

　これで社長だというのだから呆あきれてしまう。蓮太郎は大きく溜ため息いきをついた。

「わかったわかりました！　ふん、じゃあ早く行こうぜ」

　蓮太郎が歩きだすと、木更が蓮太郎の制服の袖そでを掴つかんで俯いているのを見てうんざりした。

「まだあんのかよ」

「あの……里見くん、ビーフジャーキー…………まだある？」

　結局、残り二本持っていたビーフジャーキーも木更に巻き上げられ、その場で食べられた。

　野の良らチワワは、裏切られたような表情で木き更さらを見上げていた。




「いまさらだけど、延えん珠じゆは呼ばないで良かったのか？」

　列車の発車ベルが鳴ってプシッという小気味よい音と共にドアが閉まる。蓮太郎の乗った車両は自分たち以外、人の姿がなかった。

　木更はうなじが見えるように髪を掻かき上げながら横目でこちらを見る。

「戦いになるわけじゃないの、むしろ延珠ちゃんは眠くなるような話よ」

「ああなるほど」

　蓮太郎は合が点てんがいった。前回の事件についてなにか聞かれるということか。しかしなぜいつもの報告書だけでは駄目なのだろうか。

「私も詳しくは聞かされてないわ、とにかく来い、だからね。役人は嫌い。東京エリアを守ってる民みん警けいに、仕事をくれてやってるだけありがたいと思えとか真顔で言うもの」

「じゃあ今回の話、断ればよかったじゃねぇか」

　木更は蓮れん太た郎ろうの顔をちらっと見ると意味深に肩をすくめた。

「まさか。私たちみたいな弱小は、仕事を回さないと仄ほのめかされれば従うしかないわ」

　蓮太郎は溜ため息いきをついた。

「『民間』警備会社なのに、政府のひも付き、か……」

「嫉しつ妬と深いのよ。イニシエーターの能力に理論上の限界はないわ。最強クラスのイニシエーターは単独で世界の軍事バランスまで左右すると言われているほど強いもの。だからあまねく政府は、すべての民警を自分の手元に置いておきたい、管理したがる」

「虫のいい話だな。……ってちょっと待てよ、じゃあこれから俺おれたちはある意味、敵地に乗り込むわけじゃねぇか」

　木更は長いまつげを伏して小さく首を振った。

「やれやれね、いまさら気付いたの？　だから私がボディーガードに里さと見みくんを拾ってきたのよ。里見くんだけが頼りなんだからしっかりしてちょうだいね」

　蓮太郎の頭の中で最後の言葉だけが何度も木こ霊だまして、じんわりと感かん慨がいが湧わいてくる。

　その時、おもむろに肩に柔らかい重みがかかりドキリとする。自分の肩に首をもたせかけているのはほかでもない木更だった。彼女は重い目ま蓋ぶたを億おつ劫くうそうに震ふるわせている。

「ごめ……ちょっと眠い。肩、貸して。食後はいつもこれ。学校じゃ眠れないし……」

「眠れない？　どうしてまた？」

「私は……天てん童どうよ。みんなの鑑かがみ。無ぶ様ざまな姿なんて、さらせない」

　そこまでが限界だった。瞳ひとみを閉じた彼女の体から力が抜けると、ぐぐっと肩に重みがかかる。どうやら本当に寝てしまったらしい。

　タタンタタン、と心地良いリズムを刻んで列車が走る。窓から差し込む光が陰影を変えて木き更さらの表情を照らした。

　起こさないよう細心の注意を払って少しずつ首を傾けると、普段は絶対遠えん慮りよして直視できない胸元にも目が行ってしまう。

　華きや奢しやな肩に、大きく露ろ出しゆつした首元からは美しい鎖さ骨こつのライン。セーラー服を押し上げる柔らかそうなふくらみは手が届きそうなほどの至近距きよ離りで小さく上下している。

　目と鼻の先に木更の整った顔、唇くちびる、長い髪。香水ともシャンプーの匂においとも違う甘い匂いに陶とう酔すい感を覚える。蓮れん太た郎ろうの首筋に彼女の柔らかな寝息がかかるたび、首筋がビリビリする。

　綺き麗れいだ、素直にそう思った。

「里さと見み……くん」

　あやうく返事をしそうになって、それが彼女の寝言であることに気付いた。だが次の瞬しゆん間かん苦しげに吐かれた言葉は、蓮太郎の胸を深く抉えぐった。

「里見く……私の復ふく讐しゆう。手伝っ……天童を、殺す……の」

「………………………………………………………………はい」

　木更は眉まゆを八の字にして身体からだを丸めるとビクッビクッと震ふるえはじめた。

「おと……様、お母様……やだ、死なないで……ッ。里見く……助けてッ」

　蓮太郎は木更の肩に腕を回すと、そのまま無言で強く抱きしめた。




　　　　４




　昼下がりの庁舎は閑かん散さんとしていた。

　蓮太郎たちが入り口で名前を告げると、庁舎の中に案内され、清潔感のあるエレベーターがぐっと上昇する。

　第一会議室と書かれた部屋の前で、案内した職員は一いち揖ゆうして去っていった。

　木更に代わって扉を開けると、蓮太郎は思わず声を上げる。小さな扉からは想像できないほど部屋は広く、中央には細長い楕だ円えん形けいの卓、奧には巨大なＥＬパネルが壁に埋め込まれていた。

　問題は中にいる人間だった。

「木更さん、こいつは……」

「ウチだけが呼ばれたわけではないだろうと思ってたけど、さすがにこんなに同業の人間が招かれているとは思わなかったわ」

　仕立ての良いスーツに袖そでを通した、おそらく民みん警けいの社長格の人間たちはすでに指定の席に座っており、その後ろに、見るからに荒あら事ごと専門という厳いかつい連中が控えていた。彼らの手にはブラッククロームの輝かがやきを放つバラニウム合金製の武器。間違いなく蓮太郎と同じプロモーターだ。彼らの傍そばに延えん珠じゆと同年齢くらいのイニシエーターも幾人か控えているのが見える。

　一体、これからここでなにが始まるんだ？

　蓮れん太た郎ろうが部屋に足を踏み入れた瞬しゆん間かん、中に詰めていた人間たちの雑談がぴたりと止まり、殺気の籠こもった視線が突き刺さる。

「おいおい、最近の民みん警けいの質はどうなってんだよ。ガキまで民警ごっこかよ。部屋ぁ間違ってるんじゃないのか？　社会科見学なら黙だまって回れ右しろや」

　プロモーターのうちの一人が聞こえよがしにがなりながら、こちらに近づいてきた。

　威圧感のある鉄板のような胸板がタンクスーツの上からでもよくわかる。燃え上がるように逆さか立だった頭髪に、口元はドクロパターンのフェイススカーフで覆おおっている。こちらを品定めする吊つり上がった目は三さん白ぱく眼がんだ。

　バスタードソードとでも言うのだろうか、十キロ以上ありそうな肉厚長大な段だん平びら。当然バラニウム製なので刀とう身しんは黒い。細身の蓮太郎には振り回すのも難しい巨剣だ。それを軽々と扱っているだけでただ者ではないと知れる。

　蓮太郎は勇気を振り絞り木き更さらを庇かばうように前にでるが、それが男にはいたく気に入らなかったらしい。

「あぁ？」

「アンタ何者だよ、用があるならまず名乗れよ」

「なにが『アンタ何者だよ、用があるならまず名乗れよ』だよボクちゃん。見るからに弱そうだな」

「別に民警は見た目で実力が決まるわけじゃねぇだろ」

「『別に民警は見た目で実力が決まるわけじゃねぇだろ』？　ムカツクなテメェ、斬きりてぇ、マジ斬りてぇよ」

　粘ねばつく眼まな差ざしに脚が震ふるえかけ、玉の汗が浮かぶ。チクショウ、なんでこんなチンピラみたいな奴やつがいるんだ。

　こんなところで揉もめ事ごとはご免だった。一体どこの民警の社員だと思い周囲を見渡していると、突とつ如じよ顔面に鈍い衝しよう撃げき。蓮太郎は吹き飛ばされ、背中から倒れる。次の瞬間、顔面を片手で押さえながら跳ね起きる。

　いきなり顔面に頭ず突つきをかまされたことに、痛みよりも驚おどろきがまさった。ベルトに挟はさんだＸＤ拳けん銃じゆうに手が伸びる。

「バァーカ、なに熱くなってるんだよ。挨あい拶さつだろ？」

　周りからこちらを嘲あざ笑わらうような失笑が起きた。

　──この野郎ッ！

「里さと見みくん、こんなのに構っちゃ駄目よ。目的を忘れないで」

「おいクソアマ、いまなんつったよ！」

「やめたまえ将しよう監げん！」

　助け船は、卓の一つに腰掛けていた彼の雇い主と思われる人物から発せられた。

「おい、そりゃねぇだろ三みヶか島じまさん！」

「いい加減にしろ。この建物で流血沙ざ汰たなんか起こされたら困るのは我々だ。この私に従えないなら、いますぐここから出て行け！」

　将しよう監げんと呼ばれた男はなにか考えを巡らすように一いつ瞬しゆん不気味に沈ちん黙もくする。キロリと蓮れん太た郎ろうを一いち瞥べつすると「へいへい」と言って引き下がった。

　蓮太郎は体から力を抜くと、大きく溜ため息いきをついた。

　と、今度は彼の雇い主が両手を広げながらこちらにやってきた。三十代半なかばくらいのエリート然とした男だった。クリスチャン・ディオールのスーツに身を包み、知的な顔つきをしている。

「そこの君、すまないね。あいつは短気でいけない」

「……飼い犬のしつけも出来ねぇかよアンタは」

　男は蓮太郎の嫌いや味みにも顔色一つ変えない。

「いやいや、本当にすまない」

「……フン、ま、慣れてるからいいけどよ」

　嘘うそではない。民みん警けいの社員プロモーターの中には、キチンと自分の哲学を持って戦っている者もいるが、ただ暴れる場所が欲しい者や、犯罪者が逃げ込む隠れ蓑みのとしてなど、ならず者も多く含まれるのは動かし難い現実だ。

　男は木き更さらに向き直る。

「お綺き麗れいな方だ。お初にお目にかかります」

「あら、お上手じようず」

　男はもうこちらなど見向きもしなかった。高級スーツに身を包み泰たい然ぜんとしても、どこか神経質そうな雰ふん囲い気き。

　木更は社交用の微ほほ笑えみを作りながら適当なところで切り上げると、愛あい想そもそこそこに背もたれの高い椅い子すに腰掛ける。

「俺おれたち、末まつ席せきだな」

「仕方ないわ。実績では、一番ウチが格下なんだから」

　よく見るとこの場に招かれたのは、遣やり手てですと言わんばかりの雰囲気を発散している大手ばかり。

「じゃあなんで弱小の俺たちがいるんだ？」

「さあね、これからわかるんじゃないの」

　蓮太郎は対面に座っているさきほどの連中を見ながら小さく耳打ちする。

「それとあいつら、何者だったんだよ？」

　木更は正面を向いたまま、さきほど交換したらしい名刺を差し出す。

　背景にすかしの入った金字で『三みヶか島じまロイヤルガーダー　代表取締役　三ヶ島影かげ似もち』とあった。

　蓮れん太た郎ろうは小さくうめく。大手も大手、蓮太郎でも知っているぐらいの超大手だ。大量の有能なペアを抱えている巨大な民みん警けいだ。

「っつうことは、あのプロモーターも相当な使い手だな」

「さっき将しよう監げんって呼ばれてたから、多分伊い熊くま将監よ。『ＩＰ序列』は千五百八十四位」

「千番台か……」

　ＩＰ序列──国際イＩニシエＩーターＳ監督機構Ｏが規定、発行しているもので、倒したガストレアの数や挙げた戦果などによって行われるランク付け。個人間の相あい性しよう問題もあるが、ＩＩＳＯが与えた位い階かいが、ほぼそのまま強さの基準と考えられている。

　蓮太郎は掌てのひらにかいた汗をズボンで拭ぬぐう。さっき激げつ昂こうして襲おそいかかってこられたら、蓮太郎などひとたまりもなくねじ伏せられていたに違いない。

「ちなみに里さと見みくん、君と延えん珠じゆちゃんのＩＰ序列覚えてる？」

「よくは覚えてねぇけど……十二万ちょいくらいだったか」

「私も端は数すうは覚えてないわ、けどそのぐらいよ」

　木き更さらはチラリと蓮太郎の方を見ると、わざとらしく溜ため息いきをついて見せた。

「しかもあの会社、彼よりもまだ強いペアも抱えているのよ。私の事務所にもあれくらい強いプロモーターが欲しいものね。イニシエーターはとても優秀なのに、ウチのプロモーターはお馬ば鹿かで甲か斐い性しよう無しで私より段位が低くて、おまけにどうしようもなく弱いのよねぇ」

　蓮太郎は聞こえないフリをするが、内心、木更の言うことはもっともだと思っていた。

　イニシエーターとプロモーターの質こそが、会社の知名度と直結する。つまり有名な民警イコール、強いペアを何組も抱えているということ。延珠は強い。適切なプロモーターと組めば千番代は堅いだろう。それが十二万というミドルゾーンから抜けられないということは、相棒が無能だと言われて当然の話である。

　その時、制服を着た禿とく頭とうの人間が部屋に入ってきた。

　木更を含む社長クラスの人間が一斉に立ち上がりかけたところで、それを男が手を振って着席を促す。遠くて階級章がよく見えないが、おそらく幕ばく僚りようクラスの自衛官だ。

「本日集まってもらったのは他ほかでもない、諸君等ら民警に依頼がある。依頼は政府からのものと思ってもらって構わない」

　禿頭がなにか含ませるように一拍置いて辺あたりを睨ねめ付けた。

「ふむ、空席一、か」

　見れば、確かに蓮太郎たちの六つ隣となり、『大おお瀬せフューチャーコーポレーション様』という三角プレートの席だけが空からだ。

　一度仕事の現場で会ったことがある。太った社長の傍そばにノッポの秘書が付き従って甲か斐い甲が斐いしく社長の世話をしている、なんだか漫才コンビのような人たちだったはずだ。どうしたのだろう。

「本件の依頼内容を説明する前に、依頼を辞退する者はすみやかに席を立ち退席してもらいたい。依頼を聞いた場合、もう断ることができないことを先に言っておく」

　蓮れん太た郎ろうは内心嘆息する。強制力のある依頼は、任務とどう違うというのか。

　周りを見渡すが、案あんの定じよう、誰だれ一人立ち上がる者はいなかった。

　円卓ならぬ楕だ円えん卓たくには木き更さらを含めて三十人以上の人間が座っていた。学校から直接来たセーラー服の木更がとことん浮いているが、本人はどこ吹く風だ。

　そして社長格の後ろに控えているプロモーター。こちらの服装は実に様々だ。全身赤いライダースーツに頭髪まで真まっ赤かに染めている女、顔に包帯を巻いているジャコメッティの彫刻を思わせるノッポの男など、どいつもこいつも『政府の建物に行くのだから正装で行こう』などという発想は微み塵じんもないらしい。

　伊い熊くま将しよう監げんは一人離はなれて壁に背を預けている。

　──ん？

　蓮太郎はそこで、その隣となりに寄り添うようにして一人の少女が立っていることに気付いた。

　落ち着いた色の長なが袖そでのワンピースにスパッツ。ぱっちりした眼め元もとをしているが、どこか冷めた雰ふん囲い気きをまとっている。

　将監の印象が強烈だったのでいままで気付かなかったが、あれが彼の相棒のイニシエーターだろうか。その時少女と目が合う。慌あわてて視線を逸そらすが、彼女がじっとこっちを見ているのがわかった。しばらくして視線だけそちらにやると、まだ見ていた。

　なにを思ったのか、少女は手でお腹なかを押さえ、こちらを見ながら少し悲しげな表情をした。最初はお腹でも痛いのかと心配になったが、すぐにその微妙な表情が『お腹すきました』というジェスチャーだとわかる。厳いかつい将監のイニシエーターにしては面おも白しろい子だった。

「よろしい、では辞退はなしということでよろしいか？」

　くだんの禿とく頭とうの男が念を押すように全員を順番に見渡すと、「説明はこの方に行ってもらう」と言って身を引いた。

　突然背後の奧の特大パネルに一人の少女が大写しになる。

『ごきげんよう、みなさん』

　木更がかっと目を見開き、次の瞬しゆん間かん勢い良く立ち上がった。ほぼ同時に他ほかの社長格の人間も泡を食ったように立ち上がる。

　蓮太郎も信じられないような瞳ひとみでパネルを見つめていた。

　雪を被かぶったような純白の服装と銀髪──聖せい天てん子し。敗戦後の日本、その東京エリアの統治者。つかず離れずの距きよ離りには影のように天てん童どう菊きく之の丞じようも付き従っている。どこかの洋室から中継されているらしい。ほんの一瞬、木更と菊之丞の視線が交こう錯さくし、火花が散る。この二人の確かく執しつを知っているだけに蓮れん太た郎ろうは生きた心地がしない。

　聖せい天てん子しはアールヌーヴォー調の精せい緻ちな細工の椅い子すにゆったりと腰掛けており、背後に高そうな絵画や天てん蓋がい付きのベッドが見える。聖せい居きよ内にある彼女の私室だろう。

　蓮太郎は突とつ如じよ現れた権威者の存在に異様な不安を覚え始めた。それは自分たちが、なにか大変なことに巻き込まれるのではないかという直感。

『楽にしてくださいみなさん、私から説明します』

　誰だれ一人着席する者はいなかった。

『といっても依頼自体はとてもシンプルです。民みん警けいのみなさんに依頼するのは、昨日東京エリアに侵入して感染者を一人出した感染源ガストレアの排除です。もう一つは、このガストレアに取り込まれていると思われるケースを無傷で回収してください』

　──ケース？

　ＥＬパネルに別ウィンドウが開かれると、ジュラルミンシルバーのスーツケースのフォトがポップアップ。横に現れた数字は成功報ほう酬しゆうだ。その値段を見て今度こそ周囲の空気に困こん惑わくが混じるのがわかった。

　三みヶか島じまがすっと手を挙げた。

「質問よろしいでしょうか。ケースはガストレアが飲み込んでいる、もしくは巻き込まれていると見ていいわけですか？」

『その通りです』

　巻き込まれる、とは被害者がガストレア化した際、破れた衣服や表皮、身につけている装飾品が変化したガストレアの皮膚部などに取り込まれ癒ゆ着ちやくしてしまう現象のことだ。こうなるとガストレアを倒してから取り出すより他ほかになくなる。

「感染源ガストレアの形状と種類、いまどこに潜伏しているのかについて、政府はなにか情報を掴つかんでいるのでしょうか？」

『残念ながらそれについては不明です』

　今度は木き更さらが挙手する。

「回収するケースの中にはなにが入っているか聞いてもよろしいですか？」

　ざわりと周囲の社長が色めき立つのがわかった。はからずも木更が全員の意見を代弁した形になったらしい。

『おや、あなたは？』

「天てん童どう木更と申します」

　聖天子は少し驚おどろいたような表情をした。

『……お噂うわさは聞いております。それにしても、妙な質問をなさいますね天童社長。それは依頼人のプライバシーに当たるので当然お答えできません』

「納得できません。感染源ガストレアが感染者と同じ遺伝型を持っているという常識に照らすなら感染源ガストレアもモデル・スパイダーでしょう。その程度の敵ならウチのプロモーター一人でも倒せます」

　言い切ってから木き更さらは不安げな瞳ひとみでこちらを見て「多分ですけど……」と付け加えた。

　失礼千せん万ばんな社長だった。

　木更は続ける。

「問題はなぜそんな簡単な依頼を破格の依頼料で──しかも民みん警けいのトップクラスの人間たちに依頼するのか腑ふに落ちません。ならば値段に見合った危険がそのケースの中にあると邪じや推すいしてしまうのは当然ではないでしょうか？」

『それは知る必要のないことでは？』

「かもしれません。しかし、あくまでそちらが手て札ふだを伏せたままならば、ウチはこの件から手を引かせていただきます」

『……ここで席を立つと、ペナルティがありますよ』

「覚悟の上です。そんな不確かな説明でウチの社員を危険にさらすわけにはまいりませんので」
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　肌がぴりぴりするほどの沈ちん黙もくが降りる中、蓮れん太た郎ろうは一人意外の感に打たれていた。車中で木更は政府絡がらみの依頼は断れないと言っていたはずなのに……。

　なにか言わなければと口を開きかけたその瞬しゆん間かん、突とつ如じよ部屋中に響ひびき渡るほどのけたたましい笑い声が響き渡った。

『誰だれです』

「私だ」

　蓮れん太た郎ろうを含め、全員の視線が声の主に集まる。そこでぎょっとした。

　先ほどまで空席だった大おお瀬せ社長の席に仮面、シルクハット、燕えん尾び服ふくの怪人が、卓に両足を投げ出して座っていた。

　両りよう隣どなりに座っていた社長は忽こつ然ぜんと現れた仮面男の存在に驚おどろき悲鳴を上げて椅い子すから転げ落ちる。

　知っている。いやそれどころか──

「お前は……そんな馬ば鹿かなッ」

「いよっと」と掛け声をあげて男は体を反そらせて跳ね起きると、卓の上に土足で踏み上がる。民警の社長たちは唖あ然ぜんとしながらそれを見守っていた。

　男は卓の中央に来ると立ち止まり、聖せい天てん子しと相あい対たいする。

『……名乗りなさい』

「これは失礼」

　男はシルクハットを取って体を二つに折り畳んで礼をする。

「私は蛭ひる子こ、蛭子影かげ胤たねという。お初にお目にかかるね、無能な国家元げん首しゆ殿。端たん的てきに言うと私は君たちの敵だ」

　背筋を走る悪お寒かんが、蓮太郎に拳けん銃じゆうを抜かせた。

「お、お前ッ……」

　影胤と名乗った男の首が猛もう烈れつな勢いで蓮太郎の方を向く。

「フフフ、元気だったかい里さと見みくん。我が新しき友よ」

「どっから入ってきやがった！」

「フフフ、その答えに対しては、正門から、堂々と──と答えるのが正しいだろうね。もっとも小うるさいハエみたいなのが突っかかってきたので何匹か殺させたけどね。おおそうだ、丁ちよう度ど良いタイミングなので私のイニシエーターを紹介しよう。小こ比ひ奈な、おいで」

「はい、パパ」

　振り返るより先に蓮太郎と木き更さらの脇わきを少女が歩き去っていった。蓮太郎の首筋の毛がぞっと逆さか立だつ。いつから背後にいた？

　ウェーブ状の短髪、フリル付きの黒いワンピース。腰の後ろに交差して差された二本の鞘さやは、長さからいっておそらく小こ太だ刀ち。

「うんしょっと」と言って手をつき足を上げ、難なん儀ぎしながら卓の上にのぼると、少女は影胤の横に来てスカートをつまんで辞じ儀ぎをする。

「蛭子小比奈、十歳」

「私のイニシエーターにして娘だ」

　──イニシエーター？　この男……民みん警けいなのか？

　小こ比ひ奈なが眠たげな顔でゆっくりと首を左右に振り、あたりを見渡すと、やがて控えめに影かげ胤たねの服の裾すそを引っ張った。

「パパ、みんな見てる。恥ずかしいから、斬きっていい？　それとあいつ、テッポウこっち向けてるよ、斬っていい？」

「よしよし、だがまだ駄目だ。我慢なさい」

「うぅ……パパァ」

　彼女の腰に差している鞘さや口ぐちから小さく血が滴したたって卓の上に染しみを作っていることに気付き、ぞっとした。蓮れん太た郎ろうは銃を構えたまま、空いた手で木き更さらを後ろに下がらせる。

「なんの用だ」

「今日は挨あい拶さつだよ。私もこのレースにエントリーすることを伝えておきたくてね」

「エントリー？　なんのことだ」

「『七なな星ほしの遺い産さん』は我らがいただくと言っているんだ」

　その単語を聞いた瞬しゆん間かん、聖せい天てん子しが観念したように一瞬ぎゅっと目をつぶった。

「七星の遺産？　なんだよ、それ」

「おやおや、君たちは本当に何も知らされずに依頼を受けさせられようとしていたんだね、可か哀わい想そうに。君らが言うジュラルミンケースの中身だよ」

「昨日きのう、お前があの部屋にいたのは──」

「うんその通り。私も感染源ガストレアを追って部屋に入ったんだが、肝心の奴やつはどこかに消えているし、ぐずぐずしてたら窓を割って警官隊が突入してくるしね。ビックリしちゃったから殺しちゃった。ヒヒ、ヒヒヒヒヒ」

　仮面を押さえながら喉のどの奥で笑う影胤に蓮太郎は憎ぞう悪おを覚えた。

「貴き様さま……」

　影胤は両手を大きく広げて、卓の上で回転した。

「諸君ッ、ルールの確認をしようじゃないか！　私と君たち、どちらが先に感染源ガストレアを見つけて七星の遺産を手に入れられるかの勝負といこう。七星の遺産はガストレアの体内に巻き込まれているだろうから、手に入れるには感染源ガストレアを殺せばいい。掛ベけツ金トは君たちの命でいかがか？」

「──黙だまって聞いてればごちゃごちゃと」

　押し殺した声は、テーブルの向こうから聞こえた。

　バスタードソードにドクロのフェイススカーフ、伊い熊くま将しよう監げんだ。

「ぐだぐだうるせぇんだよ。要約すると、テメェがここで死ねばいいんだろ？」

　将監の姿が消失したと思ったら、瞬しゆん時じに影胤の懐ふところに潜もぐり込んでいた──速い。

「ぶった斬れろや」

「おおぅッ？」

　逆さか巻まく突風をまとって巨剣が竜たつ巻まきの如ごとく振り回される。角度タイミング共に最適、逃れようのない必殺の間合い。

　だがバシィッという雷らい鳴めい音が弾はじけ、次の瞬しゆん間かん将しよう監げんの剣があさっての方向に弾き飛ばされる。

「なッ──」

「ざーんねん！」

　なんだ、いまのは。

　一瞬のことだったが、将監の剣と影胤の間に青白い燐りん光こうを見た。

「下がれ将監！」

　三みヶか島じまの一いつ喝かつに瞬時に意図を汲くんだ将監が舌打ちと共に後退する。

　その時を見計らっていたかのように、集まっていたすべての社長とプロモーターが自衛用のピストルを抜いて一斉に引き金を引きまくった。蓮れん太た郎ろうも撃つ。隣となりの木き更さらも撃つ。

　耳をつんざく発砲音と三六〇度あらゆる方向からの銃撃。再びの雷鳴音と共に、今度はよりはっきりと青白い燐光が見える。

　それはドーム状のバリアだった。

　拳けん銃じゆう弾だんがバリアに当たるとけたたましい音と共にあさっての方向に弾き返す。調度品のガラス細工や絵画が吹き飛び弾丸がしのぎを削る音に誰だれかの雄おたけびが被かぶさる。

　蓮太郎も憑つかれたようにＸＤ拳銃を撃ちまくったが、やがて弾薬を撃ち尽くしてスライドストップが上がり、その場にいる全員が弾丸を全部吐き出し尽くした。

　硝しよう煙えんのきついにおいが漂ただよう奇妙な静けさの中、運悪く跳ちよう弾だんが当たった人間のうめき声があちこちで聞こえた。

「そんな……」

　ひどく苦い唾つばの味を、どこかこの世のものではないような心地と共に飲み込んだ。

　弾だん痕こんだらけの卓の中央に長身の仮面男と少女が周囲を見下ろしていた。列席した高位序列者たちは全員麻ま痺ひしたように動かない。

　影かげ胤たねが鷹おう揚ように両手を広げる。

「斥せき力りよくフィールドだ。私は『イマジナリー・ギミック』と呼んでいる」

「……バリア、だと？　お前、本当に人間なのか？」

「人間だとも。ただこれを発生させるために内臓のほとんどを摘出してバラニウムの機械に詰め替えているがね」

「機械……？」

「名乗ろう里さと見みくん、私は元陸上自衛隊東部方面隊第七八七機械化特殊部隊『新人類創造計画』蛭ひる子こ影胤だ」

　三ヶ島が驚おどろきに目を見開く。

「……ガストレア戦争が生んだ対ガストレア用特殊部隊？　実在するわけが……」

「信じる信じないは君の勝手だよ。まあなにかね里さと見みくん？　つまり私はあの時まったく本気じゃなかったのだよ。悪いね」

　影かげ胤たねは音もなく蓮れん太た郎ろうの前にやってくると、マジックショーさながらに白い布を自分の掌てのひらにかぶせ、三つ数えて取り去る。するとそこには赤いリボンがあしらわれた箱が現れた。卓の上に置くと、愕がく然ぜんとしている蓮太郎の肩に手が置かれる。

「君にプレゼントだ。ではこの辺でおいとまさせてもらうよ。絶望したまえ民みん警けいの諸君。滅めつ亡ぼうの日は近い。いくよ小こ比ひ奈な」

「はい、パパ」

　二人は悠ゆう然ぜんと窓まで歩いていくと、窓を割り、ごくごく自然な動作で飛び降りた。

　蓮太郎を含め部屋の人間はしばらくの間、動けなかった。誰だれも彼らを追いかけようなどと言いださなかった。

　視線だけで殺されると思ったのは初めてだった。嘔おう吐とだけはするまいと胃の奧からせり上がってくるむかつきを懸命に堪こらえる。

　不意に蓮太郎の肩に手が置かれてビクリとなる。振り返ると厳しい表情をした木き更さらの顔があった。

「里見くん、説明なさい。あの男とどこで出会ったの？」

「それは……」

　蓮太郎が言い淀よどんでいると、三みヶか島じまが怒りにまかせて卓に拳こぶしを叩たたきつける。

「天てん童どう閣下ッ。新人類創造計画はッ──あの男が言っていたことは本当なのですか？」

「答える必要はない」

　巌いわおのような菊きく之の丞じようはこゆるぎもせず即答する。

　重い沈ちん黙もくが下りかけたその時、突然半狂乱の体ていで男が会議室に飛び込んできた。

「大変だ。しゃ、社長があああああッ！」

　金かな切きり声ごえを上げているのは、会議に欠席した大おお瀬せ社長にいつもくっついているノッポの秘書だった。肩で大きく息をして眼球がせりださんばかりに錯さく乱らんしている。

「社長が自宅で殺された！　し、死体の首がどこにもない」

　全員の視線が蓮太郎の手前に置かれた箱に向けられた。

　箱の一辺は三十センチほどある。蓮太郎は震ふるえる手でゆっくりリボンを解き、蓋ふたを持ち上げた。




　──しばらくそれと対面した後、ゆっくりと蓋を下ろす。




　現場で二、三回会っただけだが、殺伐とした数多あまたの民警の中で笑顔を絶やさない人だったので、密ひそかに好感を覚えていた。

　拳こぶしを握る手が震ふるえて、目眩めまいがするほどの怒りがこみ上げてきた。

「……ぁの野郎ぉッ！」

『静せい粛しゆくにッ！』

　聖せい天てん子しの澄すんだ声に、蓮れん太た郎ろうは怒りに凝こごった表情のままゆっくりと顔を上げる。

『事態は尋常ならざる方向に向かっています。みなさん、私から新たにこの依頼の達成条件を付け加えさせていただきます。ケース奪取を企たくらむあの男より先に、ケースを回収してください。でなければ大変なことが起こります』

　木き更さらが聖天子を睨にらみあげた。

「中に入っているものがどういうものなのか、説明していただけますよね」

　聖天子は目をつぶり唇くちびるを小さく噛かんだ。

『いいでしょう、ケースの中に入っているのは七なな星ほしの遺い産さん。邪悪な人間が悪用すればモノリスの結けつ界かいを破は壊かいし東京エリアに〝大だい絶ぜつ滅めつ〟を引き起こす封印指定物です』
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　雲間から朝の光が帯状に差し込み、チュンチュン雀すずめが鳴きながら枝の上で戯たわむれている。

　蓮れん太た郎ろうたちの住んでいるアパートの裏の空き地に、少年少女延のべ八人が集まり、キラキラした瞳ひとみで蓮太郎を見上げていた。どこかで見たことがある顔だと思ったら、全員延えん珠じゆのクラスメイトらしい。

　あくびを堪こらえながら、蓮太郎は寝癖のついた髪で空き地に立ち尽くしていた。居心地の悪い空気に蓮太郎はせわしなく体を動かし、視線を宙に泳がせる。

「なんだ、その、つまりお前らは俺おれに弟子入りをしたい、と？」

「「「そうで～す！」」」

　気け圧おされるほど大きな声で返事をする子供たちを尻しり目めに、蓮太郎は困り果てながら隣となりでホクホク顔をしている延珠を見み遣やった。

「おい延珠……このガキ共に丁てい重ちようにお帰りいただきたいんだが、どうしたらいい？」

「良いではないか、稽けい古こをつけてあげるくらい」

　蓮太郎はげっそりとした顔で溜ため息いきをつく。話を聞くと延珠が学校で、蓮太郎のことを『格かく闘とう技ぎの達人』と触れ回ったことに端たんを発しているらしい。

　おかげで朝早く叩たたき起こされ、折せつ角かくの休日の午前を潰つぶされている。いつもならまだ布団の中で寝返りを打っている頃ころ合あいだ。

「ししょー、視線だけでヒグマをショック死させたって本当ですか？」

　凄すごい勢いで尾ひれがついていた。

「ししょー、素す手でで海兵隊の一個大隊を壊かい滅めつさせたって本当ですか？」

　海兵隊も殺しているらしい。

「ししょー、核弾頭受け止めて投げ返したって本当ですかぁ～？」

　蓮太郎は非難がましい視線を延珠に送った。お前、どこまでハードル上げたんだよ。

　視線が合った延珠はぐっと親指を立てて『蓮太郎ならできるぞ』と一いち途ずな信頼を寄せてきた。

　盛大に溜息をつきたくなった。延珠のタチが悪いのは、本気で自分ならなんでも出来ると信じているフシがあるところだ。

　蓮太郎はぼりぼりと頭を掻かく。誰だれにだって特撮ヒーローに自分の姿を投影する時期がある。いたいけな少年少女の夢を守ってやりたいとも思う気持ちも、まあないでもない。

　よしと頷うなずくと覚悟を決めた。こういうのは第一印象が大事だ。

　なに、ガキなんてちょろいもんだ。

「やあお前たち、よく集まったなッ。俺おれが噂うわさの里さと見み蓮太郎だぜッ！」

　沈ちん黙もく。

　蓮れん太た郎ろうは早速色々耐えかねて、目ま蓋ぶたを素早く瞬またたかせて延えん珠じゆにヘルプコールを送る。

　延珠はにこにこしながら手を振ってきた。清すが々すがしいくらいに伝わってない。

「えーとだなお前ら、元々の天童式戦闘術のコンセプトは、天童流の開祖、天童助すけ喜き与よが作ったもので、簡単に言うと天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつの基本はパンチ系の一の型とキック系の二の型とその他の三の型がある。期待を裏切って悪いが、ぶっちゃけ初段の俺おれに出来ることは限られてるぜ。まだまだ俺程度じゃ伝授してもらえない奥おう義ぎがいくつも──」

「──ししょー、そんなことどうでもいいので、早く必殺技教えてください」

「チッ、しゃーねーな」

　子供の飽きっぽさに辟へき易えきしつつ、蓮太郎は空き地に一本立っているカエデの木の前に立つ。

　腰を落とし、基本の『百ひやく載さい無む窮きゆうの構え』を取り、大きく息を吸う。

「天童式戦闘術一の型三番──」

　シッと短く息を吐き、ねじるような円運動をかけてパンチを繰り出す。

「──『轆ろく轤ろ鹿か伏ぶ鬼と』ッ」

　拳こぶしがヒットし、ドスンという重い音と共にカエデが大きく身を震ふるわせ、はらはらと葉っぱが舞った。

　蓮太郎は息を吐き構えを解く。そしてぶっきらぼうに振り向いた。

「ど、どうだよ？」

「えー、速すぎてよく見えなかった～」「ただのパンチじゃん」「……なんかショボいね？」「ね？」「生なま木きを叩たたき折ってよ～」「金かえせ～」「あすほーる、あすほーる」

　蓮太郎は頭を抱えたくなった。どうしようこいつら殴りてぇ。

「ま、まあなんだ。いまのはほんのウォーミングアップだよ。とっておきの技があるんだぞ。天童式戦闘術の奥義の一つにして、二の型十一番『隠いん禅ぜん・哭こく汀てい』」

「おお～」「ちょっとだけ格好いい」「名前だけジャン」「見てみないとなんとも、ね」

　今度こそと思いながら蓮太郎はいま一度巨木に向き直ると、今度は木を蹴けり折るだけの気迫を込めて大きくジャンプ。

「天童式戦闘術二の型十一番────」

　不意に、蓮太郎の意識が昨日の会議室の一件に引き戻された。

　蓮太郎の脳裏をぐるぐる回っているのは影かげ胤たねが漏らした言葉の一つだった。

　──『新人類創造計画』

　……あの男が？

　聖せい天てん子しは言った。『現在、東京エリアがモノリスの結けつ界かいによって守られているのはみなさんご存じのはずです。詳しい説明は省きますが、七なな星ほしの遺い産さんを悪用すればモノリスの一角に大穴を開けることが出来ます。そうなれば東京エリアに死の嵐あらしが吹き荒れることになります。事態は一刻を争うのです。必ず、七星の遺産を取り戻してください』

　蓮れん太た郎ろうは眦まなじりを鋭くした。

　なんであれ、あの男──蛭ひる子こ影かげ胤たねに負けるわけにはいかない。

　下腹に力を込めて幹を睨にらみ据える。

「行くぞ、奥おう義ぎ────」

　その時、視界の隅でつまらなさそうにサッカーボールを弄もてあそんでいた少年が、蓮太郎めがけてボールを蹴けっ飛ばしてきた。

「ぐおあ！」

　あっけなく技の出掛かりを潰つぶされて体勢を崩くずした蓮太郎は、頭からドブの詰まった側そつ溝こうに突き刺さる。どっと辺あたりに笑い声が響ひびく。

　延えん珠じゆが目も当てられないといわんばかりにこめかみに手を当てながら首を振った。

「だっせぇ超だっせぇ。そんなへなちょこキックじゃゴミ虫も殺せないよ」

　ゴミ虫って……。

「もういいよ、帰ってプレステやろうぜぇ」

「「「さんせ～」」」

「お、おいちょっとお前ら──」

　蓮太郎の静止もむなしく、順番に延珠のクラスメイトが散っていき、最後には蓮太郎と延珠だけになった。遅れて延珠が地じ団だん駄だを踏みはじめる。

「むぅ～、戻ってこーい。蓮太郎は本当は凄すごいのだぞ！　ついでに夜も凄いのだぞ！」

「か、勘弁してくれよ……」

　時刻を確認すると、まだ午前だった。だがさすがにいまから寝直す気分にはなれない。

「延珠、どっか行きたいところあるか？」

　延珠がぱっと表情を明るくすると、万ばん歳ざいしながらジャンプする。

「買い物！」

「はいはいりょーかいりょーかい」




　饐すえた汗のにおいがする満員電車を降りて延珠に手を引かれ、つんのめるようにしながら連れて行かれたのはおもちゃ屋だった。それも大手の家電量販店のワンフロアまるまるを貸し切っての大規模なものだ。

　休日だからか混み合っており、家族連れで訪れているものも多い。

　両親の間に挟はさまれながら両手を繋つないで嬌きよう声せいを上げる子供を見ながら、他ほかの人には自分たちはどう映っているのだろうかと考えた。

　蓮太郎はブロックの積木パズルのサンプルを手に取っていじっていると、手が覚えているのか、じんわりと懐なつかしさがこみ上げてくる。

「随分昔だけど、木き更さらさんとこういうので遊んだもんだ。意外だな、お前もこういうの好きだったのかよ」

「妾わらわが用があるのはこっちだ」

　そう言って指差したのは、特大の干渉変調ディスプレイが置いてあるアニメグッズのコーナーだった。

　ポップな書き文字で『天てん誅ちゆうガールズコーナー』と読める。そういえば昨日、延えん珠じゆとそのクラスメイトがこのアニメについて話していたっけか。

「どういう話なんだ？」

　興味もないのに内容を聞いて後悔した。延珠が瞳ひとみを輝かがやかせながら「知りたいのか？」とこちらを見上げていたからだ。

　延珠が得とく々とくと語る内容をまとめると、義父・淺あさ野のを殺された大おお石いし内蔵くらの助すけ良よし子こ（魔法少女）が、復ふく讐しゆうを誓い全国の四十六士（魔法少女）を集めて吉き良ら邸に討ち入るまでを描いた壮大な長編アニメらしい。

『赤穂あこう浪士系魔法少女萌もえ』というのが最近きているらしい。

「……魔法少女モノなのに復讐譚たんなのかよ」

「ふふん、そこが良いのではないか」

「そ、そうかぁ……？」

　特設コーナーに置かれた刀に眼めをやる。白銀に輝く鋭利な日本刀の柄つかの部分だけがマジカルステッキっぽくデフォルメされている。ステッキブレードというらしい。プロモーションムービーを見ると、「死ねぇぇぇぇ！」と裂れつ帛ぱくの叫びをあげながら野の太だ刀ちで斬きりかかるヒロイン天誅レッドの凶悪な顔が大写しになっていた。

　どういう層を狙ねらってるのかさっぱりわからなかった。あと、魔法を一切使ってない。

　一番目立つ箇所に置いてあるステッキブレードや魔性少女変身衣装などの値札を見て、蓮れん太た郎ろうは思わずうめき声をあげた。

「……なんでこんなに高ぇんだ」

「高いか？　普通ではないか。妾の給料で買うから、蓮太郎は財布の心配をしなくても良いぞ」

　延珠はそれだけ言い捨てると、大量にでているグッズを物色し始めた。

「こんなのはどうだ？」

　やがて延珠が蓮太郎の元に持ってきたのは、ブレスレットだった。彫刻模様の上からクロームシルバーのメッキがかかっている。材質はアルミかなにかだろう、持ってみるととても軽く感じた。

「なんだこれ」

「天誅ガールズが嵌はめているブレスレットだ。四十七士の仲間の証あかしでもあり、仲間を欺あざむいたり、嘘うそをついたりするとひびが入って割れ、仲間に嘘をついたことがわかってしまうんだ」

「ふぅん、なんだか『破は鏡きよう』みたいだな」

「ハキョウ、とはなんだ？」

　蓮れん太た郎ろうは空中に漢字を書いて見せた。

「昔先生に聞いた話だよ。夫婦が別れて暮らすとき、鏡を割ってお互いその一片を持ち再会の証あかしにしたんだけど、奥さんが誓いを破り浮気してしまう。そしたら鏡は割れ、鳥に姿を変えて夫のところに飛んでいってしまい、結局二人は離り婚こんしてしまうって昔話だよ。──さて藍あい原はらくん、この昔話の教訓はなんだかわかるかな？」

「はい先生、浮気はバレないようにしろ、です！」

「ええッ？」

　延えん珠じゆは顎あごに手を当てる。

「しかし、確かに少しだけ似ているな。その破は鏡きようとやら、さては天てん誅ちゆうガールズをパクったな」

「……別にどっちがパクりでもいいけどよ。ちなみにそれ、いくらなんだ」

「六千九百八十円だな。安い！」

「たっか！　俺おれの二ヶ月分の食費じゃねぇか」

　蓮太郎が止める暇もなく彼女はレジに走っていき会計を済ませてしまう。

「ほら、蓮太郎も腕に嵌はめろ」

「ゲ、俺もかよ？」

「これはペアリングなんだぞ、妾わらわと一緒に蓮太郎がつけずに誰だれがつけるんだ」

　延珠が右手に嵌めているのを見て、蓮太郎も右手に嵌めようとするが、思い直して左腕に嵌める。

　延珠がニヤニヤしながらこっちを見ている。

「な、なんだよ」

「ペアルックだ。これで蓮太郎は妾を欺あざむいたり嘘うそをついたりはできないぞ。他ほかの女に浮気は駄目だぞ、木き更さらのおっぱいに見とれてたりしても割れてしまうからな」

「えー、ワタクシ里さと見み蓮太郎ハ藍原延珠ノコトヲ愛シテイマス…………割れねぇな」

「真実だからだろう」

「チクショウそう来たか。その返しは予想してなかった」

　デパートを出てから、手を繋つないで歩きながら二人でくだらない話をした。主に延珠がまくし立てる内容に適当に相づちを打つ形だが、延珠と言葉を交わすことで、昨日の鬱うつ屈くつが和やわらいでいくのを感じる。

　ふと街頭テレビのパネルに聖せい天てん子しが映っているのを見て、足を止めた。

　ニュース番組の録画画像のようだ、彼女の表情は打って変わって厳しく、『呪のろわれた子供たち』の基本的人権の尊重に関して再度法案を出す予定だ、という内容だった。いま話題になっている『ガストレア新法』だ。

　この法案は通過するだろうか。

　通過してほしいと切せつに思う。蓮れん太た郎ろうは繋つないだままの延えん珠じゆの手に力を込めた。

　一昔前まで『呪のろわれた子供たち』は、人知れず川で産んで目も開かない状態のまま水につけて殺すのが一般的だったし、なまじ再生能力なんてものがあるせいで、親からの過激な虐ぎやく待たいの対象になりやすい。

　赤い眼めを見るとショック症状を起こす戦争後遺症──ガストレアショックを起こす親は、自分の子供の目をまともに見られないという。

　また、遺伝型がガストレアウィルスにより汚染されたせいで親子鑑かん定ていをしても血のつながりを立証出来ないため、そこから飛ひ躍やくして法的に人間か否いなかまでもを問う声もある。

　大戦経験世代『奪われた世代』のほぼすべてが潜在的な『呪われた子供たち』差別主義者であるとも言える状況下で、彼女たちの味方は非常に少ない。

　正直、自分一人の手に負える問題ではないと思う。東京エリアのトップが彼女たちの境遇に理解ある人間なのは、諸もろ手てを挙げて歓迎したい気分だった。むしろ、いっそのこと聖せい天てん子しにすべての下駄を預けてしまいたいとさえ──

「痛いぞ蓮太郎、放してくれ」

　はっとして握ったままだった手を放す。見ればニュースは次の話題に映っており、延珠は困り切ったような顔でこちらを見上げていた。

「……わりー、ぼーっとしてた。行こう」

　踵きびすを返しかけた時、通りの向こうに人垣が出来ていることに気付いた。一体なんだろうと首をかしげた瞬しゆん間かん、地の底から響ひびくような怒ど声せいが向こうから聞こえてきて、取り囲んでいる観衆が発散する殺気じみたものが漂ただよってきた。

　理由はわからないが、嫌いやな予感がして立ちすくんだ。

　運動神経も射撃の腕も平へい々へい凡ぼん々ぼんの蓮太郎が、いまのいままで民みん警けいとして生き残れたのは、ひとえにこの直感を過あやまつことがなかったからだ。

　その直感が一刻も早くここから立ち去れと蓮太郎に告げていた。

「延珠、少し遠回りになるけど反対から帰──」

「──そいつを捕まえろぉぉ！」

　悲鳴のような蛮ばん声せいが響き渡るのと、人垣が破れて一人の少女が飛び出すのとはほとんど同時だった。彼女は食料品を満載したスーパーマーケットのカゴを持っている。カゴのロゴは蓮太郎も利用したことがある大手のものだ。

　少女は立ちふさがるような位置にいた延珠と蓮太郎を見て、はっとして立ち止まる。蓮太郎も金かな縛しばりにあったように動けなくなる。

　服装は革ベルトのデニムスカートに趣味の良い白のチュニック。ただし、煤すすけた顔と同様に最後に洗ったのはいつなのかもしれない汚れと染しみ、修しゆう繕ぜんの跡が所ところ々どころ見て取れた。おそらくいま彼女が抱えている食料品と同じく盗品なのだろう。

　一目で『外がい周しゆう区く』に住んでいる子供と知れた。しかも蓮れん太た郎ろうと延えん珠じゆを映す彼女の瞳ひとみは深いワインレッドだった。延珠と同じ呪のろわれた子供たちだ。

　長い睨にらみ合いを終わらせたのは背後から伸びてきた無数の手だった。大の大人たちがその背に手を掛け荒々しく押し潰つぶすと、こちらにまで骨が軋きしむ陰惨な音がはっきりと聞こえてくる。蓮太郎の足下にカゴからこぼれた野菜や果物が転がってきた。

「放せぇ！」

　アスファルトを舐なめさせられた彼女は端たん正せいな顔をゆがめ、野生の虎とらのように歯を剥むいて暴れる。観衆は誰だれ一人彼女に同情を寄せない。

「泥棒め、貴き様さま等らは東京エリアのゴミだ」「よしよくやった！　ざまぁ見ろガストレアめ」「喚わめくなうぜぇんだよ、この人殺しが」「貴様ら『赤あか目め』が俺おれの親しん戚せきを皆殺しにしなければ」「くたばれ、『赤鬼』！」

　蓮太郎は手近にいる一人の肩を叩たたく。

「おい、あいつはどうして……」

「どうしたもこうしたもねぇよッ、このガキが盗みをやらかして、声をかけた警備員を、力を使って半殺しにしたんだ！」

　延珠の顔を見ると、案あんの定じよう真まっ青さおになって震ふるえていた。

　その時、ふと名も知れぬ少女が延珠を見た。

『呪われた子供たち』は赤い眼めさえ隠せば外見は普通の子供と変わらない。だから延珠が『呪われた子供たち』だなどとは一見しただけでは絶対にわからないはずだった。だがいかなる理由か、少女は延珠に向かって自由になる手を伸ばして助けを求めた。

　蓮太郎はその手を咄とつ嗟さにはたき、睨にらみ付ける。

　やめろ、延珠を巻き込むんじゃねぇよ。

「ッ！」

　少女が蓮太郎の表情を見て、はっきりと怯おびえを見せた。

「貴様等一体何をやっている！」

　その時、観衆を割って入ってきた警察官が事態を収拾に掛かった。鶏とりガラみたいに痩やせた眼鏡めがねの男と、ガタイの良い角刈りの二人組だ。

　蓮太郎は内心ようやくこの集団リンチのような状況が終わると胸を撫なで下ろしかける。

　だが、眼鏡の警官は静まりかえった観衆と組み伏せられた少女を睥へい睨げいして、状況を悟ったのか「ああ」と冷たい呟つぶやきを漏らす。

　無理矢理少女を立たせると、あろうことかロクに周りの人間から状況も聞かずに彼女の手に手錠を嵌はめた。

　唖あ然ぜんとしている蓮太郎を尻しり目めに、眼鏡の男は代表の一人に敬礼して謝しや意いを述べると、パトカーに彼女を押し込んで走り去っていった。あの警官は、彼女がなんの罪を犯したのか正しく把は握あくしているのだろうか？

　少女が消えたあと、観衆はぶつぶつと小さく文句を言ったあと三さん々さん五ご々ご散っていく。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。あとには蓮れん太た郎ろうと延えん珠じゆだけが残された。

　仕方なかった。自分にはどうしようもない出来事だった。

　ばつの悪さを感じつつも延珠の手を引いて帰ろうと横を見てはっとした。延珠は拳こぶしを握り、蓮太郎を睨にらみ付けていた。

「なぜ、あの少女を助けてやらなかった蓮太郎！」

　蓮太郎は気け圧おされる。彼女の瞳ひとみが薄うす赤あかくなっていた。散りかけていた衆しゆう人じん環かん視しがこちらを振り返り、怪け訝げんな表情をしている。蓮太郎は内心の動揺を押し殺して「なんでもねぇよ」と凄すごんで見せた。

　蓮太郎は延珠の腕を取り、ビルの隙すき間まの一本路地に入ったところに延珠を連れてくる。排気管から胸がむかつくにおいがした。

「仕方がないだろう延珠、あの状況でお前まで正体がばれたらリンチにあうんだぞ」

「しかし助けを求めている者の手を振り払った！」

「俺おれにだって出来ることと出来ないことがある！　それにアイツがやっていたのは間違いなく犯罪だ！　たとえ外がい周しゆう区くの生活環境が劣悪だからといって犯罪が許されるわけじゃねぇ」

　思わず正論で返していた。その返答が、致命的なまでに延珠の怒りに油を注ぐことになるとわかっていても。

　延珠は力一杯首を振る。

「そんなの言い訳だ！　助けようと思えば蓮太郎は助けられる。蓮太郎は正義の味方だ。蓮太郎に出来ないことなんてない！」

「子供の幻想を俺に押しつけんな。俺はなにも出来ない……なに一つ出来やしない」

　蓮太郎はそこではっと我に返る。延珠は嗚お咽えつを噛かみ殺して泣いていた。延珠の肩に手を伸ばすと彼女は一歩、身を引いた。

「……なあ延珠、もしかして…………知り合い、なのかよ？」

　確信があったわけではなかった。だが、延珠は泣きながら頷うなずいた。

「昔妾わらわが外周区にいた頃ころ、何度か見かけたことがある。一言も話したことがなかったが、あっちも妾を覚えていた」

「そんな。……で、でもあの時手を払ったのは必死で、深く考えてやっていたわけじゃ……」

　蓮太郎はもう、延珠の目を見て喋しやべることが出来なくなっていた。自分の胸の内の良心に問う。決断するまで、そんなに時間は要らなかった。

「延珠、一人で家まで帰れっか？」

「え？」

　気付けば足が勝手に動いていた。路地から飛び出して素早く左右を見渡すと、一台の原付に乗って信号待ちをしている少年を見み咎とがめる。肩を叩たたいて振り向かせるとすかさず、民みん警けいのライセンスを目の前に叩きつけた。

「民警だ。ガストレアがエリア内に現れたので、君の原付を借り受けたい」

「お、おいちょっと待てよ、いきなりなに言ってるんだよ」

「アンタ背格好からして中学生だろ。お互いここは穏おん便びんに済ませねぇか？」

　怯ひるんだ少年を見て了解と取った蓮れん太た郎ろうは、原付を乱暴に奪い取る。エンジンがうなりを上げＵターンして、先ほどパトカーが向かった方向に回頭した。

　ヘルメットも着用していなければ交通法規も無視している。止められても民警のライセンスを突きつけて事情を話せばわかってくれるはずだが、それではとてつもないタイムロスになる。

　車の間を縫うような危険な運転をしながら蓮太郎の心臓は、衝しよう突とつの危険とは別の緊張に大きく拍動していた。

　なぜ、警官は少女や被害者などからなに一つ話を聞かず彼女を連れて行ったのだろうか。この法外な手続きの簡略化は、一体何を意味しているのだろうか。

　しかも、現在蓮太郎が向かっている先に、めぼしい警察署どころか派出所さえないはずだ。このまま進めばどんどん外がい周しゆう区く寄りになる。

　蓮太郎は信じてもいない神に祈った。杞き憂ゆうであってくれと。

　そう思っている間にも、遠目に小さく見えていたモノリスがぐんぐん大きくなっていき、壊こわれるままに放置されている建造物が散見されるようになる。華やかなりし東京エリアの暗部、外周区。

　もしかしたら通り過ぎたのだろうかと思いかけた頃、ねじ曲がり半なかばから折れた電波塔の脇わきにパトカーが止めてあるのを発見した。

　蓮太郎はその三十メートルほど手前で大きな音を立てないようゆっくりブレーキをかけ、元はガソリンスタンドと思おぼしき廃はい墟きよの脇に原付を隠すと、慎重に近づく。

　そこで、なぜ自分がこんなにこそこそしているのかと疑問に思ったが、いまは疑うより自分の直感を信じた。

　近くにある廃ビルを伝って回り込むようにしてパトカーに近づく。途中にあるビルの一階は鉄骨だけが剥むき出しになっていて、中はコンクリの壁が削り取られ、壁紙や配線がべろりと垂たれ下がるホラースポットのようになっている。手で触ると、ぼろぼろと漆しつ喰くいのようなものが剥はく落らくした。たった十年間放置されていただけとはとても思えない。

　あたりはしんと静まりかえり、目につく範囲でまったく人の影も形もない。

　腰を落としてパトカーに近づき、中を覗のぞくと、案あんの定じよう少女も警官たちも乗っていない。内心ホッとしている自分にあきれかえりながら電波塔施設を見て、今度はそちらに向かって進んでいく。

　壊れた鉄てつ柵さくをくぐったところで、思いがけず近くで聞こえてきた声に、慌あわてて蓮太郎は近場の壁に背をつけた。

　ゆっくり角から顔を出すと、こちらに背を向けた状態で痩やせ眼鏡めがねと角刈り警官がいた。そこから離はなれた場所に、鉄てつ柵さくを背に立たされた、先ほどの少女が佇たたずんでいる。

　少女は観念したのか、これから自分がどうなるのかという不安で真まっ青さおになりながら震ふるえている。

　背を向けている警官たちは黙だまり込み、その険けん呑のんな雰ふん囲い気きに蓮れん太た郎ろうは息を呑のんだ。

　一体これから何が始まるんだと顔をしかめたとき、突とつ如じよ銃声がした。

　離れていた少女の頭部から血がほとばしり、少女は膝ひざを崩くずした。少女はゆっくりと自分の頭部に触れ、そこから流れだした血液を見て必死に事態を理解しようと努めているようだった。

　そこに雨う滴てきの如ごとく銃弾が殺到し、腹、胸、手足を問わず穴を穿うがっていく。電気ショックを喰くらったように体がのけぞり、背後の鉄柵まで吹き飛ばされる。

「くそ、まだ生きてやがる！」

　痩せ眼鏡は近づきながら三発頭部に撃ち込んだ。彼女が前のめりに地面に倒れ、おびただしい量の血の染しみが地面に広がっていき、彼女は動かなくなった。

　蓮太郎は両手で口を押さえ、あふれでる悲鳴を飲み込んだ。

　警官たちは何事か悪態をつくと左右を窺うかがって足早に現場から逃走した。

　蓮太郎は震える足で彼女の前まで行き、膝を折り両手をついた。

　チクショウ、と蓮太郎は心の中で毒づいた。

　彼女を抱き起こし、服が汚れることも構わず抱きしめた。血が抜けて冷たくなっていく体を抱いていると、震えるほどの怒りがこみ上げてくる。

　民みん警けいとは、無む辜この市民を守り正義を遂げる偉大な仕事ではなかったのか。

　無辜の市民を守る？　正義の味方？　クソ野郎、俺おれは一体何を見ていたんだ。みすみす子供が虐ぎやく殺さつされるのを座ざ視ししていたのか。

　何が正解で、何が間違っている？　そもそも、俺が倒すべき敵とは一体──

　蓮太郎はやりきれない思いに駆られて猛もう烈れつに首を振る。

　その時、抱えていた少女が大きくむせ込んで血を吐いた。

　蓮太郎は小さく口を開いた。生きている。まだ、助かるかもしれない。

　気付けば彼女を抱えたまま走りだしていた。




　時刻は深夜の二時を回っていた。

　日中の陽気とは違い余寒を残す春の夜に、蓮太郎はふらつく足で帰路を目指していた。疲れからくるのかは不明だが、耐え難い渇きと頭痛がする。今日一日、なんだかんだで色々あったので、その揺り返しが来ているのかもしれない。

　思い起こせば三十キロ超もある少女の体を片手に抱え、原付を走らせるというのは並大抵の労力ではなかったはずだが、死にものぐるいだったので不思議と重さは感じなかった。火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつなのかもしれない。

　彼女は病院に着くなりＥＲの医師たちに運ばれ手術室に消えていった。

　手術が行われている間、蓮れん太た郎ろうは廊下の椅い子すで別の医師に色々聞かれることになった。不愉快だったのは、彼女が身寄りのない外がい周しゆう区くの子供だと聞いたときの医師の表情だった。

　保険証どころか戸籍があるかすら定かでない外周区の孤児たちを手術する場合、手術費用が取れず、病院側が手術代金を負担する場合が往々にしてある。

　あの時蓮太郎が代金を肩代わりすると言わなければ、土ど壇たん場ばで『執刀医がいない』という見え透いた嘘うそを食わされることになったかもしれない。

　延のべ八時間にも及ぶ大手術の末、彼女は一命を取り留めた。撃ち込まれたのが小口径の弾丸だったこと、バラニウム弾ではなく通常の鉛玉であったこと、『呪のろわれた子供たち』の驚きよう異い的な再生能力、強きよう靭じんな頭ず蓋がい。どのファクターが欠けても彼女は助からなかったと、執刀した医師は説明してくれた。

　定年前という感じの初老の医師は幸いにもこちらの事情に理解がある人間だったので『誰だれにやられた、いますぐ警察に訴えた方がいい』と言ってくれたが、蓮太郎は苦笑して辞去した。

　彼女が助かったのは素直に嬉うれしいが、これから請求されるだろう手術代と入院費を考えると手放しには喜べないというのが本音だった。

　蓮太郎は深夜の国道で、律りち儀ぎに信号待ちをしながらあたりを見渡すが、通行人どころか車一台見あたらなかった。

　やがて八畳一間の我が茅ぼう屋おくが見えてきた。明かりはついていない。延えん珠じゆがこんな夜よ更ふけまで起きているはずがないのは当然だが、もしかしたらと心のどこかで期待していたので一いち抹まつの寂しさを感じる。

「お疲れのようだね、里さと見みくん」

　反射的に拳けん銃じゆうをドロウし、声の方に向けた。

　ゆっくり後ろを向くと、蓮太郎の鼻先にも拳銃が突きつけられていた。

　カスタム元はベレッタ拳銃だろう、上部にガスポートがついた接Ｃ近Ｑ戦Ｂ用のマズルスパイク。同じく銃口の跳ね上がりを抑制するための大型スタビライザーには格納式の銃剣アタッチメント。長く伸びたエクステンションの多弾倉マガジン。スライド左側面の一行刻印『尊厳ある生をGive the life with dignity』、右側面『然らずんば殉教Otherwise, give the 者としての死をdeath as a martyr』。グリップに埋め込まれた邪じや神しんクトゥルフを象かたどったメダリオン。銃の至る所に夥おびただしい量のトゲトゲしいスパイクがついている。そして、それを握っているのは──

「随分悪趣味な銃だな、蛭ひる子こ影かげ胤たね」

「ヒヒ、こんばんは里見くん」

　燕えん尾び服ふくに仮面の怪人は、すっと銃を下ろす。驚おどろくことに、彼は色違いのカスタムベレッタをもう一いつ挺ちよう持っていた。

「こっちの黒いのはフルオート射撃拳銃マシンピストル『スパンキング・ソドミー』、同じく銀色の方は『サイケデリック・ゴスペル』と言ってね。私の愛銃だ」

「……何の用だ」

「実は話をしに来たのさ。そっちも銃を下ろしてくれないかね」

「断る」

「やれやれ」

　影かげ胤たねはパチンと指を弾はじく。

「──小こ比ひ奈な、邪じや魔まな右腕を切り落とせ」

「はいパパ」

　反射的に背後に跳ちよう躍やくすると、風かざ切きり音と共に蓮れん太た郎ろうがいた箇所に凄すさまじい速度の斬ざん撃げきが走る。いつのまにか影胤の隣となりに黒いワンピースの少女がいた。小比奈は泣きそうな困り顔をした。
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「ね、動かないで、首、落ちちゃう」

　背筋に寒いものが走り、冷や汗がしたたる。

　マズイ、太た刀ち筋すじがまったく見えなかった。次に来られたら──

　再び小比奈が土つち煙けむりを巻き上げて視界から消える。目を凝こらしていたのに動きが追えない。蓮太郎はやられると思いぎゅっと目をつむる。

　ギィン、という音がして二つの塊かたまりが空中で激突すると、擦さつ過か音おんを立てながら吹き飛ばされる。驚おどろきの声は両者から上がった。

「蹴けれなかった？」

「えっ、斬きれなかった？」

「延えん珠じゆッ！」

　蓮れん太た郎ろうの横には、灼しやく熱ねつ色の瞳ひとみの延珠がいた。

「蓮太郎ッ！　あいつら何者だ」

「敵だ」

　小こ比ひ奈なが影かげ胤たねを守るように二刀を手に前に出る。さきほどまでのオドオドした印象とは百八十度様変わりし、しっかり地面を踏みしめてバラニウムブラックの刀とう身しんを交差させる独特の構えを取った。

「パパ気を付けて。あっちの奴やつ……強いよ。多分蹴り技主体のイニシエーター」

「ほう、小比奈にここまで言わせる手合いがいるとは、なかなかのイニシエーターをお持ちのようだね」

　小比奈が叫ぶ。

「そっちのちっちゃいの。名前、教えて！」

　延珠が顔を真まっ赤かにしてぴょんぴょんジャンプする。

「お主ぬしだってちっちゃいだろッ、無ぶ礼れいだな。妾わらわは延珠、藍あい原はら延珠。モデル・ラビットのイニシエーターだ！」

　小比奈は下を向いたままぶつぶつと薄うす気き味み悪く呟つぶやく。

「……延珠、延珠、延珠。────覚えた。私はモデル・マンティス、蛭ひる子こ小比奈。接近戦では、私は無敵」

　小比奈は一転、悲痛な表情で影胤の服の裾すそを引っ張る。

「あの兎うさぎ斬っていい？　首だけにするから、斬っていい？」

「何度も言っているだろう愚かな娘よ。ダメだ」

「うぅ、パパ、嫌いッ！」

　影胤はやれやれと言わんばかりにシルクハットの位置を直すと、蓮太郎に向き直った。

「なんだか抜き差しならない状況になってしまったが、戦うかい？」

　蓮太郎は油断なく影胤を見ながらあたりに目を配った。周囲は住宅街、ここで戦えばいたずらに被害が大きくなる。

　蓮太郎は下した唇くちびるを強く噛かんだあと、拳けん銃じゆうを下ろした。

「早く用件を言えよボケ。こっちは眠い上に来週の小テストの勉強をしなきゃいけねぇんだ」

　影胤は仮面の奧でクツクツ笑うと拳銃をホルスターにしまい、月をバックに鷹おう揚ように手を広げた。

「単刀直入に言おう。里さと見みくん、私の仲間にならないか」

「なッ、んだと？」

「実は最初見たときから、なぜだか君のことが好きになってしまってね。殺すには惜しいと思っていた。こちらにつくなら私は君を殺さない」

「……仮にも俺おれは民みん警けいだ」

「だからなんだね？　私も元民警だ。残念ながらこれから東京エリアには大だい絶ぜつ滅めつの嵐あらしが吹き荒れる。現在私には強力な後バ援ツ者クがいる。私の味方につくなら金も、女も、力も、好きなものを好きなだけ与えよう」

「…………」

「里見くん、この理不尽な世界を変えたいと思ったことはないか？　東京エリアの在り方は間違っている。そう思ったことは、一度もないかね？」

　気付けば、脳裏に名前も知らない彼女が撃たれる姿が蘇よみがえってきた。スローモーションで彼女の頭部ががくんと後ろに傾き、額ひたいから血が噴き出す。血はゆっくりと滴したたり、地面に吸い込まれていく。

　少女の起こったことを拒む瞳ひとみ、黒い愉ゆ悦えつに口をゆがませた警官、そして口封じに殺されるのではないかと思い、飛び出していけなかった臆おく病びような自分。

　影かげ胤たねは蓮れん太た郎ろうの逡しゆん巡じゆんを見て取ると、ポケットから白い布を取りだし地面にかぶせて三つ数え──取り去る。そこにはアタッシュケースが出現していた。

「聞くところによると、君は経済的にあまり裕福な暮らしをしていないそうだね」

　影胤はアタッシュケースを足でこちらに滑すべらせてきた。アタッシュケースは蓮太郎の前で止まると、蓋ふたが跳ね上がる。中には札束が詰まっていた。

「これは私からのほんの気持ちだ」

　蓮太郎はまんじりともせず札束を見つめる。

「君はそこの延えん珠じゆちゃんを、人間のフリをして学校に通わせているそうだね。なぜそんなことをする？　彼女たちは既存のホモ・サピエンスを超えた次世代の人間の形だ。──大絶滅を経たあと生き残るのは我々力のあるものだ。私につけ、里見蓮太郎」

　蓮太郎は力の限りアタッシュケースを蹴けり返し、ケースに向かって三発発砲した。

　ケースが跳ね、札束に穴が空き、うち何枚かがひらひらと舞う。

　影胤はしばらく穴の空いたアタッシュケースを見つめていた。

「……君は大きな過ちを犯したよ、里見くん」

「過ちだとッ？　俺に過ちがあったとすれば、最初に会ったとき貴き様さまを殺しておかなかったことだ、蛭ひる子こ影胤！」

「くだらん！　あくまで依頼を遂行しようとするのか。君がいくら奴やつ等らに奉仕したところで、奴等は君を、何度でも裏切る」

　蓮れん太た郎ろうは影かげ胤たねを睨にらんだ。影胤も蓮太郎を睨む。

　どれくらい経たっただろうか、発砲音を聞きつけて遠くからパトカーのサイレンが聞こえてくる。

「フン、水入りだ里見くん。こういうやり口はあまり趣味ではないが……明日学校に行ってみるといい。君もいい加減現実を見るんだ」

　影胤は蓮太郎に向かって小さく捨て台詞ぜりふを呟つぶやくと、大きく後ろに跳んで闇やみに溶けた。

　蓮太郎は影胤が消えた方をじっと睨みながら、延えん珠じゆに問う。

「あっちのイニシエーター、お前はどう見る？」

「強い、おそろしくな」

「勝てるか？」

「わからない」

「……そうか」

　去り際ぎわの吐き捨てるような影胤の言葉が、重く、消しがたいものとして残っていた。
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「それ──本当かよッ？」

　蓮太郎は携帯電話を握る手に力を込めながら立ち上がった。雑談していたクラスメイトの幾人かがびっくりして蓮太郎を見る。蓮太郎は慌あわてて声をひそめる。

「す、すぐ行く」

　携帯電話を折り畳むとすぐに校舎を飛びだし、二軒隣となりにある勾まが田た小しよう学がつ校こうまで走った。

　昇降口で乱暴に来客用スリッパに履はき替え職員室に行くと、ちょうどいまからクラスに向かうところだった担任の男性教諭を捕まえる。顔は青白く痩やせていて、目の下に大きな隈くまがある。身長は蓮太郎に満たないほどだが、大して暑くもないのにハンカチを額ひたいに当て、神経質そうな大きな眼球がせり出していた。

「ああ、あなたが保ほ護ご者しやの……」

「どういうことだよアンタッ。延珠は本当に──ッ」

　蓮太郎は掴つかみかからんばかりの剣けん幕まくで詰め寄る。彼女の担任に当たり散らすことがいかに的外れか理解しつつも、蓮太郎は自分の感情を制御できなかった。

　彼は蓮太郎をちらちらと見ながら、しどろもどろに答える。

「ええ、藍あい原はらさんが『呪のろわれた子供たち』だという噂うわさがどこからともなく立ちまして。給食の頃ころには、藍原さんに対する…………その……嫌いやがらせのようなものが始まりまして」

「そんな……だって。延珠は……否定、しなかったのか？」

　教師は下を向きながらしきりに額にハンカチを当て始めた。それがなによりの答えだった。

「里さと見みさん、あなたはいままで『呪のろわれた子供たち』だということを、私たちに黙だまって藍あい原はらさんを通学させていましたね」

「事前に言えば、アンタらは理由をつけて延珠の入学を断ったんじゃねぇのかよッ？」

　教諭は蓮れん太た郎ろうから視線を外し再びハンカチで口周りを拭ぬぐう。

「藍原さんはショックを受けていたようなので早退させました。こんなこと言えた義理ではないのですが、一緒にいてあげてくれませんか、里見さん？」




　どこをどうやって帰ったのか覚えていない。

　鍵かぎを開け、息を切らせて自宅に入ったとき、シンとした冷気が肌を撫なでていった。

　延えん珠じゆはいなかった。どこにもいなかった。

　全身に悪お寒かんが走り、靴を脱ぐのももどかしく、バスやトイレ、押し入れを開ける。いない。

　まさか家に帰り着けなかったんじゃと青くなりかけたが、彼女の洋服ダンスを開けると、彼女が一いつ旦たん家に帰ってきた形跡があることに気付いた。

　蓮太郎はパニックに陥おちいりかけながらも、大きく息を吐いてどっかと腰を下ろすと、ポケットをまさぐり延珠の携帯に電話をかけた。

　電源を切っているようだったので、今度はメールを何通か送った。

　返事は帰ってこなかった。

　蓮太郎は何度も深呼吸をしながら自分に言い聞かせる。大丈夫、延珠の家はここだけだ。

　蓮太郎は待ち続けた。




　だが結局その日、延珠は家に帰らなかった。
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　ぱらぱらと、なにかを叩たたく音が遠くから聞こえて蓮太郎はうっすらと目を開けた。ぼんやりと霞かすむ視界に最初に映ったのは茶色い天井だった。天井の木目がぐにゃりと形を変え、猪いのししに追いかけられている人間になった。人間は必死で逃げていたが、もうすぐ、猪に、追いつかれてしまいそうだ。

　はっと目が冷め、首を巡らせて部屋の中を見渡す。自分一人しかいなかった。延珠が思い直して帰ってきているようなことはなかった。落胆に胃が重くなり、待ちかまえていたように刺すような頭痛がしてその場に蹲うずくまる。

　窓を見ると、雨う滴てきで景色がゆがんでいる。さきほどのぱらぱらという音の正体はこれだったのか。

　目ま蓋ぶたが重く痙けい攣れんして、寝付く前よりも気持ち悪い。吐き気までする。

　時計を引き寄せて時刻を見ると午前の七時。寝付いてからまだ五十分ほどしか経たっていない。

　昨日の一件以来一食も食べていなかったので、胃が痛いほど空腹を訴えていたが、自分のために料理を作る気にならなかった。

　霞かすむ視界と泥を詰め込まれたような頭で、蓮れん太た郎ろうは冷蔵庫まで這っていき、半分ほど残っていた牛乳パックに口をつけて飲み干す。半固形化した苦い唾つばの味しかしなかった。生卵を冷蔵庫の縁ふちで割り口の中に落とし、水みず菜なとレタスをやけくそのように咀そ嚼しやくした。

　料理好きだと自負していただけに、自分で自分の行動にショックを受けていた。

　どうにか動けるまでになると、蓮太郎は、居間に散らばった延えん珠じゆの服を片付け始めた。

　蓮太郎は昨日、延珠の残された服をクローゼットから全部引き出し、それにくるまって寝た。貧乏な自分と違い、延珠は色とりどりの流行はやりものの服を沢たく山さん持っているな、というのが一晩過ごした蓮太郎の感想だった。そういえば、新しい服を買っては蓮太郎の前できわどいポーズをとって『可愛かわいいか？　可愛いか？』とさかんに聞いてきたっけか。あの時自分はなんと答えたのだったか？

　蓮太郎は洋服ダンスの隅に転がっていた注射器を拾った。中にはコバルトブルーの薬液が入っていた。彼女が投薬を欠かしているのに気付き、とても悲しくなった。一日二日でどうにかなるものではないが、長期間放置すれば徐々に体内浸食率が上がっていく。

「くそっ」

　蓮太郎は注射器を床に投げつけ、頭を抱える。

　毎日のように小学校に送り迎えをして、アパートに帰れば料理をせがむ延珠がいた。彼女は一いち々いち料理を辛口批評するので、作りがいがあった。

　そんな日常が粉々に壊こわれた。

　蓮太郎は立ち上がり、広すぎる八畳一間をぐるりと眺めた。

　これから自分は何をすればいい？

　ぴしゃんと両手で頬ほおをはたく。決まっている、行動しなければ。

　着た切り雀すずめだった制服を脱ぎ捨て、シャワーを浴びる。熱い慈雨が全身を叩たたき、強こわ張ばった全身をほぐしていく。シャワーから上がる頃ころには本調子に少しだけ近づいた。

　替えの制服に袖そでを通して鏡を見ると、頬が若干こけて瞳ひとみだけがぎらぎらしていたが、許容範囲だと断じる。

　携帯電話の中に延珠の顔がアップで映っている画像が残っているのを確かめてから、蓮太郎は財布を持って外にでる。ふといくら残っていたかと財布を開いて、思わず笑ってしまった。帰りは徒歩になるかもしれないが、かまうものか。

　蓮太郎は電車に飛び乗り、終点で降りる。休日の早朝とあってか、乗り口も出口も閑かん散さんとしていた。傘を上げ、遠目にモノリスを認めると迷わず外がい周しゆう区くに向かい歩ほを進めた。

　モノリスによって人間とガストレアの住む境界が決まって早十年経たつ。大戦によって無傷のまま残ったのは東京都だけだった。隣りん接せつしていた神奈川県、千葉県、埼玉県はモノリスによって県が千ち切ぎれてしまっている。これらを統合して東京都から東京エリアに改称、四十三区制としたのはいまから九年前のことだった。

　元東京都中心部から若い番号が振られていき（聖せい居きよがあるのは第一区である）、国境線に近づくほど、番号がかさんでいく。

　これから蓮れん太た郎ろうが向かう外がい周しゆう区くは地図上では第三十九区にあたる。外周区とは、すなわちモノリスと接している国境線区域のことであり、同時に誰だれもが住みたがらない廃都だ。

　徐々にひとけがなくなっていき、不可思議なものが散見され始める。人間の者とは思えないような巨大な怪物の足型、血がこびりついて落ちなくなった椅い子す。ガラスが砕けた４ＷＤの車内は赤あか錆さびが湧わいたように真まっ赤かになっていて、クッションの隙すき間まから得え体たいの知れない赤紫色の草が繁はん茂もしている。

　緊急で敷ふ設せつされた掲示板には、十年経たったいまも、色とりどりの紙が何層にもわたって貼はり付けられていた。『ショウちゃん、アツコです。無事ならここに連絡ください』『加藤大輝へ──叔父さんの家にいます』『連絡先××××。麻生小路』『この子を捜しています（五歳くらいの男の子の写真が添付されている）』『陽子へ。お父さんと冬美は無事（以降かすれていて読めない）』

　蓮太郎は知らず、嫌いやな汗を掻かいていた。ネクタイに首を絞められているような錯さつ覚かくを覚え、襟えり元もとを緩ゆるめる。

　これは、戦時中離はなればなれになった人たちが再会するために設けた掲示板だ。中継基地局を破は壊かいされた携帯電話はゴミの塊かたまりでしかなかった。ここも戦火に巻き込まれた地域なのだろう。ガストレア戦争の傷跡が生々しく残っている。

　本当に十年前の状況を思い出したければ、ネットの動画サイトにイヤと言うほどアップロードされているが、見て幸せな気分になれるようなものは一つとして存在しない。昔蓮太郎も一度『いつか死ぬといメメントうことを忘れるな・モリ』というタイトルの動画を視聴して、洗面台に駆け込んだ記憶がある。

　進むに連れ、どんどん視界が開けてくる。倒壊した建物と半壊した家屋ばかりで視界を遮さえぎる建物がなくなってくるからだ。

　その中で新設されたひときわ大きな工場のようなものがある。あれらは地熱、火力、水力、風力、太陽光などの各種発電施設、そして原子力発電所である。

　元々日本は四方を海に囲まれていて、海風が強い。おまけに世界の火山の約一割が集まる火山国なので地熱も利用できるし、複雑な地形ゆえに高低差が大きいので、水力も強い。

　二〇三一年現在、太陽電池パネルのエネルギー変換効率も飛ひ躍やく的てきに向上し、四十一区には試運転ながらトカマク式核融合炉も設立されている。

　中央の電力はそのほとんどが外周区でまかなわれていると言っても良い。しかし──

　蓮れん太た郎ろうは崩ほう壊かいした建物に比してあまりにも綺き麗れいなアスファルトの路面を見て、苦い表情になった。

　震しん災さいなどの例でもそうだが、この手の災害が起こった場合、まず最初に復旧されるのは物資を運搬するための道路だ。次にライフラインの肝きもともいえる水の確保に始まり、どんどんと衣食住の充実を目指していく。

　なぜ、道路は綺麗に舗ほ装そうされているのに、復ふつ旧きゆうが一向に進んでいないのだろうか。それは、外周区を復旧する意思が政府にはないからではないだろうか。

　外周区の現在の用途は三つ。危険な原発を運営するための場所、エリア中央ででたゴミの捨て場。最後はミラクルシードと呼ばれる少面積で大量収穫が見込める遺伝子改良の種を蒔まく、つまりは廃都を潰つぶして畑として利用することの三つだ（幸い粉末コンクリートなどは土ど壌じようの酸性度を下げる働きをする）。

　その三つのいずれにも、ここに住んでいる少なくない住民への配はい慮りよは存在しない。

　モノリスが随分大きく見えるようになってきた。見渡す限りで人は存在しないはずなのに、蓮太郎はどこからともなく視線を感じるようになった。おそらく、気のせいではないだろう。

　蓮太郎は傘の柄えを強く握りしめる。蓮太郎は自分が差している傘の他ほかにもう一つ、天てん誅ちゆうガールズのキャラクターがプリントされた小児用の傘も持ってきていた。

　今回の顛てん末まつは蓮太郎が思うより深刻なものだ。木き更さらや菫すみれ、クラスメイトの家に身を寄せていましたなんて安直なオチは絶対にない。で、あるならば、彼女のふるさとである外がい周しゆう区くに戻ったと考えるのが妥当だろう。

　気付けばほとんど最さい奥おう部ぶまで来ていた。

　蓮太郎は記憶を頼りに一つのマンホールの上まで行き、上うわ蓋ぶたを二、三回ノックする。

　するとしばらくして蓋が重い音をあげて持ち上がり、「なにー？」という舌足らずな声と共に中から年とし端はもいかない少女が顔を出す。七歳くらいだろうか、きょとんとしてこちらを覗のぞき込んでいる。彼女の瞳ひとみは赤かった。

「人捜さがしてんだけど、いいか？」

「けーさつの方ですか？　わたしたちに、立ち退のく意思はありませんですので。のでので」

「いや違ぇよ、俺おれは警察じゃねぇ」

「じゃあじゃあ、せーはんざいしゃの方ですか？」

「ん？　性犯罪者？　いや……それも違うが……」

「じゃあお引き取りくださいですので」

　マンホールの蓋がばたんと閉じ、蓮太郎は口を開けた姿勢のまま固まってしまった。我に返り、叩たたくようにノックする。

「しつこいせーはんざいしゃは嫌いですッ」

「待て待て待て！　どうして警察と性犯罪者の二択しか用意されてないんだよ！　そしてお前はいまどうして俺おれを性犯罪者だと断定しやがった！」

「あなたのお顔を拝見してそー思いました次第ですので」

「この……ガキ……ッ」

「ところで、なにかごよーでしょうか？」

　内心ムッとしながら傘を置くと、右手で民みん警けいのライセンスを、左手で携帯電話に保存された延えん珠じゆの画像を呼び出す。

「民警だ。この子を捜してる、会わなかったか？」

　少女はライセンスと画像を交互に写真を見比べたあと、「知りません」と言った。

「一応他ほかの人にも聞いてみたいんだけど、大人の人、誰だれかいねぇか？」

「じゃあ長老になりますので、呼んできますので、中でお待ちくださいですので」

「あ、ああ……」

　少女の奇妙な節回しの日本語に圧倒されながらタラップを降りて、下水道に立つ。中は意外と広く、想像していたよりも清潔だった。

　しかしながら長年にわたり染しみついた生活排水のキツイ悪臭がして頭が痛くなったが、少女は慣れてしまっているのか「ここでお待ちくださいですので」と言ってひょこひょこと奥の方に行ってしまう。蓮れん太た郎ろうはその後ろ姿を複雑な思いで見送った。

　マンホールチルドレン。戦時中親兄弟を失い孤児になった子供たち。

　暗くら闇やみに目が慣れあたりをきょろきょろしていると、奧からカツンカツンと洞内に反はん響きようする音が聞こえてきて、一人の男性がやってきた。背は低く、頭は白はく髪はつだが背は曲がっていない。眼鏡めがねをかけていて、知的な印象すら受ける。底部にクッションラバーがついた撞しゆ木もく杖づえを突いているが、長老というにはまだまだ若い。

「里さと見み蓮太郎だ」

　民警の名刺を渡すと、彼はしげしげと眺ながめたあと、ははぁと頷うなずいた。

「アンタがさっきの変なのが長老と言ってた奴やつか？」

「ああ、長老は愛称ですよ、はは。松まつ崎ざきといいます。いや、私も驚おどろきました、マリアが『右手が警察で左手が性犯罪者の人が来た』と言っていたので、なにかの謎なぞかけかと思いましたよ」

　さっきの女の子はマリアというらしい。あの子に民警と警察の違いを理解させるのは骨が折れそうだ。

「失礼だがアンタ……？」

「ああ、ここで子供たちの面倒を見ているものです」

　蓮太郎は声に出さず感心していた。ホームレスではなく、おそらく自発的にここに住んでいるのだろう。さすがにすこし小汚い身なりをしているが、笑うと柔和な感じが一層強くなる。なんとなく教職かなにかをやっていた人間ではないかと思った。

　彼は中指で眼鏡のツルを押し上げ、蓮太郎の目を見た。

「ここは外に比べて温かいでしょう？」

「そういやそうだな」

　実際は中に入ったときから気付いていた。下水道は雨風が防げる程度のものだと思っていたが、これならば冬を越すのもそう苦労しないかもしれない。

「発電所から出る排水は大抵熱水なのでね」

「ああそれで。でも、病気になりやすいだろ、こういう衛生環境だと……よ」

　言ってから失礼になるんじゃないかと思い語尾を濁したが、彼は声をあげて笑った。

「そうでもありません、むしろ我々一般人よりも彼女たちの方がガストレアウィルスの恩恵でこういう環境に対して耐性があるくらいです。昔ここにガストレアが殺到したときも、さすがに下水までは荒らしていかなかったのでこの辺は住み心地がいいですよ」

　蓮れん太た郎ろうはマリアと呼ばれていた少女が消えていった下水道の奥の方を見た。

「……やっぱりアイツも『呪のろわれた子供たち』なんだな。六十キロあるマンホールの蓋ふたを軽々と上げてたしな」

「気付かれましたか。彼女は感情の制御がまだ上う手まくできなくてね。いずれはここをでて普通の人々の中に紛まぎれて暮らしていってほしいんですが、赤い眼めがばれると厄やつ介かいなので、感情を抑える術すべは最低限学んでいかないと」

　彼は杖つえをくるくる回しながら楽しそうに説明した。

　蓮太郎はマリアと呼ばれた少女のことを考えた。

『呪われた子供たち』の性別はすべて女性だ。そもそも母ぼ胎たいの中で育はぐくまれた新しい命は、七週間までの子供はみんな女性なのだ。そこから胚はい決定が起こり、ある者は男性に分かれていく。ガストレアウィルスは性別を決定する因子になんらかの変成が起こるので、男に分化しない。

「松まつ崎ざきさん……アンタだって、『奪われた世代』なんだろ……」

「そんなことは関係ありません。ガストレアが行った人類への侵略と、不幸にも胎内でそのウィルスに侵された子供たち。彼女たち『無む垢くの世代』は被害者ですよ」

　蓮太郎は溜ため息いきをついた。

「みんながアンタみたいなものの考え方ができれば……つくづくそう思うよ」

「仕方がありませんよ。十年やそこらで遺恨が消えるものではありません。みんなガストレアという単語に過敏になっていますから、体内に保菌している子供たちが街中を歩くことに嫌けん悪おを覚えるのはむしろ当然ですよ」

　思わぬ同調者に心地よさを覚え、このまま話し込んでしまいそうになるが、はたと自分の目的を思い出す。

「悪い、急いでんだ。こいつがここに来なかったか？　名前は延えん珠じゆ、藍あい原はら延珠」

　画像を見せた松崎は、少しだけ考えるような素そ振ぶりをしてから首を横に振った。

「残念ですが、知りませんな」

　まあ、こんなすぐ見つかるわけないか。

　勿もち論ろんこのくらいでへこたれるつもりはない。蓮れん太た郎ろうが一礼して去ろうとしたとき、なぜか引き留めるように杖つえがこちらに伸ばされた。

「これからどこへ？」

「三十九区をくまなく。こいつの故郷なんで。見つかるまで探してみるよ」

「見たところ、あなたは相棒に逃げられたプロモーターのようだ」

　蓮太郎は咄とつ嗟さに言葉が出てこなくなり、視線を泳がせた。それだけで松まつ崎ざきには伝わってしまったらしい。

「この子でなくとも良いのではないですか？」

「なに……？」

「ああいう子たちの面倒を見ていると自然と詳しくなってしまうのですが、別に民みん警けいのペアで性格の不一致など珍しいことではないはずです。ペアの解消または死亡の場合、ＩＩＳＯに連絡して新しいイニシエーターと契約を結べばいい。ＩＰ序列は一いつ旦たん大きく下がりますが、再び実績を上げて返り咲くのも、あなたの年齢なら難しくはないはずだ」

　蓮太郎は静かに呼吸をして、目をつぶった。

「俺おれはイニシエーターだとかプロモーターだとか、そんなの抜きで延えん珠じゆを探しに来てんだ。アンタはいい奴やつで感かん謝しやもしてる。その上で言わせてくれ────なにも知らねぇくせに偉そうに語んじゃねぇよッ！」

　松崎は驚おどろきに目を見開き杖を取り落とした。

　やっちまったと思いながら舌打ちする。本当に、感情の抑えが効きにくい問題ばかり出しゆつ来たいしてきて困る。

「……悪い、怒ど鳴なるつもりじゃなかったんだ。もう行くよ、じゃあな」




　松崎は、蓮太郎が去っていく後ろ姿を愛いとおしげに眺ながめてからおもむろに振り向いて、後ろの闇やみに向かって声を上げた。

「聞いてたんだろ。良い青年じゃないか。このまま見送って本当によかったのかい、お嬢じようちゃん？」




　　　　４




　翌日。

　蓮太郎は絶句しながら携帯電話の通話を切った。だらんと腕が下がりしばらくショックから回復できなかった。周囲を見渡すと、昨日に引き続き薄うす曇ぐもりの天気に、葉桜が強風で飛ばされそうになっている。空はいまにも泣きだしそうだった。校舎の外にいた蓮太郎は鳴り響ひびいた予鈴の鐘かねの音ねにハッとするが、足は重く教室に戻ろうという気がまったく起きない。

　一時間目と二時間目を挟んだ中休みに、延えん珠じゆが休む旨むねを学校の担任に説明していないことに気付き、校舎裏まで行ってから携帯電話を開いた。

　返答は、蓮れん太た郎ろうが予想もしないものだった。

　蓮太郎は校舎を振り返り、いまから急いで教室に戻ることを考え行きつ戻りつしたが、やがて踵きびすを返し、再び勾まが田た小しよう学がつ校こうに向かった。

　その足で職員室に向かい延珠の担任に会う。担任もなにが起こっているのかわからないという顔だった。

「ええ、藍あい原はらさんは登校してます」

　蓮太郎は、記憶を手た繰ぐりながら、いまさらながらに自宅から通学鞄と教科書一式が持ち去られていたことに気付き、痛恨の思いにかられる。

　昨日はあれから、日が落ちるまでずっと三十九区を捜さがしていたが、めぼしい情報は何一つ得られず、失意で足を引きずるようにしてアパートに帰った。

　蓮太郎は教師に連れられて、四年三組の教室の前まで来た。後ろ側のスライドドアの窓からそっと中の様子を窺うかがう。

　いた。休み時間なのにポツンと座っており、俯うつむきかげんに、だが強きよう靭じんな意志を感じさせる瞳ひとみでじっと机を見つめている。周囲との机の間隔が開けられており、クラスメイトから延珠はいないものとして扱われていた。

　蓮太郎はそのいじらしさに胸が張り裂けそうになった。

　やめてくれと叫びだしたくなった。しかしこれはきっと、延珠なりの戦いなのだ。自分にそれを止める権限などない。

「……会われますか？」

　会いたい、会って聞きたいことが山ほどある。

　蓮太郎は胸のあたりをぎゅっと押さえると、懐ふところからキャップのついた注射器を出して教師に手渡した。中にはコバルトブルーの薬液。

「これは？」

「持病のクスリなんだ……」

　蓮太郎は首を振る。

「いや、嘘うそはやめだ。これはガストレア因子を抑える浸食抑制剤だ。彼女に渡しておいてくれ」

　それだけ言うと、物問いたげな教師に背を向けて、吹きすさぶ風の中に身を投じた。

　延珠はこれからも学校に通い続けるのだろう。傷つくだけとわかっていながら。

　学校に戻る気が失うせていたので、蓮太郎はそのまま菫すみれのいる大学病院に向かった。最近はまともに登校していたのにまたサボリ癖がつきつつあることに気付いて苦笑する。

　悪魔が彫り込まれた人ひと除よけをくぐって地下に行くと、ちょうど菫すみれ医師が手術室から出てきたところだった。緑の手術着とマスクを外しゴミ箱に放ると、口元を吊つり上げながら「やあ」と挨あい拶さつを交わした。この地下室の女王だけは天変地異が起こってもここにいて、奇妙な笑みを浮かべながら蓮れん太た郎ろうを迎えるだろう。

「先生、なにしてたんだよ？」

「暇だから我慢できなくなってチャーリーとお別れしてきたのさ。残念ながら彼は細かいパーツになってしまったよ。ああ、最高に興奮したと同時に、また明日から新しい恋人を捜さがさなきゃいけないなと寂しさを感じるよ」

　蓮太郎はうんざりして彼女が出てきた両開きの扉を見た。この部屋の至る所に置いてある芳香剤は、ひとえに彼女が『キッチン』と呼ぶ解剖室から漂ただよってくる強烈なにおいを消すためにある。

「まあなにもないところだが自由にくつろいでくれたまえ」

　蓮太郎は部屋の左面を埋めている本棚の前に立つ。映画マニアの彼女が集めたコレクションも所狭しと並んでいる。本棚になんでもぶち込む性格なのか、『十次元ＶＳ十一次元　ひも理論決着[image: ]』というおそらく量子論の本の隣となりに『監禁調教二十四時　～花か梨りんはお兄たまの孕はらみ嫁～』という、エロゲーのパッケージ。ひでぇなこりゃ。

「……先生はホント凄すげぇ奴やつだよな」

「なんだいまさら気付いたのか」

「偏差値だけで人間を選ぶから有名大学は変へん人じん窟くつになんだよ」

「ハハハ、馬ば鹿かがひがむなよ。私が天才なのは、両親が共に天才だったからだよ。懐なつかしいな。子供の頃ころ、母上はダンテの『神しん曲きよく　地獄編』オンリーを何度も繰り返しベッドの寝物語に聞かせてくれたなぁ。地獄に落ちた人間の浅ましさと言ったら……ふふ」

「……先生の家系って両親の代から頭がおかしかったのか」

「生きたまま解剖するぞ」

「やめろそれだけはやめてくれ！」

「あ、そうそう、ちなみに表にある人除けの悪魔の顔は堕だ天てん使しルシフェル、ああ、悪魔王サタンと言った方が通りがいいかな？　神曲繋つながりなんだ。意外な伏線だったろ？」

「……死ぬほどどうでもいい」

「さて、ええとなんの話をしてたっけか？　『エロマンガ島の〝エロマンガ〟は現地語で〝人間です〟という意味があるそうだが、これは一抹の真理を表しているとは思わないかね？』までだっけか？」

「嘘うそつくな、そんな話してねぇだろ！」

　蓮太郎は呆あきれかえっていた。どうして自分の周りにいるのは、こうも人の話を聞かない人間ばかりなのだろうか。

「冗談だよ君、余裕のないせっかちな男だ。こんな男に想おもわれている木き更さらが不ふ憫びんでならないよ」

「そ、それは言うなよな！」

「ああそうだ、さっき君の後援者パトロンがきてたぞ」

　うなじの毛が逆さか立だち、そわそわと左右を見渡した。

「あいつが来てたのか？」

「うん、なんか不ふ機き嫌げんだったぞ。最近、生徒会室に遊びに来てくれないから教室に会いに行くのにいっつも不在でつまらないってな」

「鉢はち合あわせないように逃げてっからな」

「どうしてまた？　あいつ学校のアイドルなんだろ？」

「そりゃ多少は、か、可愛かわいいけどよ、それはみんなあの女の本性知らねぇからだよ。あの女、感かん極きわまると学校でマグナムオートぶっ放すんだぜ」

　ただ、と蓮れん太た郎ろうは語尾を濁した。民みん警けいとして蓮太郎に、武器弾薬を無償提供してくれるのも彼女なのだった。

　民警と武器会社が結託するのは、ごく自然な流れとも言える。たとえば伊い熊くま将しよう監げんが使っていたバスタードソード、ＭＫ－ⅳジブラルタルも彼を支援するイェスカリ社のものだ。将監をバックアップして新商品のテスターにしたり、自社の製品を使わせれば『あの伊熊将監も使っている！』というキャンペーン効果が得られるので、この手の会社が才能あるイニシエーターやプロモーターを捜さがすのに血ち道みちを上げるのは至し極ごく当然の流れなのである。しかし──

「あいつは、俺おれのどこに将来性を見いだしたんだ？」

「あまりにひどい不幸面づらだったから見てて可か哀わい想そうになったんじゃねぇの？」

「そんな馬ば鹿かな……」

　と、そこで蓮太郎ははたと気付き肩をすぼめる。

「先生悪い……実は今日は相談があって来たんだ」

　彼女は椅い子すにかけていた長い白衣を羽は織おると、備え付けのコーヒーサーバーの下に耐熱ビーカーを二つだしてから、おもむろにふむと言った。

「なにがあった？　話してみろ」

　ビーカーになみなみとコーヒーが注がれ、蓮太郎の分がテーブルの上を滑すべって目の前で止まる。

　熱いコーヒーは胃に落ちると心の結び目がほとびていくのを感じる。蓮太郎は、撃たれた少女や延えん珠じゆの家出、彼女を捜さがす過程であったことをあらいざらい話す。

　しばらく沈ちん黙もくが訪れた。菫すみれは顎あごに手を当て見たこともないような厳しい表情をしている。

　蓮太郎は急に不安になって掌てのひらをもみほぐした。

「せ、先生？」

「ん？　ああすまん、今晩のおかず、なに作ろうか考えてた」

「おい、ちょっと待てよッ？」

「途中から聞いてなかった。だって君の悩みはあまりに普通すぎてつまらんのだよ」

「そ、そんな……」

　ビーカーを睨にらんだまま固まった蓮れん太た郎ろうを見て、菫すみれは追い打ちをかけるように突き放す。

「なあ蓮太郎くん、人類はいつか死し滅めつするんだよ。何百万年後に地球が全部凍結して死ぬかもしれないし、気の遠くなるような未来、肥大化した太陽に飲み込まれて死ぬかもしれないし、明日モノリスの一画が崩ほう壊かいして、そこからガストレアがなだれ込んできて死ぬかもしれない。

　どんなに素晴らしい映画も文豪の書き上げた名作小説も素晴らしい建築物も遠い未来では崩壊し無に還かえっているんだ。わかるかな？　宇宙的規模で見れば本質的に人間に生きてる意味なんてないんだよ」

　躁そうめいた薄うす笑わらいを浮かべる菫の顔を見て震ふるえが走りそうになる。この人は、病的な虚無主義ニヒリズムに侵されているのではないだろうか。

「なあ蓮太郎くん、そもそもどうしてガストレアを殲せん滅めつしなければいけない？」

　虚きよを突かれて一いつ瞬しゆんたじろぐ。

「言えないのか？」

「待ってくれ。……それは勿もち論ろん、ガストレアが人間を捕食し、遺伝情報を書き換える人類の敵だからだ」

「つまるところ、ガストレアが人間にとって都合の悪い生き物だからだろ？　だが、人類は奢おごりすぎではないのかな？　我こそが進化の頂点とあぐらを掻かいて他の生物を見下しているが、それは人類が獲得した『意識』が、他の生物に対してなによりも優越するからだと自負して止やまないからだ。

　しかしよく考えてみるといい、我々の『意識』こそが高等生物の証あかしであると思うのもまた我々の『意識』にすぎないのだよ。人間が人間である限り、それを証明する客観的な証拠はどこにもない。たとえば、ガストレアはどうだろうか？　生物の遺伝子に干渉し、デザインし直す神かみ代よの能力を持っているだろう？　あれこそが我々の『意識』を凌りよう駕がする能力とは言えないだろうか？　日本では下火だが、世界ではガストレアを神聖視している宗教団体も結構な数ある。ガストレアは汚けがれた地球を浄化するために現れた神の遣いだとな」

「そんな、どうして……」

「人間が資源を消費し尽くして、急速に地球を駄目にする要因だからだよ。宇宙船地球号の見地から見たら、ガストレアが地球上の支配者になった方がいくらか上う手まく操船するだろうさ。万ばん物ぶつ逆げき旅りよという言葉がある。この天地は生きとし生けるものが一時的にとどまる宿屋にすぎないという考え方だ。我々人類は宿屋を汚く使いすぎたんじゃないのか？　次の世代の地上の支配者に対してキチンとベッドメイクしてから明け渡すのが道理ってもんじゃないのかい？」

　蓮れん太た郎ろうはコーヒーを飲むフリをして思考にふけった。

「それはディープ・エコロジストの言い分とまったく同じじゃねぇか。エコロジーが過ぎるあまり最終的に人類は不要だっていうんだろ。たとえガストレアそのものを肯定する奴やつ等らがいたとしても、俺おれはそいつらに賛同は出来ねぇよ。そもそも、ガストレアが神の遣いなら、『呪のろわれた子供たち』はなんだっていうんだッ？」

「それこそ、人類とガストレアとのメッセンジャーを務める神の代理人だよ」

　気付けば我慢できなくなって立ち上がっていた。

「延えん珠じゆは人間だッ。一つの人格と意思を備えた人間だッ！　決してそれ以上でも以下でもねぇ」

　はずみでこぼれたコーヒーが、小さな支流から小川を作り机の一端から床へしたたった。菫すみれが我が意を得たりとばかりにおどけて両手を開く。

「その通りだよ、わかってるじゃないか」

「あ」

　嵌はめられた。そう気付いた途と端たん、急に恥ずかしくなって腰砕けのまますとんと椅い子すに腰を下ろした。そうか、こっちの神経を逆さか撫なでするようなことを言って、自発的に延珠への気持ちをぶちまけさせるためにさっきからあんなことを言っていたのか。完全に手玉に取られた。

「なあ蓮太郎くん。君は自分がどこの誰だれか知っているだけまだいい。だが延珠ちゃんはそれすらも知らない」

「え？」

「外がい周しゆう区くに住んでいる子供たちはほとんど捨て子だ。彼女たちは敗戦後に生まれてきたがゆえに、親の顔どころかこの狭い東京エリアしか世界を知らない。彼女たちは何も知らないまま多くの人間から踏みつけにされて、軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見られる。もうすぐ彼女たち第一世代も本格的な思春期を迎えるだろう、その時、彼女たちはその出しゆつ自じゆえに、必ずアイデンティティの喪失に苦しむことになる。君がその時隣となりにいて、延珠ちゃんを教え導いてやることが出来ればと思っていたんだがな──君たちは家族じゃないのか？」

　蓮太郎は小さく口を開け、不意に背筋がぞくりとするのを感じた。この人は一体どこまで……。

「先生、俺おれやっぱり延珠に会ってくるよ」

　菫すみれはひらひらと手を振ると、もうこちらを見ようともしなかった。

　大学病院をでたところで、携帯電話が震ふるえる。知らない番号からだった。

『もしもし、里さと見みさんでしょうか？』

　声だけで誰だれかわかった。

「はい、そうです」

『藍あい原はらさんの担任の者です。藍原さんの件なのですが、少し厄やつ介かいなことになりまして……いますぐ、学校に来られませんか？』




　蓮れん太た郎ろうが息を急せき切って学校の校門に立ったとき昇降口付近はちょっとした人だかりになっていた。ふたりの言い争う人間を囲んで、ドーナツ状の人垣が出来ていた。

　蓮太郎の横を、三人の女子が横切る。

「なにどうしたの？」「ほら三組の子いたでしょ。あの子、実はガストレアウィルスの保菌者だったんだって」「うそー、私あの子に触られたことあるかも。どうしよう」「私前から嫌いだったよー。なんかちょっとナマイキだったしー」

　奇妙な既視感デジヤビユを覚え息苦しくなり、ネクタイを緩ゆるめ、輪に近づいていく。

　ここからでは言い争う内容までは聞き取れないが、二人とも大声で叫んでいる。だがその展開は一方的だった。

　少年と思おぼしき人間が叫ぶと、周りはエールのようにざわめき、少女が叫ぶと死のような冷たい視線と、非難がましい沈ちん黙もくが降りた。

　その輪の中心に据えられたのが藍あい原はら延えん珠じゆであることに気付いた瞬しゆん間かん、吐き気にも似た気持ち悪さを覚え、口を押さえた。

　恐れていた事態になったのだ。改めて延珠の方に近づいていくと、胸が悪くなるような周囲のざわめきが聞こえてきた。

「赤あか眼めってホントに俺おれたちの周囲にいるのかよ、なんで民みん警けいってこいつら駆除しないの？」「気持ち悪い。瞳ひとみが赤く光るんでしょ、そういう人、学校に来ないでほしいよね」「外周区ゲツトーから出てくるなよ」

　誰だれが東京エリアの平和を守ってると思ってるんだ！　蓮太郎はいますぐ人垣の中に飛び込んでいって、全員ぶっ飛ばしてやりたい衝しよう動どうに駆られた。だが、彼らの表情を見て、その拳こぶしを下ろさざるを得なかった。

　大半は野や次じ馬うまだったり、自分たちと違う人間だからという理由で後ろ指をさすロクでもない連中だが、しかし、残りは顔を真まっ青さおにして本気でガストレアウィルスを感う染つされるのではないかと怯おびえている。正しい知識さえあれば、彼女から大量輸血でもされない限りウィルスが感染ることはないとわかるはずなのに。

　言い争っている少年は延えん珠じゆの学級写真で見たことがあった。五分刈りで活発な野球少年といった顔立ちだったが、いまは顔を赤黒く紅こう潮ちようさせ、甲かん高だかい声で延珠に詰め寄っている。

「俺の父さんは、戦時中ガストレアに足を食われてからずっと酒浸りで母さんに暴力振るうようになったんだ！　お前まえ等らが所構わず殺しまくったせいで俺の家は……ッ」

　延珠は激しく首を振った。

「違う、それは妾わらわじゃない。妾は人間だ！」

「気持ち悪ぃんだよ人間のフリすんなよッ」

「妾は人間だ！」

「黙だまれ化け物！」

「妾わらわは人間だッ！」

「しつけぇッ！」

　蓮れん太た郎ろうは歯を食いしばり俯うつむく。辛つらすぎて見ていられなかった。会話にすらなっていない一方的な拒絶。

『君がいくら奴やつ等らに奉仕したところで、奴等は何度でも君を裏切る』

　これではまさに影かげ胤たねの思うつぼだ。

　悔しさで、目め頭がしらが熱くなった。

「……延えん珠じゆ」

　こちらに気付いた延珠は眼めを見開き、一歩あとずさりした。

「れ、蓮太郎……」

　延珠の関係者だと気付いて、周囲の人垣が割れ、嫌いやな沈ちん黙もくが降りる。

　蓮太郎は、校庭の砂を靴の裏で踏みしめ、ゆっくり中央に進んだ。延珠を糾きゆう弾だんしていた少年がたじろいで「な、なんだよ」と構える。

　蓮太郎はその横を通り過ぎ、延珠の前に立つと、黙だまって彼女を抱きしめた。蓮太郎は目をつむり、一言ずつ区切ってゆっくり発音した。

「延珠、学校を移ろう」

　腕の中で延珠の体が小さく身じろぎした。冷え切った延珠の体が小刻みに震ふるえて蓮太郎の制服の肩口を、温かい液体が濡ぬらす。

「妾は、負けたく……ない。友達もたくさんできたのに」

「もう友達じゃない」

　延珠がはなをすする音が聞こえる。

「……妾は、もう駄目なのか？　やり直せないのか？」

「ああ。もう終わりだ。世界がお前を受け入れるまで、まだ時間がかかる」

「それでも妾たちは、戦わなければならないのか？」

「……………………そうだ」

　蓮太郎は彼女の涙を指の腹で拭ぬぐい、ハンカチを顔にあてがい、しばらく泣かせた。やがて体を離はなし延珠を立たせると、微ほほ笑えんでみせる。

「さ、退場の時ぐらい胸張んぞ」

「でも、教室に鞄かばんが」

「そんなもん、もうどうでもいいじゃねぇか」

「う、うむ！　そうだなッ！」

　延珠は袖そでで目元を拭ぬぐうと、快活そうに振る舞った。

　──それでいいんだ、延珠。

　その時、携帯電話が震えた。無視しようと思ったが、サブディスプレイに表示された名前を見て、通話ボタンを押す。

『里さと見みくん、感染源ガストレアの潜伏先がわかったわ。三十二区よ』

「木き更さらさ、いや社長……三十二区って、なんでそんなに離はなれた場所に……』

『聞いて驚おどろいて。そのガストレア、空を飛んでるみたいなの』

　なにかの聞き間違いかと思い携帯電話を握りなおした。

「感染者はモデル・スパイダーに書き換えられたんだったよな？　ってことは感染源ガストレアもモデル・スパイダーのはずだ。クモが空を飛ぶことなんてこと」

『ともかく現場に急行して。他の民みん警けいも感染源ガストレアを狙ねらってるわ。フッ、でも天てん童どう民間警備会社が一番乗りよ。あなたたちの位置はＧＰＳで掴つかんでる。凄すごい奴やつと契約したから、いまからそれで追尾して。アレを引っ張ってくるのに、私来年分の学費使い込んじゃったんだからね。余よ所そに手柄取られたら私中退なのよ！　わかる？　じゃあ頑張ってね』

「あ、おいちょっと木更さん？」

　虚無感の漂ただよう不通音が聞こえ、蓮太郎は溜ため息いきをついて携帯電話のフリップを閉じる。一体『凄い奴と契約』ってなんなんだ。

　その時、校庭で悲鳴の混じったざわめきが聞こえる。蓮れん太た郎ろうも群衆が指差す方向を見てうめいた。やがてそれは視界にぐんぐん大きく迫ってくる。ついにローターの轟ごう音おんで声も聞こえないほどになり衝しよう撃げき波はが校庭の砂さ塵じんを吹き飛ばした。

　蓮太郎は眼めをすがめて頭上を振り仰あおぐと、上空には精白の機体に青い染め抜き。機体中央には杖つえに巻き付いた一匹のヘビが描かれている。医の神アスクレピオスの徽き章しよう。

　蓮太郎は内心辟へき易えきしていた。さすがお嬢じよう様さま、やることのスケールがでかい。

　呆ほうけたように頭上を眺ながめていた教師がぽつりと呟つぶやいた。

「ドクターヘリだ……」




　　　　５




　ヘリが飛び立ってしばらくして急に雨あま脚あしが強くなってきて、窓の外は豪雨になっていた。

　蓮太郎は落ち着きなく頬ほお杖づえを突き、もぞもぞ腰を動かし助手席の座りを何度も確認する。

　移動中のヘリの中は、外の慌あわただしい天気に比して気味の悪い静けさに見舞われていた。

　延えん珠じゆは本来患者がストレッチャーごと乗る後部跳ね上げ式のドアに乗っている。間に壁があるため、助手席に乗っている蓮太郎から後ろの延珠の姿は見えない。

　自分も延珠と一緒に後ろに乗るんだった。雨で増水した眼下の石しやく神じ井い川を眺めながらつくづくそう思った。そうすれば現地に着くまでの時間を利用して、彼女ともう少し話せたのに。

　蓮太郎は木更から送られてきたＧＰＳの光点を見る。この雨で衛星が使えなくなったため、これは十分前の位置だ。現在はここからさらに移動している可能性が高い。

　外がい周しゆう区くに近づくに連れて巨大な山脈のように立ちはだかるモノリスが見えてくる。

　あれがバラニウムの塊かたまりだなんて未いまだに信じられない。蓮れん太た郎ろうが使っている拳けん銃じゆう弾だん何十万発分のバラニウムになるだろうか。いや、もっとか。

「あれはなんでしょうか？」

　眼下、操縦士が指差す方向に飛行物体が見えた。蓮太郎は目を凝こらし窓に額ひたいをくっつける。上空八十メートルほどになにかヤジリ型の飛行物体が見えた。

　空を舞う凧たこ、それが蓮太郎が最初に抱いた感想だった。真っ白い二等辺三角形が物体が森の上空に浮かんでいるように見える。二等辺三角形からなにか細長い八本足の影が透けて見える。

「クモのパラシュート……チクショウそういうことか、操縦士さん追ってくれ」

「君にはあれがなんだかわかるのかッ？」

「ああ。あれが感染源ガストレアだよ。南米だかにクモの巣をパラシュート状に編んで、風に乗って数百キロも旅をする小グモがいるんだ。基本は風に乗るんでタンポポの綿毛とかそういうものを連想してもらえれば理解が早い。クモの糸ってつまるところポリマーの一種なんだけど、あのガストレアも糸を凧の要領で編み上げて……」

　そこまで喋しやべってから、不意に新たな疑問が浮かんできて、言葉が途切れる。

　それではどうして二等辺三角形なんて形をしてるのだ。なにか大事なことを見落としているのではないか。

　突とつ如じよ蓮太郎の脳裏に電光が走る。

「そうか……パラシュートじゃなくてハンググライダーだ。だったらすべて納得がいく。先端が鋭角なのは風を切り裂いて揚よう力りよくを生むためだ。だから感染源ガストレアの目撃情報がなかったんだ。だとしたらこれはすごいことだ。こんな能力を持った成体のクモなんて世界中探しても存在しねぇからな」

　ともあれ、これで街中の監視カメラに写らなかった理由がわかった。外周区域外の監視カメラは上から人間を観察するため下方を向いているのが常だ。その遥はるか上空を滑かつ空くうするガストレアの捕ほ捉そくは、完全に運用思想の外だろう。

　おそらくこのガストレア、爪つめを立ててビルの壁面をよじ登り、ちゃんと高い屋上からビル風を味方につけて飛んでいる。頭がいい。

「ど、どうすれば？」

「高度を下げながらスピードを合わせて、このまま上空から追跡してくれ」

　突然、鉄板をぶち抜いたような暴力的な音と共に機体が横に大きく振られる。蓮太郎は頭をガラスにしこたまぶつけた。

「ッテェな。なんだよ一体ッ」

「後ろのドアがこじ開けられました。やったのはお連れのイニシエーターです」

「延えん珠じゆが？　まさか、いまは飛行中だろ。一体なにをす──」

　その時蓮れん太た郎ろうは延えん珠じゆの意図を悟り、背筋が凍る。

「待て延珠！」

　叫んだときには遅かった。高高度から、延珠が頭から落下していくのが見えた。
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　重力法則に従い落下の軌道を描く延珠の姿が見る見る小さくなっていくのを見て、蓮太郎は悲鳴をあげそうになった。

　蜘く蛛も糸いとで編まれたガストレアのハングライダーめがけて、流星のようなスピードで激突する。ガストレアにとっても死角となる真上からの強きよう襲しゆう。もつれ合うようにガストレアもろとも川沿いに走る森の中めがけて墜つい落らくしていく。

「高度下げて！　早くッ」

　蓮太郎は素早く左右を見渡し、小こ脇わきに置かれた荷造り用のビニール紐ひもを見つける。迷っている暇はなかった。

　ヒモをありったけ引き出して二重にして座席の一端に結んで何度か引っ張り強度を確かめる。

　ドアを蹴けり開けた瞬しゆん間かん、いままで厚いガラスが吸収してくれていた豪雨と横殴りの強風が蓮太郎の顔に吹き付ける。後部ドアと横のドアが開けられたせいで風の影えい響きようを受けるのか、さきほどから機体が安定しない。ビニールを垂たらすが強風に流される。おまけにビニール紐のグリッピングはエクストラクションロープに比べて最悪。命綱もカラビナもない。

　下を見ると、あまりの高さに目眩めまいがした。

　操縦士が蓮れん太た郎ろうを見て目を剥むいている。俺おれだって自分の正気を疑いたい。

　ままよと祈りながら、両手と両足でしっかり紐ひもを掴つかんで空中に身を躍おどらせる。

　蓮太郎が思っているよりも遥はるかに、雨で濡ぬれたビニール紐は滑すべりやすかった。制動をかけようとしたが止まらない。手の皮がすりむけるほど強く握り、ようやくスピードを制御しかけたその時、蓮太郎の耳にもヒュオンと聞こえるほどの突風が紐を大きく揺らした。

　しまったと思ったときには遅過ぎた。

　ゾッとするほどの浮遊感と共に、空中に投げ出される。パニックになりかけ両手をデタラメに振り回すが、地面が回転しながら恐ろしい勢いで近づいてくる。

　──頭から落ちる？　──駄目だ。──姿勢を正せ。──足で衝しよう撃げきを殺せ。

　脳が凄すさまじい速度で演算し、ほんの束つかの間ま、時間の流れが遅く感じる。

　永遠のような刹せつ那な、蓮太郎は空中で前転すると首尾良く足が下に向いた。直後、地面が襲おそいかかってきた。

　内臓まで響ひびく震しん動どう。体が滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回され、吹き飛ばされるように四回転した挙げ句、気付いた時には泥水の上で仰ぎよう臥がしていた。

　絞りだされた空気を取り返そうと喘あえぎながらも、口の中に入り込んだ気持ち悪い砂じや利りを吐き出す。

　三さん半はん規き管かんのダメージでぐるぐると回る視界が安定してくるまで、立ち上がることができなかった。

　意識の焦点がはっきりしたのを感じて、空でオロオロと狼ろう狽ばいしているヘリに向かって弱々しく手を振ると、痛む全身を気遣いながら姿勢を起こした。二十メートルほどあっただろうか、人間が落ちたら必ず死ぬ高さは十五メートルくらいのはずだが、どうして生きてるのか自分でも不思議だった。

　その時初めて、蓮太郎の着地した地面が豪雨でぬかるんでいることに気付く。

　延えん珠じゆは？　そうだ延珠。

　左足を庇かばいながら立ち上がると河沿いに森の奧の方に向かって歩き出した。

　篠しの突つく雨が顔を叩たたき、視界が水みず煙けむりでけぶる。濡ぬれ髪がみが顔に張り付き気持ち悪い上、制服も水を吸って重い。寒気を感じ両手で肘ひじのあたりをさすった。

　背の高い常緑樹の帳の向こうから、断続的な戦せん闘とう音おんが響いてきた。

　木々に手をつきながら視界を遮さえぎる小高い丘を登っていくと、眼下では戦闘が繰り広げられていた。

　一方は毒どく腺せんのついた牙きばを開き威い嚇かくしながら、レイピアのように鋭く細い八本足を巧みに操って突きかかるモデル・スパイダーのガストレアだ。蓮太郎の予想した通り、その体は空を飛ぶために極限まで減量しており、体色が黒と黄の斑まだら模様であることを除けば、外見はアシナガグモに似ていた。

　だが、灼しやく熱ねつ色の延えん珠じゆの瞳ひとみは、ガストレアのあらゆる動きを見切っていた。

　巧たくみに繰り出される刺し突とつをくぐり、神速でガストレアの胴部に潜もぐり込むと、靴底にバラニウムの重りウエイトを仕込んだ鉄てつ槌ついの如ごとき蹴けりを直上に振り上げる。

　蹴りはガストレアの胴部に命中したのみならず、肉を裂き顎あごを牙きばごと粉砕しながら上空十メートルまで吹き飛ばし、一転、自重で地面に叩たたきつけられる。

　飛び散った体液が蓮れん太た郎ろうの制服にまで飛んだ。

　ただでさえ針金のように細かった足は三本折れ、胴からはとめどめもなく体液が流れ出していた。勝負あった。

「蓮太郎、倒したぞ！　妾わらわたちが一番乗りだ」

　延珠が蓮太郎の姿を見つけると、両手をぶんぶんとこっちに振る。胸をなで下ろした。

「無茶すんなよッ。お前がヤケになったかと思って俺おれは──」

　近づきながら延珠の肩に手を置くと、延珠が表情をゆがめた。

「……どこか怪け我がしたのか？」

「い、痛くないぞ！　ちょっと左足を捻ひねっただけだ。一時間もすれば治る」

　ぽかりと延珠の頭部を叩く。

「ぬ、何をする！」

「この……アホッ。大丈夫なもんか、子供のくせにやせ我慢すんな」

　蓮太郎は首を傾けると、釈然としないままガストレアの死体に歩み寄る。くずおれて手足を縮めたガストレアは意外なほど小さく見えた。

　くだんのジュラルミンケースは情報通り、ガストレアの体内に巻き込まれる形で胴体上部に癒ゆ着ちやくしている。画像で見たときはいまいちその縮尺がわかりにくかったが、その大きさは一抱えほどもあった。

「なんだ、これ……？」

　ジュラルミンケースの持ち手には長い手錠がくくりつけられていた。おそらく、ガストレア化する前の被害者が自分の手とケースを繋つないで決して放すまいとしたのだろう。だが、被害者の浸食率は臨界点を越えてしまった。

　雨音は、陰いん鬱うつな響ひびきをもって蓮太郎に届いた。

　蓮太郎はガストレアの体に足をかけ無理矢理ケースを手錠ごと引き抜くと、そのまま数歩あとじさった。ぶるりと背筋が震ふるえる。中身などもうどうでもいい。一刻も早くこのケースを渡して仕事をお終しまいにしてしまいたい。

　蓮太郎は首を巡らせてあたりを見る。ひとけがない。そろそろ他の民みん警けいが到着しても言い頃ころ合あいなのに。服の繊維が刺さって体中がチクチクする。

「ヒヒ、ご苦労だったね里さと見みくん」

「えっ」

　振り向いた瞬しゆん間かん至近距きよ離りに白はく貌ぼうの仮面。細長い五指に顔面を掴つかまれ、ぬかるんだ泥水に叩たたきつけられる。

「ガッ」

　滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れるが、暴力的な力に引きずられ木の幹に恐ろしい力で投げつけられる。

　為なす術すべもない慣性力、同時に背筋に鈍い衝しよう撃げき。肺から空気を絞り出され視界が暗転、意識が飛びかける。

「蓮れん太た郎ろうッ！」

「──延えん珠じゆ、ミツケタッ」

　延珠が反射的に横に転がると、延珠の背後の草木がまとめて三分割され、思い出したように大だい音おん声じようを立てて後方に吹き飛ぶ。

　バラニウムブラックの刀とう身しんを持つ二本の小こ太だ刀ちを下げて両りよう翼よくを広げるかのような構えを取る小こ比ひ奈なが現れる。

　蓮太郎は咳せき込こみながら立ち上がり、暗い気を放ち仮面を押さえながら笑う男を睨にらむ。

「蛭ひる子こぉ、影かげ胤たねぇぇ！」

「君のところの社長さん、可愛かわいいのにやること結構えげつないね。私の後援者についてなりふり構わず嗅かぎまわっていてね。彼らからお達しだ。早く片をつけろとね」

　蓮太郎は悪お寒かんを感じ、ジュラルミンケースを後ろ手に持ったままあとずさりした。影胤が鼻はな白じろむ。

「他の民みん警けいの援えん護ごを待っているのかい？　だったらやめた方が良い。近くにいるザコはあらかた殺しながら来た」

　そこで蓮太郎は、影胤のワインレッドの燕えん尾び服ふくの上に返り血が上塗りされているのを見て戦せん慄りつした。

　ＸＤをドロウし発砲。影胤はそれを読んでいた。

「無駄だ。イマジナリー・ギミックッ」

　叫ぶと同時に不可視の壁にぶち当たったかのように弾道が逸そらされ弾があさっての方向に飛んでいく。

　雨の音が蓮太郎の耳に戻ってきた。彼は健在を示すように鷹おう揚ように腕を広げる。

　まだだ、蓮太郎はジュラルミンケースを放り投げると、肉にく薄はく、地を踏みしめ丹たん田でんに力を込める。

「天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型八番──『焔ほむら火か扇せん』ッ」

　渾こん身しんのストレート。しかし影胤に届く前に頑強な青白いバリアに激突し、ベクトルを逸らされ空を切る。

　影胤はホルスターからカスタムベレッタをドロウし、銃剣を展開、蓮太郎の肩口に突き刺しながらゼロ距きよ離りから三発撃った。

「あぐッ……くッ」

　蓮れん太た郎ろうは激痛に肩を押さえながら、たたらを踏む。背中になにか当たる。一枚岩だ。逃げられない。

　影かげ胤たねはことさらゆっくり腕を持ち上げ、蓮太郎に向けた。

「君に一つ、私の技を見せよう。『マキシマム・ペイン』！」

　突とつ如じよ影胤を取り囲んでいた斥せき力りよくフィールドが大きくふくらみ蓮太郎目がけて殺到する。

　全身を突如襲おそう横殴りの衝しよう撃げき。恐ろしい勢いで蓮太郎は一枚岩に叩たたきつけられ頭部から血が噴きだす。体が岩に沈み込み、肉が潰つぶれ、骨が圧あつ壊かい寸前の凄すさまじい音を上げる。全身がプレス機にかけられているようだ。

　蓮太郎は悲鳴を上げながらも、ようやく理解した。蓮太郎が最初に影胤と遭そう遇ぐうしたとき、先に突入していた警官隊は壁に叩きつけられ圧死していた。この技が、彼らを殺したんだ。

　突如猛もう烈れつな圧力が消え、蓮太郎は膝ひざをつき、喀かつ血けつする。

「ほう、まだ生きているか……」

　視界がゆがむ。頭が痛い。割れそうだ。

　──強い、ここまでとは。

　蓮太郎と影胤の単純な戦せん闘とう能力の差に延えん珠じゆの足の負傷。蓮太郎の脳は、冷れい徹てつで一番合理的戦術をはじき出すと、弱々しく頭を上げた。

「逃げろ、延珠」

　延珠が瞳ひとみを見開き首を振る。

「嫌いやだ！」

　延珠の背後で小こ比ひ奈なが刺し突とつの構えを取るのを見て、蓮太郎は延珠の足下に一発発砲する。延珠は反射的に大きく跳ぶ。

　蓮太郎は視線で訴える。他の民みん警けいを連れてきてくれと。

　延珠は悲しそうな顔をして奧の茂みに消えた。

「パパ！　延珠逃げた！　斬きりたい！　追いたい！」

　決けつ闘とうに水を差された小比奈が癇かん癪しやくを起こしかける。

「駄目だ我が娘よ。他の民警と合流されたら面倒なことになる。仕事を済ませよう」

　小比奈はキロリと蓮太郎を睨にらみ付け、次の瞬しゆん間かん視界から消えたかと思うと、腹に強烈な衝しよう撃げき。

　蓮太郎の腹からバラニウムブラックの刀とう身しんが二本生えていた。

　背後から刺されたことに気付くまで数秒かかった。

「弱いくせに！　弱いくせに！　弱いくせに！」

　蓮太郎は口から血の泡を吐きながら裏うら拳けんで小比奈を振り払うと、発砲しながら逃走に移る。一発撃つごとに反動が傷に障さわり意識が飛びそうな激痛が走るが、歯を食いしばりとにかく走りながらロクに狙ねらいもつけずに撃ちまくる。

　だが焦あせる思考とは裏腹に、その足取りは非常に緩かん慢まんだった。視界が滲にじむ。雨う滴てきが全身から体温を奪う。寒い、凍えそうだ。

　腹を押さえながら、木々の帳とばりをかき分けていくと、開けた場所にでる。

　そこは、増水した川だった。とても泳いで渡れる流れではない。河の突端に立ち、ゆっくり振り返ると小こ比ひ奈なと影かげ胤たね、そしてカスタムベレッタの銃口がこちらを見ていた。

　サー、とホワイトノイズめいた雨音が耳じ朶だを叩たたく。蓮れん太た郎ろうは瞳ひとみを閉じた。延えん珠じゆ、木き更さらさん、ゴメンなさい。

「……なにか言い残すことは、死にゆく友よ」

「地獄に……落ちろ」

「おやすみグツド・ナイト」

　ベレッタのフルオート射撃が蓮太郎の胸、腹、腿ももを問わず小さな黒い穴を開けた。

　拳けん銃じゆうを取り落とし、蓮太郎は上体をゆっくりと崩くずした。暗転する視界の端で、影胤が胸の前で十字を切っているのが見えた。

　着水した蓮太郎の体を、増水した河が恐ろしい勢いで連れ去っていった。




　かまびすしい騒そう音おんとともに、蓮太郎の頬ほおが荒々しく何者かに叩かれる。誰だれかが自分の名前を呼んでいる。

　難なん儀ぎしながら目を開けると、天井を長なが柄えの蛍光灯が次々にスライドしていき、視界の端に白い服を着た救急救命士らしき人が見える。

　どうやらストレッチャーで救急病院ＥＲに運ばれているらしい。

　全身が凍こごえるほど冷たくて、呼吸だけは馬ば鹿かみたいに荒かった。口の中には際限なく鉄くさい血の味が広がって呼吸が出来ない。肺に血が入ったのか死ぬほど苦しい。『大丈夫ですから』『すぐに助かりますから』と唱となえながらストレッチャーを押す救急救命士の空言が耳から耳に抜けていく。

　大きな音を立てて手術室の一番奥に体当たりすると、緑色の手術衣を着た一人の女医が蓮太郎を覗のぞき込んだ。

　その容姿は哀あい毀き骨こつ立りつとして骨と皮ばかりになっており、眼球のある部分にある落ちくぼんだ瞳ひとみだけが爛らん々らんと輝かがやいていた。

　首を横に傾け、手術室に据えられた鏡を見た瞬しゆん間かん、蓮太郎は叫び声を上げそうになった。

　蓮太郎の右手右足が千ち切ぎれており、左ひだり眼めが抉えぐられていた。しかしなにより驚おどろいたのは体が縮んでいたことだった。まるで子供のように。

　──違う。そうか、これは昔の。

　女医はいままさに死のうとしている蓮太郎を冷ややかに見下ろし、両手に持ったペラ紙を死にかけの蓮太郎に突きつけた。

『やあ、里さと見み蓮れん太た郎ろうくんだね、はじめまして。そしてもうすぐさようなら。私が左の手に持っているのは死亡診断書だ。あと五分もすれば、私がこちらに一筆入れて手続きを終え、君は速すみやかに戸籍から抹消される。そして右の手に持っているのは、契約書だ。こちらは君の命を助けられるが、君には命以外のすべてを差しだしてもらう。選べ。左腕で指差すだけでいい』

　手を持ち上げるだけで信じられない激痛が走った。馬ば鹿かみたいに手が震ふるえて口からあふれた血がストレッチャーを汚した。体がおこりのように震ふるえた。

　ふと、天てん童どう菊きく之の丞じようの言葉が脳裏に再生される。

『死にたくなければ生きろ、蓮太郎』

　馬ば鹿かみたいに白くなった手で片一方を指差すと、女医は「いい子だ」と言って満足そうに微ほほ笑えんだ。蓮太郎はそこで昏こん倒とうした。
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　最初に聞こえてきたのはシャリ、シャリという音だった。

　なにか、とても柔らかいものにくるまれている。温かくて心地良い。

　薬くさい刺激臭が鼻の粘膜を刺す。目ま蓋ぶたの裏にほのかだが光を感じる。口の中に、なにか苦いものが残っていて顔をしかめた。

　沼の底から這はいでるように意識が覚かく醒せいしていった。まだ、自分が意識を保っていること自体に驚おどろきを感じる。

　目を開けようとするが目蓋が重く、何度か細かく目を瞬しばたたかせる。しばらくすると天井がぼんやりと見えてきた。自宅の木造の天井とは違う、青白い天井だ。ベッドに寝かされている。

　視界に、木き更さらが映り込んだ。ミワ女ジヨの制服に袖そでを通し、その黒く輝かがやく双そう眸ぼうを潤うるませて蓮れん太た郎ろうを見下ろしている。

　鼻先をくすぐる木更の髪からはふんわりとしたシャンプーの匂においがする。その深すぎる黒くろ艶つやは、緑がかって見えるほどだ。綺き麗れいだと思いながら蓮太郎は朦もう朧ろうとする頭でしばらくの間木更を眺ながめていた。

「……よう、木更さん」

　できるだけ穏おだやかにそう絞りだす。

　木更はぎゅっと目をつむって唇くちびるを噛かみまつげを震ふるわせ、やがて瞳を潤ませながら懸命に微ほほ笑えんだ。

「お帰りなさい、里さと見みくん」

　蓮太郎は苦笑する

「ここ、天国かよ？」

「まだ地獄よ、お馬ば鹿か」

　蓮太郎はサイドテーブルを見た。

「……リンゴ、剥むいていたんだな」

　木更は袖で目元を拭ぬぐった。

「食べる？」

「いや、なんにも食べてないはずなのに、あんまお腹なか空いてねぇよ」

　億おつ劫くうがる体に命令して首を窓の外に向けると、澄すんだ夜空に鋭角な月が覗のぞいていた。

　蓮太郎は木更の方を振り返った。

「俺おれは、どれくらい寝てた？」

「丸一日と三時間くらい。大手術だったわ。医者もさじを投げかけたそうよ。でも君の心臓、最後の最後でトクントクンって動き出した。生きることを諦あきらめなかったの、偉いわ」

　木き更さらは人差し指でつつ、と蓮れん太た郎ろうの胸元をなぞると心臓の上で二回タップした。蓮太郎は少しどぎまぎする。

　無理矢理上半身を起こそうとすると木更がそれを制するが、蓮太郎は小さく首を振ると、もう止めなかった。右手右足があることを確認し、そっと左ひだり眼めに触れてみた。

「本当は、絶対安静なのよ」

「木更さん、どうして俺おれの流されていた場所がわかったんだよ？」

「これよ」

　そう言って木更がバッグを漁あさると蓮太郎の持っていた拳けん銃じゆうがでてきた。スライドストップが上がりスライドにロックがかかっている。弾ホをー撃ルちド尽オくーしプたン状態のＸＤだった。確か、戦せん闘とう中取り落としたんだったか。

「河の傍そばにこれが落ちてたの。だから、もしかしたらと思って下流を捜さがしたの」

　ようやく自分が生きている理由に合が点てんがいった。蓮太郎は掌てのひらを開閉して異常がないことを確認する。ふと木更がじっとこちらを覗のぞき込んでいることに気付いた。

「里見くんが寝ている間に、本当にたくさんのことがあったわ。そうね……なにから話そうかしら」

　木更は綺き麗れいな動作で顎あごを持ち上げると自じ虐ぎやく的てきに口元を吊つり上げた。

「わたしたち、死ぬかもしれないわ」

「なに？」

「正確には、東京エリアの住人全員が死ぬかもしれない」

「まさか蛭ひる子こ影かげ胤たねが？」

「……さっき民みん警けいの代表が集められてこの依頼の本当の裏を教えられたわ。落ち着いて聞いてね、あのケースの中身は、ガストレアのステージⅤを呼び出すことができるなんらかの触しよく媒ばいなの」

　咄とつ嗟さには、反応できなかった。気付けば掌はじっとりと汗を掻いていた。

「ステージⅤって、世界を滅ほろぼした十一体のガストレアのこと……だよな？」

「それ以外になにかいる？」

　そうか、だから大だい絶ぜつ滅めつが……。

「でも木更さん、ステージⅤを人為的に呼び出すなんてこと、不可能だ！」

「それが可能なのよ。私もその時初めて聞いたわ。どうやらこれも聖せい天てん子し一派、というかお偉いさんが隠していたみたいね」

　蓮太郎は目ま蓋ぶたの裏に聖天子と菊きく之の丞じようの姿を思い浮かべながら舌打ちした。だから権力者は嫌いなんだ。

「……続けてくれ」

「民警の代表者はみんな気き丈じようだったわ。失神もせずパニックにも陥おちいらず、洗面台に駆け込む人間が数人いただけであとは静かなものだったわ」

「…………」

「延えん珠じゆちゃんから聞いたわ。里さと見みくん、蛭ひる子こ影かげ胤たねと遭そう遇ぐうしたのよね。どうだったの？」

「強すぎる……人間業わざじゃねぇ」

「聖せい天てん子し側が彼らの情報を寄よ越こしたわ。プロモーター蛭子影胤。彼の出す斥せき力りよくフィールドは、対戦車ライフルの弾丸を弾はじいて、工事用クレーンの鉄球を止めるらしいわ。イニシエーターは蛭子小こ比ひ奈な。モデル・マンティス、つまりカマキリのガストレア因子を持ってるイニシエーターで、刃渡りがある程度ある刀剣を持たせると接近戦では無敵だそうよ。このペアは問題行動が多すぎてライセンス停止処分にされたけど、処分時のＩＰ序列は百三十四位。よく命があったわね」

「百三十四位ッ！」

　蓮れん太た郎ろうは目を見張った。どうりで強さが滅め茶ちや苦く茶ちやのはずだ。生まれて初めてそこまで序列の高いペアをこの目で見た。改めて、よく命があったものだと思う。

「蛭子影胤たちは現在モノリスの外『未踏査領域』に逃げて、ステージⅤを東京エリアに呼び寄せるための準備に入っている。いま政府主導で大規模な作戦が計画されてる」

「俺おれが寝ている間にそんなことが……」

　ふいに、どちらともなく言葉が途切れ、シンとした夜や気きが肌を包んだ。

　木き更さらの目が優しげに細められる。

「──さて、延珠ちゃんも、もうでてきたらどう？」

「は？　……延珠？」

「この、変態どもめッ！」

　声はすぐ近くから聞こえてきた。

　その時、突然蓮太郎が寝ていた布団が弾け、中から延珠が現れた。誰だれよりもぎょっとしたのは蓮太郎だった。

「うお。ちょ、おま、いままでもしかして──」

「ずっと隣となりで寝てた。ついウトウトしてしまったが、ちゃんと聞いていたぞ。蓮太郎のデレデレした声ときたら。木更なんかのどこがいいんだ。木更なんてただのおっぱいじゃないか！」

　ただのおっぱい呼ばわりされた木更が嫌いやそうな顔をする。

「──て、そうだお前、俺さっきまで昏こん睡すい状態だっただろうが、よく俺の隣に寝られたな？」

　延珠は鼻息荒く胸を張った。

「看かん護ご師しも医者もノロマだったからな」

「方法論の話をしてるんじゃないッ。もぐりこむなよ。昏睡状態の時くらい安静にさせてくれ」

「妾わらわがどこで寝ようが勝手だろう」

「お、お前なぁ……」

「里さと見みくん、そんなことより延えん珠じゆちゃんに言うことがあるんじゃないの？」

「…………そうだな、悪わりぃ。あんな命令して」

　ぎゅっと蓮れん太た郎ろうの首に手が回される。黙だまって蓮太郎も延珠の細い体を抱きしめた。

「俺おれ、保ほ護ご者しや失格だよな」

「まったくだ……蓮太郎は保護者としてダメダメだ」

　言葉とは裏腹に、延珠は泣きそうだった。

「蓮太郎が、死んじゃったかと思って妾わらわがどんな気持ちだったか……」

　蓮太郎は延珠をあやすように肩を叩たたく。

「本当に……スマン」

　その時、木き更さらの携帯が鳴った。着メロはラヴェルの『亡なき王女のためのパヴァーヌ』。

　木更は二言三言話したあとこちらに電話を放ってきた。

『里見さん、私です』

　蓮太郎は驚おどろいて、束つかの間ま、携帯電話をまじまじと見た。

「……いまさらなんの用だよ、聖せい天てん子し様」

『里見さん、蛭ひる子こ影かげ胤たね追撃作戦が始まります。多数の民みん警けいが参加する史上最大の作戦です。病み上がりで申し訳ありませんが、私はあなたにもこの作戦に参加してほしいと思っています』

「一つ、聞きたいことがある。蛭子影胤、あの男は──」

『……天てん童どう社長からある程度は聞いたとは思いますが、彼は十年前、政府系の病院から関係者を殺して脱走。戦後の混乱期のどさくさで名前を変えて民警をやっていたようです。……私たち政府は脱走の事実を隠し続けてきました』

　蓮太郎は携帯電話を握りつぶさんばかりに力を込めた。

「……どうして、対策をなにも打たなかった」

『里見さん、『新人類創造計画』は存在しない計画です。存在しない兵士は脱走できません』

「ざけんじゃねぇよッ！　何人殺されたと思ってんだッ！　全部、アンタ等らのせいだッ！　どうしてアンタ等の尻しり拭ぬぐいをさせられなきゃならない。やってられっか！」

『里見さん、いま、あなたが戦わなければもっと大勢の人が死にます。あなたの大切な友人が、あなたの大好きな人が。あなたにそれが耐えられるのですか？』

　蓮太郎は掌てのひらで顔を覆おおいながら弱々しく首を振った。

「なんでだ……どうして、俺なんだ？」

『あなたが一番よくわかっているはずです。蛭子影胤を止められるのはあなたしかいません』

　蓮太郎は大きく息を吐いた。

「わかった……。ただし、アンタ等のためにやるわけじゃないことを忘れんな」

『結構です。ご武運を、里見さん』

　蓮れん太た郎ろうは通話を切って木き更さらに携帯を投げ返した。

　腕が引っ張られるような感触がしてそちらを見ると、枕まくら元もとには各種バイタルの数値が表示されていた。蓮太郎は警報が鳴らないのを確かめて電源を落とし、一本ずつ体から電極や針を取り去っていった。

　傷口に触れると激痛に眉まゆをしかめたが、なんとかいける。集中治療室ＩＣＵで最先端の治療を受けられたおかげだろう。傷口には治ち癒ゆ促進パッチが張られているし、無理さえしなければ動ける。棚の上にある紙袋の中に自分の制服があるのを確認すると病院服を脱いで着替え始める。木更は頬ほおを染めながら「お馬ば鹿か」と言って後ろを向いた。

「里さと見みくん。勝てるの？」

「勝たなきゃ駄目なんだよ」

「死ぬわよ」

「覚悟の上だ」

　木更が背中越しにきゅっと唇くちびるを噛かむ音が聞こえた。

「……あなたが行く必要があるの？　私がいて、延えん珠じゆちゃんがいて、三人で天てん童どう民間警備会社をやっていく。それじゃ駄目なの？」

「…………悪い、木更さん。俺おれは──」

「……いいわ、もう聞かない。私も少し気になることがあるから、それを調べるわ。蛭ひる子こ影かげ胤たねがステージⅤを呼び込むためにモノリスの外に逃れたとき、マスコミ数社にその情報がリークされる寸前だったの。聖せい天てん子し様が素早く報道管制を引いたからギリギリ間に合ったんだけどね。私はここを探ってみるわ」

　蓮太郎は、ネクタイを締めながらそれはおかしいと思った。

　ステージⅤが東京エリアを襲おそうようなことになれば、最悪東京エリアに大だい絶ぜつ滅めつが訪れる可能性すらある。報道などすれば、一般市民に破は滅めつ的てきなパニックが生じるだろう。そんなことをして益になる人間がいるのだろうか。ここまで来て、まだオープンになっていない手て札ふだがあるのか。

　蓮太郎は着替え終わったことを告げる。

　木更は居住まいを正すと、月をバックにパッと黒髪をかき上げた。

「社長として命令します。影胤、小こ比ひ奈なペアを撃破してガストレアのステージⅤ召還を止めなさい。──里見くん、君は私のためにいままでの百倍働いて。私は君の千倍働くから」

「絶対に止めてみせます。あなたのためにも！」




　　　　２




　午後九時。

　ジガバチのようなうなりを上げるローターの羽音を聞きながら、蓮れん太た郎ろうは眼下に広がる暗い森を睥へい睨げいした。こんなに短いインターバルでヘリに二回も乗るのは初めてだった。森には月明かり程度では到底見通せない深い闇やみが蟠わだかまっている。

　蓮太郎は病院で生死の境さかいをさまよっていたので、聖せい天てん子し直じき々じきに行われた事前説明ブリーフイングを聞きそびれていたが、ヘリの進む方角から見るとどうやら影かげ胤たねが潜伏しているのは元千葉県の房ぼう総そう半島あたりのようだった。

　さきほど操縦士に新東京国際空港跡地が見えると言われたが、暗くてわからなかった。どうせ廃はい墟きよと化し植物たちの苗なえ床どこになっているのだろう。あまり興味は湧わかなかった。

　我あ孫び子こや臼うす井いなどの東京寄りの地域を除いた大部分の千葉県はモノリスによる囲いが間に合わなかった。随分前にヘリは国境線であるモノリスも越えた。このあたりはすでにガストレアの闊歩する危険地帯、未踏査領域だ。

　このどこかにＩＰ序列元百三十四位のペアが隠れ潜ひそんでいる。他の民みん警けいの社員たちもヘリや輸送機で各々の担当エリアに投下されている頃ころ合あいだ。

　蓮太郎は貧乏揺すりをしながら掌てのひらを軽く擦こすりあわせた。

　これは彼らを狩りだすための言わば総力戦だ。この作戦には蓮太郎以外にも多数の強力な民警のペアが投入されていると聞く。その中にはきっと影胤ペアよりも序列の高い連中だっているはずだ。

　どこかに潜伏している影胤を蓮太郎がいの一番に発見して交戦する可能性は非常に低い。だというのに、緊張は時を追うごとに増していった。この名状しがたい焦しよう燥そうはなんなのだろうか。

　出発の前、蓮太郎は菫すみれのいる大学病院に立ち寄った。

　こっちの顔を見るなり、菫は大判の買い物袋を投げ渡した。蓮太郎はたたらを踏みつつ受け取り、そして中を開けてみて驚おどろいた。

「君のパトロンからだよ。おそらく必要なものは全部入っていると言っていた。足りるか？」

「……すごいな、十分以上だ」

　心の中で生徒会長に感かん謝しやしつつ、ベルトに装着するタイプのウェストポーチとホルスターをつけて、ポーチに必要な各種道具を詰め、ＸＤの銃身バレルを消音器サイレンサーが取り付けできるものに換かん装そうする。軽くジャンプしてみるが、そこまで重量の変化を感じない。

　蓮太郎が野Ｂ戦Ｄ服Ｕやヘッドギア、抗弾ベストといった装備品を敬遠しているのを知っているので、見た目の変化や重量増加は必要最低限に抑えてある。

　司し馬ば重工社長令れい嬢じよう、司馬未み織おり。本当に自分のことをよくわかっている。

「チッ、面倒くせぇ。これで今度あの女に礼言わないといけなくなっちまったじゃねぇか」

「期待されてるんだろ。礼は手柄を上げて返してやれ」

　胸元に投げられた物体を咄とつ嗟さにキャッチした。小型の注射器が五本鈴なりに連結されている。中に真まっ赤かな薬液が入った状態で先端の針にはキャップがされている。

「そっちは私からの餞せん別べつだ。私がガストレア研究の中で作ったもので、ＡＧＶ試験薬と言えばお前にもわかるか？」

　蓮れん太た郎ろうは瞠どう目もくし、何度も中の薬液を覗のぞき込んだ。

「出来れば使うなよ。君がいなくなるとこの地下室の訪問客が減って困るんだ」

　なんとお礼を言えばいいのかわからず、しばらく立ち尽くした。

「私から一つ、重要なアドバイスがある。聞くか？」

「お、おう」

　居住まいを正した蓮太郎の両肩に菫すみれはゆっくり手を置いた。

「あのな……もし死ぬなら綺き麗れいな状態で死ぬんだぞ」

「は？」

「出来れば凍死が望ましい。──いやいや、多くは望むまい。この際、餓が死しでも構わない。君の死体の尻しりの穴にテレピン油を流し込んでナトロン巻いて天てん日ぴ干ぼしにするから」

「お、俺おれを乾燥ミイラにして研究室に飾るつもりかよ！」

「理解が早いな、その通り。安心しろ、副葬品として木き更さらのパンツ頭にかぶせてこの大学の一番目立つところに飾ってやるからファハハハハ」

「たったいま決めた！　死ぬときは手しゆ榴りゆう弾だんの束を抱いて死ぬ。バラバラだかんな！」

　どういう脅おどしだよと自問しながら、うかうか死ぬこともできないのかと暗あん澹たんたる気持ちになった。

「蓮太郎くん、もう一言だけいいか？」

　菫は椅い子すに腰掛け足を組みかえる。蓮太郎はもうひっかからないぞと身構えた。

　だが、違った。

「十年前、ガストレアが人類を駆逐し始めたあの日から、私の世界は激変した。屍し山ざん血けつ河が、肝かん脳のう塗と地ち、千せん言げん万ばん語ごを尽くしてもあの地獄を表現するには圧倒的に足りない。だが、たとえそうだとしても私が君にやったことは許されることではないだろう」

　菫は胸の前で写ロ真ケ入ツれトを握りしめながら震ふるえた。その中に菫の恋人の写真が入っているのを蓮太郎は知っていた。

「私はあの時常軌を逸していた。君に対する謝しや罪ざいの言葉が見つからないんだ」

　蓮太郎は何度か逡しゆん巡じゆんし、やがて口を開いた。

「先生……俺はあの日から一度だって、先生のことを恨んだことなんてない」

　菫はしばらくなにも言わなかった。

　蓮太郎は彼女のロケットをちらりと見てから、菫に視線を戻した。蓮太郎は無言でＸＤ拳銃をホルスターに入れると、踵きびすを返す。

　去り際ぎわ、蓮太郎は洋画コレクションの棚を見て、おもむろに親指を立てる。

「あ、あいるびーばっく」

　意味がわからなかったのか、菫すみれは一いつ瞬しゆんきょとんとした顔になった。急に恥ずかしくなってきたが、いまさらなかったことに出来ないので、やけくそになってもう一度叫ぶ。

「だから……あ、あいるびーばっく」

　次の瞬間菫は腹を抱えて笑いだした。

「おいおい、君がハリウッド俳優って顔か？　下へ手たくそな演技は許すとしても、せめて照れずに言えるようになれ。……そしてその台詞せりふが似合ういい男になるんだ──死ぬんじゃないぞ」




　急に袖そでを引かれて現実に引き戻される。途と端たんにヘリのローター音が耳に戻ってきた。

「どうしたんだ、考えごとか蓮れん太た郎ろう」

「いや……」

　緑のフライトジャケットを着込んでやや着ぶくれした延えん珠じゆがじーっとこちらを見上げていた。さきほどから口を固く引き結んで落ち着きなく体をむずむずとさせている。

「そういや、お前未踏査領域に出るの初めてなのか？」

　延珠は頷うなずく。なるほど、モノリス外で活動するようなことなど、中に住んでいればそうそうあるものではない。キチンと自分がサポートしてやらなければと気を引き締めた。

「作戦前になにか聞きたいことはあるか？」

「このヘリコプターはなんて言うんだ？」

　蓮太郎は機内を見渡した。

「少し各部が改良されてるけど、これは多分、ブラックホークって呼ばれてた奴やつの日本版だ」

「知ってるぞ！　菫から借りたレトロ映画で二機も撃げき墜ついされていた弱っちい奴だな。蓮太郎、これも真まっ逆さかさまに落ちるんじゃないか」

　操縦士が嫌いやそうな顔をしてこちらを振り返った。

「オイ馬ば鹿か！　なんてこと言うんだ」

　蓮太郎は視線で謝しや罪ざいし、「お前なぁ」と文句を言おうとして振り返ったが、延珠が思いの外ほか暗い顔をしていたので途中で言葉を切った。彼女なりに緊張を紛らわせようとしているのかもしれない。

　いくら彼女が人間の規格を遥はるかに超える力を持っているといっても、彼女はまだ十歳の子供なのだ。延珠を見ていると時折、それを忘れそうになる。蓮太郎はとことん付き合ってやる覚悟を決めると、小さく頷いた。

「他ほかになにか、こう……聞きたいこととかねーのかよ？」

「……じゃあこのヘリコプターはどこが改良されてるのだ？」

「またヘリか。お前ヘリコプター好きだな。多分ローターがノイズを低減する最新式のものに変えられてるはずだ」

　会話が途絶えると、バタバタというヘリのローター音が間に割り込む。

「全然うるさいぞ、蓮れん太た郎ろう」

「それなりの高度を取ってるし地上からなら、もっと小さく聞こえるはずなんだよ。ヘリの機内っていうのは、普通もっと大声で話さないとお互いの声が聞こえねーからな」

　延えん珠じゆはまだ釈然としない顔をして足をぶらぶらさせていた。

「どうして音を消す必要があるのだ？」

「ガストレアを起こさないためだ。俺おれたち人間みたいに朝っぱらに起きて夜寝る動物もいれば、夜行性って言って、夜中起き出して活動する奴やつらもいる。大きな音を立てると夜行性のガストレアだけじゃなくて、いま寝てる昼の奴らも起こすから面倒なことになんだよ。あとで教えるけど、下に降りたら絶対に大きな音を立てずに行動しろよ。じゃないととんでもないことになる」

　延珠はなるほどと呟つぶやいてから顔を上げた。

「病室で話していたステージⅤ、とはなんなのだ？　ガストレアはステージⅣまでしかいないだろう」

「ああ、それな」

　窓の外に目を走らせると、眼下にはゴーストタウンと化した街が見える。ふと民家の窓に小さな影が映ったのが見えた。おそらくなにかの動物か、元人間だったなにかだろう。

　内心、ついにこの質問が来たかと思っていた。

「なにから説明すればいいか……普通ガストレアってのはステージⅠから始まって、ステージⅡ、ステージⅢって感じで成長するごとに体が大きくなっていき、皮膚も硬くなんだろ？　その過程で色々な生物の遺伝子を取り込むから、どれも成長するごとにユニークな姿形になっていく。ゆえにガストレアに対する対処法の決定版というものは存在しない」

「うん、そこまでは知っている」

「まあそうだろうな。ステージⅤっていうのは言わば、そういったガストレアの常識の外にいる存在だな。通常のガストレアはステージⅣ──つまり完全体になって以後、成長することはないはずなんだけど……ステージⅤは確かに存在する。十年前、ガストレアが世界に同時多発的に現れた当時からその存在が確認されるんだ。どうやって生まれたのか、どこから来たのは誰だれもわからないけど、とにかく馬ば鹿かでかくてステージⅣのガストレアが子供に見える。おまけに自重で潰つぶれないために筋肉や皮膚や骨、内臓に至るまでが強化されていて硬い。先生が、ガストレアウィルスは生物をデザインするデザイナーだみたいなこと言ってたけど、その究極形みたいな存在だよ」

「でも、モノリスがあるからどんなガストレアが来ても東京エリアには入れないだろ？　大きくても意味などないではないか」

「いい質問だ。問題はそこだ。結論から言うが、ステージⅤはバラニウムの発する磁場の影えい響きようを受けねぇんだよ」

　延えん珠じゆが目を丸くした。聡さとい彼女なら、すぐに気付くだろう。人類はバラニウムの塊かたまりによってモノリスを作り、その中で穴あな熊ぐまを決め込むことで、この十年仮かり初そめの平和を保ってきたのだ。それが破られる可能性がある。

「それだけじゃない。わけても恐ろしいのはステージⅤによってモノリスが一カ所でも壊こわされた場合だ。そうなると、崩ほう壊かいしたラインからステージⅠ～Ⅳのガストレアが雪崩なだれを打ったように侵入してくる。もしそれが起こった場合……」

　言葉を切った蓮れん太た郎ろうに、延珠は固かた唾ずを呑のんで聞き入っていた。

「ど、どうなるのだ」

「俺おれたちはそういうケースのことを『大だい絶ぜつ滅めつ』って呼んでる。過去に中東やアフリカで起こったことがあるが、あれは一言で言って地獄だ」

　延珠の顔が青ざめていた。頭の中で延珠を怖がらせてどうするという批判の声が上がった。

　蓮太郎はしばらく考えた末ゆっくりと首を振る。もう延珠を子供扱いできない。彼女にはいま現在起こっている危機的状況を正しく知る権利がある。

「わかっただろ延珠、いまが東京エリアに大絶滅が訪れるか否いなかの瀬せ戸と際ぎわだ。ステージⅤを東京エリアに呼び寄せる方法があるなんて、未いまだに俺自身信じられないけど、政府主導でこれだけ大規模な作戦が展開されてるってことは、多分本当に起こる。そしてそれは、俺たちが奪われたあのジュラルミンケースが発端になってんだ。だから俺たちで影かげ胤たねたちを倒してそれを止めなければならない」

「ステージⅤとやらはたくさんいるのか？」

「目撃されているのは十一体。奇跡的に二体だけ倒されている。あまねくガストレアウィルスに感染した細胞は末端染色小粒テロメアを修復・再生するから、理論上寿命によって死亡することがない。俺たち民間警備会社の究極の目的とは、残り九体のステージⅤの撃滅にある。いや、人類の悲願と言ってもいい」

　その時、「着きました」という操縦士の声が重なった。蓮太郎は延珠に手を伸ばす。

「さあ行こう、延珠。東京エリアを俺たちで救うぞ」




　作戦を終え帰投の途につくヘリを見上げながら、蓮太郎は急に心細さを覚え始めていた。次にヘリを乗る時は、作戦が無事終了したときか、死体袋に入って担かつぎだされる時だろう。

　ここから先、独力で道を切り開いていかねばならない。

　蓮太郎たちが降りたのは広範な森の中だった。鬱うつ蒼そうと背の高い常緑樹が茂っており、夜ということも手伝って視界は良くない。先日の豪雨のせいか、森全体が濡ぬれていて、鼻び孔こうには強い湿気と夜のにおいがする。

　ともあれ、いつまでも立ちすくんでいるわけにはいかなかった。

　蓮太郎が先行して、延珠がそれに続いた。蓮太郎は腰からブッシュナイフを抜いて後ろに続く延えん珠じゆが通るさい邪じや魔まになりそうなものを切り払っていく。

　延珠は強力な自己再生能力があるので、枝に腕を引っかけた程度の傷なら一いつ瞬しゆんで治ち癒ゆしてしまうだろうが、痛覚はあるので、傷ついてもいいなどとは思えなかった。

　三十メートルほどの高木の樹じゆ冠かんが月を隠してしまって、森の中はひどく暗い。

　誤算だったのは、前もって入手しておいた地図がまったく役に立たないということだった。十年前の地図なのだから当然誤差は予想して然しかるべきだったが、植生どころか、細かな地形まで変わっている。

　蓮れん太た郎ろうは早々に降参して手持ちのライトを使う羽目になった。

　本当は、敵性ガストレアや、どこにいるともしれない影かげ胤たねにこちらの位置を教えてしまうことになるのであまり使いたくなかったのだが、そうも言っていられない。

　スイッチ蓋ふたの底部を捻ひねる。闇やみを切り取る百八十ルーメンの光の環わは様々なものを照らしだす。

　蓮太郎はその光景を見て、あっけにとられてしまった。

　気温はやや肌寒いくらいなのに、熱帯雨林にしか生えないようなシダ植物や灌かん木ぼくが光の届く限りどこまでも続いている。

　中には、見たことのないほどねじくれた木が幹を伸ばしながら、周囲の木に絡からみついているものまである。絞め殺し植物に似ているが、黒と赤の斑まだら模様をしているものは見たことがない。

　なにより異様なのは音だった。

　赤道近辺にある熱帯雨林の夜というのは、昆虫や鳥、カエルなどの合唱でかまびすしいほどなのに、このまがい物の森は死に絶えたかのような静寂が降りていた。

「れ、蓮太郎……」

　延珠も気味が悪いのか、蓮太郎に寄り添ってくる。

「東京エリアからここまで離はなれたのは初めてだけど、ひでぇもんだな」

　ガストレアが支配する地域は動植物の分布が滅め茶ちや苦く茶ちやになる。だが、蓮太郎もここまでひどいものとなると初めて見た。勿もち論ろんガストレア化していない生物もいるはずだが、息を潜めているのか姿を見せない。

「延珠、ここを抜けて近場の街まで行くぞ」

「この周囲を探せって言われてるんじゃないのか？」

　蓮太郎は顎あごに手を当て少しだけ考えた。

　現在東京エリア第一区では、聖せい天てん子し主導で作戦本部が置かれているはずである。どうやら政府の役人たちは人じん海かい戦術であぶりだす肚はらのようで、確かに延珠の言う通り蓮太郎はこの浜辺を探索するよう事前に言い含められていた。だが、と首を振る。

「いや、やっぱり街まで行こう。こんなところ、まともな神経の人間なら長居したいとは思わないはずだ。影胤たちもきっと別の場所にいる」

　延珠からは特に反対はなかった。

　少し進んだところで開けた林道に出る。靴の裏が柔らかい地面から舗ほ装そうされていたアスファルトに変わった。道路の両側から覆おおい被かぶさるように樹林が伸びている。アスファルトはぼろぼろにひび割れていた。

　延えん珠じゆが不思議そうな顔で路面をジャンプし始める。

「雑な仕事だ。ドーロコーダンは税金泥棒だな」

「コラ。お前が思ってるより人間がいなくなったあとの道ってのは脆もろい。すぐに雑草が生はえてきて亀き裂れつが生じるし、そこに水が溜たまって凍結と融ゆう解かいを繰り返していくとどんどん亀裂が深くなっていくんだ。別に行政の仕事が手抜きだから割れてるわけじゃねぇよ」

「なるほど、じゃあ言い直そう。ドーロコーダンは良い税金泥棒だな」

「なんだそりゃ」

　蓮れん太た郎ろうは苦笑してから、天を仰あおいだ。酸素が多いせいか、空気だけは美う味まい。そのまま道なりに進んでいく。えせ熱帯雨林を抜けると、ようやくメタセコイヤやカエデのような馴な染じみのある植物が見え始める。が、カエデは春先なのに紅葉していたし、生えている下した草くさも根ね腐ぐされしているような茶ちや褐かつ色しよくになってひどい悪臭を発している。

　いつの日か人類がガストレアに勝利したとして、ここまで徹てつ底てい的てきに破は壊かいされた環境を再生する術すべがあるのだろうか。

「……延珠、同業の人間で、未踏査領域でケツァールを見たって言ってた奴やつがいたんだ」

「けつぁーる？」

「ああ、手て塚づか治おさ虫むの『火の鳥』のモデルにもなった鳥で、その雄おすは世界一綺き麗れいな幻の鳥だと言われてる奴だ。勿もち論ろん日本にはいねぇからずっと嘘うそだって思ってきたが、こうまで生態系が滅め茶ちや苦く茶ちやだと、もしかしたらって思うな」

「本当に蓮太郎は動物が好きだな。見てみたいのか？」

　蓮太郎は唇くちびるをとがらす。

「なんだよ、わりーかよ」

「いや、蓮太郎が見たいなら妾わらわも見てみたいな。そんなに綺麗ならさぞかし美味だろうな」

「食う気なのかッ！　幻の鳥を！」

　その時、遠くからうなり声のようなものが聞こえてきて、蓮太郎は反射的にライトを消してしゃがんだ。

　腰からＸＤと、ワンタッチ着脱式のサイレンサーを出して、ＸＤの銃口に取り付けると、ゆっくりと音の方に近づいていった。

　遠くから小川の流れる音がする。それは近づくごとに大きくなっていった。音を忍ばせながら一分ほど進み、茂みをゆっくり掻かき分ける。

　思いがけず近くにそれはいた。一いつ瞬しゆん立ちすくんでしまって慌てて茂みにしゃがむ。

　最初に見えたのは黄色く光る目のなかに見える細い瞳ひとみだった。

　細長い口こう吻ふんにはびっしり歯が生はえていた。頭から長い尾まで鎧よろいのように覆おおわれた固い外皮はぬらぬらと光っている。川から半分だけ身を乗り出し鎮ちん座ざするその姿は、分厚い外皮と合わさって重戦車のようだ。

「ワニだ。ガビアル……なのか？　しかし」

　アリゲーター科やクロコダイル科とは異なった細長い口吻は間違いなくガビアル種の特徴だった。にもかかわらず蓮れん太た郎ろうは自分の判断に確信が持てなかった。

　ガストレアウィルスの恩恵で肥大化した体はいまさら驚おどろくには値あたいしないが、足が五本生えており、目が本来ついている位置以外にも四つもある。

　ガストレアウィルスも万能ではない。おそらく、体をデザインする上で細胞分裂にエラーが生じてあんな姿になってしまったのだろう。

　神の造形美と言うべきか、おおかたの生物は左右対称に作られているが、それが破られたあの生き物を見ると戦せん慄りつを禁じ得ない。ガビアルの細長い口吻は魚を捕るために適応進化したものだが、あの巨体維持を川魚程度でまかなえるとはとても思えなかった。

　あちらも、すでにこちらに気付いている。未いまだ襲おそってくる気配はなかったが横目でじっと此こ方ちらを見ている。掌てのひらが嫌いやな汗を掻かく。

　どうする、やるか。蓮太郎は自分の銃に視線を落とした。

　現在、サイレンサーの効果を最大限に発揮するために、弱装弾と呼ばれる火薬を減らして銃弾初速を音速以下まで落とした亜音速サブソニツク仕様のバラニウム弾を装そう填てんしている。元々強きよう靭じんなワニ皮がガストレアウィルスによって強化されていることを考えると、よしんば頭部に命中しても頭ず蓋がいで弾たまが止まってしまうのではないか。

　延えん珠じゆが袖そでを引いて、不安げな瞳ひとみで小さく首を横に振った。無視しよう、と言っているのがわかる。それがだめ押しだった。

　蓮太郎は銃を構えながら、刺激しないようにゆっくりとあとずさりした。五本足のガビアルはなにを考えているのか読めない瞳でこちらの様子をずっと窺うかがっていた。姿が見えなくなると、早足でその場から離り脱だつする。安全と思える場所まで来たことを確認して大きく息を吐きだした。心臓はまだ早はや鐘がねを打っている。急に寒気に襲おそわれ身み震ぶるいした。自分の臆おく病びようを笑い飛ばす余裕すらなかった。

「お主ぬし、妾わらわが止めなかったらそのまま突っ込んでいくつもりだっただろ」

　延珠が不ふ機き嫌げんそうな声をだした。

　蓮太郎は答えられなかった。

「蓮太郎は妾より脆もろいのに、妾の前にでたがりすぎだ」

　冷静になって考えてみれば、弾薬温存、リスク管理など様々な観点から問題だらけだった。

　あのままあれを倒そうと思って飛びだしていったらどうなっただろうかと考え、首を振った。

「悪わりぃ、気をつけ──」

　だが、言い終わる前に重低音の爆ばく発はつ音おんがびりびりと空気を震しん動どうさせてきた。蓮れん太た郎ろうはすぐに音の正体に気付き、舌打ちした。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　どこかの民みん警けいペアが森で爆発物を使ったなッ……なんてことを」

　その時、一体どこに隠れていたのか、森の中からコウモリが一斉に飛び立ち、キィキィ鳴きながら蓮太郎たちの頭上を狂ったように飛び回る。

　蓮太郎は冷や汗を掻かいた。最悪だ。森が起きる。

　すぐに厄やく災さいはやってきた。ずしんという先ほどとはまた違う重低音が足下から伝わってくる。それは巨体が地を踏みしめる地鳴り。

　四し方ほうに反はん響きようして音の出所がわからない。

　続いて腹の底に響ひびく、低いうなり声に焦あせってあたりを見回した、さっきのガビアルの咆ほう吼こうかと思ったが、もっといびつで禍まが々まがしい。

　ふと、延えん珠じゆが顔面を蒼そう白はくにして一点を見つめている。

「蓮太郎……あれは、なんだ」

　延珠の見ている方向を見ても、巨大な影があるだけ。蓮太郎はライトをつけ、思わず驚きよう愕がくに取り落としそうになった。

　樹じゆ冠かんの奧から一いつ対ついの巨大な瞳ひとみがこちらを凝ぎよう視ししていた。

　身長は六メートル以上ある。爬は虫ちゆう類るい特有の獰どう猛もうな顔に首は長く赤い舌がチロチロと覗のぞいている。吹き出物のような細かいいぼが顔中を覆おおっており、風下にいる蓮太郎たちにまで肉が腐ったような強烈な口臭が漂ただよってくる。

　緑色の体色をしており、両腕は骨が進化して翼つばさ状になっており、鳥類のガストレアが混ざっているのは言げんを俟またない。

　それはおとぎ話のドラゴンの姿に似ていた。

　間違いなく、ステージⅣのガストレア──おそらく鳥類と爬虫類が何種類か混ざっているが、ここまでステージが進行すると元の生物がなんだったのかを特定するのは難しい。

　その時ガストレアの牙きばに服の切れ端のようなものが引っかかっているのに気付いて、蓮太郎は思わずうめき声をあげた。なりふり構わない物量作戦を政府がごり押しした時点で、犠ぎ牲せい者しやの存在は頭の片隅にあったが、あえて意識から閉め出してきた。それなのに。

　ドラゴンは神経質そうに右足で地面を蹴けり始めた。あたかもランナーが走りだす前のごとく。

　視線を釘くぎ付づけにされながら、震ふるえる手でポーチを漁あさるが、すぐにあの巨大な生き物に抗しきれるような武器など持ち合わせていないことに気がつく。あそこまででかいとバラニウム弾仕様の重機関銃か対戦車ライフルでもなければ、とても太た刀ち打うちできない。

「……延珠、俺おれを連れて走れるか？」

　延珠は視線だけで了解を示した。

　視線は油断なくドラゴンに向けながら延珠の肩に負おぶさる。身長が随分違うのでもたれ掛かるようになるが、いまは気にしていられない。

「延えん珠じゆ、逃げ切れないようだったら俺おれを捨てろ」

「そんなこと、出来るわけないであろう！」

　声と共に吹き飛ばされたような横殴りの衝しよう撃げきが訪れた。

　冷たい風が頬ほおを叩たたき、風圧に抗あらがいながら薄うすく目を開けたとき、そこはもう空中だった。延珠が跳んだのだ。延珠は蓮太郎を背負ったまま、二十メートル近く跳ちよう躍やくしていた。

　服の裾すそがはためき、空中で一いつ瞬しゆんぴたりと静止する。一瞬の後、自由落下の軌道を描き、猛もう烈れつな勢いで森が迫ってくる。

　延珠は太い枝の一つを見定めると、そこに両足で着地し、再跳躍。今度は短く、五メートルほど離はなれた木の枝に飛び移ると、目にも止まらぬ速度で再々跳躍。

　蓮れん太た郎ろうは情けなくも延珠にしがみついていた。延珠が跳躍するたびにかかる強烈なＧに振り回され、落下しそうになる。

　後ろを見て、驚きよう愕がくに目を見開いた。獰どう猛もうなハンターは前傾姿勢になると、木々を踏み倒しながら追跡。生なま木きを裂くバキバキという音が後ろから猛もう追ついしてくる。想像以上のプレッシャーに叫びだしたくなる。

　蓮太郎は風圧に抵抗しながら薄目を開けて背後を見る。

　だが一つわかったことがある。おそらくあの翼つばさは機能しないか、昔の巨大な翼よく竜りゆうがそうであるように限定的にしか機能しない。

　もしあれに飛行能力があるのなら、空から追跡してくるはずだ。地上からの追跡なら、そのうち限界が訪れるに決まっている。絵本の竜のように火か焔えんを吐くようなこともないだろう。

　いけると確信して拳こぶしを握る。

　だが、ふと前方を見た時、絶望で意識が遠のきそうになる。

「延珠、崖がけだッ」

　前方に切り立った崖になり、その下に広がる広大な森までどう見積もっても百メートルは高さがある。

「妾わらわに掴つかまれ蓮太郎！」

「おい、お前まさかッ」

　冗談だろうと抗議しかけたところで、延珠は着地した幹に膝ひざを大きくたわませ大ジャンプ。舌を噛かみかける。

　凄すさまじい速度で景色が流れ、崖を飛び出し、空中に躍おどり出た。

　ヒュオン、と強風が吹き、蓮太郎たちは一瞬奇妙な上昇感に見舞われる。

　慣性力と万有引力が打ち消し合い、ぴたりと空中の一点で静止した。

　蓮太郎は小さく口を開けていた。

　見渡す限り、森。小さなミニチュアのような光景。自分の悩みも思想も決断も過去の遍歴も、すべてがどうでもいいと思える瞬しゆん間かん。自分の矮わい小しようさを思い知らされる瞬間。

　正面を見ると、黄色い月がいつもよりずっと近くにあった。馬ば鹿かなことをやっていると思いつつ手を伸ばし、掴つかまえる。ハハ、と小さく微ほほ笑えんでいた。

　その時、森と月の狭はざ間ま、十キロほど離はなれた場所に奇妙なものが映り、蓮れん太た郎ろうは目を凝こらす。

　棒状の人工物が天に向かってすらりと伸びている。シルエットだけで遠近感が掴みにくいが、長さにして二キロ近くもあるのではないか。

　──そうか、あれは『天あまの梯はし子ご』か……。

　その時、嫌いやな浮遊感が蓮太郎を襲おそい、慣性力が消え重力方向に体が引っ張られる。

　蓮太郎はおぶさった延えん珠じゆの背から引きはがされそうになり、慌あわててしがみつく。歯を食いしばり悲鳴をあげることだけは堪こらえた。

　延珠はきわめて冷静に、迫り来る地面の中から二本の木の枝を見定めて、落下と同時に掴む。枝が限界まで撓たわむと、延珠は手を放し下方の枝を掴む。

　延珠の細腕に過負荷がかかりビキリという音が鳴る。だが落下の勢いは減げん殺さいされず二人は落らく雷らいのような勢いで森の中に突っ込んだ。

　蓮太郎の頬ほおに無数の葉と枝が当たり鮮血が噴きだす。延珠が岩場に両足をつくと、破は砕さいした岩石が周囲に飛散する。衝しよう撃げきで投げだされ地面を擦こすりながら何度も回転し、やっと止まる。

　咳せき込こむ体を押して手をつき立ち上がると、いま落ちてきた崖がけの上を見る。

　遠く崖の上では、デザートを食べ損ねたドラゴンが悔しそうに何度かその場で回転し、一声鳴いて森の中に帰っていった。腕から力が抜け、反動でどっと疲れが押し寄せる。気を抜くと倒れ込みそうだった。




　結局、蓮太郎と延珠が再び移動を開始したのは三十分ほど経たってからだった。

　延珠もまた落下の衝撃で体の節々を痛めており、回復までしばしの時間を要したのだ。勿もち論ろんひ弱な蓮太郎と違い彼女の回復は目を見張るほど早かったが。

　自分が先を歩いて警戒物を除去するつもりだったが、考えが変わり延珠にも手伝ってもらうことにした。並んで歩きながら延珠に講釈を垂たれる。

「気をつけなきゃいけねぇのは対戦車地じ雷らい、スプリング式跳ね上げ地雷、誘導型機雷、クラスター爆ばく弾だんなんかの不発弾だ。これはガストレア大戦時に、撤てつ退たいする自衛隊がばらまいていった奴やつなんだけど、未いまだに放置されたままで、たまに未踏査領域で仕事をする民みん警けいが痛い目を見る」

　注意すべき危険物の形を簡単に空中に描いてみせる。

「ふむふむ、でもなぜ戦争の時、自分の国を滅め茶ちや苦く茶ちやにするようなことをしたのだ。あとで自分たちが困るのがわからなかったのか？」

　もっともすぎる疑問に逆に虚きよを突かれ、蓮太郎は考え込んでしまった。

「そうだな……いま言われればその通りだけど、十年前はとにかく色々せっぱ詰まってたから人類はなんでもやったんだよ。地じ雷らいや毒ガスなんかはまだ氷山の一角だ……当時は生き残るためにあらゆる非道が肯定されていたから、その程度のこと誰だれも疑問にすら思ってなかっただろうな」

　隣となりを歩く矮わい躯くの少女を眺ながめながら、これが十年前の地獄を知っている『奪われた世代』と『無む垢くの世代』の認識の差なのだろうと、柄にもなくジェネレーションギャップを感じた。

　延えん珠じゆがにっこりと笑う。

「安心しろ、いまは妾わらわのような強者が戦っているのだから安心だ。敵に見つかったらまた妾が負おぶって跳んでやるぞ」

「お前のおかげで遊園地のフリーウォールが怖くなくなりそうだよ」

「それは良かったな、妾に感かん謝しやするがいい」

　蓮れん太た郎ろうは盛大に溜ため息いきをついた。皮肉の通じない奴やつめ。

「でも、なんだかおかしいんだ。ここに来てからというものの、少し気分が高ぶるのだ」

　延珠は不思議そうに手を開閉していた。

　それはそうだろうと蓮太郎は声に出さずに同意した。ガストレアの嫌うバラニウムは、わずかながらガストレアウィルスに感染している延珠たちにも影えい響きようがある。大抵のイニシエーターはモノリスの外に出ると一時的に気分が良くなったり、ハイな状態になったりするらしい。傷の再生も速くなる。

　話しながらも、油断なく歩く。大分離はなれたとはいえ、一度周囲の森を起こしたのだから、注意しすぎることはない。

　時折蓮太郎は地面に耳を当て、延珠に高い枝に上らせて高みから危険がないのを確認させた。

　進む速度は明らかに低下したが、結果的にそれは遠くに灯ともる明かりをかなり早い段階で捉えること成功した。

　用心深く近づいていくと茂みが途切れ、明らかに人工物と思われるものが石造りの建物が見えた。ごく小さな石積みの平屋で、入り口には土ど嚢のうの壁が築かれている。

　ガストレア大戦時に築かれた防ト御ー陣チ地カだ。あちこちボロボロでほとんどその機能を失っているが風よけくらいにはなるだろう。

　明かりは中から漏れていた。まさか影かげ胤たねだろうか、緊張で脈が速くなる。

　延珠にハンドシグナルで合図すると、銃を抜き腰を落として裏手から近づく。延珠は前から近づいた。パチパチと薪たきぎが爆はぜる音が聞こえてくる。

　どうやら中で火を焚たいているらしい。積まれた石の破れ目から炎が陰影を変えながら影を投げかけているのがわかる。蓮太郎は壁に背をつけて二回、深呼吸する。そして銃を構えて飛び込む。

「動くんじゃねぇッ」

　蓮れん太た郎ろうのＸＤと、相手のショットガンの銃口が交差するのはほぼ同時だった。

　蓮太郎は相手を見て絶句した。

「お前は……ッ」

　相手は荒い息をつき、虚うつろな瞳ひとみでこちらを見ていた。

　落ち着いた色の長なが袖そでのワンピースにスパッツ。およそ未踏査領域の地獄に似つかわしくない装いだった。だが一番目を引いたのは血が止めどもなく流れでる痛々しい腕の傷だった。巨大な獣けものにでも噛かみつかれたのか、傷口が歯型の形に抉えぐれている。

　蓮太郎は少女に見覚えがあった。

「お主ぬし、その銃を下ろさぬと、そっ首たたき落とすぞ」

　冷たい恫どう喝かつと共に背後に忍び寄っていた延えん珠じゆの蹴けりが少女の首筋に押し当てられていた。

「待て延珠、こいつは敵じゃねぇ」

「な……ッ」

　延珠は何度か蓮太郎と少女を見比べ、しぶしぶと足を下ろす。蓮太郎は力なく座り込んでいる少女の元まで行き、目線の高さを合わせた。

「なあお前、防衛省で一回だけ会ってるけど、俺おれのこと憶おぼえてるか？」

「ええ、勿もち論ろんです」

　苦しげな吐息を吐きながらも、少女は喋しやべる。

「とりあえず止血して包帯を巻いてやる、話はそれから聞くかんな」

　ふと、横で歯ぎしりしながらこちらを見ている延珠に気付いた。

「待て待て待て、妾わらわはこんな女知らないぞ。どういう関係か説明するがいい蓮太郎」

　延珠に向き直る。

「そうか、延珠は初めてになるな。こいつは、伊い熊くま将しよう監げんっていうプロモーターの相棒をやっているイニシエーターだ」




　　　　３




　拾い集めてきた枯れ木を焚たき火びの中に放ると、火勢が息を吹き返し、狂喜したように石壁のあちこちにオレンジ色の光を散乱させる。

　救急キットで止血、消毒を終え包帯を巻くと、ガストレアウィルスの恩恵で傷の再生が始まっていった。ただその速度は延珠と比べると随分と慎ましやかなものだった。

　治療中の敵の接近を警戒して延珠を歩ほ哨しように立たせることにした。だが、なにが気に入らないのか延珠は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるをとがらせ『妾はそんな女認めないぞ！』とか『妾ならそんな傷三秒で治る！』と言い放ってトーチカの外に出て行った。さすがに三秒はねぇだろとつっこみを入れたくなったが、ひどく不機嫌だったのでやめておく。

　彼女の名前は千せん寿じゆ夏か世よというらしい。蓮れん太た郎ろうは『お腹なかすきました少女』の名前をこの時初めて知った自分に呆あきれていた。

「なにやら、あなたの相棒をひどく怒らせてしまったようですね」

　少女は異様に落ち着き払った態度で話しだす。蓮太郎は延えん珠じゆのでて行った方向を見た。

「チッ、あいつなんで急に不ふ機き嫌げんになったんだよ。まさかもう反抗期なんじゃ……」

「理由は明白なように思えますが……」

　あらゆる感情を放棄して、宙に吐きだすような口調。蓮太郎は困こん惑わくしていた。この少女は年齢に似つかわしくない落ち着きがあるせいで、感情が読みにくい。

　防衛省で会ったときはもっとユーモアのある少女だと思っていたのだが、蓮太郎の間違いだったのだろうか。
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「不思議ですか？　私が？」

　凝ぎよう視ししていたことに気付き、蓮太郎は視線を逸そらす。

「別に、なんでもねぇよ……」

　少女は目を閉じ、胸元に手を当てた。

「お気になさらず。こういう扱いは慣れています。私も第一世代の『呪のろわれた子供たち』です。ただ、イルカの因子を体内に持っていて、通常のイニシエーターより知能指数ＩＱと記憶能力が高いだけです。ちなみにＩＱは二百十ほどあります」

　蓮れん太た郎ろうはぎょっとした。

「俺おれの二倍以上あんのか？」

「まあ、子供のうちは知能テストの結果は少々オーバーにでるので」

　子供なのに謙けん遜そんまでした。蓮太郎は奇妙な敗北感に打ちのめされた。

「じゃあ頭脳派のお前が司令塔兼後衛で、将しよう監げんが前衛なのか？　珍しいスタイルだな」

「将監さんは脳のう味み噌そまで筋肉で出来ている上、堪こらえ性しようがないので後ろでバックアップなんてみみっちいことが出来ないだけです。未いまだに戦せん闘とう職しよくのシェアを私たちに取られたのをひがんでいますから。考え方が旧きゆう態たい依い然ぜんとしていて困ります」

　彼女は細い枝を二つに折って、火の中に投じる。

　あまりにも歯に衣きぬ着せぬ物言いに、蓮太郎はあきれかえりながら彼女の傍かたわらに置かれたショットガンを眺ながめた。

「お前の持ってる銃、見せてくれ」

　少し、考え込む間があった。

「嫌いやだと言ったら？」

「ああ構わねぇぜ。お前が助けられたことになにも感じてないならそうすりゃいい」

　夏か世よは観念したように鼻から息を吐いて、銃を差しだす。

「一つ学びました。見返りを求めた時点で善行は堕だ落らくしますね」

　蓮太郎は聞こえないふりをしながら銃を検あらためる。夏世の持っているサイレンサーのついたフルオートショットガンは、装備拡張用の二〇ミリレイルに、合ア体ド装オ着ンタイプのグレネードランチャーユニット。どちらも司し馬ば重工の二〇二七年モデルだ。

　蓮太郎はランチャーユニットを右にスリングアウトして薬室を覗のぞくと顔をしかめた。顔を上げ対面の少女を見据える。

「……どうして、森で爆ばく発はつ物ぶつを使った？　これは四〇ミリ榴りゆう弾だんのエンプティケースだ」

　あれのせいで蓮太郎たちはステージⅣのガストレアに追われ死にかけたのだ。未踏査領域での活動はいかなる場合も音を立てないことが鉄則となる。ましてや蓮太郎ペアより遥はるかに序列が上のイニシエーターが知らなかったでは済まされない。

　夏世は華きや奢しやな膝ひざを抱えるとしばらく炎を見つめていた。

「私と将監さんは罠わなにかかりましてね。おかげで怪け我がをした上、いまは別行動中です」

「罠？」

「ええ、私たちが降りたのも深い森の中だったのですが、しばらく進んだところで森の奧から短く点てん滅めつするライトパターンが見えましてね。味方だと思って無警戒に近づいていったんですよ」

　膝を抱えた手に力を込めて彼女は小さくなっていく。

「もっと注意していれば、あんな薄うす青あおい鬼火みたいな色のライトなんて、誰だれも使っていないことがわかったのでしょうが」

　蓮れん太た郎ろうはごくりと唾つばを飲んだ。

「……それは、なんだったんだ？」

　夏か世よはちらりとこちらを見て、視線を戻した。

「最初に感じたのは腐ふ臭しゆうでした。ものがくさったような強烈な悪臭がして、ハエが大量にたかっているんです。そのガストレアは気持ち悪い花みたいなのがあちこちに咲いていて、尾部が発光していました。こっちを見ると、気持ち悪くぶるぶる震ふるえて歓喜みたいなものを表したんです。色々なガストレアを見てきましたが、あれには足が竦すくみました。殺されると思って、咄とつ嗟さに榴りゆう弾だんを使ってしまいました。そこから先は里さと見みさんのご想像の通りです。森のガストレアがすべて起きだしてしまって、追われているうちに、将監さんとはぐれてしまいました。腕を噛かまれたのもその時です。幸い、注入された体液はごく少量だったので大たい勢せいに影えい響きようはなさそうですが」

　蓮太郎は顎あごに手を当てて夏世の話を聞いていた。

「……そいつは、おそらくだがホタルのガストレアだ」

「ホタル？」

「ああ、ホタルは花粉や蜜みつをとって生きてるけど、獰どう猛もうな肉食性のホタルもいるって知ってっか？　他ほかのホタルの発光パターンを真ま似ねて、近寄ってきたホタルを捕食すんだよ。おそらく人間を捕食するために人間が近寄ってきそうな発光パターンを作り出した特殊進化型だろう。お前まえ等らはそれにまんまとかかったわけだ。それを取り巻いていた植物はおそらくラン科のものだな、カビや尿、腐肉みたいなにおいを出してハエや羽虫をおびき寄せて花粉を運んでもらう種があると聞いたことがある……おそらく、人間を誘い込むにおいを合成していたんだろう。珍しいな、植物種と混ざったガストレアだ。おそらくそこまで特殊進化した個体だとステージⅢってとこだろう」

　夏世は目を丸くしていた。

「そんなことがあり得るのですか？」

「ガストレアはそうやって人類の裏を掻かく。頭の悪い生物に人類は負けたりしねぇ」

　夏世はしばらく何も言わなかった。だが、やがて張り詰めていた肩の緊張を解くと、ゆっくりと息を吐いた。

「……それにしても、見てもいないガストレアの種類をよく言い当てられますね。里見さんってオタクなんですね」

「グッ……それを言うなよな」

「アリの巣を水没させて悦えつに浸ってた陰惨な幼少期がありそうですね。『ほーら、溺おぼれろぉ。ノアの大洪水だぁ～。神の怒りを知れぇぇ～～』みたいな感じですか？　ええ、楽しいですものね、わかります」

「ああそうさそうだよ殺しまくりだよ悪かったなフン！」

　夏か世よは初めて少し楽しげに眼めを細めた。そして焚たき火びに目を落とす。

「でもいいですね。あなたみたいなプロモーターといると退屈しなさそうです。少しだけ、延えん珠じゆさんが羨うらやましいです」

　蓮れん太た郎ろうは出来るだけさりげない風を装って質問した。

「……お前は、伊い熊くま将しよう監げんのようなプロモーターと居て楽しいのかよ？」

「…………イニシエーターは殺すための道具です。是非などありません」

　夏世は蓮太郎の質問に答えなかった。

「延珠さんは、おそらく人殺しをしたことがありませんね。目を見ればわかります」

「……そうだけど、お前はあんのか？」

「ええ、ここに来る途中も出会ったペアを殺害しました」

　蓮太郎は一いつ瞬しゆん、なにかの聞き間違いかと思った。

「どうしてそんなことを……ッ！」

「将監さんの命令だったので。本当はホタルの光に誘われていったときも、同業の人間なら隙すきあらば同様のことをしたでしょう。将監さん曰いわく『トチ狂った仮面野郎をぶち殺す手柄は俺おれたち以外の誰だれにも渡さない』そうです」

　蓮太郎は拳こぶしを握りしめた。

「……お前は、人を殺してなんとも思わないのか？」

「怖かったです。手が震ふるえました。でも、それだけです。これで二回目ですし、じき慣れるかと思います」

　カッと怒りがこみ上げてきた。気付けば蓮太郎は夏世に掴つかみかかり押し倒すような体勢になっていた。

「フザケんじゃねぇッ。殺人の一番怖いところは殺人に慣れることだ。人を殺し、だが自分が罰せられないと知ったそのとき、人は罪の意識を忘れていく」

「……それはあなたが殺人に手を染めたことがあるから言えるんですか？　里さと見みさんは不思議な瞳ひとみをしていますね。複雑な過去をお持ちのようで。優しいのに、とても怖い瞳……」

「………………。なあ、どうしてウチの延珠が尊大な喋しやべり方をするかわかるか？　それは自分が人類を守る立派な仕事をしていると思っているから胸を張って偉そうに喋るんだ。単純だろ？　昔、延珠がプロモーター崩くずれの犯罪者を殺しかけたことがある。延珠は手術中ずっと塞ふさぎ込んでたし、助かったと聞いたときは一日中喜んで見舞いにまで行ったんだ。俺おれは、それでいいと思ってる」

「里見さん……それは、綺き麗れい事ごとです」

　夏世は不思議そうな瞳で蓮太郎を見上げていた。焚火に照らされ瞳にはオレンジ色の炎が映りこんでいる。

　蓮れん太た郎ろうはゆっくり身を起こすと彼女に背を向けた。

「……悪わりぃ。俺おれ、なに偉そうなこと言ってんだろうな。クソッ」

「どうして、謝あやまるんですか？」

　蓮太郎の制服の裾すそがぎゅっと握られた。

「え？」

「……どうして、謝るんですか？　里さと見みさんの言ってることは正しいのに。あなたは正しい。もっと自分に自信を持ってください。私、いま変です。よくわからない気持ちです。里見さんに対する反論なら即座に何十個も思いつくのに、里見さんの言ってくれたことを否定したくない……。この気持ち、初めてなんです」

「お前……」

　蓮太郎の胸に不思議な感慨が湧わいてきた。

　やはり、蓮太郎が初対面に抱いた印象は間違っていなかった。やがて彼女は袖そでで小さく目元を拭ぬぐうと、一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見えた十歳の少女の弱さはもうなかった。

　なにか飲みませんか、と言って夏か世よは自分の荷の中から湯沸かしとインスタントコーヒーを沸かし始めた。

　薪たきぎが爆はぜる静かな音を聞きながら、蓮太郎は天井を見上げた。崩ほう落らくして風が吹き込んでくるトーチカから覗のぞく空には、鋭い月が輝かがやいている。あらためてトーチカの内部を見渡すと、あたりには大戦時に自衛隊が残したと思われる錆さびだらけになった小火器の残ざん骸がいが残っていた。

　蓮太郎は放置された九ミリ機関けん銃の脇わきに散らばっていた弾薬を一発拾い上げて、焚たき火びにかざした。厚い錆さびとくすみの奧にオレンジ色の光に照らされ真しん鍮ちゆうがキラキラと輝いている。

「これ知ってっか？　九ミリ軍用弾パラベラムってんだけど、そもそもパラベラムって言うのは──」

「──知っています、『戦いくさに備える』という意味のラテン語から来ているのでしたか」

　蓮太郎はちらりと夏世を見た。

「さすがＩＱ二百十、なんでも知ってんだな。そ、『平和を求めるなら、戦いに備えよ』」

　夏世は紙コップにコーヒーを開けて蓮太郎に手渡した。掌てのひらがじんわりと熱くなる。夏世は両手でコップを持ってふーふーと息を吹きかけた。

「戦いに備えた結果がこれですか。未踏査領域に地じ雷らいを大量にくっつけて、大量の不発弾を生んだ多弾頭クラスター爆ばく弾だんをばらまいて、挙げ句勝ち取ったのは平和とは程遠い小さな箱庭だけです」

「なりふり構ってられなかった時代だったからな。けど、ちゃんとこの十年で復興を遂げてる」

「いまの時代行われているのは本当に健全な復興なんですか？」

　なぜか夏世の発言にどきりとした。

「……どうしてそんなことを？」

「私はガストレアとの大戦を知らない『無む垢くの世代』です。しかし自分の子供を目の前でむさぼり食われ、恋人を醜みにくいガストレアへと変へん貌ぼうさせられた『奪われた世代』の胸には、剥むきだしの憎ぞう悪おが見え隠れしているように見えます。世せ道どう人じん心しんは乱れ、ただ殺さつ戮りく能力に特化した武器が大量に開発されました。たとえば、『天あまの梯はし子ご』」

　夏か世よが指差す方向を見上げると、そこには薄うすくかかった雲の中に走る梯子状の物体が見えた。

「これは氷山の一角にすぎません。里さと見みさんも『新人類創造計画』は聞いたことがありますよね？　私たち呪のろわれた子供たちの戦せん闘とう能力の高さに気付いて、立ち消えてしまった計画だそうですが、かつてバラニウム合金の力を使って最強の兵士を作ろうとした実験があったんです。人体実験も行われていたという話を聞きます。これは大戦前の日本では考えられなかったことなんです」

　蓮れん太た郎ろうはみじろぎせず、話に聞き入っていた。夏世は黙だまって一口、コーヒーをすすった。

「……まあ後者は蛭ひる子こ影かげ胤たねを見るまで都市伝説かと思っていましたが」

「……あんな力に頼るのは、卑ひ怯きよう者もののすることだ」

「里見さん？」

　蓮太郎はなんと言って良いのかわからず、コーヒーに口をつけて誤ご魔ま化かした。舌に広がる苦みに思わず顔をしかめる。

　その時、夏世の傍かたわらに置かれていた黒い受話器のようなものからノイズと共に野太い男のうなり声が聞こえてきて、はっとさせられた。

　どうやら無線機らしい。夏世は飛びついてつまみのようなものを回すと、音は鮮明になっていき、やがてそれは忘れたくとも忘れられない男の声になる。

『き……ろよ。おい！　生きてんだったら返事しろよ』

　夏世が目め配くばせしてきた。喋しやべるな、ということだろう。蓮太郎は黙って頷うなずく。確かに彼に、自分と彼女が一緒にいる理由を説明するのは骨が折れそうだった。

「音信不通だったので心配していました。ご無事で何よりです、将しよう監げんさん」

『たりめぇだろ！　んなことより夏世、いいニュースがある』

　伊い熊くま将監はもったいぶるように一いつ旦たん言葉を切った。無線器越しにドクロスカーフの下で笑っている姿が目に浮かんだ。

『仮面野郎を見つけたぜ』

　蓮太郎と夏世は顔を見合わせた。

「どこでですか？」

　蓮太郎はポケットから地図を掴つかみだし地面に広げる。将監が告げたポイントを探すと、すぐに見つかる。海辺の市街地か、近い。

『いま、近くにいる民みん警けいが集まって総出で奴やつを奇き襲しゆうする手はずになってる。ホントはだし抜いてやりてぇところだが、まあ仮にも序列が上の相手だし、肝心のイニシエーターがいやがらねぇ。いま荒れてた手柄の話がようやくまとまったところだ。仲良く山分けだとよ、面白くねぇ話だ。お前もとっとと合流しろ』

　夏か世よの返答も聞かずに無線は切られた。確かに将しよう監げんの後ろで蛮ばん声せいや笑い声が聞こえていた。襲しゆう撃げき計画が進みつつあるというのは本当だろう。

　夏世は早速荷物を畳んで焚たき火びを踏み消し始めた。

「やっぱり行くのか？」

「ええ、あんな人でも私の相棒なので。里さと見みさんは？」

　蓮れん太た郎ろうは自分の気持ちがわからなくなっていた。他の民みん警けいが始末をつけてくれるのなら、それに縋すがってしまいたい気持ちもある。木き更さらの前では格好つけて見せたが、手も足もでずに影かげ胤たねに殺されかけた恐怖を、たった一日と少しで忘れられるものではない。

　小さく首を振る。駄目だ、自分がやらなきゃ。

　蓮太郎は一いつ旦たん個人的な感情は沈めて冷静に戦略分析をする。

　問題なのは将監と組んだ連中の腕はどれくらいのものかということだった。序列は不明だが、背後の喧けん噪そうは、一組や二組という感じではなかった。少なくとも十組弱は揃そろっているのではないか。その中にはイニシエーターのアシストなしで戦えるＩＰ序列千五百八十四位の闘とう神しん、伊い熊くま将監もいる。

　影胤が勝つにせよ、民警チームが勝つにせよ激戦になることは必至だ。

「腕はどうだ？」

　彼女は黙だまって包帯を解くと、傷は残らず治ち癒ゆしていた。

　蓮太郎は街の方角を見た。とにかく、この戦いの結末だけでも見届けないと。




　午前四時。

　延えん珠じゆを呼び戻して、三人でトーチカを出た。

　ぬくぬくと焚火に当たっていた蓮太郎たちより、外で長時間見張りに立っていた延珠の方が遥はるかに夜よ目めが利きいたので、先頭に立たせることにした。

　しばらく歩くと森は途切れ、見晴らしの良い平野部に出る。そこから道なりに進めば数キロで街に入れるだろうが、あえて蓮太郎は回り込むようにして小高い丘を目指す。

　街までの直線には身を隠すものが何もない。ここは慎重を期すべきだろうという判断だった。

　歩くにつれて鼻び孔こうに潮の匂においが運ばれてくる。海が近い。

　途中、周りを背丈の高い下した草くさが囲んだ場所に夜営の跡を見つけた。

　煙が出るのを恐れてか、煮炊きをした形跡はないが、携帯食料の袋が散らばっている。思ったよりも所帯が大きい。

　蓮太郎は焦あせり始めた。奇襲をかけるというからには、夜よ討うち朝あさ駆がけが基本になるだろう。あと二時間もすれば夜が明ける。彼らがここをでたということは、もう作戦は始まっていると見ていい。

　慎重に迂う回かいしながら街が見下ろせる小高い丘につく。眼下に不気味なほど静まりかえった街があった。

　三日月型に湾曲した湾には漁船や小型のボートなどが無数に係留されている。

　小さな街で、大戦前も過疎化に悩まされていたのではないだろうか。当然明かりなどないかと思いきや、教会と思おぼしき白い建物にだけ明かりが灯ともっていた。あそこか。

　突とつ如じよ、銃声が聞こえてきて息を飲んだ。最初の一発が嚆こう矢しになり、破裂音のような銃声と高い剣けん戟げき音が続く。始まった。

「蓮れん太た郎ろうッ」

　延えん珠じゆが叫ぶ。

「よし、俺おれたちも行くぜ」

「私は残ります」

　驚おどろいて振り返ると、夏か世よはこちらに背を向けていた。

「どうしてッ」

　声を掛けた瞬しゆん間かん、蓮太郎たちが歩いてきた道から、四本足の獣けものが弾丸のような速度で飛びだしてきた。

　夏世は力を解放すると正面からそれと衝しよう突とつ、突進を押さえ込む。

　蓮太郎はぎょっとした。飛び出してきたのはシカのガストレアだった。上半身の皮膚の至る所を突き破って角つのが生はえている。

　夏世は角の幾本かに貫かれながら、荒ぶるガストレアの口の中に無理矢理ショットガンをねじ込むと間かん髪はつ容いれずに引き金を引く。

「ゲアッ」という気味の悪い叫び声を上げてガストレアは吹っ飛んで動かなくなった。

　夏世は腹から出血しながらも何事もなかったように振り返る。

「尾つけられていたようです。それと、里さと見みさんは聞こえないのですか？　ここで誰だれかが食い止めないと、勝っても負けても全ぜん滅めつしますよ」

　言われて背後を見ると、今いまし方がた抜けてきた鬱うつ蒼そうとした森から低い鳴き声や高いうなり声が聞こえてきた。街から聞こえてきた銃声で目を覚ましたガストレアが様々な周波数帯で仲間と交信しているのだ。

　夏世はしごく冷静な様子でフルオートショットガンを地面に突き立て、背はい嚢のうを下ろすとありったけの予備弾倉を地面に並べ始める。徹てつ底てい抗戦の構えだ。彼女の貫かれた腕や腹はこうしている間にも傷が再生していく。

「じゃあ俺おれたちも──」

　夏世はショットガンを肩付けして天に向けると一発だけ発砲する。散弾のツブテのうち数発が当たったのか、怪鳥のようなシルエットが一声鳴いて森の中に墜つい落らくする。

「──里見さんは馬ば鹿かなのですかッ？　賽さいは投げられています。あなたたちはルビコン河を渡らなければなりません。その代わり、終わったらこっちの加勢、お願いします」

　蓮れん太た郎ろうは目をつぶり大きく息を吸い、吐いた。確か優秀な指揮官は刻々と移り変わる戦局に応じて、五秒で決断しなければならないのだったか。

「ここは任せる。ガストレアを止めろ。ただし無理はすんじゃねぇぞ」

「安心してください、劣勢になったら逃げますので。将しよう監げんさんをよろしくお願いします」

「わかった。さあ行くぞ延えん珠じゆ」

「う、うんわかった」

　蓮太郎は走りだす。徐々に街が大きくなってきた。家屋や小さなビルが原型を留とどめているところを見ると、ここに住んでいた人たちは、ガストレアに襲おそわれる前に早々に街を捨て東京に逃げ込んだのだろう。

　原形を留めてはいるが、完全に、というわけではない。通常、暖房が使われなくなった住宅やビルなどは大きな寒暖の差をモロに受け、膨ぼう張ちよう収縮を繰り返した結果、壁がぼろぼろになってしまう。この街に関して言えば、併せて、塩分を含んだ潮風が基材を腐食させるので、より事態は深刻と言える。

　朽くち果てた街を見ながら、蓮太郎は人工的な環境の弱さをまざまざと感じた。

　蓮太郎は街に入ってからは建物の影を縫うようにして進んだ。

　無数に係留されたボートも錆さびだらけで、漁船に至っては幽ゆう霊れい船と見み紛まがうばかりの奇々怪々な有あり様さまに変じていた。風が吹くたびに闇やみ色に塗られたシルエットがギッと耳みみ障ざわりな音を立てる。

　徐々に銃声がした付近に近づいていた。蓮太郎の心臓はばくばくと拍動する。レーダーのように敏感になった肌は、風が吹く度たびにチクチクした。

　一体どうなっているんだ、さっきから銃声も剣けん戟げき音も聞こえない。影かげ胤たねを倒したのなら、誰だれかが勝かち鬨どきくらい上げるんじゃないか。なぜ、こんなにも静かなんだ。

　気をつけろ、里さと見み蓮太郎。

　邪じや魔まになったサイレンサーを取り外し、右手にＸＤ拳けん銃じゆう、左手にライトを持つ。腕を交差させ、手の甲同士を密着させながら進む。ライトはまだつけない。出会い頭がしらにライトの光を叩たたきつければ相手の視界を奪いながら一方的に銃撃できるからだ。ハリースと呼ばれるプロが使う近接戦闘用ＣＱＢ銃撃テクニックである。

　やがて足になにかが当たり、延珠がそれを手探りで拾い上げると、延珠は短い悲鳴をあげて放りだした。

　生々しい二の腕から先は銃を握ったまま切断されていた。湯ゆ気げすらあげそうなほど瑞みず々みずしい。

　その時、平屋の家屋の中からごとりと音がして、危うく発砲しそうになった。

「剣は……俺おれの剣は…………どこ、だ」

「お前は……ッ。伊い熊くま……将監か」

　雑貨屋のスツールにどっかりと座り込んだドクロスカーフの男は、蓮太郎の姿を認めるとゆっくりた立ち上がりふらふらと歩み寄ってきた。どうやら目が見えないらしい。

「すまねぇ、アンタ……俺おれの……剣を知ら、ないか。あれがあれば、まだ戦える…………」

　蓮れん太た郎ろうは小さく口を開けて、折れた巨剣が将しよう監げんの背に突き刺さっている光景を、長い間見つめていた。

　将監は蓮太郎の横をすり抜けると、膝ひざをつき、大量に喀かつ血けつし、倒れた。

　もう二度と動かなかった。

　事態が予想を超えすぎて、脳の処理が滞とどこおっている。

　将監が、死んだ？　序列千五百八十四位の上位ランカーが？

　蓮太郎はＸＤの銃じゆう把はを握りしめ、心の中で夏か世よに詫わびた。

　腰に差した彼のバックアップ用の銃を見つけ、簡単に検あらためる。スミス＆ウェッソン社製オートマチック拳けん銃じゆう、シグマ。四〇口径のバラニウム弾がフル装そう填てんされていることを確認して蓮太郎はベルトに挟はさみ立ち上がると、通りに続く角で立ち止まる。

「延えん珠じゆ、通りにでるぞ。ただし、なにを見ても悲鳴をあげんなよ」

「これ以上、なにがあるというのだ蓮太郎ッ」

　蓮太郎は答えなかった。風かざ下しもにいるせいか、さきほどから隠しようがないほどの濃密な血けつ臭しゆうがする。

　銃を構えながら通りに飛びでる。延珠が喘あえいだ。

「蓮太郎……これはなんなのだ……こんなの」

　一番近いものは、ほんの数メートル先にあった。

　蓮太郎の一番近くに転ころがっていたのは、切り離はなされたイニシエーターの頭部だった。顔に驚きよう愕がくが張り付いたままこちらを見つめている。

　奧には折り重なるようにしてイニシエーターとプロモーターの死体があった。こちらは速すみやかに銃殺されている。通りは血の海と化していた。その中には、防衛省で見た顔もちらほらあった。

　蓮太郎も唇くちびるを噛かみ、むせかえるような臭気の中、膝からくずおれそうになるのを必至で堪こらえた。

　百メートルほど奧に扉が開け放たれた教会が見える。

　壁に掛けられた燭しよく台だいに煌こう々こうと灯ひがともっている。教会の頭上に据えられた聖十字がぶちまけられた地獄絵図を冷ややかに見下ろしていた。

「パパァ、ビックリ。ホントに生きてたよ」

　その時、桟さん橋ばしから聞き覚えのある声がして振り返った。

　そのペアは桟橋の先端に佇たたずんで海面を眺ながめていた。

　片方は腰に差した二本の剣に、黒いワンピース。もう一方はワインレッドの燕えん尾び服ふくに袖そでを通した仮面姿、シルクハットの怪人だった。

　蓮太郎は自分の目を疑った。そのペアは大量の手て練だれを迎撃、全ぜん滅めつさせた後だというのに、傷一つなかった。

　蓮れん太た郎ろうは激しい後悔に襲おそわれ、一歩退いた。

　どうして、他の民みん警けいの応援を呼ぶまで待機していなかったのだろうか。何度も対たい峙じしてその人間離ばなれした実力をまざまざと見せつけられたあとだというのに。そうでもなくとも、伊い熊くま将しよう監げんが手も足もでずに殺害された時点で、勝敗の帰き趨すうは明らかだった。あの時踵きびすを返して、逃げることも出来たはずだった。

　二回もあったチャンスをフイにした結果、かくて状況は最悪となる。いまからではもう絶対に逃げられない。

「影かげ胤たね……ケースは、どこだ……ッ！」

「きっと来ると思っていたよ」

　生ぬるい風が肌を撫なでていく。月を背後に、二に挺ちよう拳けん銃じゆうを持った蛭ひる子こ影胤はゆっくり振り返り、鷹おう揚ように手を広げた。

「幕が近い。決着をつけよう、里さと見みくん」
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　午前四時十分。

　里さと見み蓮れん太た郎ろうと蛭ひる子こ影かげ胤たねの対たい峙じを高度八百メートルから静かに見下ろす電子の眼めがあった。

　東京エリア第一区の作戦本部、日本国家安全保障会議ＪＮＳＣでは、偵てい察さつ飛行している無Ｕ人Ａ機Ｖに備わった各種データ伝送技術が、ほぼリアルタイムで会議室のモニターに表示されている。

　作戦本部は死のような静けさが降りていた。

　長机に腰掛けた内閣官房長官や防衛大臣が気まずげにちらちらとお互いの顔を盗み見ている。

　つい先ほど、十四組と一人、二十九人もの民みん警けいの社員が総出で蛭子影胤に挑みかかって返り討ちにされた映像を見たばかりである。

　現在、二組四人の人間が対峙し、静かに戦せん闘とうの開始を待っている映像が上空から俯ふ瞰かんして映っている。

　長机の上かみ座ざに着いたＪＮＳＣ議長、聖せい天てん子しは溜ため息いきをつきながら、防衛大臣を見た。

「現在、付近に他の民警は？」

「は、一番近くにいるペアでも、到着に一時間以上かかるかと」

　ブルドック顔の防衛大臣は、困り果てたようにハンカチを顔に当て始めた。

　副議長の天てん童どう菊きく之の丞じようを見た。菊之丞は巌いわおのような相そう貌ぼうで一つ、頷うなずきを返す。

「聖天子様、ご決断を」

　聖天子は黙もつ考こうの後、椅い子すから立ち上がる。

「では──」

　ふと、会議室の外に立たせた護衛官ＳＰが動揺して声を荒らげているのが聞こえた。

　いきなりシチュエーションルームの扉が開け放たれ、数人の人間がなだれ込んでくる。聖天子は先頭にいる少女を見て一いつ瞬しゆん反応が遅れた。

「何事です！」

　会議室の中がにわかに色めき立つ中、先頭にいる黒髪の少女、天童民間警備会社社長、天童木き更さらは肩で風を切りながら、部屋の中を横切ると居並ぶ面々に一枚のペラ紙を突きつける。

　木更が取り出した一枚の紙にはサークルが引かれており、サークル外側に寄せ書きのように直筆の名前と判が押してある。

　聖天子は覗のぞき込んで思わず息を飲んだ。傘からかさ連れん判ぱんだ。確か古く昔、百ひやく姓しよう一いつ揆きの固い団結を約束すると同時に、首しゆ謀ぼう者しやを隠すために円状にしたものだ。

　周囲の視線はごく自然に、その無数の名前のうちの一人──防衛大臣に向けられる。他の高官は青い顔で防衛大臣の周囲からあとずさりしていった。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう轡くつわ田だ大だい臣じん」

「こ、これはなんの冗談だ！」

「あなたの部下がこんな面白いものを持っていましてね。連れん判ぱん状じように書かれている通りです。あなたが蛭ひる子こ影かげ胤たねの背後で暗あん躍やくした依頼人ということです。そして、七なな星ほしの遺い産さんを盗みださせ、それをマスコミ各社にリークしようとしたのもあなたです」

「そ、そんな馬ば鹿かな……」

　木き更さらは顎あごに手を当てわざとらしく首をかしげる。

「直筆で傘からかさ連れん判ぱんなんて、随分古風なことをなさるんですね。おかげでこの計画に荷担した人間が一斉検挙できそうで手間が省けましたが」

　聖せい天てん子しの目が細められる。これ以上黙だまって聞いているわけにはいかなかった。

「この会議室内は国防を担になうべく置かれた超法規的な場です。土足で踏み込まれるのは困ります」

「そ、そうだ。貴き様さまは所しよ詮せん薄うす汚ぎたない民みん警けいのイヌにすぎぬ！　どこからそんなものを手に入れたかは知らんがとっとと失うせろ！」

　聖天子の尻しり馬うまに乗って大臣が吠ほえたてるが、木更は涼しい顔だった。

「聖天子様の仰おつしやること、まことに我が意を得た思いです。しかし私はこの事実を知って、一刻も早くお知らせせねばと居ても立っても居られずここに馳はせ参じた次第です。聖天子様もスパイを排除せねば落ち着いて議事を進められないのではないでしょうか？」

　上う手まい弁を使う。聖天子は菊きく之の丞じように合図を送る。菊之丞は冷ややかに防衛大臣を見た。

「連れていけ」

「そ、そんな……。天てん童どう閣下ぁッ。私はッ──私はああああああッ！」

　護ご衛えい官かんが両りよう脇わきを抱えると、哀願し泣きわめく大臣を会議室の外に引きずっていく。

「では、私もこれにて失礼します」

「天童社長、そうはいきません」

　踵きびすを返そうとした木更が動きを止め、半分だけ振り返る。

「と、仰りますと？」

「すみませんが、この作戦が無事に終了するまで、あなたをこの建物からだすわけには参りません。この部屋に軟禁させてもらいます」

　木更は一いつ瞬しゆんだけ顎に手を当てるフリをしてみせた。

「そういうことならば仕方ありませんね」

「木更よ……よくもここに顔をだせたな」

　怒ど気きを露あらわにしかけた菊之丞に、木更は泰たい然ぜんと微ほほ笑えんだ。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、天童閣下。お久しぶりですね」

「地獄より舞い戻ってきたか、復ふく讐しゆう鬼きよ」

「私は枕まくら元もとで這はい回るゴキブリを駆除しにきただけです。ここに居合わせたのは偶然にすぎません。気の回しすぎではございませんか？」

「よくもそのような戯ざれ言ごとを……」

　木き更さらの瞳ひとみが冷たい輝かがやきを放ちながら細められる。

「すべての『天てん童どう』は死ななければなりません、天童閣下」

「き、貴き様さま……」

　とても祖父と孫の会話には聞こえなかった。ある程度木更と菊きく之の丞じようの関係を知っているだけに、聖せい天てん子しも生きた心地がしない。

「二人ともその辺で。天童社長、あなたもモニターを見たならある程度現状は把握しておいでのはず。意見を聞いておきたいのですが、よろしいですか？」




　午前四時十五分。

　生ぬるい風が蓮れん太た郎ろうの肌を撫なでていく。

　鼻び孔こうには強い潮しおのにおい。寄せては返すさざ波の音がコンクリの岸壁に当たり砕けていく。月光が水面みなもを銀ぎん鱗りんの如ごとく照らすが、水底はあまりにも暗くて見通せない。

　潮のにおいに混ざる血のにおい。あたりは死体の山。そして桟さん橋ばしの突端には二匹の修しゆ羅らが立っている。

　蓮太郎は、あたりに広がる血の海を眺ながめ、低く押し殺した声で問う。

「これを全部、貴様等らが？」

「教会を血で汚したくなくてね。もう私たちができることはすべて終えた。ステージⅤガストレアはじき訪れるだろう。あとは時を待つだけさ」

「……ケースは教会の中か？　それといま中に入って準備とやらをぶちこわせば、ステージⅤ召還を止められんのか？」

「不可能だろうね。なぜなら、私たちが立ちはだかっている」

「じゃあ、ぶっ倒す」

　影かげ胤たねは肩をすくめて笑う。

「私は世界を滅ほろぼす者。誰だれにも私を止めることは出来ない」




「……天童社長、里さと見みペアの勝率はいかほどと見ますか？」

　彼女は感情を交えない冷たい瞳ひとみで顎あごに手を当てた。

「三〇％ほどかと。私の期待を勝率に加味して良いのなら──勝ちます、確実に」

　官房長官が小こ馬ば鹿かにしたように腹を揺すった。

「天童社長、自分の抱えている社員の強さを信じたい気持ちはわからないでもない。だがね、二十九人もの民みん警けいがたったいま殺されたばかりだ。それに向こうには一人『新人類創造計画』の生き残りがいる。勝ち目など一％もない」

「一人？　いえ、それは間違いですよ、官房長官」

「は？」

「官房長官、詳細は省きますが、十年前、里さと見みくんが天てん童どうの家に引き取られてすぐの頃ころ、私の家に野の良らガストレアが侵入して、私の父と母を食い殺しました。私はその時のストレスで、持病の糖尿病が悪化、腎じん臓ぞうの機能がほぼ停止しています」

　長官は話の流れを見失い、困り果てたような顔をした。

「た、確かに不幸な話だと思うが、それが一体──」

「──里見くんはその時私を庇かばって、右手、右足をガストレアに食われ、左ひだり眼めを抉えぐられました。瀕ひん死しの彼が運び込まれたのがセクション二十二。執刀医は当代きっての神医と謳うたわれた室むろ戸と菫すみれ医師」

「室戸菫、だと？　じゃあ、まさか彼は……」

　頃ころ合あいだろうと思い、聖せい天てん子しは隣となりを見み遣やる。

「菊きく之の丞じようさん、みなさんに彼かれ等らのスペック表をお配りしてください」




　蓮れん太た郎ろうは正面を睨にらみ据える。目の前には、敵がいた。倒すべき敵が。

　静かに目を閉じると、制服の右腕と右足の裾すそを捲まくり、腕をピンと伸ばす。

「止めるぜ影かげ胤たね……ッ、お前に無慈悲に殺された者のためにも、そして木き更さらさんや延えん珠じゆのためにも──蛭ひる子こ影胤ッ、貴き様さまだけは絶対に止めてやんよッ！」

　みしりと音がして右腕と右足に亀き裂れつが走り、可か塑そ性エストラマーやシリコンなどの人工皮膚が反そり返りながら剥はく落らく、足下に溜たまっていく。




「馬ば鹿かなッ」

　書類を一いち瞥べつした官房長官が金かな切きり声ごえをあげながら立ち上がる。髪をぐしゃぐしゃと掻かきながら狼ろう狽ばいと恐怖を露あらわにした。

「そんなまさかッ……なんてことだ……もう一人、いるのか？　ガストレア戦争が生んだ人間兵器が」




　やがて蓮太郎の右腕の下から真っ黒い腕が現れた。右足も、股またから先を覆おおう光こう沢たくのあるブラッククロームが覗のぞく。逆トゲのように突きだした空気穴が自律的にバクバクと蠕ぜん動どう運動を始め、眼めを開けると同時に視野が広がり、色味が鮮明になっていた。義眼が視神経と直結して視野が広がり、三次元的に物体を捉とらえることが出来るようになったのだ。

　義眼に内蔵されたグラフェン・トランジスタ仕様のナノ・コアプロセッサが起動、演算開始。回転する黒目内部に幾何学的な模様が浮かび上がり、鼻の奥がツンとして口の中に極ごく彩さい色しきの味が広がっていく。

　影かげ胤たねが小さく身を震ふるわせていた。

「バラニウムの義ぎ肢し、だと……？　里さと見みくん、まさか君も？」

　蓮れん太た郎ろうはゆっくり顔を上げた。

「俺おれも名乗るぞ影胤。元陸上自衛隊東部方面隊第七八七機械化特殊部隊『新人類創造計画』里見蓮太郎」




「里見さんの義肢と義眼に使われている金属は超バラニウム。無重力状態でバラニウムをベースにレアメタルとコモンメタル十数種を掛け合わせた、バラニウムを数倍する硬度と融点を持つ次世代合金です。蛭ひる子こ影胤の所属していたセクション十六の戦術思想は、ガストレアステージⅣの攻撃を止めることができる斥せき力りよくフィールドによる絶対防御。里見さんが所属していたセクション二十二の戦術思想はその真逆です。腕に十発、足に十五発仕込んだカートリッジの推進力を利用して超人的な攻撃力を生み出す──人をしてガストレアを葬ほうむるために生み出された『新人類創造計画』兵士の個人兵装です」




　影胤が両手を広げ、けたたましい笑い声をあげ始めた。

「そうかそうかそうだったのかッ、一ひと目め見たときからなぜか君が気に入っていたが、まさか本当に同類だとは！　ヒヒ、ヒハハハハハッ！」

　延えん珠じゆが悲痛な悲鳴をあげた。

「蓮太郎、もう二度とそれは使わないって──ッ」

「いいんだ、……いいんだよ。それよりお前も因いん縁ねんを精算しろ。負けっ放しは性しように合ってねぇだろ？」

　延珠は小こ比ひ奈なの方を鋭い視線で睨にらみ、やがて、力強く頷うなずく。

　延珠、小比奈の黒い瞳ひとみがほぼ同時に真まっ赤かに赤熱、力を解放。




「私は、蛭子影胤に感かん謝しやすらしています」

　木き更さらは凜りんとした調子で続ける。

「この一年、私がいくらお尻しりを叩たたいても、のらりくらりとあれを使わなかった。彼、自分が嫌いなんです。でも、里見くんはいま、本気で怒ってる。私もかつて一度しかあれを見たことがないので、ここから先、何が起こるか予測がつきません」

　聖せい天てん子しは椅子から立ち、周囲を見渡しながら告げた。

「ご理解いただけたでしょうか、この対戦カードの意味を。里見蓮太郎と蛭子影胤の戦いは、言うなれば最強の矛ほこと盾たての戦い。ただし矛盾は起こり得ません。この戦いで矢尽き刀折れ、片方のペアが確実に絶命します──戦いなさい里見さん、そして最強を証明するのです！」

「勝って里見くん……お願い」

　木き更さらが両手を合わせ、震ふるえながら呟つぶやくのを聖せい天てん子しは聞いた。




　冷たい夜風が吹き、蓮れん太た郎ろうの制服をなぶる。空気が張り詰め、呼吸することに罪深さすら感じる。

　蓮太郎はブーツの底で土をにじる。汗ばむほどの闘とう気きに息苦しさに襲おそわれネクタイをむしり取る。敵は本気だ。大勢の民みん警けいが束になってもかすり傷一つつけられなかったのだ。

　影かげ胤たねが構える。二に挺ちようのフルオートカスタムベレッタをホルスターから抜き、収納された銃剣ユニットを展開、両りよう翼よくを広げ、小こ比ひ奈なも左右の小こ太だ刀ちを六時を指すように上下に構える。直角交差した剣と銃は月光を乱反射しながら死の十字架デッド・クロスを形作り、死にゆく者にあまねく神しん威いを刻みつける。

「わかっているのかい里さと見みくん？　序列元百三十四位のこの私に挑むということの意味を」

　蓮太郎は静かに構える。天てん童どう式しき戦せん闘とう術じゆつ『百ひやく載さい無む窮きゆうの構え』天地は永久無限の存在であることを意味する攻防一体の型。

「……安心しろ、正しく理解してんよ影胤。二度の敗北、味方は全ぜん滅めつ、援えん護ごは来ない──ああ願ってもない状況だクソ野郎！　戦せん闘とう開始ッ、これより貴き様さまを排除するッ！」

　それが開戦の合図だった。

　蓮太郎が歩み出ると、影胤が先に仕掛けた。なぎ払うように腕を振る。

「マキシマムペインッ！　──潰つぶれろおおおおおッ」

　青白いフィールドが扇状に膨ぼう張ちようし、恐ろしい勢いで蓮太郎に殺到する。

「──天童式戦闘術一の型三番ッ」

　パアンという炸さく裂れつ音おんが響ひびき、蓮太郎の腕わん部ぶ・疑似尺しやつ骨こつ神経に沿うように伸びたエキストラクターが黄金色の空から薬やつ莢きようを掴つかみだし、回転しながら蹴けりだされる。

「『轆ろく轤ろ鹿か伏ぶ鬼と』ッ」

　カートリッジ推進力により加速された蓮太郎の爆ばく速そくの拳こぶしが、迫り来る圧殺の壁に捻ひねり込まれ貫通。インパクト面が爆発し、双方が靴跡を引きながら吹き飛ばされる。

「マキシマムペインを破ったのか……ッ」

「それだけじゃねぇ！」

　不意に影胤が膝ひざを折り血を吐く。影胤は仮面の口の部分を拭ぬぐって、流れ出た血液を不思議そうに見た。

「パパァッ！」

「……フィールドがダメージを殺しきれなかった？　……クク、ハハハ、フハハハハハッ」

　影胤は爪つま先さき立ちで一回転しながら両手を広げた。

「楽しいッ、楽しいよ里見くん！　私は痛いッ、私は生きているッ。素晴らしきかな人生！　ハレルヤ！」

　小こ比ひ奈なが視界から消えたかと思うと、蓮れん太た郎ろうと延えん珠じゆの間に出現。耳元で悲鳴。「パパを、いじめるなああああッ！」

　小比奈はその場で小こ太だ刀ちを両手に持ったまま舞うように一回転。十メートルの距きよ離りをゼロにする踏み込みと斬ざん撃げきが神しん速そくで振るわれたことを除けばデタラメとも言える剣技だ。

　打ち合わされる剣けん戟げき音おん。驚きよう愕がくの表情を浮かべたのは、果たして小比奈だった。

　右の刀を延珠の靴の裏が、左の刀を蓮太郎の義手が防御して止めていた。

　蓮太郎の義眼の知覚増幅デバイスが敵の現在位置、移動速度などから予測移動方向を演算したのだ。

　鍔つば迫ぜり合あいながら蓮太郎は自由になる左の手でホルスターからＸＤをドロウ。

　だが、蓮太郎が引き金を絞り切る前に延珠の体当たり。思わず胃の中身を戻しそうになるほど強烈だが、転てん瞬しゆん蓮太郎のいた場所が爆ばく発はつしたように土煙が立ち上がりその意図を知る。桟さん橋ばしから影かげ胤たねのベレッタ拳けん銃じゆうの援えん護ご射撃である。
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　延珠は蓮太郎を抱えたまま海にジャンプ、係留してある貸しボートの上を文字通りウサギのように次々と跳び移っていく。それを猛もう追ついする銃弾は、延珠が飛び移った直後ボートを一瞬にして弾だん痕こんだらけにして沈没させる。

　蓮太郎は強烈なＧに振り回されながらも驚愕していた。一点支持しかできない二に挺ちよう撃ちフルオート射撃ともなれば敵が五メートル以内にいなければ使い物にならないレベルだ。視認すら難しい延えん珠じゆの動きを追つい尾びしながら反動をコントロールしている時点で尋常ならざる事態である。

　延珠は大きく跳んで埠ふ頭とうの倉庫街を見定め、蓮れん太た郎ろうの肩を二回叩たたく。放すぞ、という合図。一秒もせず、もはや慣れ親しんだ浮遊感。今度は五メートルほどなので右足から落ちて落下衝しよう撃げきを殺しつつ、素早く近場のコンテナの影に身を隠す。それを一動作のうちに終え、首を巡らせて自分の落下した場所を仔し細さいに眺ながめる。放置された重機や等間隔に置かれた金属製の貨物コンテナ。当然、未踏査領域に人間の姿などあるわけがないので重機もコンテナも潮風の洗礼を受けて錆さびだらけだ。

　蓮太郎はコンテナを背に銃を構え大きく息を吸い、吐く。コンテナの影から飛び出しざま生なま身みの影かげ胤たねめがけてＸＤで応射。鋭い反動が腕を蹴けり上げ、四〇口径のバラニウム弾を発射、空から薬やつ莢きようが地面を跳ねる。司令塔であるプロモーターを叩たたくのはタッグ戦での定じよう石せきである。

　だが蓮太郎は、三度驚きよう愕がくを味わう羽目になった。

　バギィンという破われ鐘がねを力の限り叩いたような異音がして、弾丸が消えた。いつの間にか影胤の傍そばに小こ比ひ奈なが現れていた。彼女の小太刀に弾丸が斬きり払われたことに気付くまで数秒かかった。

　足が震ふるえる。冗談じゃない。

　蓮太郎は撃ちまくる。それを嘲あざ笑うかのように快音と共に片っ端から弾丸が撃げき墜ついされる。体をコマのように回転させながら二刀で器用に銃弾を弾はじいていく姿はまるで舞踏の如ごとし。

　小比奈は剣を持ったままくるくる回り、やがて小首をかしげながらピタリと止まった。

「そんな、馬ば鹿かな……」

　背後の影胤は仮面を跳ね上げ、撃ち尽くした銃の片方を歯で咥くわえ、空いた手で悠ゆう然ぜんと弾倉を交換しながらこちらに向かって歩いてくる。仮面の奧には闇やみが蟠わだかまって目鼻立ちが見えない。潮風が燕えん尾び服ふくの長い尻尾しつぽをはためかせ、必要以上に影胤の体が大きく見える。彼はイマジナリーギミックを発動させた形跡すらない。

　延珠も顔を青ざめさせながら蓮太郎に寄り添う。蓮太郎は眼めをつぶり限界まで思考を回転させる。

「……延珠、一対一で影胤を倒すのに何秒かかる？」

　蓮太郎は正面を見ながら問うと、延珠がはっとして心配そうに蓮太郎を見たが、やがて正面を見据えて「十秒で倒すからな！」と言って爆ばく発はつするように突進する。モデル・ラビットの本領とも言うべき超加速。迎撃に小比奈が前に出てくるが、延珠はスライディングで小比奈の斬ざん撃げきをくぐると影胤目がけて突進する。

　小比奈も遅れて意図に気付き、痛恨の表情を浮かべるが、すぐに蓮太郎の方に突っ込んできた。

　裸の王将目がけて、互いの飛車が襲おそいかかる捨て身の構図である。こうなると、どちらのイニシエーターが相手を討ち取るかというスピード勝負になる。

　決して影かげ胤たねにとって延えん珠じゆは与くみしやすい相手でないはずだ。だがそれは蓮れん太た郎ろうにとっても例外ではない。

　小こ比ひ奈なは体を地面と並行にして弾丸のような速度で突っ込んでくる。義眼の演算装置がスパークし、目ま蓋ぶたの裏がチリチリと焼けるような痛み。かろうじて技の軌道が見える。

　上体を捻ひねって一の太た刀ちを躱かわし、下段を狙ねらった二の太刀にバラニウムの右みぎ拳けんを発動させる。

　──いまだ！

　炸さく裂れつ音おんが響ひびき、黄金色の空から薬やつ莢きようが回転しながら排出イジエクトされる。

　──天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型三番。

「『轆ろく轤ろ鹿か伏ぶ鬼と』ッ」

「斬ざんッ！」

　共に神しん速そくで振るわれた拳こぶしと小こ太だ刀ちが打ち合わされる。

　衝しよう撃げき波はで地面の埃ほこりが巻き上げられ、蓮太郎、小比奈共に靴を激しく擦こすりながらノックバック。先に硬直が解けたのは蓮太郎だった。間かん髪はつ容いれずに近づきながらＸＤで銃撃。直後に二刀を振り回し小比奈が四〇口径を切り伏せる甲かん高だかい鋼はがねの悲鳴が鳴り響く。

　蓮太郎は撃ちながら距きよ離りを詰める。だが両者の距離が三メートルを切っても、弾丸は一発たりとも二刀剣士にヒットしない。

　蓮太郎は焦しよう燥そうに駆られ、胴体ではなく頭部に照準して銃撃する。直後に激しい後悔に襲おそわれた。小比奈はその時を見計らっていたかのように首の動きだけで弾丸を回避し、懐ふところに潜もぐり込んできた。おびき寄せられたことに気付き、ゾワリと首筋の毛が逆さか立だつ。

　刀とう身しんが視認不可能な神速の刺し突とつ、義眼が焼けるような熱を持ち、超演算の開始。蓮太郎は勘だけで刺突を回避して、脇わきで挟はさみ込むように腕をロック。腰を落とし、小比奈の足を払い柔道の投げ技、はね腰に似た体勢に持ち込む。

　だが敵も然さるもの。一いつ瞬しゆんにして力ちから業わざで腕のロックを外はずし逃れるや、蓮太郎の背を蹴けり跳ちよう躍やくする。強引に引き抜かれた剣が蓮太郎の脇を浅く裂く。一飛びで五メートル近く飛ひ翔しようする矮わい躯くに眼めを疑う。

　だが彼女が見定めた落下位置を予測し、今度こそ蓮太郎は叫ぶ。

「上だ、延珠ッ！」

　影胤と一進一退の攻防を演じていた延珠は、慌あわててバック転でその場を飛び退のき大きく下がる。凄すさまじい勢いで上から降ってきた小比奈が延珠の居た位置を串くし刺ざしにする。

「哭なけソドミーッ、唄うたえゴスペルッ」

　回転ノコギリのような爆ばく音おんをまき散らしながら影胤の二に挺ちよう拳けん銃じゆうが火を噴く。延珠への追い打ちのうち一発が、後退していた延珠の左腕を捉とらえる。

「あぐっ」

　九ミリの弾丸が直撃した腕が筋反射で左上に跳ね上がる。

「延えん珠じゆッ、伏せろ！」

　ゼロコンマ秒でＸＤの弾倉交換。

　左手でシグマ拳けん銃じゆうをドロウし小こ比ひ奈なに、右手のＸＤを影かげ胤たねに向け、腕を交差させながら同時に引き金を引く──にわか仕込みの二に挺ちよう拳けん銃じゆう。直後に蓮れん太た郎ろうの両手が闇やみ夜よの中に花火の如ごとく銃口炎マズルフアイアをまき散らし、強烈な反動が両腕を蹴けりあげる。

　小比奈が踊りながら拳銃弾を刀で弾はじき、影胤が口の中で小さく何事か呟つぶやく。イマジナリーギミック発動の予備動作だと気付いたときには青白い燐りん光こうの壁が大だい音おん響きようと共に蓮太郎の撃つ弾丸を片っ端からあさっての方向に弾いたあとだった。

　左手のシグマが先に弾たま切ぎれし、銃ごと放棄。ポーチの中に入った強化スチール製の円筒缶のピンを歯で抜いて投とう擲てき。小比奈が委細構わず切り払おうとして、影胤が初めて大声を張り上げる。

「いかん小比奈、それはッ」

　──かかった。

　きっかり二秒後、小比奈の目の前でスチール缶が爆ばつ光こうをまき散らし闇を吹き飛ばす。

　特殊音響閃光弾フラツシユバン。

　百七十デシベル、二百万カンデラの爆音爆光。爆裂時の圧縮衝しよう撃げき波はは狭い室内であれば聴覚障害を起こすほど振動を発生させ、太陽光を凌しのぐフラッシュをまき散らす化学投擲弾である。

「ああああぁぁ！」

　小比奈が耳を押さえ苦く悶もんの叫びを上げながら身をよじる。影胤にも十分すぎるスタン効果。その隙すきを逃す延珠ではない。

　ウサギ足の少女があっという間に間ま合あいを詰め、左足で路面を踏みしめる。ミシリと地面が陥かん没ぼつする。

　小比奈は咄とつ嗟さに小こ太だ刀ちを交差させ身を守る。そこに蹴りが直撃。薄うす手での鋼板をもぶち抜く延珠の強烈無比な中段蹴りはバラニウムの小太刀を一本へし折りなおも威力は衰えず、埠ふ頭とうから小比奈を吹き飛ばし、水面みなもを津波の如く蹴り立てながら二十メートル近く進んで水没。

「蓮太郎！」

　言われるまでもなく蓮太郎もすでに走りだしていた。残る燕えん尾び服ふくの前に躍おどりでる。影かげ胤たねの銃口が蓮太郎を捉とらえるより先に、蓮太郎の脚部に仕込まれたカートリッジ底部をストライカーが撃発。疑似伏ふく在ざい神経に沿って配置されたエキストラクターが空から薬やつ莢きようを掴つかみだし排出イジエクト。爆発音と共に凄すさまじい速度で蓮太郎の足が跳ね上がり、なおかつ延珠が蓮太郎の蹴りにタイミングを合わせる。

　延珠とアイコンタクト。天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ二の型十四番──

「『隠いん禅ぜん・玄げん明めい窩か』ッ」

「ハアアアアアアアァァァッ」

　爆ばく速そくの二発の蹴けり。影かげ胤たねへのインパクトの瞬しゆん間かん、青白い燐りん光こうが阻はばみ、激突衝しよう撃げきであたりの大気を吹き飛ばす。影胤も埠頭から吹き飛ばし着水水没。さらに着水地点を見定めてＸＤで追い打ち射撃。たった三発撃ったところで弾たま切ぎれ。シンと静まりかえる夜に、そっとさざれ波が波打ち際ぎわで砕ける音が返ってきた。

　そこで初めて自分が喉のどを鳴らしながら短く何度も呼吸していることに気付いた。

　蓮れん太た郎ろうは両手で銃じゆう把はを固く握り込み、祈るようにして持った。徐々に呼吸が落ち着いていく。

「延えん珠じゆ」

　へたり込んでいる延珠の前でかがみ込み腕の傷を見る。蓮太郎は眉まゆをしかめた。

　延珠の傷は再生する様子もなく未いまだじくじくと血を流し続けている。バラニウムの弾はガストレアの傷の再生を阻そ害がいするが、それはガストレアウィルスの恩恵によって傷の再生を促すイニシエーターにとってもまったく変わらない。バラニウムの武器や弾丸の前では、彼女も一般の人間と変わらない脆ぜい弱じやく性せいをさらす。

　延珠が涙を浮かべながら口元をへの字に引き結んだ。

「だ、大丈夫だ！」

　ぽかりと延珠の頭部を叩たたく。

「痛いぞ！」

「大丈夫なもんかアホッ、無む茶ちやしやがって」

　延珠は水面みなもを見る。

「倒したのか？」

　蓮太郎は首を巡らせ埠ふ頭とうの先まで行き、黒い水面を睨にらむ。慎重にポーチからＸＤの予備弾倉を取りだして交換する。イマジナリーギミックを破った手て応ごたえはなかったが、術者の内臓が破裂してもおかしくはない衝撃だったはずだ。死亡していなくとも戦せん闘とう不能には陥おちいったはず。

　──そう思っていたからこそ、突とつ如じよ水面から現れた腕に足首を掴つかまれた時、驚きよう愕がくが先行して咄とつ嗟さに反応できなかった。

　延珠の悲鳴は一いつ瞬しゆんで聞こえなくなった。恐ろしい力で水面に引きずり込まれ、眼や鼻などを問わず冷水と暗黒が入り込んでくる。ほんの数十センチ先に白はく貌ぼうの仮面を見て叫びだしそうになる。蓮太郎の足首を掴む彼の掌てのひらが燐りん光こうを放つ。蓮太郎は喘あえぎながら死にものぐるいで身をよじる。

　ＸＤを照準、ゼロ距きよ離り発射。影胤の肩に着弾するが、皮膚に食い込む指は蓮太郎を放さない。悪いことは重なる。ＸＤの空から薬やつ莢きようが水中下で上う手まく排出されずスライド部に噛かまれ作動不良ジヤム。

　進退きわまり義ぎ肢し内部のカートリッジを暴発同然に撃発。水中で小爆発が巻き起こり、視界が白い気泡で満たされたと思うや蓮太郎自身も吹き飛ばされる。手足がもがれんばかりの衝撃に眼めを開けていられない。直後に不可思議な浮遊感。上下の感覚を喪失したまま無ぶ様ざまに手足を振る。受け身も取れずいきなり固い物体に背中からぶつかり、激痛に肺から空気が絞り出される。なにが起こったのか理解が追いつかない。

　サァァァという雨音がして肌を雨う滴てきが叩たたく。震ふるえる目ま蓋ぶたをこじ開けると、そこには憎たらしいくらいに澄すみ切った星空が広がっている。

　蓮れん太た郎ろうは小型の漁船の甲かん板ぱんの上で仰ぎよう臥がしていた。おそらく蓮太郎が手足のカートリッジを同時に暴発させた反作用で水面みなもから飛び出し、運良く漁船に打ち上げられたらしい。雨だと思っていたものは、自分と一緒に巻き上げられた水しぶきだ。

　甲板に両手をついて体を起こすと飲んだ海水を吐き出し、袖そで口ぐちで口元を拭ぬぐう。服が水を吸って重い上に、衣服が肌に張り付いて気持ち悪い。一体影かげ胤たねはどこに。

　突然視界ががくんと傾かしぐ。膝ひざがくずおれたのかと思ったが、両足の靴の裏は甲板を踏んでいる。

　その時、ゾクリと背筋を悪お寒かんがこみ上げてきた。二メートルほど先にも漁船が係留してあるのを見み咎とがめて、蓮太郎はふらつきながら助走をつけて走り幅跳びの要領で跳ちよう躍やく。直感がここにいてはいけないと叫んでいた。

　蓮太郎の靴のかかとが黒い海を飛び越え、再び甲板を捉とらえる。果たして、眼めを疑う光景が飛び込んできた。

　海面にさざ波が立つと、それは押し広げられながら真っ二つに割れていき、ついには轟ごう々ごうとうなりを上げる長大な二つの滝になった。

　海かい抜ばつマイナス八メートルほどのところに海かい藻そうや苔こけむした廃タイヤなどが見える。たったいま蓮太郎が乗っていた漁船は、憐あわれ真まっ逆さかさまに落下し、悲しい音をあげて船首がひしゃげた。

　蓮太郎は怖おぞ気けを振るいながら二の腕を擦こする。

　そして海底には燕えん尾び服ふくと黒ワンピースのペアが寄り添いこちらを見上げていた。ダメージはある。小こ比ひ奈なの小こ太だ刀ちは一本折れており、影胤は肩に着弾、サイケデリック・ゴスペルを失っている──しかし、戦せん闘とう不能には程遠い。彼らの細められた瞳ひとみの中には、明らかな戦闘継続の意志。闘とう志しの炎。これが超高位序列者。

　蓮太郎はＸＤを取り落とし、あとずさりした。斥せき力りよくフィールドで海を割った事実を脳が受け入れられない。

「なにをしてる蓮太郎！」

　いつの間にか傍そばにいた蓮太郎の腕を取り、延えん珠じゆが跳ちよう躍やく。湾わんに停泊している一番大きな客船の甲板に着地する。元はカフェラウンジかなにかだったのだろう、パラソル付きのテーブルセットが数卓並んでいる。

　すぐに小比奈に肩を預けながら影胤もステージに跳躍してくる。

　影胤の仮面の奧から憎ぞう悪おが覗のぞいていた。腕を前方にぴんと伸ばし拳こぶしを握る。

「なぜ私の邪じや魔まをするッ！　なぜだッ！　我々新人類創造計画は殺すために作られた。モノリスが崩ほう壊かいし、ガストレア戦争が再開すれば、我々はその存在意義を証明される。憎しみは消えない。戦争は終わらない。私たちは必要とされるッ！　わからないか里さと見みくん？　ガストレア戦争が継続している世界こそが我々新人類創造計画の兵士にとっての勝利なのだよ」

　蓮れん太た郎ろうは頭をハンマーでぶん殴られたような衝しよう撃げきを受けた。

「まさか貴き様さまッ！　……そのためだけに……？」

「だとしたらなんだというのだッ。人類が絶ぜつ滅めつすることなど些さ細さいな問題にすぎない。我々は戦っていなければ誰だれも必要としてくれない。さあ戦争を！　もっと闘とう争そうをッ！　これは私の私による私のための戦争だ。誰にも邪じや魔まはさせない」

「夥おびただしい量の血をすすっておいて、まだ殺さつ戮りくを求めんのかッ？」

「これは壮大な実験なのだよ！　私に易やす々やすと殺されるような人間はどのみち私の理想郷の中では生き残れなどしない。君のイニシエーターが『呪のろわれた子供たち』だと露ろ見けんした時の周りの反応はどうだった？　祝福されたか？　鳴りやまぬ歓声に心を洗われたか？　歓喜のうちに胸に抱き留められたか？　そんなことはあり得ない。私は選ばれた。小こ比ひ奈なも選ばれた。君たちも選ばれた。君ならば私の思想が理解できるはずだ。さあ里見蓮太郎、君の欲するすべてを与えてやる。私と共に来い！」

「ザケンじゃねぇよクソ野郎ッ！　貴様の語る未来ッ、断じて許きよ容ようできねぇ！」

「ならば、死ねええええッ」

　影かげ胤たねが銃口をこちらに向けるのを見て、延えん珠じゆが突っ込む。迎撃に出た小比奈はその動きを完全に先読みしていた。横よこなぎに振るわれた小こ太だ刀ちを延珠の靴の裏が受け止めるや、小比奈はそのまま肩で体当たり。一本足で重心を保っていた延珠は容易に体勢を崩くずされる。小比奈が延珠の足を掴つかみ、そのままジャイアントスイングの要領で振り回すと、蓮太郎目がけて延珠を投げつけてきた。直後、影胤が拳銃をこちらに照準するのが見え、蓮太郎ははっとする。

　バラニウム弾はマズイ。延珠を受け止めながら、蓮太郎は体を半回転させる。

「哭なけソドミー！」

　直後に九ミリバラニウム弾の嵐あらしが蓮太郎の背中に殺到し、電撃を喰くらったように体が躍おどる。

「蓮太郎！」

　激痛に歯を食いしばる。生きている、即死は免れた。蓮太郎は腰に手を伸ばし鈴なりに連結されたプラスチック製の注射器を取りだす。口でキャップを取り吐き出すと、腹に突き立て薬液を注入。

『出来れば使うなよ』菫すみれの声が脳裏に響ひびいた。

　ばくんと大きく心臓が跳ねる。全身が猛もう烈れつな熱を持ち、四し肢しが拡張していくような錯さつ覚かく。肉が焼けるような音と共に蓮太郎の体が傷が再生していき、めり込んだ銃弾が体外に押し出される。

　ＡＧＶ試験薬。ガストレア研究中に菫が作り上げた、人間の再生能力を瞬しゆん間かん的てきに飛ひ躍やくさせる薬である。この劇的な作用は、バラニウムの再生阻そ害がいをも上回る。

　二〇％という超高確率で被験者がガストレア化するという副作用がなければ、今いま頃ごろ菫すみれは教科書に名前が載るほどの有名人になっていただろう。

　果たして蓮れん太た郎ろうは賭かけに勝った。掌てのひらを開閉し腕を回す。身体からだに異常はない。ガストレア化の兆ちよう候こうも見られない。

　影かげ胤たねがフルオートベレッタを撃ちまくる。蓮太郎は腕を跳ね上げ頭部と心臓を守りながらも延えん珠じゆの盾たてとなる。再び肉を貫かれる強烈な衝しよう撃げきに全身から血が飛び散る。ほぼ全弾着弾するが、直後にめり込んだ銃弾が体外に排出される。

　蓮太郎は苦痛に顔をゆがめながらも内心ほくそ笑んだ。これさえあれば──。

　だが、その慢心は数秒と続かなかった。

　ガードを上げていたせいで影胤の接近に気付くのが遅れる。後衛が接近戦？　どうして？

　トンと、ことさらにゆっくりと蓮太郎の脇わき腹ばらに影胤の掌てのひらが置かれた。

「──終わりだ、我が奥おう義ぎを見せよう」

　影胤の声が頭ず蓋がいの奧から聞こえてきた。

「『エンドレス・スクリーム』」

　転てん瞬しゆん、爪つま先さきから頭頂部までを凄すさまじい衝撃が走り抜け、一瞬体が浮いた。

「え……？」

　斥せき力りよくフィールドが巨大な槍やり状じようになり、蓮太郎の腹を刺し貫いていた。

　勢いよく槍が引き抜かれ、よろけて数歩たたらを踏む。自分の右横腹がなくなっていた。大きなコンパスで引いたような円が蓮太郎の体を綺き麗れいに切り取っている。肋ろつ骨こつの断面が見え臓器が覗のぞいている。蓮太郎は恐る恐る自分の手で腹の部分に手を当てる。思いだしたように血が噴きだし、臓器や腸がこぼれてくる。

「そ、ん……な……」

　蓮太郎は喀かつ血けつし膝ひざを崩くずす。首を巡らせ、両手で口元を覆おおう延珠を見てから、次いで冷めた瞳ひとみでこちらを見下ろす蛭ひる子こ影胤に、縋すがるように手を伸ばす。影胤は胸の前で十字を切った。

「君の、負けだ」

　地面が迫ってきたと思ったときには蓮太郎は前のめりに倒れていた。甲かん板ぱんを血の染しみが蚕さん食しよくしていく。血ち溜だまりには蓮太郎の死し相そうが映りこんだ。手足が勝手にびくびくと痙けい攣れんする。

　いつまで待っても肉体の損傷は再生されない。ＡＧＶ試験薬の薬効をしても、ここまで巨大な傷には対処しきれないらしい。痛みに耐えかねた蓮太郎の細胞は早々に宿やど主ぬしを見放した。

　闇やみが四よ方もから迫り、とてつもない孤独が押し寄せてきた。

　延珠が懸けん命めいに自分の体を揺すっている。瞳から滂ぼう沱だと涙を流しながら何事か蓮太郎に叫んでいる。なにを言ってるのか聞こえない。

　と、顔を上げた延珠の顎あごを小こ比ひ奈なが蹴け飛とばす。ラウンジのテーブルをパラソルごと巻き込んで派手に転倒。影胤が延珠の頭部を狙ねらって銃をサイティングし、口の中で小さくなにか唱となえた。

　延えん珠じゆを殺すつもりなのか。もう戦意を喪失した延珠を。

　延珠は自分の身など顧かえりみず、蓮れん太た郎ろうに向かって手を伸ばした。

　胸が抉えぐられるような痛み。

「　　　　　ッ！」

　聞こえない。延珠の声が聞こえない。傷から冷たい死しに神がみの手が入り込んでくるのがわかる。

「　　　　　　　　　ッ！」

　意識が分解され、深い闇やみの中に沈んでいく。目ま蓋ぶたが重くて震ふるえる。

　嗚お咽えつ混じりの延珠の声が、突とつ如じよ鼓こ膜まくに流し込まれたかのように響ひびいた。




「──死なないでよぉ、蓮太郎ぉッ。まだ、何も始まってない。なのに──妾わらわを一人にしないで」




　──ばくん、と心臓が跳ね、カッと眼めを見開く。

　右手が閃ひらめき、残り四本のＡＧＶ試験薬を指の股またで挟はさむや口でキャップを抜くとまとめて腹部に突き立てる。

　みしりと音がして蓮太郎の胸郭が一いつ瞬しゆん大きく膨ふくれあがり、次いで全身の骨が異様な音を立てながら鳴る。体が痙けい攣れんし沸騰し、なにかが這はい回るような悪お寒かん。腹に空いた穴がぼこりと音を立て、そして──延珠をして驚きよう愕がくするほどの再生が始まった。

　血がこぼれ、肉が盛り上がり、腸が垂たれ、神経が結合し、体温が失われ、骨が再構成され、細胞が死し滅めつしながら再生する。

　蓮太郎の体内は恐ろしい速度で死に、凄すさまじい勢いで生き返る陰いん陽よう相そう克こくせし坩堝るつぼと化す。内臓を掻かき回されているかの如ごとき激痛に、蓮太郎はのたうちながらデタラメに甲かん板ぱんに頭を打ちつける。そして──

「ッヅ、──あああああああああああああああああああああああッッッ[image: ]」

　蓮太郎は天に向かって絶叫しながら立ち上がる。下に溜たまった血で滑すべりそうになり何歩かたたらを踏む。視界が上下に激しくゆがみ、しこたま酔っぱらったみたいな遠近感の崩ほう壊かいした世界。だが斃たおすべき死神の姿はまだ見える。

　体が熱い、燃えるようだ。激しい吐き気と頭痛、悪お心しん。どうして立てるのか蓮太郎自身不思議でならない。

　しかし、まだ手が動く、足が動く、生きている。

　影かげ胤たねは小さく口を開けたまま凍り付いた。

「里さと見みくん、君は一体……」

　蓮太郎は凶眼で天敵を見据え、構える。天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ『水すい天てん一いつ碧ぺきの構え』。澄すみ切った海と空は一ひと続つづきの青になって境界を作らない。防御を顧みない攻撃特化の型。

　蓮れん太た郎ろうは熱い吐息を吐くと、白く棚たな引びいて風に流れた。瞳ひとみを閉じゆっくり開ける。

　直後に地を蹴ける。足から炸さく裂れつ音おんが鳴り響ひびき、空から薬やつ莢きようがイジェクト。脚部可動型スラスターを後方に向け推進力を足の裏から噴射。体がバラバラになりそうな痛みを堪こらえ、一いつ瞬しゆんで敵の前に躍おどり出る。硬直が解けた小こ比ひ奈ながすかさず飛び出す。

「斬ざんッ！」

「どけよ」

　渾こん身しんの力で振り下ろされる刃やいばに蓮太郎は右腕で応じる。炸裂音と同時に腕から三発の空薬莢が同時に飛び出し、強い火薬のにおいが鼻び孔こうに届く。小比奈の眦まなじりが裂けんばかりに見開かれる。

　天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型八番『焔ほむら火か扇せん・三点撃バースト』

　再び正面から激突した拳こぶしと小こ太だ刀ち。凄すさまじい衝しよう撃げき波はが全身を貫く。

　超バラニウムの拳は残り一本の小太刀を粉々に破は壊かいすると、小比奈を紙くずのように吹き飛ばす。甲かん板ぱんをバウンドし操そう舵だ室しつの壁を砕きながら室内の計器類に激突、小比奈は脳のう震しん盪とうを引き起こし壁に縫われたままスタン。

　立ち止まらず、脚部に撃発し、吹き飛ばされるような衝撃と共に再加速。直後に雨あられと降り注いだ銃弾をくぐり抜け突進する。

　影かげ胤たねは燕えん尾び服ふくの裾すそをはためかせながら腰を落とす。

「エンドレスッ──」

「天童式戦闘術一の型十五番ッ──」

　影胤が振り返り銃を捨てると、右腕を後ろに引き絞り槍やりの構え、ほぼ同時に蓮太郎の腕から空薬莢が飛び出し、脅きよう威い的てきな速度で下からすくい上げるようなアッパーを放つ。

「──スクリイイイイイイムッ！」

「──『雲う嶺ね毘び湖こ鯉鮒りゆう』ッ！」

　直後に燐りん光こうの槍が蓮太郎の拳けん打だとぶつかり落らく雷らいのような轟ごう音おんを夜空にまき散らす。

　無む双そうの硬度を持つ剛ごう拳けんと、対戦車ライフルの弾丸をも弾はじく青白い槍が激突し、周囲を真昼のように染め上げる。

　歯を食いしばり、踏みしめた足が甲かん板ぱんごと沈み込む。あたりの甲板の板いた子ごが衝撃波で剥はがれ飛ぶ。口の中にアドレナリンの苦い味。

　超絶の槍にじわじわ腕が押し戻され全身に冷や汗を掻かく。

「ハアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　蓮太郎は絶叫しながら、密着状態から腕に仕込まれた薬莢を連続で炸裂させる。一発目で槍を押し込み、二発目ではっきりとわかるほど腕が光の槍にねじ込まれる。

　三発目──ふと腕が前方に強く押し込まれる感触。耳を聾ろうするほどの破裂音と共に超音速で振るわれたアッパーが槍ごと影胤の体を上空十メートルに打ち上げる。影胤は何が起こったのかわからないような顔をしている。

　蓮れん太た郎ろうは跳ちよう躍やくし、スラスターの角度を後方に変え撃発。影かげ胤たねと同じ高度まで跳躍し、頂上で体を半回転、頭を下にしながら脚部の残り薬やつ莢きようをまとめて撃発させる。

「天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ二の型十一番──」

　束つかの間ま、すべての物事がゆっくりと流れた。

　回転しながら弾はじきだされ、シャワーのように上空から降ふり注そそぐ黄金色の空から薬やつ莢きようがスローモーションで視界に映じる。降り注ぐ空薬莢のシャワーの中、影胤と眼めが合った。彼は諦あきらめたように小さくしゃがれた声を出した。

「そうか……私は君に、負けた、のか────」

　ヒュオッという風の音が耳から抜けていき、時間の流れが戻る。

　乾けん坤こん一いつ擲てき。

「『隠いん禅ぜん・哭こく汀てい・全弾撃発アンリミテツド・バースト』ッ！　──────墜おちろよッ！」

　オーバーヘッドキックの要領で振るわれた天地を逆さかさにしての断罪の蹴けり。超バラニウムのつま先は、影胤のフィールドを突き破り、胸部の肺を潰つぶし、肋ろつ骨こつ数本をまとめて叩たたき折り吹き飛ばす。影胤の体は、水切り石のように凄すさまじい速度で海面をバウンドし、湾に停泊していた小舟二つを貫通、百メートル以上先まで吹き飛び、あたりに津波のような水みず柱ばしらを生みながら沈んだ。

　蓮太郎も自身で放った蹴りの威力を殺しきれず、空中でくるくると空回りしながら落下すると、地面に背中から激しく打ち付けられうめく。直後に跳ね起き、海中を油断なく観察する。

　十秒経たち、二十秒経つ。大口径薬莢の連続撃発で義ぎ肢しから陽炎かげろうが立ち上っていた。敵は沈んだままだ。

　ゆっくりと息を吐くと、延えん珠じゆの方を振り返り笑って見せた。

「よっしゃあ勝ったぜ延珠、イヤッホウ！」

　延珠は大きく口を開け、ポカーンとしていた。

　蓮太郎は頭を掻かく。まあ、驚おどろくよな。

「そんな……パパァ、パパァァァ」

　声のした方に首を巡らせると、膝ひざをつき絶望の表情を浮かべている小こ比ひ奈ながいた。

　延珠が複雑そうに蓮太郎を見上げた。蓮太郎は小さく首を振る。

「彼女はもう敵じゃない」

　その時胸ポケットが震ふるえ、無味乾燥な電子音が響ひびく。

『生きてるみたいね、里さと見みくん』

　声だけで誰だれかわかった。優しくも自信に満ちあふれた、たおやかな声が携帯電話から聞こえてきて、ふいに熱い涙が誘われる。

「終わったよ。約束通り勝ったぜ木き更さらさん」

『見てた。でも君に一つ、悪いニュースを伝えなきゃいけないわ』

「悪いニュース……？」

　木き更さらはいつになく暗い声を出した。

『落ち着いて聞いてね──ステージⅤのガストレアが姿を現したわ』

「え？」

　蓮れん太た郎ろうは小さく疑問符を返した。実感がまったく伴わず、言葉が頭を上うわ滑すべりしていく。

　もう、東京エリアは終わったのだ。みんな殺される。誰だれ一人助からない。




　　　　２




　木更はこれはほぼ現在進行形の話だと付け加えた。

　話によると影かげ胤たねペアの撃破にＪＮＳＣ会議室が沸き返るのとほぼ同時に、ステージⅤ出現の報が知らされ、全員が顔色をなくした。

　東京湾に侵入した規格外のサイズのガストレアの頭が見えた瞬しゆん間かん、ミサイルと毒ガス弾、魚ぎよ雷らいなどが発射されたがミサイルや魚雷は軽微な損傷を与えただけで、一瞬の後には再生。毒ガスには地上最悪のＶＸガスが使われたが、ガスを取り込んだガストレアウィルスが瞬またたく間まに成分を分解・分析し、耐性を付与するに留とどまった。頼みのバラニウム徹てつ甲こう弾だんはガストレアの装そう殻かくが硬すぎて弾はじかれる。

　会議室の人間はパニックに陥おちいっている、木更はそう締めくくった。

　蓮太郎は港から遠く東京湾の地平線を眺ながめた。確かに夜中に明かりと小さく爆ばく音おんのようなものが聞こえる。もう戦せん闘とうは始まっている。

　話しぶりから察すると、どういうわけか木更もＪＮＳＣのシチュエーションルームに招かれているらしい。

　さきほどから、木更の後ろから半狂乱になって喚わめく声が聞こえ、怒ど号ごうめいたやりとりがひっきりなしに交わされている。逃げ出す者がでるのも時間の問題かもしれない。

「全部、お終しまいなのか？　もう、東京エリアは助からねぇのかよ？」

　蓮太郎はぎゅっと目をつぶり祈るようにして彼女の答えを待った。

　やがて彼女はいつも通り凜りんと声を張った。

『諦あきらめるのは早いわ。たったいま私の考えた作戦が物理的に可能か聖せい天てん子し様さまに聞いてみたら、聖天子様は「おそらく出来る」と仰おつしやったわ』

「残されてる……？　ど、どうやるんだッ」

『君と延えん珠じゆちゃんの姿はこちらからも見えてるわ。答えは君から見て南東方向にある』

　言われて、首を巡らせる。そして彼女の意図を悟り、愕がく然ぜんとした。

　まさか……無理だ木更さん。出来っこない。

　一．五キロにもわたる並行に渡された二本のレールは、仰ぎよう角かく七十度ほどで天を貫き、薄うすくかかった雲の中に伸びている。ここからでは雲が邪じや魔まして先端が見通せない。

　ガストレア大戦期末期の遺物──完成はしたが、ついに一度の試運転もないまま陣地放棄を余よ儀ぎなくされ、敗戦の日を見守ることになった超巨大兵器。

　通称『天あまの梯はし子ご』

　またの名を線形超電磁投射装置──直径八百ミリ以下の金属飛ひ翔しよう体たいを亜光速まで加速して撃ちだすことの出来る、レールガンモジュールだ。

『あなたたち二人が目標地点に一番近いわ。時間がないの、君がやるのよ、里さと見みくん』




　施設の電灯は、蓮太郎たちが近づく頃ころに突然一斉に点灯した。

　本土側の送電網を通じて通算十年ぶりに電源を入れたらしい。

　極太の送電ケーブルは厳重にシールドされ地下に埋まい設せつされていたため、地上を荒らし回ったガストレアの被害を受けることなく十年経たったいまも稼働に耐える。

　施設は小高い山の頂いただきに据えられており周囲には深い森が広がっている。

　忍しのび返がえしがついた真っ白い施設の外周壁は、全身で拒絶を示すように厳然とそびえていたが、残念ながら、ウサギ因子を持った少女の跳ちよう躍やく力りよくのことまでは考こう慮りよされていない。

　延えん珠じゆに負おぶられてあっという間に飛び越えて中に入る。

　空中から一いつ瞬しゆん施設の全容が見えた。いくつもの支柱に支えられ巨大な天の梯子基き部ぶと、その横に直径百メートルはあろうかという円形の物体──おそらく電力貯蔵に関するなにかだろう──が連結されている。

　だが、見み栄ばえするレールガンモジュールに比べて隣りん接せつする研究施設は、蓮れん太た郎ろうの通う勾まが田た高こう校こうの校舎ほどの大きさもない。

　携帯電話に送信されてきた施設内の地図を見ると、ほどなくして謎なぞは解けた。

　施設はアリの巣状に地下に伸びていて、地表に顔を出している建物はほんの氷山の一角にすぎないらしい。

『里見くん、急いで』

　蓮太郎は延珠と並んで施設内を疾しつ走そうする。ゲリラによる占拠などを嫌ってか、内部はややこしく入り組んでいた。

　目的の部屋は地下の二階にあった。蓮太郎は地図と木き更さらの誘導に従い中央電算室まで息を急せき切らせて辿たどり着く。

　ドーム状の中は広く取られ、各所にパソコンなどがセットされている。正面に角度のついた巨大なＥＬパネルが展開されており、驚おどろいたことに十年放置されていたのに埃ほこりすら堆たい積せきしていない。

　蓮太郎は中央のコントロールパネルに体当たりするように飛びつくと、外部接続端子を引き延ばし、携帯電話に繋つなぐ。途と端たんに二十桁けたのパスワードを求められ焦あせるが、電話越しに聞こえる透明な木き更さらの声にわずかな淀よどみもない。

　木更の後ろでかすかに他の人間の声がする。どうやらこのどさくさで木更が作戦責任者にされているらしい。とすると横で聖せい天てん子し一同が控えて木更に情報を流しているのかもしれない。

　苦もなくパスワードが通ると、緑色のバーが伸びていき、リンクが完了。施設と本部との間で送受信が始まる。

『……地下に埋まい設せつされた無人変電所からの電力供給は異常なし、送電網にも異常は見られない。液体ヘリウム保存用のデュワー瓶も異常なし。いけるわ。発射シークエンスはすべてこっちで行います』

　向こうで施設の状態を把は握あくしている間、蓮れん太た郎ろうはそわそわと落ち着かなかった。

　木更の声が遠い。おまけに本部への送信用のバーの伸びも悪い。最初はデータが重いのかと思ったが、どうも電波状況の問題らしい。しかしなぜだ、衛星を介した電話に圏外はないので、データのやりとりが重くなる理由が見つからない。

　嫌いやな予感がした。いま木更との連絡が絶たれたら一巻の終わりだ。

　そうこうしているうちに施設内にアラートランプが灯ともり女性の合成音声が響ひびき渡った。

『これより線形超電磁投射装置の起動を開始します。超伝導フライホイール電力貯蔵システムのインターロック部にいる職員は至急避ひ難なんしてください。シークエンス、フェイズ１に移行。これよりエネルギーの充じゆう填てんを開始しします』

　パネル右端にサークル状のインジケーターが表示され、充填率が表示される。

　触れてもいないのにタッチパネル式の画面がめまぐるしい速度でタップ、フリックされていく。本部で遠隔操作されているのだ。

　コンパネに格納されていた操そう縦じゆう桿かんのようなものがにゅっといきなり屹きつ立りつしたかと思うと、見えざる手でぐっと手前に引いたり、押したりといった動作がなされる。リズミカルに行われる動作はまるで車のギアチェンジのようだ。

　蓮太郎は唾つばを飲んだ。木更の電話越しにいる人間たちの熱気を肌で感じて、今さらながらにこれが嘘うそでも冗談でもなく、いま現在起きつつある東京エリア破は滅めつの瀬せ戸と際ぎわなのだと悟った。

　突とつ如じよ地をどよもすような衝しよう撃げきが蓮太郎と延えん珠じゆの足下を襲おそい、その場でたたらを踏む。

　正面パネルの切り替わった映像を見ると、仰ぎよう角かく七十度で固定されていた『天あまの梯はし子ご』基き部ぶがゴウンゴウンと音を立てながらゆっくりと動きだしていた。

　だがその動きはその場で足踏みしたくなるほどに遅い。

　やがてほぼ地面に水平な距きよ離りを保つと、左右の長大なレール下部に取り付けられた三脚トライポツド計六つの『足』が凄すさまじい速度で地面に打ち下ろされ、大地を深く抉えぐり、小山を一つ切り崩くずしながらストップ。射撃反動に備えるために爪つめを打ち込んだのだ。

『モードをオンラインに切り替え、衛星と情報をリンク。〝ＣＹＣＬＯＰＳサイクロプス〟システム起動。主モニタに目標を映しだします』

　ほどなくして三面パネルの正面が切り替わり、そこにズームされた画像に映っているものを見て蓮れん太た郎ろうは思わず目を逸そらしそうになった。

　一体何万種類の生き物の遺伝子をその身に取り込んだのだろうか。

　黒茶けたひび割れた肌は疱ほう瘡そうにかかったようにイボだらけになり、そこから突起状の物体が生はえている。計八本の逆トゲの生えた鎌かま状じようの異い形ぎようの物体が首、頭、右みぎ眼めと場所を選ばず体を突き破って伸びている。

　頭部は異常なまでに肥大しており、クチバシ状の湾曲した物体が口元ににゅっと突きだしている。残った左眼は悲しいほどに小さい。

　二足歩行で歩くおぞましい姿の巨人が映し出された。

　縮尺から言って四百メートル近い大きさがあるだろう。海をかき分け進みながら、夜天を切り裂いて飛ひ翔しようするミサイルを鎌状の触しよく手しゆを使ってうるさげに払いのける。爆ばく炎えんがまき散らされ、周囲の海水が蒸発。しかし、ダメージらしいダメージが見られない。

　モニターを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた延えん珠じゆが、青白い顔でこちらを振り返った。

「れ、蓮太郎、あれが？」

「……ステージⅤ、またの名をゾディアックガストレア・スコーピオン。十年前、世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにした奴やつ等らのうちの一体だ……」

　元々は米国防総省と日本政府がつけた個体識別用のコードネームだったが、いつしか人じん口こうに膾かい炙しやし、現在では奴等の名前と化している。

　蓮太郎は拳こぶしを固く握りしめ、おぞましい死の御み使つかいを眺めた。

　海を泳ぐクジラは陸に打ち上げられると、自身の重みで潰つぶれて死んでしまう。クジラの何倍もある巨きよ躯くならば言わずもがな、である。

　にわかには信じ難い光景だ。あの自重を支えて動ける体に作り替えられたガストレアの硬度とは、一体いかほどのものなのだろうか。地球上に存在するすべての物質よりも硬いのではないか。

　あれでは、既存の兵器で殺すことなどできるはずがない。

　スコーピオンは不意に立ち止まると、全身に生えた触しよく手しゆをピンと垂直に立て、天空にその巨大なクチバシを向けた。蓮太郎は次の瞬しゆん間かん、この施設に集音装置がついていることを呪のろった。

「ヒュオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォ[image: ]」

　日本中の大気が怪物の絶叫により揺さぶられたかのような大だい音おん響きよう。ビリビリと地鳴りのような振動が施設全体を揺すり上げ、ブワッと全身から脂あぶら汗あせが噴きだした。

　その咆ほう吼こうには、怒りがこもっていた。

　カタカタと歯の根が鳴る。悲鳴をあげる暇すらなかった。

『聞いてるの？　ぼけっとしないで里さと見みくん！』

　木き更さらの一いつ喝かつではっと我に返る。木更の声にも、拭ぬぐいがたい焦あせりと苛いら立だちが混じっている。

『里さと見みくん、落ち着いて聞いて。まずいことになったわ。チャンバー部にバラニウム徹てつ甲こう弾だんが装そう填てんされていないの』

「ど、どういうことだよ？」

『そのレールガンには打ちだす弾丸となるものがないの！　つまりそのままじゃ……使…………ない。だ……分で……保、して』

　急に木き更さらの声が聞き取れなくなるほど遠くなる。わけもわからぬまま携帯電話を強く耳に押し当てる。

「木更さん？　木更さんッ？　どうしたんだよオイ！　木更さん」

　左右を見渡してからふとコンパネに飛びつき画面を凝ぎよう視しする。顔からさっと血の気が引く音がした。先ほどから絶えず無線でデータをやりとりしていたインジケーターバーが、ピタリと止まっている。データの送受信が停止しているのだ。

『いま、こっちの遠隔入力を受け付けない……きっと超伝ど……磁場の影響…………あとは君がや……、里見く…………』

　切れ切れながらも意味を拾うことが出来た。蓮れん太た郎ろうはすがりつくように携帯電話を握りしめ叫ぶ。

「木更さん！　木更さん嫌いやだ！　やめろやめてくれ！　俺おれじゃ駄目なんだ。俺を一人にしないでくれ！」

『里見く…………世界を…………を……頼…………………願い…』

　ブツンと音を立てて、通話が途絶える。蓮太郎は信じられないような瞳ひとみで携帯電話を眺ながめた。

　途と端たんに寒気が蓮太郎を包み込む。だが最悪の事態はこれだけでは終わらなかった。

　突とつ如じよけたたましいアラート音が鳴り響ひびき、顔を上げると、左パネルに映ったステータス画面が怒り狂ったように真まっ赤かになっている。

『電力貯蔵システムの冷却剤流出を確認。速やかに実じつ験けんを停止してください。繰り返します。電力──』その上に合成音声が被かぶさる。『射撃管制装置〝ＵアＮンＴタＡツＣク〟が起動しません。再起動をかけるか実験を中止してください』『レールガン発射角度、水平点より＋一度。エネルギー充じゆう填てん率八八％』

　無理矢理深呼吸して気分を落ち着けようとする。絶対にここで中止したりするわけにはいかない。冷却剤流出とやらがどこまで発射に影えい響きようがあるのかはわからないが、ステータス画面を見るに流出速度は微々たるもの。おそらく、一度だけなら撃てる。

　しかし同時に理解していた。

　──これを外はずしたら後がない。

　覚悟を決めろ。

　固く握っていた拳こぶしをゆっくり開き、五ご指しが動くことを確認する。

　蓮太郎は右の黒い義手を正面に真まっ直すぐに伸ばし、指の部分をヤジリをイメージしてぎゅっとすぼめる。

　左手で上じよう腕わん骨こつの裏、本来なら上腕三さん頭とう筋きんが覆おおっているあたりを探り、首しゆ尾び良くボタンを探り当てると、それを押し込んだまま腕を反時計回りに回転させ、そのまま『右腕を引き抜く』。連結部がぱしんと音を立てて外はずれ、蓮れん太た郎ろうの右手が肘ひじの先から取れた。

　断面部にある神経接続端子や断熱材、ショックアブソーバーなどを、蓮太郎はしばらくの間見つめていた。

　やがてコンパネから遥はるか横手、チャンバー部に繋つながるユニバーサルボルトを引き開ける。蓮太郎はたったいま取り外した自分の右腕をセットして閉鎖ボタンを押す。チャンバー部に右腕が送り込まれ、ロックされる。

「蓮太郎、まさかお主ぬし」

「ああ、俺おれの右手を弾丸に使う。超バラニウムなら問題ないはずだ」

　蓮太郎の思いを裏書きするように、コンピュータによる成分分析の結果が表示される。この素材ならば、光速の約五％まで耐えられるという内容だった。

『射撃管制装置依然応答なし。手動トリガーコントロールシステムを起こします。エネルギー充填率一〇〇％──撃てます』

　コンパネからもう一本、操そう縦じゆう桿かんのようなものが起き上がる。スティックには拳けん銃じゆうの引き金のようなものがついているだけだった。蓮太郎はそれを、祈るように固く握り込む。

　インジケーターは一〇〇％を表示したまま明めい滅めつ。数十億テスラボルトもの強力なエネルギーの塊かたまりが出口を求め施設全体を震ふるわせる。

　自動で目標に当てるための射撃管制装置ＦＣＳが反応しないということはすなわち、蓮太郎が手動で目標に当てなければならないということ。

　──駄目だ。

　蓮太郎は目をぎゅっとつむる。

　房ぼう総そう半島にあるこの施設から東京湾の標的まで五十キロ近くある。

　一キロ先の敵に当てることが出来れば神かみ業わざと呼ばれる狙そ撃げきの世界で、標的が大きいとはいえ五十キロも先の目標にどうやって当てろと言うのだ。

　手動では──コンマ数％も当たる確率はないのだ。

　パネルには、いままさに東京湾に上陸しようとするスコーピオンに火線が殺到し、自衛隊との水みず際ぎわでの攻防が展開されている。

　その奧には夜よ目めにもわかる、東京を守る漆しつ黒こくの石版モノリス群が無言で佇ちよ立りつしている。

　その時、スコーピオンのひときわ長い触しよく手しゆ鎌がまが高速で振るわれ、湾岸に密集していた砲台とミサイルサイロをまとめてなぎ払う。濛もう々もうたる砂さ塵じんや岩石が舞い上がり、戦局が絶望的な状況に転がり始めたのを悟った。

　スコーピオンの憎ぞう悪おの雄お叫たけびを脳裏に再生し、壊こわれんばかりにスティックを握る手に力を込める。

　スティックを握る手の汗を服で拭ぬぐう。

　冷却剤損失アラートがうるさいほどに耳を刺す。まるで、早くしろ、早くしろと急せかすように。

　自分の喉のどから手て負おいの獣けもののような荒い吐息が聞こえ、歯を食いしばる。

　あの生き物に、東京エリアの土を踏ませるわけにはいかない。ここで止やめたら一体なんのために戦ってきたんだ！

　やれ！　やれ！　やるんだ里さと見み蓮れん太た郎ろう！




　──────────────────────────。




　指先が固まってしまったかのように動かない。

　蓮太郎はついにスティックにしがみついたまま、膝ひざからくずおれた。

[image: ]

「駄目だ…………やれない。俺おれは…………」

　──逃げだしたい。

　ふと、蓮太郎の手に小さな手が重ねられる。

　驚おどろいて隣となりを見ると、延えん珠じゆがいつになく優しい表情で蓮太郎を見つめていた。

「蓮れん太た郎ろう、妾わらわがいる」

　口の中はカラカラだった。目め頭がしらが熱くなり、顔を伏せ、延えん珠じゆを抱き寄せ壊こわれんばかりに手に力を込める。

「これを外はずしたら、俺おれたちは終わりだ」

「当たるに決まってる。蓮太郎なら当てる」

「無む茶ちや苦く茶ちや言うな、無理に決まってるだろ！　だいいち、試運転も経ないまま十年も眠っていた兵器などどうして信じられる？　一歩間違えば弾丸が東京エリアに逸それて未み曾ぞ有うの大だい災さい厄やくをもたらすかもしれない」

「でも、蓮太郎なら当てる」

「どうしておまえはいつも無責任にそんなこと言うんだ。俺は──」

　延珠は突然ぶつかりそうなほど顔を近づける。彼女は大きな瞳ひとみで蓮太郎を見据え唇くちびるを引き結ぶ。

「妾は一度として無責任になど言っていない。いつも思ってる。蓮太郎だけが世界を救える。他ほかの誰だれでもないッ、蓮太郎だけだ」

　蓮太郎はハッとして口元を押さえる。

　目を閉じ、一度大きく深呼吸して気分を落ち着ける。

「延珠……お前を、絶対に失いたくない」

　延珠は硬く強こわ張ばっていた体から力を抜き、心底安心しきったように目ま蓋ぶたを閉じ蓮太郎の首に手を回した。

「……うん、大丈夫だ。妾も愛してる」

　火傷やけどしそうなほど熱い体温と羽毛にくるまれているかの如ごとき安あん堵ど。

　どれくらいそうしていただろうか。延珠は突然「むっ」と変な声をだして蓮太郎に顔を肉にく薄はくさせる。

「蓮太郎、一つはっきりさせておこうではないか。いまのはプロポーズ的な解釈で良いのか？」

「あ………………………………、ア、アホか！　ライクに決まってんだろ。家族的な解釈をしろ！　大体十歳のガキが愛を語るんじゃねぇよ。それにお互いの気持ち以前に法律的にだな──」

　延珠はなぜか不満そうに口をへの字に曲げて蓮太郎を見つめた。

「じゃあ蓮太郎は木き更さらにラブなのだな？」

「うッ！　…………それを言うなよな」

　延珠は蓮太郎の鼻先にＶサインを突きつけた。

「二年だ。二年以内に木更より妾を好きにしてみせる！」

　蓮太郎は苦笑して頭を掻かいた。

「お前が十二で俺おれが十八歳か。俺の年齢が高くなってる分、余計犯罪っぽくねぇか？」

「それ以上は待てんぞ」

「はいはいわかったわかった。期待してるよ」

　延えん珠じゆはうっすらと微ほほ笑えんで、ゆっくりと密着した体を離はなした。

「…………もう、怖くはないか？」

　蓮れん太た郎ろうは自分の掌てのひらを見て不思議な感慨に襲おそわれた。震ふるえが止まっている。蓮太郎は目ま蓋ぶたを閉じる。

「……ああ、ありがとう。手を貸してくれ。終わりにするぞ」

　顔を上げてパネルを見た。荒れ狂うスコーピオンに、いまは憐あわれみすら覚える。

　勝手に呼びつけておいてすまない。まだ、死ねない。

　さきほどから暴走寸前のエネルギーが地震の如ごとく施設を真下から揺すり上げている。

　蓮太郎は再び桿ステイツクを握り、その上から延珠の手が重なった。二人でトリガーに指をかけた。

　蓮太郎は目蓋を閉じる。

　不思議だ、気分がいい。外はずれる気がしない。

「延珠」

「ああ」

　二人はゆっくりトリガーを絞った。

　体が軽くなったような浮遊感とたとえようもない心地よさ。時間の感覚が失われる。




　やがて、祝福するかのように光がすべてを包み込んだ。






　　終　章　　　引かれ者の小こ唄うた




　聖せい居きよの中は一言で形容するならば金きん殿でん玉ぎよく楼ろうといった趣おもむきだった。

　首を巡らせると豪壮な大理石の石柱が林立し、アーチを描いた天てん蓋がいや磨き抜かれた床にはモザイク画が描かれている。

　蓮れん太た郎ろうは頭を掻かきながら、時折思い出したように着慣れない真っ白なフォーマルスーツの襟えりを正した。

　なんでこんなことになってんだと、蓮太郎は今日何度目かの疑問を心の中で叫んだ。

『明日はお祝いの式典があるから、遅れずにくるのよ』と言って、さも面倒くさそうな顔の木き更さらが地図とスーツを蓮太郎に投げ渡したのが昨日のことだった。

　よっぽどフケようかと思ったが、結局翌朝蓮太郎一人、電車を乗り継いだ。

　思えば地図を見ながらおかしいなと眉まゆをしかめていたのだが、自分の勘違いではなく式典の場所が東京エリア第一区──聖居のど真ん中だと知ったときはさすがに肝きもを潰つぶした。

　これは何かの間違いだと小さく口の中で繰り返していると、ガードマンが不審者を見る目つきで接近。しかし招待状を見せた途と端たん、開けゴマの呪じゆ文もんを唱えたかのように顔がほころび、蓮太郎の背中をバシンバシンと強打しながらパス。

　通された式典会場の大扉の前には、ドレス姿の木更が立っていた。不ふ機き嫌げんそうに腰に手を当てていて、蓮太郎の姿を認めると一言「遅い」──現在に至る。

「里さと見みくん、君は今日の主しゆ賓ひんなの。お願いだからお上のぼりさんみたいにきょろきょろしないで。社長である私の方が恥ずかしくなるから」

「おい、でも木更さん、アンタ一言もこんな大事な行事だなんて言わなかっただろ」

「あら、昨日言わなかった？　めざましい戦果をあげた民みん警けいには、聖せい天てん子し様さま直じき々じきに叙じよ勲くん式しきがあるから、ビシッと決めてきてねって」

「言ってねぇよッ！　面倒くさそうに地図とスーツぶん投げられてそれで終わりだっただろ」

「そうだったかしら？　まあいいわ。あ、里見くんネクタイが曲がってる。直して上げるからじっとしてて」

　肘ひじまで覆おおうレースの黒手袋をはめた手が、蓮太郎の胸元に伸ばされドキリとする。

　──木更さん、綺き麗れいだ。

　緊張の波が去ると、改めて木更の姿を眺ながめる余裕が出来た。

　黒バラを束ねたようなフリルつきドレスの頭には、同じく黒いリボンが結んである。

　かがみ込み蓮太郎のネクタイと格かく闘とうしていて気付かないようだが、肩が露ろ出しゆつしたドレスからふくよかな胸元がばっちり見下ろせた。

　木更の髪からすごくいい匂においがする。

「お、おい……アンタ。凄すごいアングルなんだが」

「話しかけないでッ。もう、どうしてネクタイってこんなに結びにくいの」

　蓮れん太た郎ろうの指が自分の意思に反してワキワキと動いた。

「────こうかしら？」

　木き更さらは凄すごい勢いでネクタイを引っ張った。

「グエッ」

　蓮太郎の首が凄い勢いで絞まった。

　木更は目をつむって首を横に振る。

「駄目ね。こういうのは向かないわ。里さと見みくん、君、私の持ってるタロットカードの『吊された男ハングドマン』そっくりよ、不幸そうな顔なんかとくに。ネクタイは自分で締めなさい」

　言ってから失言に気付いたのか、木更は自分の口元に手を当てた。

　木更は蓮太郎の右腕があったあたりを複雑な表情で眺ながめながら、やがてゆっくり口を開いた。

「新しい義手、まだ出来ないの？」

「まあ、もう少しってとこだ」

「そう言えばこの前、菫すみれ先生に会ったわよ。『ロケットパンチでステージⅤ倒すとかスーパーロボットアニメの見過ぎだろう、ただのゆとりだと思ってたけど馬ば鹿かだね彼は、ゆとり馬鹿。ああ愉快愉快ファハハハハハハ』だって」

「……なんで俺おれ、東京エリアを救って、ここまで馬鹿にされなくちゃなんねぇんだよ」

「知らないわよそんなの」

　木更がポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出す。

「時間よ。いい？　さっき教えたと思うけどもう一度言うわ。基本的にこういう式典は、貴重な聖せい天てん子し様さまの政務の時間を削って行われるんだから、なるべく早く終わらせるのが暗あん黙もくの了解なの。だから彼女が聞いてきた質問には、『はい』か『いいえ』とか、なるべく簡潔な受け答えをして、決して質問は挟はさまないこと。わかるわね？」

「『はい』」

「いい返事ね」

　蓮太郎は大扉の前に立って深呼吸をした。意を決してそっと扉を押し開ける。冷たい手触りだが思いの外ほか、軽い。奧から帯状の光が差し込んでくる。背後を振り返ると、木更が優しく微ほほ笑えんでいた。

「今回の顛てん末まつ、里見くんにしては良くやったわね。偉いわよ。これからも頑張って戦ってね、私のナイト様」

　胸からこみ上げてくるものを感じて、なにか言おうと思ったが咄とつ嗟さに言葉がでてこなかった。大扉が閉まり、首を巡らせると、正面にはレッドカーペットと小さくつづらに折れた大理石の階段が伸びており、頂上の玉座には聖天子がゆったりと腰掛けている。

　部屋は広く天井は高い。儀ぎ仗じよう兵へいの横にはセレブっぽい紳士淑女が卓を囲んでひしめている。

「里さと見みさん、よく来られましたね」

　聖せい天てん子しは薄うすい微ほほ笑えみを湛たたえながら階段を降りてくる。

　生なまで見るのはこれが初めてだが、モニターを介した姿よりも数倍神こう々ごうしい美しさだ。聖室の女王は代々美人で有名だが、これは歴代随一ではないだろうか。自然、背筋が伸びるのを感じた。

「怪け我がは大丈夫なのですか？」

「はい。おかげさまで大分良くなりました」

「どうですか、東京エリアの救世主になった感想は？」

　あれから数日経たつ。大規模に民みん警けいを用兵して展開された作戦にもかかわらず、詳細は大衆に伏せられたままだ。『なぜか』突然東京エリアに攻め込んできたガストレア・スコーピオンを、『偶然』そこにいた民警が超ちよう長ちよう距きよ離り狙そ撃げきにて仕留めた、ということになっていた。

「はい、周りの反応が少し変わったので、なんというかこそばゆいです」

「でしょうね。当然です。あの光景は思い出すだに震ふるえが来ます」

　蓮れん太た郎ろうたちの放った神しん速そくの狙撃弾は狙ねらい違たがわずスコーピオンの頭部に巨大な風穴を開け脳のう髄ずいを吹き飛ばした。

　バラニウムの再生阻そ害がいが働き、即死のはずだった。だがいかなる超常の力か、死ぬ直前、ぐるんと上体を傾けて、スコーピオンは蓮太郎の方を向いた。

　半分塞ふさがった黒い眼がん窩かは、蓮太郎になにか訴えかけるように揺れ、やがてゆっくりと閉じると、横向きに倒れ込むように着水して、東京湾に巨大な津波が打ち寄せられた。

「あなたのような有ゆう為いの人材があの場にいてくれたことを私は誇りに思います。里見さん、あなたはこれからも東京エリアのために尽力してくださいますね？」

　蓮太郎は教わった通りひざまずく。

「はい、この命に替えても」

　聖天子は大きく両手を振り上げると、厳おごそかに告げた。

「お集まりの皆様、お聞きになられたでしょうか？　ここにいる英雄はこれからも東京エリアのために戦ってくれることを誓いました。──ゾディアック『天蠍宮スコーピオン』の撃破、並びにＩＰ序列元百三十四位蛭ひる子こ影かげ胤たね、蛭子小こ比ひ奈なペアの撃破。以上のことから、私とＩＩＳＯは協議の結果、今回の戦果を『特一級戦果』と見なし、里見蓮太郎と藍あい原はら延えん珠じゆペアをＩＰ序列千番に昇格することを決めました」

　観衆がどっと喜びに沸く。彼女は蓮太郎に視線を移しながら微ほほ笑えむ。

「里見蓮太郎、あなたはこの決定を受けますか？」

「はい、喜んで」

　聖天子はいたずらっぽく笑うと小声で続ける。

「里さと見み・藍あい原はらペアは元は序列十二万三千四百五十二位ですから、これは凄すさまじい昇格ですよ。おそらく史上初でしょう。ギネスブックに載るかもしれませんね」

「は、はい」

「では最後に、なにか言っておきたいことはありますか？」

『いいえ、ありません』────そう言えば、この場は万ばん事じ滞とどこおりなく終えることが出来ただろう。蓮れん太た郎ろうは心の中で木き更さらに手を合わせながら顔をあげた。

「あります」

　聖せい天てん子しが驚おどろきに目を見開き、あたりの空気が一いつ瞬しゆんにして張り詰めたのを肌で感じた。

「聞きましょう」

「……俺おれは、ケースの中身を見た」

　聖せい天てん子しが瞳ひとみを見開いた。周囲の人間は話の流れが見えず、困こん惑わくしたようなざわめきを生む。

　蓮太郎はひざまずきながら続ける。

「悪いとは思ってる。ガストレアゾディアックを倒したあと、ミサイルに教会が焼き払われるまでの短い間に、取り返したケースを開けて中を見たんだよ。あの中には──」

　蓮太郎は一瞬言い淀よどんだ。

「………………壊こわれた、三輪車が入ってたんだ。──これは、どういうことだよッ。なぜ、あれがガストレアステージⅤを呼び出す触しよく媒ばいになり得たんだ？　いや、そもそも、突とつ如じよ世界に現れた敵性生物ガストレアとはなんなんだ！　十年前、この世界に一体何が起こった！　教えてくれ、聖天子様」

　場にぶちまけられた喧けん噪そうは、もはや収拾がつかないほど大きくなっていた。

　聖天子は表情を消すと、蓮太郎にだけ聞こえる小さな呟つぶやきを漏らした。

「七なな星ほしの遺い産さんは東京エリアの外、未踏査領域のとある場所に隠しておいたものなのですが、その一つが今回奪われてしまったのです。あれは、本来破は壊かいした場合どうなるか予想がつかないものでした。ゾディアックはそれを取り戻しに来たのです。それ以上はお教えできません」

「お教えできませんってオイ……」

　聖天子は長い間瞑めい目もくしていた。やがて吐息と共に目ま蓋ぶたを開ける。

「彼女たちイニシエーターは可能性です。知っての通り序列が向上すれば民みん警けいのペアには様々な特権が与えられます。擬似的な階級もそうですが、わけても機密情報アクセスキーは魅力的なものでしょう。あなたは現在序列千番なので、アクセスレベルは三です。そして並み居るライバルを倒しＩＰ序列十番以内になることが出来れば、最高のアクセスキーであるレベル十二が与えられます。里さと見みさん、勝ち取りなさい。欠番の巨蟹宮キヤンサーを除く十一体、現存するゾディアック八体すべてを倒し、藍あい原はら延えん珠じゆと共に序列の階かい梯ていを駆け上がるのです。その時里見さんは知るでしょう。自分が何者でなにを為なすために生まれてきたのかを。強くなってください、そして最強を目指すのです。あなたが里見貴たか春はると里見舞ま風ふ優ゆの息子を名乗るなら、あなたには真実を知る義務がある」

　蓮れん太た郎ろうは弾はじかれたように立ち上がり、聖せい天てん子しに詰め寄った。

「どういうことだよ！　どうしてここで父さんと母さんの名前がでてくんだッ」

　いつまで待っても答えは返ってこなかった。頭に血が上のぼり聖天子の胸ぐらを掴つかみ上げようとする。その直前、聖天子の冷ややかな瞳ひとみに射すくめられ手を止めた。

「やめなさい。この場で私に掴みかかれば不敬罪で処刑されますよ」

　その時、背筋が凍るような殺意が部屋に満ちていることに気がつき、冷や汗が頬ほおを伝う。

　出所はわからない。しかしこの場には、冗談でも誇張でもなく蓮太郎の首と胴体を一いつ瞬しゆんで切り離はなせるような使い手がいる。

　蓮太郎は歯を食いしばり、握った拳こぶしを震ふるわせながら手を下ろした。

「……失礼します」

　なんとかそれだけ振り絞ると、蓮太郎は体当たりするように大扉を開け、振り返らずに聖せい居きよをあとにした。




　蓮太郎は天てん童どうの屋や敷しきに来ていた。

　天童本家は東京エリア第一区の一等地に立つ豪邸で、屋敷というよりカントリーハウスを思わせる巨大な洋風建築だ。幼い蓮太郎が引き取られ、育ったのもこの家だった。現在蓮太郎は八畳一間に二人暮らしだし、木更も本家を出て自立している。こうやってこの家を訪れるのも随分と久しぶりだった。

　土地不足で全国民が悲鳴を上げているのに、正門から屋敷の入り口まで優に百メートルもあるという屋敷の構造自体、なにかの嫌がらせのようだ。庭師によって庭木は綺き麗れいに刈り込まれており、完全な左右対照シンメトリーで構成されている。沐もく浴よくする天使をかたどった噴水の随所には、貝細工が象ぞう眼がんされていた。

　蓮太郎は合い鍵かぎで中に入ると、真まっ直すぐに二階に上がり、目標の部屋を目指す。

　途中の廊下で、老年のハウスキーパーとすれ違う。彼女は蓮太郎を見るや「……ぼっちゃまなのですか？」と呟つぶやき、持っていたリネン類を取り落としそうになった。久きゆう闊かつを叙じよしたいのは山々だが、早くしないと奴やつが帰ってきてしまう。蓮太郎は顔を伏せると知らないフリをして足早に通り過ぎた。

　やがて目的の部屋の前まで来るとＸＤ拳けん銃じゆうを抜き、歯と膝ひざを使い器用にサイレンサーを取り付けて連続して発砲、蝶ちよう番つがいを打ち抜く。やはり義手がないと不便だなと思いながらサイレンサーを取り外し空から薬やつ莢きようを拾い集めるとドアを破って部屋に入る。

　中は広く、暖かなカーペットと半面の壁を埋める書架。そして中央には大きな紫し檀たん材ざいの執務机があった。

　手早くすませよう、そう思って机の引き出しを開け書類を検あらため始める。

　その時、蓮れん太た郎ろうの携帯電話が震ふるえる。知らない番号だ。

　クソ、こんな時に。蓮太郎は一いつ瞬しゆん迷ったが、受話器を耳に当てた。

『やあ里さと見みくん、こんにちは』

　背筋がゾワリとした。蓮太郎は暴れだしそうな心臓を押さえつけて、大きく息を吐いた。

「…………生きていたのか、影かげ胤たね」

　蓮太郎は足のあたりがむずむずして、蛭ひる子こ影胤を蹴けり飛ばしたときの感触が蘇よみがえるのを感じた。

　あの戦いのあと、小こ比ひ奈なは没ぼつ我がの表情でふらふら立ち上がると、蓮太郎の脇わきをすり抜け、影胤を救助に向かった。

　あれでは生きていまい、あの時は不覚にもそう思っていた。

『ああ、なんとかね。いや、大分効いたよ。いまは安静にしろと言われていてね。しばらく仕事が出来なくて困っている』

「人殺しの仕事か？　この機会に止やめたらどうだ？」

『いや、表の仕事だ。そのうちまた、どこかで会うこともあるだろう。今日はその挨あい拶さつだ。次にあったときは負けないよ』

「…………そうだな。俺おれも、負けねぇ」

　実際のところ、あれは相手の裏をかいた奇策を山ほど用いて辛くも勝利した戦いだった。

　万全の準備を整えた影胤ペアに正面から挑んで勝てるかは、かなり怪しいところだ。

『もう一つ、そろそろ里見くんに私の依頼主を紹介しておこうと思ってね』

　チクショウ、そういうことか。背後で拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつを起こす音がして、蓮太郎は携帯電話を捨て後ろも見ずＸＤをドロウ。音のした方に向ける。

　蓮太郎はゆっくりと立ち上がりながら、覚悟を決めて振り返った。

　鼻先にマグナム弾仕様の二連発ピストルが突きつけられていた。蓮太郎の拳銃も回避不可能な距きよ離りでトリガーに指がかかっている。

「こそこそと賊ぞくの真ま似ねか、蓮太郎」

「……もう帰ったのかよ、夜まで帰らないとばかり思ってたぜ。天てん童どう閣下」

　身長百八十近い引き締まった体に袴はかま姿すがた。ピンと伸びた背筋、髭ひげも頭髪も白くなっているが、木き更さらにもしっかり遺伝されている眼光の鋭さは本物だ。

「ここで何をしている？」

「証拠になりそうなものを探してたんだ。けどもういい、本人に聞くのが一番早い。天童菊きく之の丞じよう──表だっては今回の事件、轡くつわ田だ防衛大臣の暴走ということで決着がついている。だが俺はそうは思わねぇ。今回の一連の事件の黒幕、それはアンタだ天童菊之丞」

　菊之丞は眉まゆ一つ動かさなかった。しかし引き金にかかった手に若干力がこもるのを感じて脈が速くなる。

　銃を突きつけあったまま、交差した腕を支点に小さく円を描くように移動する。カーペットの上で行われる息が詰まるような悪趣味な舞踏だ。

「木き更さらの差し金か？」

「俺おれの独断だよ」

　そう言うと、菊きく之の丞じようは馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「ふん、どうして私が怪しいと思った」

　蓮れん太た郎ろうは面食らった。

「ッ。アンタ……否定しねぇのか？」

　菊之丞は小馬鹿にしたように肩を揺すった。

「すれば信じるのか？」

「いや……」

　しかし否定してほしかった。そう言いかけて口をつぐんだ。蓮太郎は顔を上げる。

「轡くつわ田だ防衛大臣が死んだッ、保釈中に自宅で首を吊つってだ！」

「知っているとも。それがどうした？」

「それがどうしただと？　傘からかさ連れん判ばんを見たぜ。たしかに、連判状に名前が書かれていた奴やつ等らはもう全員逮捕された……けれど、本当の首謀者は、あの場に名前すら書いてねぇ。俺は連判状に書かれた名前を見て驚おどろいたよ。どれも、アンタの派閥にいるか、過去に派閥に所属していた人たちじゃねぇか。俺が小さい頃ころ、この屋敷で開いた晩ばん餐さん会かいで全員に挨あい拶さつしたことがある。これはどういうことだ！」

『聡そう明めいそうな子だ。天てん童どう先生が養子にしただけはある』『蓮太郎くんは将来きっと立派な政治家になるぞ』思い返すと涙がこぼれそうになった。

　怒りで銃を持つ手が震ふるえ、引き金を引き切りそうになる。

「みんないい人だったッ。みんなアンタを尊敬してた……ッ。どうして、親玉のアンタだけが今回の計画に加わっていないなんて信じられるッ？　轡田さんも、アンタに追及の手が及ぶのを防ぐために首をくくったんだ。彼が死んだ途と端たん、捕まった連中はみんな測ったようなタイミングで彼を贖罪の羊スケープゴートにした。俺はアンタのことなんて知ったこっちゃねぇ。けれど……けれど、ここまでさせてふんぞり返っていて恥ずかしくないのか天童菊之丞！」

　息を急せき切らせながら言い放つ。しかし彼は顔を自じ嘲ちよう気味にわずかにゆがめただけだった。

「なにゆえ私がそんなことをしなければならぬというのだ。だとすれば私は東京エリアを破は滅めつさせるのが目的だったわけなのか？　馬ば鹿からしい」

「俺も、最初はそこがわからなかった。けれど、影かげ胤たねがケースを奪ってステージⅤ召還のために未踏査領域に逃げ込んだ時、なぜかその情報が組織的にリークされる寸前だったんだよ。もしそんなことになれば、東京エリアに壊かい滅めつ的てきなパニックに陥おちいって、誰だれにもメリットがないはずなのに」

「貴き様さまは答えを見つけたというのか？」

「『ガストレア新法』」

　ぴくりと、菊きく之の丞じようの眉まゆが動いた。

「聖せい天てん子し様さまが周囲の反対を押し切ってねじ込もうとした法案だ。イニシエーターや『呪のろわれた子供たち』の社会的地位を向上させて、共生していくための法律。十年前の大戦中にアンタは奥さんをガストレアに殺されて以来、筋金入りのイニシエーター差別主義者だ。

　アンタと影かげ胤たねとの間でどういう取引があったのかはわからねぇし、想像したくもない。だが、人間とイニシエーターの共生を屈辱だと感じるガストレアエリート主義の影胤とアンタはあの法案を潰つぶしたいという一点で利害が一致していたんだ。影胤と一緒にいた蛭ひる子こ小こ比ひ奈な──つまり『呪われた子供たち』が東京エリアを破は滅めつさせるためのテロに一枚噛かんでいることがマスコミにリークされれば、世論は誰だれ一人彼女たちの味方をしなくなるからな。アンタは元々は東京エリアを破は滅めつさせる気なんてなかったんだ。この卑ひ怯きよう者ものめ」

　なんの前触れもなく腹を蹴けられ、蓮れん太た郎ろうは胃の中のものを戻しそうになる衝しよう撃げきが遅う。

　喉のど元もとに拳けん銃じゆうが押しつけられ、そのまま書架に叩たたきつけられる。背中からぶつかった拍ひよう子しにハードカバーの本がばさばさと音を立てて床に落ちる。

　菊之丞は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで蓮太郎に拳銃を押しつける。

「もう一度言ってみるがいい！」

「何度でも言ってやんよ！　事件の経過はこうだ。アンタは聖天子様が『七なな星ほしの遺い産さん』と呼んでいたステージⅤ召還の触しよく媒ばいを、部下の一人に未踏査領域に取りに行かせた。首しゆ尾び良く触媒を手に入れ、ケースを影胤に受け渡して滞とどこおりなく終わるはずだった。しかし、部下は未踏査領域から帰る途中ガストレアに襲おそわれ、体液を送り込まれた。部下は命からがらモノリスの中に逃げ込んだが、そこであえなくガストレア化。モデルスパイダーのガストレアになって一人の人間を感染させる事態になった。その証拠に、連れん判ぱん状じように名前が書かれたうちの一人が、いまもって行方ゆくえ不明だ。きっと俺おれと延えん珠じゆが倒した感染源ガストレアがそいつなんだろう。

　最終的に影胤はなんとかケースを取り返したが、今度はリークするはずの情報が、報道管制によって素早く聖天子様に封じられる。アンタはガストレア新法を潰つぶしガストレアの恐怖を思いださせるために、ステージⅤ召還を実行させることを是ぜ認にんした。東京エリアの大絶滅をわかっていながらだ」

「そうだとも！」

　突とつ如じよ菊之丞は火がついたように叫んだ。

「すべては平和ボケした連中の眼めを覚まさせるためだ。なぜ忘れられる？　なぜだ。十年前のあの日、日が墜おち、地が裂け、この世界から人間が駆逐されようとした！　あの虫けら共どもの血を宿した餓が鬼き共どもが何食わぬ顔でこの街を闊かつ歩ぽしているのだぞ。あの赤あか眼め共どもはこの世すべてを破滅させる悪魔だ。なぜ冷静でいられる？　奴やつ等らにまともな人権をあたえるだと？　ふざけるな」

　蓮太郎は一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて銃を持った手を払う。直後に銃声が轟とどろき蓮太郎の頬ほおを銃弾がかすめる。蓮れん太た郎ろうは菊きく之の丞じようの足を払い転倒させると、肋ろつ骨こつの隙すき間まに膝ひざを打ち込む。みしりという手て応ごたえと共に、菊之丞が苦く悶もんの声をあげる。

「みんなそうだ！　確かにアンタは奥さんを殺されたかもしれない。だが木き更さらさんも両親を殺された。先生は恋人を失ってる。けれど、みんなみんな、自分の過去と折り合いをつけて生きてんだよッ。アンタは亡ぼう霊れいだ天てん童どう菊之丞！　十年前の憎ぞう悪おを引きずった亡霊。聖せい天てん子し様さまを補佐する立場でありながら、彼女を出し抜こうとした。アンタ聖天子様が嫌いなのか？」

　菊之丞は咳せき込こみながらも告げる。

「馬ば鹿かなことを言うな。敬愛している。彼女こそ、歴代の聖天子の中でも名君と呼ばれる類たぐいの人間ぞ。真に私が仕つかえようと思う女王よ」

「じゃあ──」

「だからこそ、許せぬこともある！」

　蓮太郎は眉み間けんにＸＤを照準したまま菊之丞の燃える瞳ひとみを見た。そこに虚飾の色はまったく窺うかがえない。この男は、聖天子への忠誠と、ガストレアへの憎悪を等分に持ったまま、狂気へと身を投じたのだ。

「……きっと木更さんも真実に気付いてるぜ」

「だろうな。だが証拠がない。なにも出来ん」

　蓮太郎は随分長い間、菊之丞の瞳を見つめていた。

　やがて膝をどけると、ＸＤをベルトの間に挟はさみ、踵きびすを返す。

「……どういうつもりだ。私をいま殺さねば、後悔するぞ」

「もうしてるよッ。アンタは木更さんの最大の敵だかんな」

「貴き様さまは……どうだというのだ蓮太郎よ」

「なに？」

　振り返ると、菊之丞は顔中の皺しわを吊つり上げた凄せい絶ぜつな表情を浮かべていた。

「貴様はどうなのだ蓮太郎ッ。お前も手足を食われ、貴たか春はるや舞ま風ふ優ゆを奪われたのだろう？　なぜ奴やつ等らを許せる？　奴らを恨んでいないのか？」

「恨んでいたさ！　八つ裂きにしても足りない。ガストレアも、『呪のろわれた子供たち』もみんなこの手でぶち殺してやると思っていたッ！」

「ではなぜだ！」

「アンタは彼女たちと一人でも接したことがあんのかよ？　彼女たちはつまらないことで泣き、笑い、スネて、柔らかくて人間のぬくもりに満ちている。彼女たちが虫けらだと？　アイツ等は人間だ。俺おれは──里さと見み蓮太郎は藍あい原はら延えん珠じゆを信じる！」

「蓮太郎……貴様という奴は」

　蓮太郎はゆっくりと眼めをつむった。

「アンタは俺の命を救ってくれた。『死にたくなければ生きろ、蓮太郎』ってね。簡潔でアンタらしい。絶望に両眼を閉じたとき、折に触れてこの言葉を思いだし乗り切った。────十年前のあの日のこと、一日たりとも忘れたことはありません。ありがとう……さようなら、お義と父うさん」

　蓮れん太た郎ろうは屋や敷しきを去った。




「おーい、れんたろぉぉぉ。こ・こ・だぁぁぁぁ！」

　薄うすい病院着に袖そでを通した延えん珠じゆは、ぴょんぴょん飛び跳ねながら病棟中に聞こえるくらいに声を張りあげる。

　びっくりしたお婆ばあさんがぎっくり腰になり、三歳の女児が失禁し、お爺じいさんの入れ歯とカツラが同時に吹っ飛んだ。

「びょ、病院の中でぐらい静かにしろよこのアホッ。そもそもお前の辞書にはマナーというものがだなぁ……」

　言い終わらないうちにバフッという音がして蓮太郎の胸元に延珠が顔から突っ込んでくる。

「蓮太郎蓮太郎蓮太郎大ニュースだ。検査のついでに身体測定もしてもらったら、ちょっとだけおっぱいも大きくなってたぞ！　嬉うれしいか蓮太郎？」

　誇らしげに胸を張る延珠のゴボウのような体を見つめながら、蓮太郎は危あやうく「え？　どこが？」と漏らしそうになった。

「妾わらわもそろそろぶらじゃーをつけた方がよいかな？」

「う、うーん。とりあえず五年後くらいでいいんじゃねぇか？」

　蓮太郎はさりげなくひどいことを言った。

「式典とやらはどうだった？　誉ほめられたのか？　偉い偉いって言われたのか？　妾の方は検査で全然つまらなかったぞ。妾も見に行きたかったぞ。おお、スーツ姿の蓮太郎も格好いいではないか！」

　延珠は瞳ひとみをキラキラさせながら蓮太郎を質問攻めにしようとする。

「延珠、検査結果はどうだった？」

　一いつ瞬しゆん、はたと眼めをしばたかせると、よくぞ聞いてくれたというようにＶサインを作る。

「二四．九％。ほとんど変わっていないぞ」

　蓮太郎は思わずうめき声をあげそうになり、なんとかそれを飲み込んだ。

「そ、そうか……」

「蓮太郎、いま着替えてくるからな！」

　顔を上げると、珍しく地下室からでてきている室むろ戸と菫すみれが奥の部屋から蓮太郎を手招きしているのが見えた。

「俺おれは先生から面倒くせぇ話を聞いてくんよ」

「では、病院の前の公園で待ち合わせだ」

　そう言って、ぱたぱたと廊下を駆けていく延えん珠じゆの姿を見送りながら、蓮れん太た郎ろうは菫すみれの待つ部屋に入った。




　公園前は日差しを遮さえぎるものがなく、四月のこの時期にしては非常に心地良い陽気だった。

　見み頃ごろが終わったいたと思っていた桜が最後の力を振り絞って懸けん命めいに咲き誇っている。風に吹かれる度たびに気持ちよさげに花弁を散らす散歩道を、蓮太郎と延珠は歩いていた。草木の萌もえいずる匂においが鼻び孔こう一杯に広がる。

「ほーほー、では妾わらわたちのＩＰ序列はそんなに上がったのか？」

「ああ、史上初だってよ。正式な通達は来週だと」

　延珠は公園の片隅にアイスクリーム屋が出店しているのを目ざとく見つけて、声をあげる。

「買ってもいいか？　蓮太郎？」

　あれ高いんだよなぁと思いながら渋々蓮太郎は財布を開けて思わず「ゲッ」と声をあげた。

　序列は上がっても財布の中身は依然厳しい状況が続くなと思い、蓮太郎は溜ため息いきをつく。

　震ふるえる手でお札を掴つかみだし、延珠の手にぎゅっと握らせる。

「これ、今月の生活費だから大切に使うんだぞ」

「わかった。これで買えるだけアイスを買ってくればいいのだな」

「どうしてそうなるんだオイ待てッ！　延珠ッ」

　絶叫する蓮太郎の言葉などすでに聞いていなかった。あっという間に走り去っていく延珠の背中を見て呆あきれてしまう。

　知らず口から笑みがこぼれていた。

　生きている。お腹なかが空く。なんて素晴らしいことなのだろう。

　延珠は知らない。この東京エリアの平和には、尊いもう一人の犠ぎ牲せいがあったことなど。

　レールガンモジュール稼働のあと、疲れて泥のように眠ってしまった延珠をそっと床に横たえて、蓮太郎は静かに施設を抜け出していた。

　空を見ると夜は少しずつ白しらみ始めていた。

　標高が高いせいか吐く息は白く、何度も掌てのひらを擦こすりあわせながら切り立った岩肌を降りていく。

　少し施設から離れてから『天あまの梯はし子ご』を振り仰あおぐと、飛ひ翔しよう体たいを加速したレール部分がひしゃげているのがよくわかった。やはり急激な飛翔体の加速にレールの強度がもたなかったらしい。

　蓮太郎は歩きながら、いままで努めて考えまいとしていたことに考えを巡らせる。

　ガストレアは大きな音にとても敏感だ。個体によっては数キロ先から音を聞きつけて集まってくるものもいる。

　影かげ胤たねと死し闘とうを繰り広げているとき、そしてレールガンモジュール稼働の際、凄すさまじい轟ごう音おんが未踏査領域に響ひびき渡ったはずだ。

　しかし、結果的に決闘は邪じや魔まされず、レールガンの発射シークエンスも滞とどこおりなく終えていた。それは明らかにおかしな事態だった。

　誰だれかが、津波のように押し寄せる夥おびただしい数のガストレアを止めてくれていたのだ。

　徐々に、血のにおいが濃くなってきた。

　蓮れん太た郎ろうは巨岩の裏に回る。そして息を詰めた。

　目の前には巨大なガストレアの死し骸がいがあった。コモドオオトカゲを十倍くらいに巨大化したような個体は、前足がなくなっており、下した顎あごが吹き飛んでいた。

　そしてそれは一体だけではなかった。

　昆虫に似たガストレア、植物の蔓つるが巻かれたようなガストレア、ヘビやカエル、その他元の生物がなんなのかすらわからないくらい変へん貌ぼうを遂げたガストレアがいた。大きい個体、小さい個体、ステージⅠからステージⅣまで形態も様々だ。

　共通しているのは、すべてのガストレアから命の灯ともしびが消えていることだった。

　蓮太郎は死し骸がいの中を歩き回った。

　やがて、靴を履いたままの人間の足が無造作に転がっているのを見つけた。

　その近くには空の弾倉マガジンが転がっている。ほどなくして、機関部から真っ二つに叩たたき折られたフルオートショットガンの残骸も見つけることができた。

　蓮太郎は嗚お咽えつを漏らしそうになるのを必死で堪こらえながら、死体の山の中を歩いた。

　耳に痛いほどの静寂の中で、蓮太郎の靴が砂じや利りを踏む音だけが聞こえる。

　そして見つけた。見つけてしまった。

　蓮太郎はゆるく首を振った。声が震ふるえそうになって、拳こぶしをぎゅっと握った。

「どうして……どうして逃げなかったんだよ。劣勢になったら逃げるって、言ってたじゃねぇか！」

　一枚岩に背中を預けた千せん寿じゆ夏か世よは、虚うつろな瞳ひとみで蓮太郎を見上げた。

「そういうわけにも……いきませんでしたから」

　左腕と右足がない。白いワンピースは血で汚れ、あちこちに噛かみ傷と歯型が残っている。

　彼女の傷が、あり得ないほど早く再生していた。どころか、千ち切ぎれ飛んだ手足まで再生されつつある。

　──だがこれは、まったく歓迎できる事態ではなかった。

「里さと見みさん……私は……？」

　蓮太郎は暴れそうになる心臓を押さえつけて、告げた。

「お前は、おそらく体内浸食率が五〇％を超えている」

　彼女たち『呪のろわれた子供たち』は、絶えず浸食抑制剤を投与して体内のガストレアウィルスを押さえつけているが、あくまで『抑制剤』であって、『抑止』する効果はない。抑制因子を持っているため一般人のように一いつ瞬しゆんでガストレア化することさえないが、力を急激に解放したり、ガストレアに体液を送り込まれたりすると、微々たる速度で浸食率は上がっていく。

　そして一般人と同じように、体内浸食率が五〇％を境さかいに、一気に浸食が始まり人の姿を留とどめていられなくなる。

　その臨界点マージナルラインは、現代の医療技術では引き延ばすことも、押しとどめることも出来ていない。

　蓮れん太た郎ろうはＸＤ拳けん銃じゆうを抜いて残弾を確認すると、丁ちよう度ど薬やく室しつにバラニウム弾が一発残っていた。蓮太郎はサイレンサーを取り付けて、無言で彼女の眉み間けんに照準した。

　やらなければならないことはわかっていた。

　千せん寿じゆ夏か世よはもう絶対に助からない。彼女はいまここで死ななければならない。

「里さと見みさん、将しよう監げんさんは？」

「……無事だ」

　視線が絡からみ合うと、彼女は安あん堵どしたかのようにゆっくりまつげを伏せた。

「里見さん、お願いします。人のまま、私を死なせてください」

　吐く息が細かく震ふるえる。寒いからではない。

　銃口があちこちに飛び跳ね、馬ば鹿かみたいに照準が狂う。こんな至近距きよ離りなのに、蓮太郎は外すかもしれない。大笑いだ。

　ふと、薪たきぎを囲んで語り合ったあの時間がかけがえのないもののように思い起こされ、胸を掻かきむしりたくなるほどの愛いとおしさがこみ上げてきた。

　チクショウッ、チクショウッ！

「……里見さんお願い、泣かないで」

　蓮太郎は奥歯が砕けるほど歯を食いしばって、微ほほ笑えんだ。

「大丈夫、泣いてねぇよ。これが初めてじゃない」

「……私の存在を肯定してくれたあなたを死なせたくなかった。だから頑張った。辛つらかったけど、私、生きてて良かった。私の胸はいま感かん謝しやで一杯です。ありがとう、里見さん」

　蓮太郎は言葉もなく首を左右に振った。

　夏世は続ける。

「……ねぇ、里見さんってあんまり友達いないでしょう？」

「え？」

「……しょうがないから、私が友達になってあげます」

　束つかの間ま、蓮太郎と夏世の視線が絡んだ。

「……ああ、実は困ったことに友達少ねぇんだ。ありがとよ」

　手の震えは止まっていた。心は静かだった。

「──お前は、俺おれのかけがえのない友達だ。俺はお前を忘れない」

　銃を上げ、彼女の眉間を狙ねらう。

　彼女の瞳ひとみは焦点を結んでいない。

　声はもう、切れ切れだった。

「里さと見みさん。これから……たくさんの試練があなたを襲おそうと思います。手掛かりをなくし、暗くら闇やみで迷ったら、心の中のコンパスに従って……光を……光の方に……里見さ…………この世界、を…………救って────」

　引き金を絞った。腕を蹴ける四〇口径の反動。こもった発砲音がして、空から薬やつ莢きようが一発排出。スライドストップが上がり、スライドがロックされた。

　彼女の変異は止まっていた。

　硝しよう煙えんを吸い込んだせいか、鼻の奥がツンとした。

　ヘリのローター音が聞こえてきて振り返ると、遠く山脈の向こうから紅あかい朝焼けが差し込んできていた。

　彼女の戦いは終わった。また一人、人知れずイニシエーターが戦死した。




　延えん珠じゆはまだ楽しそうにアイスを選んでいる。

　蓮れん太た郎ろうは顔を上げると、ゆっくりと掌てのひらを太陽にかざし、燦さん々さんと降り注ぐ陽光を眇すがめ見ながら考えた。

　──人間とは、なんなのだろうか？

　言葉を話し、二足歩行をし、服を着ている。

　しかしそれは、人間の証明にはなり得ない。

　そして人間の遺伝子の数など、たかだかハエの二倍程度でしかない。

　──では、『呪のろわれた子供たち』とはなんなのだろうか？

　室むろ戸と菫すみれは言った『人類とガストレアとのメッセンジャーを務める神の代理人』だと。

　聖せい天てん子しは言った『彼女たちは可能性』だと。

　天てん童どう菊きく之の丞じようは言った『この世すべてを破は滅めつさせる悪魔』だと。

　人類はかつて地球上で無敵を誇り、我が世の春を謳おう歌かしていたらしい。だがそれはガストレアの出現と共に終わりを告げた。

　生き残っている人類の約九割が、潜在的イニシエーター差別者でもあるとも言えるこの末世。

　遺伝子型が汚染され親子鑑かん定ていをしても別人と判断されることで起こる捨て子の増加。

　目も開かぬうちに闇に捨てられ、東京エリアの片隅で肩を寄せ合い、ただひたすらに愛を乞こい続ける子供たち。

　彼女たちに降り注ぐ終わりなき差別。消えない遺恨。彼女たちの存在は人類に新たな階層化をもたらしただけなのだろうか？

　蓮太郎は静かに目ま蓋ぶたを閉じた。




　藍あい原はら延珠は言った『妾わらわは人間だ！』と。




　俺おれは、延えん珠じゆを信じよう。

　彼女たちこそが、人間の殻を破り、より高みから世界を俯ふ瞰かんし、人種、宗教、言葉の壁によって殺し合い破は滅めつの道を辿たどる人類に、新たな視し座ざをあたえる『新人類』であると。

　胸を掻かきむしり絶望の禍まが言ごとを吐き、この世のすべてを呪のろった菊きく之の丞じようの姿は、延珠と出会わなかったあるべき蓮れん太た郎ろうの姿なのかもしれない。

　血液透とう析せきを受けなければ生きられない天童木き更さらのように──

　浸食抑制剤を投与しなければ生きられない藍あい原はら延珠のように──

　──里さと見み蓮太郎は、藍原延珠の笑顔がなければ、きっと一秒たりとも生存することが出来ない。

　彼女たちの存在は断じて、虫けらなどではない。

「蓮太郎、やっぱり調子が悪いのか？」

　気が付くと、両手に山盛りのアイスクリームを持った延珠がこちらを覗のぞき込んでいた。

「そ、そんなことねぇよ！　ホラ見ろ、序列が上がって偉くなったからな、嬉うれしさのあまりジャンプしちまうぞ。フハハハハハ」

[image: ]

　近くのベンチに駆け上って飛び跳ね始めた蓮太郎の奇行に、一いつ瞬しゆん眼めを丸くした延珠だったが、すぐにプッと噴き出す。

「変な蓮太郎」

　その時、金属質の物体が石畳の上を跳ねる澄すんだ音が二人の時間を止めた。

　蓮れん太た郎ろうは自分の左腕と、地面とを呆ぼう然ぜんとしながら何度も見比べた。地面を跳ねた物体は、ブレスレットの破片だった。彫刻模様の上からクロームシルバーのメッキがかかっている。

　そうだ、これは延えん珠じゆが買ってくれた、確かアニメのおもちゃの──

『なんだこれ』

『天てん誅ちゆうガールズが嵌はめているブレスレットだ。四し十じゆう七しち士しの仲間の証あかしでもあり、仲間を欺あざむいたり、嘘うそをついたりするとひびが入って割れ、仲間に嘘をついたことがわかってしまうんだ』

　蓮太郎は、細かく震ふるえる息を吐き、砕け散ったブレスレットの破片を眺ながめ続けた。








　　　　　藍あい原はら延珠診断カルテ




担当医　室むろ戸と菫すみれ






・藍原延珠、ガストレアウィルスによる体内浸食率四二．八％

・形けい象しよう崩ほう壊かい予測値まで残り、七．二％

・担当医コメント──超危険域。ショックを受けないように本人には低い数字を告げてあります。規定により、本人への告知はプロモーターの任意とします。




　ここからは医師としてではなく、友として忠告する。

　これ以上彼女を戦わせるな、蓮太郎くん。





了








あとがき




　はじめまして。神かん崎ざき紫し電でんといいます。あとがきから読んでいる方に説明すると、本書は保護者型の高校生ヒーローと十歳のロリヒロインによるタッグバトルものです。小学館とかでも書いてますが、私ほどの作家になると出版依頼が引きも切らない──などということは一切なく、原稿持って「出して出して～」と猫の愛らしさで電撃文庫編集部の床ゆかをゴロゴロ、騙だまされて近づいてきた黒くろ崎さき氏の足をガッチリホールドして現在に至ります。




・タイトルについて

　深く考えておらず好きな色と好きな映画のタイトルを組み合わせて『ブラック・メメント』としておりました。当初から担当さんがこのタイトルに難色を示していたのですが、著者は呼び慣れてしまい、持久戦に持ち込んでこれで出版してやろうと画策していたら深夜電話によるまさかのダイレクトアタック。「このタイトル相当嫌われとるわ！」と悟った神崎が即座に改心して現タイトルに落ち着きました。




・二に挺ちよう拳けん銃じゆうについて

　作中にでてくる某氏の二挺拳銃のコンセプトは『史上最低の二挺拳銃』。

　このあとがきを立ち読みしている二挺拳銃好きのそこのあなた、騙されたと思って、一度読んでみてください。きっと騙された自分に気付くはず。

　ロリコン天国、おっぱい祭り、変態拳銃、インチキ拳法など様々な催もよおし物ものを用意して、二度と読まないあなた様を心よりお待ちしております。




　ここからはちょっとだけ真ま面じ目めに。

　当方を拾ってくれたナイスガイ、担当編集・黒崎氏。美び麗れいなイラストを描いてくださった鵜う飼かい沙さ樹き先生。とある問題を起こした際お世話になった編集長ほか、本書に関かかわってくださったすべての方に百の謝しや罪ざいと一万の感謝を。

　最後に、大切な時間を使ってこのあとがきを読んでくださっている読者様。

　本当にありがとうございます。この出会いに心からの感謝を。

　この本を読んでいるあなたを通じて、私は至上の幸福を得ています。

　私の本を読んでくれた読者様すべてに神様の祝福がありますように。





blog　http://kanzakisiden.blog.fc2.com/




twitter　http://twitter.com/#!/Siden_K
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神かん崎ざき紫し電でん

北海道出身東京都在住『第一回小学館ガガガ文庫大賞受賞』のファミレス作家。「支払いは私が持つわ！」「いいわよ私が！」と伝票を引っ張り合うおばちゃん二人を目撃。日本人の持つ譲り合いの美も行き過ぎれば喧嘩になるのだ。僕のでよければ使ってください。
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鵜う飼かい沙さ樹き

ドレス－裸足－武器の黄金比に身を焼く天邪鬼です。
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ブラック・ブレット




神かみを目め指ざした者ものたち








神かん崎ざき紫し電でん





発　行　　　　2014年3月27日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2011 SHIDEN KANZAKI





※この電子書籍は2013年6月20日発行の電撃文庫『ブラック・ブレット 神を目指した者たち』15版に基づき制作











[image: ]




item/image/t001.jpg
BLACK
BULLET
CHAPTER
01

F—=
XERFAEMmMSd





item/image/t003.jpg
BLACK
BULLET
CHAPTER
03

B=E
HARAZHIELEIAMLT





item/image/t002.jpg
BLACK
BULLET
CHAPTER
02

E_=
MbhF#ES





item/image/cover.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/p115.jpg
LA
// N
[ Y

NN\






item/image/p239.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p273.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/hyou4.jpg
B LAE€EK BULLET






item/image/p189.jpg





item/image/p341.jpg
» G ENME RN
" W Ayfwufﬁu., A0





item/image/gaiji-003.png





item/image/gaiji-002.png
11!





item/image/p149.jpg
gl
il |

VI






item/image/gaiji-001.png





item/image/p307.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序　章　敗戦



		第一章　天童民間警備会社



		第二章　呪われた子供たち



		第三章　世界を滅ぼしたガストレア



		第四章　神を目指した者たち



		終　章　引かれ者の小唄



		あとがき



		奥付











item/image/k002.jpg
BESKRISEI—F
o, REAEF IR
B3 [RERM
Efastt] 08T
bH3, BETHD
{::/I_g_.w —
EEBHIT AR
BEBABFELEYN
NN v
B30

HRAL T4 VREFRICET [hhiz

4 . o Ftb) D— N BANLEENEDHZ.
— PEQ LS [REE i TR REALR
y - RELG 57, AZLEREREES

‘ \ éﬂTL‘{o\EKEKﬁEﬁﬁhb’)‘ito
4 - } N

(/1





item/image/k001.jpg
Ao R &

Illustration

oY





item/image/k004.jpg
LININE HIRYED o
EFRMOR. TIRFE, [RD
NEFHB] OOk, LS
DARIL T, BIiPHEL
SERVET, BISELETA
DINKTIEAES RS T BE
DRI ERE D, EHOFEHTF,

b I
SEARERRIERR 2B &
L. RRIUTZOEHE
BRCENS, HER.
DTNy b EERED
REEWND, S & F7=2kEE
ERICEESN. ZDEE]
BEAEWAIN AL,





item/image/k003.jpg
(TS XDt] i 7]‘)—] .Z_}T(

BXFRHER BIAREL TORSHENED
RZMEDL REARNEL, BICEXFD
ZIEISWT, BEERES 3, #DOTRERIC
FEARL TV B RERER D, RVOERED D,

HANLTEERIZEN, EOD
IV7IEREIEShBA, Z0D
{ =2 [REIVU7] OftiaE,
i 16 ARIBEN L 7=EFEEL
Wiy ZLTRBWEED S,
RRPOBOXIFER TS,





item/image/k006.jpg
N -

\
|
U UEARRC IS #1815, | \

1\ ‘
,

| HABREHEOT BEEEE, © | \
JozzbuavyktrTo e —d |
Zbo AMiHS NI EDH DD
EABREDE D> TELATN B0

\i






item/image/k005.jpg
SV JGEN S A IHA

=4 BAMYIVH—S—IFIR T3
| —4— BEABENZRZ—RY—R%
| AEEDEKEEHERL CV<E <0
771 58— FALB#ZS EAES 5%
HHERLES EL Do Do TL B0

1,? ;llf E/— (e =thA))] J
=

LAY Y SENJY
RIEFEEENT 288, 1=2T—
B—o EHRP/NLRERU [Mbh

- EF#tEB] £ MEmE 0D

- EBENEV ZORDY. HEENTR
VBT THREL TVT, 1BEDRRE
FEEEYR—b§2,






item/image/k007.jpg
BLACK BULLET

CONTENTS

PO10 F =E M

P021 %—% XERHEZEfRS#

P125 %£-% WbhizF#HiES

P201 %£=% H#RZHELEHTAILT
P259 EMNE #HZBEELLEELD
P312 #® & 5|/hPhEONRE

DESIGNED BY AFTERGROW





item/image/photo.jpg





item/image/t004.jpg
BLACK
BULLET
CHAPTER
04

FMOE
HweBELEALESD





item/image/p009.jpg
BLACK BULLET

759070k

z B & | %

SHIDEN KANZAKI

? B

ILLUSTRATION

i ¥
SAKI UKAI






